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COMISSÕES   

14 DE NOVEMBRO DE 2020
A Comissão de Atividades Literárias pro-

moveu pela primeira vez, em formato online, 

a cerimônia de premiação aos melhores de 

2020 (reveja no link: https://www.youtube.com/

watch?v=PoUZBiIKYfg&t=2026s)

A Seção Língua Japonesa outorgou o Prêmio 

Literário Nikkei para a obra “Wasuregatami no Ki” de 

Yoshiaki Umesaki, a Menção Honrosa para “Rakugaki 

Kurabu 51 Gou” e o Prêmio Especial para “Kizuna – 

Koushitsu to Burajiru” de Sonia e Masato Ninomiya.

OS VENCEDORES DO PRÊMIO 
LITERÁRIO NIKKEI

Yoshiaki Umesaki (dir.) recebe o diploma de Prêmio Literário 
Nikkei, língua japonesa, das mãos de Jorge Yamashita

山下譲二が梅崎嘉明（右）へ「にっけい文芸賞」の表彰状を授与する

TEMPOS DE PANDEMIA: 
OS CRIATIVOS NIKKEIS

Participantes da webinar: Sandra Hayashida 
(moderadora) e os nove empreendedores

ウェビナーの参加者：林田サンドラ（モデレーター）と9名の起業家

1º DE DEZEMBRO DE 2020
Compartilhar suas histórias de superação durante 

o isolamento social. Esta foi a proposta da webinar

“Criatividade Nikkey na Pademia” organizada pela NEB 

– Nikkey Empreendedores do Brasil e pelo Bunkyo, 

com o apoio do Consulado Geral do Japão.

O evento reuniu nove empreendedores que con-

taram suas histórias e desa�os: Alex Ozai (fundador 

da OzaiCom e Yaoyá Higienizados), Alexandre Miqui 

(proprietário do restaurante Cebiche), César Yukio (chef 

da Hanami Confeitaria), Cristina Miura (cirurgiã-dentista 

e idealizadora do PerioDiária), Leando Iuamoto (médi-

co �siatra), Lilian Ishida Arai (fundadora do HackMed), 

Marcos Teruya (criador do grupo Compra e Venda), 

Telma Shiraishi (chef proprietária do restaurante Aizomê 

e embaixadora da Difusão da Culinária Japonesa) e 

Walter Ihoshi (presidente da Jucesp -Junta Comercial do 

Estado de São Paulo). 

A integra da webinar está no 

link : https://www.youtube.com/

watch?v=c4_jY3B_Pm0&t=1191s

https://www.youtube.com/

watch?v=Pv1pihnhRHo&t=2153s

ウェビナー：「パンデミックにおける日系
人の創造性」

新型コロナウイルス感染症パンデミックによる社会隔離の中で、危機を乗り

越えてきた体験を分かち合う。これは、在聖日本国総領事館の後援で、ブラジル日

系企業（NEB）と文協が2020年12月1日に開催した、ウェビナー「パンデミックに

おける日系人の創造性」の提案でした。

　ゲストとして参加し、自らの体験や挑戦を語った日系企業家の方々は、デジ

タルサイネージのOZAICOMと消毒済み野菜販売のYAOYÁ HIGIENIZADOS創

業者のアレックス・オザイ氏、レストランLA MAR CEBICHERIA PERUANAオー

ナーのアレクサンドル・ミキ氏、「HANAMI CONFEITARIA」（洋菓子店）シェフの

セザール・ユキオ氏、歯科医で歯周病治療の「PERIODIÁRIA」を発案したクリスチ

ーナ・ミウラ氏、理学療法士のレアンドロ・イウアモト氏、「HACKMED」（健康革新

プログラム授業）創設者のリリアン・イシダ・アライ氏、ワッツアップを利用した売買

システム「COMPRA E VENDA」グループ創設者のマルコス・テルヤ氏、レストラン

「藍染」オーナーシェフで日本食普及親善大使のテルマ・シライシ氏、サンパウロ

州商業評議会会長のワルテル・イイホシ氏の各氏でした。

　このウェビナーは以下2つのリンクよりご視聴頂けます。https://www.

youtube.com/watch?v=c4_jY3B_Pm0&t=1191s

https://www.youtube.com/watch?v=Pv1pihnhRHo&t=2153s

Já a Seção Língua Portuguesa, para o Prêmio 

Bunkyo de Literatura, selecionou os romances de �c-

ção regionalista inscritos: 1º lugar: “Domanda Nísio”, 

de Emir Rossoni; 2° lugar: “Guatambu”, de Luiz Carlos 

Ladeia e 3° lugar: “O Anjo da Penha”, de Marcos 

Pereira de Mello.

Já os premiados do Concurso de Mangá foram: 1º 

Lugar: Roberta Dias Carlos com obra “Sabugo” e 2º 

Lugar: Iberê Guimarães com obra “Encontro na Ponte 

Yakusoku”.

Na ocasião, também foram premiados os vence-

dores do 11º Concurso Nacional de Haiku Bunkyo 

2020 e o relato especial de Masao Daigo sobre o 

acervo literário da imigração japonesa.

第50回にっけい文芸賞授賞式

文協にっけい文芸委員会は、2020年11月14日、オンラインにて「第50回に
っけい文芸賞授賞式」を行いました。

日本語部門では、「にっけい文芸賞」に梅崎嘉明氏の『忘れがたみの記』が、「
功労賞」には『楽書倶楽部第51号』が、「特別賞」には二宮正人・二宮ソニア共著の
『絆　皇室とブラジル』がそれぞれ受賞しました。

ポルトガル語門では、エミール・ロソニ氏の『ドマンダ・ニシオ』が1等、ルイス・
カルロス・ラデイア氏の『グァタンブ』が2等、マルコス・ペレイラ・デ・メロ氏の『オ・
アンジョ・ダ・ペーニャ』が3等に選ばれました。

まんが部門では、ロベルタ・ディアス・カルロス氏の『サブゴ』が１等、イベレ・ギマ
ランエス氏の『エンコントロ・ナ・ポンテ・ヤクソク』が２等に入選しました。

また、第11回全伯俳句大会の入賞作品（特選句１２句）や作者、選評も発表
された他、日本語部門の選考委員長を務めた醍醐麻沙夫（だいご・まさお）氏によ
る、「ブラジル移民文庫について」の講演も行われました。

この「第50回にっけい文芸賞授賞式」は以下のリンクよりご視聴頂けま
す。https://www.youtube.com/watch?v=PoUZBiIKYfg&t=2026s

第１回日本移民資料館国際
シンポジウム：
世界の移民博物館を知る

ブラジル日本移民史料館は、文協創立65周年記念行事の一環と
して、2020年11月12日、世界各地の日本移民に関する資料館関係者
がインターネットを通して一堂に会する「第1回日本人移民博物館国際
シンポジウム」を開催しました。日本語、英語、スペイン語、ポルトガル語
の同時通訳が入るこのシンポジウムの参加事前登録には、様々な国か
ら600人以上の申請があり、その関心の高さがうかがえました。

同館運営委員会の山下リジア委員長は主催者挨拶の中で「私たち
の先祖が辿った軌跡とそこで得た数々の教えやその精神を後世に伝え
る重要な使命を果たすために、今こそ世界各地にある日系資料館同士
の情報交換や連携が必要です。」と、このシンポジウム開催の目的を述
べました。

同シンポジウムには、文協の奥原常嗣副会長の尽力により、駐ブラ
ジル日本国山田彰特命全権大使の他、サンパウロ市国際関係局のルイ
ス・アルヴァロ・サレス・アギアル・デ・メネゼス局長、海外日系人協会の
田中克之理事長、国際協力機構（ＪＩＣＡ）ブラジル事務所の佐藤洋史
所長、在聖日本国総領事館の楠彰主席領事といった、日本とブラジルの

当局者も多数参加しました。
シンポジウムは、慶應義塾大学の柳田利夫名誉教授による講義の

後、各博物館を複数のブロックに分け、各館の紹介およびゲストとして
招かれた専門家から助言等がなされるという形式で進められました。

全世界から参加した日本人移民資料館は全12館で、まず、カナダ
のバンクーバーとトロント、米国のロサンジェルスとハワイの資料館の
代表者らが、それぞれの資料館を紹介しました。続いて、メキシコから
は、現在建設中の資料館プロジェクトが紹介された後、当国のブラジル
日本移民史料館、そしてペルーからはリマとマチュピチュの資料館が紹
介されました。その後は、ボリビアのサンファンとサンタクルスの資料館
が紹介され、最後のブロックでは、日本からの参加となった、横浜の海
外移住資料館と、神戸の神戸市立海外移住と文化の交流センターとそ
の主要施設である「移住ミュージアム」が紹介されました。

このイベントは、ブラジル日本移民史料館および、サンパウロ総合
大学大学院の日本語・文学・文化のプログラム、国際協力機構（ＪＩＣ
Ａ）、海外日系人協会の共催で行われました。

なお、「第１回日本移民資料館国際シンポジウム」は以下2つのリン
クよりご視聴頂けます。https://www.youtube.com/watch?v=p
hqJLr492K0&list=PLoH0wFnTpBLu09cMVHy5FTua3gm7f
mru_&index=1

https://www.youtube.com/watch?v=uLpvy2Iav1o&list
=PLoH0wFnTpBLu09cMVHy5FTua3gm7fmru

Emir Rossoni recebe o Prêmio Bunkyo de Literatura, língua 
portuguesa de Roberto Nishio

西尾ロベルトがエミル•ロソニへ「にっけい文芸賞」ポルトガル語部門の表彰状を授与する

Roberta Dias Carlos recebe o Prêmio do Concurso de Mangá de 
Akeo Yogui

与儀昭雄がロベルタ•ジア•カルロスへ「にっけい文芸賞」漫画部門の表彰状を授与する
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ウェビナーの参加者：林田サンドラ（モデレーター）と9名の起業家

1º DE DEZEMBRO DE 2020
Compartilhar suas histórias de superação durante 

o isolamento social. Esta foi a proposta da webinar

“Criatividade Nikkey na Pademia” organizada pela NEB 

– Nikkey Empreendedores do Brasil e pelo Bunkyo, 

com o apoio do Consulado Geral do Japão.

O evento reuniu nove empreendedores que con-

taram suas histórias e desa�os: Alex Ozai (fundador 

da OzaiCom e Yaoyá Higienizados), Alexandre Miqui 

(proprietário do restaurante Cebiche), César Yukio (chef 

da Hanami Confeitaria), Cristina Miura (cirurgiã-dentista 

e idealizadora do PerioDiária), Leando Iuamoto (médi-

co �siatra), Lilian Ishida Arai (fundadora do HackMed), 

Marcos Teruya (criador do grupo Compra e Venda), 

Telma Shiraishi (chef proprietária do restaurante Aizomê 

e embaixadora da Difusão da Culinária Japonesa) e 

Walter Ihoshi (presidente da Jucesp -Junta Comercial do 

Estado de São Paulo). 

A integra da webinar está no 

link : https://www.youtube.com/

watch?v=c4_jY3B_Pm0&t=1191s

https://www.youtube.com/

watch?v=Pv1pihnhRHo&t=2153s

ウェビナー：「パンデミックにおける日系
人の創造性」

新型コロナウイルス感染症パンデミックによる社会隔離の中で、危機を乗り

越えてきた体験を分かち合う。これは、在聖日本国総領事館の後援で、ブラジル日

系企業（NEB）と文協が2020年12月1日に開催した、ウェビナー「パンデミックに

おける日系人の創造性」の提案でした。

　ゲストとして参加し、自らの体験や挑戦を語った日系企業家の方々は、デジ

タルサイネージのOZAICOMと消毒済み野菜販売のYAOYÁ HIGIENIZADOS創

業者のアレックス・オザイ氏、レストランLA MAR CEBICHERIA PERUANAオー

ナーのアレクサンドル・ミキ氏、「HANAMI CONFEITARIA」（洋菓子店）シェフの

セザール・ユキオ氏、歯科医で歯周病治療の「PERIODIÁRIA」を発案したクリスチ

ーナ・ミウラ氏、理学療法士のレアンドロ・イウアモト氏、「HACKMED」（健康革新

プログラム授業）創設者のリリアン・イシダ・アライ氏、ワッツアップを利用した売買

システム「COMPRA E VENDA」グループ創設者のマルコス・テルヤ氏、レストラン

「藍染」オーナーシェフで日本食普及親善大使のテルマ・シライシ氏、サンパウロ

州商業評議会会長のワルテル・イイホシ氏の各氏でした。

　このウェビナーは以下2つのリンクよりご視聴頂けます。https://www.

youtube.com/watch?v=c4_jY3B_Pm0&t=1191s

https://www.youtube.com/watch?v=Pv1pihnhRHo&t=2153s

Já a Seção Língua Portuguesa, para o Prêmio 

Bunkyo de Literatura, selecionou os romances de �c-

ção regionalista inscritos: 1º lugar: “Domanda Nísio”, 

de Emir Rossoni; 2° lugar: “Guatambu”, de Luiz Carlos 

Ladeia e 3° lugar: “O Anjo da Penha”, de Marcos 

Pereira de Mello.

Já os premiados do Concurso de Mangá foram: 1º 

Lugar: Roberta Dias Carlos com obra “Sabugo” e 2º 

Lugar: Iberê Guimarães com obra “Encontro na Ponte 

Yakusoku”.

Na ocasião, também foram premiados os vence-

dores do 11º Concurso Nacional de Haiku Bunkyo 

2020 e o relato especial de Masao Daigo sobre o 

acervo literário da imigração japonesa.

第50回にっけい文芸賞授賞式

文協にっけい文芸委員会は、2020年11月14日、オンラインにて「第50回に
っけい文芸賞授賞式」を行いました。

日本語部門では、「にっけい文芸賞」に梅崎嘉明氏の『忘れがたみの記』が、「
功労賞」には『楽書倶楽部第51号』が、「特別賞」には二宮正人・二宮ソニア共著の
『絆　皇室とブラジル』がそれぞれ受賞しました。

ポルトガル語門では、エミール・ロソニ氏の『ドマンダ・ニシオ』が1等、ルイス・
カルロス・ラデイア氏の『グァタンブ』が2等、マルコス・ペレイラ・デ・メロ氏の『オ・
アンジョ・ダ・ペーニャ』が3等に選ばれました。

まんが部門では、ロベルタ・ディアス・カルロス氏の『サブゴ』が１等、イベレ・ギマ
ランエス氏の『エンコントロ・ナ・ポンテ・ヤクソク』が２等に入選しました。

また、第11回全伯俳句大会の入賞作品（特選句１２句）や作者、選評も発表
された他、日本語部門の選考委員長を務めた醍醐麻沙夫（だいご・まさお）氏によ
る、「ブラジル移民文庫について」の講演も行われました。

この「第50回にっけい文芸賞授賞式」は以下のリンクよりご視聴頂けま
す。https://www.youtube.com/watch?v=PoUZBiIKYfg&t=2026s

第１回日本移民資料館国際
シンポジウム：
世界の移民博物館を知る

ブラジル日本移民史料館は、文協創立65周年記念行事の一環と
して、2020年11月12日、世界各地の日本移民に関する資料館関係者
がインターネットを通して一堂に会する「第1回日本人移民博物館国際
シンポジウム」を開催しました。日本語、英語、スペイン語、ポルトガル語
の同時通訳が入るこのシンポジウムの参加事前登録には、様々な国か
ら600人以上の申請があり、その関心の高さがうかがえました。

同館運営委員会の山下リジア委員長は主催者挨拶の中で「私たち
の先祖が辿った軌跡とそこで得た数々の教えやその精神を後世に伝え
る重要な使命を果たすために、今こそ世界各地にある日系資料館同士
の情報交換や連携が必要です。」と、このシンポジウム開催の目的を述
べました。

同シンポジウムには、文協の奥原常嗣副会長の尽力により、駐ブラ
ジル日本国山田彰特命全権大使の他、サンパウロ市国際関係局のルイ
ス・アルヴァロ・サレス・アギアル・デ・メネゼス局長、海外日系人協会の
田中克之理事長、国際協力機構（ＪＩＣＡ）ブラジル事務所の佐藤洋史
所長、在聖日本国総領事館の楠彰主席領事といった、日本とブラジルの

当局者も多数参加しました。
シンポジウムは、慶應義塾大学の柳田利夫名誉教授による講義の

後、各博物館を複数のブロックに分け、各館の紹介およびゲストとして
招かれた専門家から助言等がなされるという形式で進められました。

全世界から参加した日本人移民資料館は全12館で、まず、カナダ
のバンクーバーとトロント、米国のロサンジェルスとハワイの資料館の
代表者らが、それぞれの資料館を紹介しました。続いて、メキシコから
は、現在建設中の資料館プロジェクトが紹介された後、当国のブラジル
日本移民史料館、そしてペルーからはリマとマチュピチュの資料館が紹
介されました。その後は、ボリビアのサンファンとサンタクルスの資料館
が紹介され、最後のブロックでは、日本からの参加となった、横浜の海
外移住資料館と、神戸の神戸市立海外移住と文化の交流センターとそ
の主要施設である「移住ミュージアム」が紹介されました。

このイベントは、ブラジル日本移民史料館および、サンパウロ総合
大学大学院の日本語・文学・文化のプログラム、国際協力機構（ＪＩＣ
Ａ）、海外日系人協会の共催で行われました。

なお、「第１回日本移民資料館国際シンポジウム」は以下2つのリン
クよりご視聴頂けます。https://www.youtube.com/watch?v=p
hqJLr492K0&list=PLoH0wFnTpBLu09cMVHy5FTua3gm7f
mru_&index=1

https://www.youtube.com/watch?v=uLpvy2Iav1o&list
=PLoH0wFnTpBLu09cMVHy5FTua3gm7fmru

Emir Rossoni recebe o Prêmio Bunkyo de Literatura, língua 
portuguesa de Roberto Nishio

西尾ロベルトがエミル•ロソニへ「にっけい文芸賞」ポルトガル語部門の表彰状を授与する

Roberta Dias Carlos recebe o Prêmio do Concurso de Mangá de 
Akeo Yogui

与儀昭雄がロベルタ•ジア•カルロスへ「にっけい文芸賞」漫画部門の表彰状を授与する
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14 DE NOVEMBRO DE 2020
A Comissão de Atividades Literárias pro-

moveu pela primeira vez, em formato online, 

a cerimônia de premiação aos melhores de 

2020 (reveja no link: https://www.youtube.com/

watch?v=PoUZBiIKYfg&t=2026s)

A Seção Língua Japonesa outorgou o Prêmio 

Literário Nikkei para a obra “Wasuregatami no Ki” de 

Yoshiaki Umesaki, a Menção Honrosa para “Rakugaki 

Kurabu 51 Gou” e o Prêmio Especial para “Kizuna – 

Koushitsu to Burajiru” de Sonia e Masato Ninomiya.

OS VENCEDORES DO PRÊMIO 
LITERÁRIO NIKKEI

Yoshiaki Umesaki (dir.) recebe o diploma de Prêmio Literário 
Nikkei, língua japonesa, das mãos de Jorge Yamashita

山下譲二が梅崎嘉明（右）へ「にっけい文芸賞」の表彰状を授与する

TEMPOS DE PANDEMIA: 
OS CRIATIVOS NIKKEIS

Participantes da webinar: Sandra Hayashida 
(moderadora) e os nove empreendedores

ウェビナーの参加者：林田サンドラ（モデレーター）と9名の起業家

1º DE DEZEMBRO DE 2020
Compartilhar suas histórias de superação durante 

o isolamento social. Esta foi a proposta da webinar

“Criatividade Nikkey na Pademia” organizada pela NEB 

– Nikkey Empreendedores do Brasil e pelo Bunkyo, 

com o apoio do Consulado Geral do Japão.

O evento reuniu nove empreendedores que con-

taram suas histórias e desa�os: Alex Ozai (fundador 

da OzaiCom e Yaoyá Higienizados), Alexandre Miqui 

(proprietário do restaurante Cebiche), César Yukio (chef 

da Hanami Confeitaria), Cristina Miura (cirurgiã-dentista 

e idealizadora do PerioDiária), Leando Iuamoto (médi-

co �siatra), Lilian Ishida Arai (fundadora do HackMed), 

Marcos Teruya (criador do grupo Compra e Venda), 

Telma Shiraishi (chef proprietária do restaurante Aizomê 

e embaixadora da Difusão da Culinária Japonesa) e 

Walter Ihoshi (presidente da Jucesp -Junta Comercial do 

Estado de São Paulo). 

A integra da webinar está no 

link : https://www.youtube.com/

watch?v=c4_jY3B_Pm0&t=1191s

https://www.youtube.com/

watch?v=Pv1pihnhRHo&t=2153s

ウェビナー：「パンデミックにおける日系
人の創造性」

新型コロナウイルス感染症パンデミックによる社会隔離の中で、危機を乗り

越えてきた体験を分かち合う。これは、在聖日本国総領事館の後援で、ブラジル日

系企業（NEB）と文協が2020年12月1日に開催した、ウェビナー「パンデミックに

おける日系人の創造性」の提案でした。

　ゲストとして参加し、自らの体験や挑戦を語った日系企業家の方々は、デジ

タルサイネージのOZAICOMと消毒済み野菜販売のYAOYÁ HIGIENIZADOS創

業者のアレックス・オザイ氏、レストランLA MAR CEBICHERIA PERUANAオー

ナーのアレクサンドル・ミキ氏、「HANAMI CONFEITARIA」（洋菓子店）シェフの

セザール・ユキオ氏、歯科医で歯周病治療の「PERIODIÁRIA」を発案したクリスチ

ーナ・ミウラ氏、理学療法士のレアンドロ・イウアモト氏、「HACKMED」（健康革新

プログラム授業）創設者のリリアン・イシダ・アライ氏、ワッツアップを利用した売買

システム「COMPRA E VENDA」グループ創設者のマルコス・テルヤ氏、レストラン

「藍染」オーナーシェフで日本食普及親善大使のテルマ・シライシ氏、サンパウロ

州商業評議会会長のワルテル・イイホシ氏の各氏でした。

　このウェビナーは以下2つのリンクよりご視聴頂けます。https://www.

youtube.com/watch?v=c4_jY3B_Pm0&t=1191s

https://www.youtube.com/watch?v=Pv1pihnhRHo&t=2153s

Já a Seção Língua Portuguesa, para o Prêmio 

Bunkyo de Literatura, selecionou os romances de �c-

ção regionalista inscritos: 1º lugar: “Domanda Nísio”, 

de Emir Rossoni; 2° lugar: “Guatambu”, de Luiz Carlos 

Ladeia e 3° lugar: “O Anjo da Penha”, de Marcos 

Pereira de Mello.

Já os premiados do Concurso de Mangá foram: 1º 

Lugar: Roberta Dias Carlos com obra “Sabugo” e 2º 

Lugar: Iberê Guimarães com obra “Encontro na Ponte 

Yakusoku”.

Na ocasião, também foram premiados os vence-

dores do 11º Concurso Nacional de Haiku Bunkyo 

2020 e o relato especial de Masao Daigo sobre o 

acervo literário da imigração japonesa.

第50回にっけい文芸賞授賞式

文協にっけい文芸委員会は、2020年11月14日、オンラインにて「第50回に
っけい文芸賞授賞式」を行いました。

日本語部門では、「にっけい文芸賞」に梅崎嘉明氏の『忘れがたみの記』が、「
功労賞」には『楽書倶楽部第51号』が、「特別賞」には二宮正人・二宮ソニア共著の
『絆　皇室とブラジル』がそれぞれ受賞しました。

ポルトガル語門では、エミール・ロソニ氏の『ドマンダ・ニシオ』が1等、ルイス・
カルロス・ラデイア氏の『グァタンブ』が2等、マルコス・ペレイラ・デ・メロ氏の『オ・
アンジョ・ダ・ペーニャ』が3等に選ばれました。

まんが部門では、ロベルタ・ディアス・カルロス氏の『サブゴ』が１等、イベレ・ギマ
ランエス氏の『エンコントロ・ナ・ポンテ・ヤクソク』が２等に入選しました。

また、第11回全伯俳句大会の入賞作品（特選句１２句）や作者、選評も発表
された他、日本語部門の選考委員長を務めた醍醐麻沙夫（だいご・まさお）氏によ
る、「ブラジル移民文庫について」の講演も行われました。

この「第50回にっけい文芸賞授賞式」は以下のリンクよりご視聴頂けま
す。https://www.youtube.com/watch?v=PoUZBiIKYfg&t=2026s

第１回日本移民資料館国際
シンポジウム：
世界の移民博物館を知る

ブラジル日本移民史料館は、文協創立65周年記念行事の一環と
して、2020年11月12日、世界各地の日本移民に関する資料館関係者
がインターネットを通して一堂に会する「第1回日本人移民博物館国際
シンポジウム」を開催しました。日本語、英語、スペイン語、ポルトガル語
の同時通訳が入るこのシンポジウムの参加事前登録には、様々な国か
ら600人以上の申請があり、その関心の高さがうかがえました。

同館運営委員会の山下リジア委員長は主催者挨拶の中で「私たち
の先祖が辿った軌跡とそこで得た数々の教えやその精神を後世に伝え
る重要な使命を果たすために、今こそ世界各地にある日系資料館同士
の情報交換や連携が必要です。」と、このシンポジウム開催の目的を述
べました。

同シンポジウムには、文協の奥原常嗣副会長の尽力により、駐ブラ
ジル日本国山田彰特命全権大使の他、サンパウロ市国際関係局のルイ
ス・アルヴァロ・サレス・アギアル・デ・メネゼス局長、海外日系人協会の
田中克之理事長、国際協力機構（ＪＩＣＡ）ブラジル事務所の佐藤洋史
所長、在聖日本国総領事館の楠彰主席領事といった、日本とブラジルの

当局者も多数参加しました。
シンポジウムは、慶應義塾大学の柳田利夫名誉教授による講義の

後、各博物館を複数のブロックに分け、各館の紹介およびゲストとして
招かれた専門家から助言等がなされるという形式で進められました。

全世界から参加した日本人移民資料館は全12館で、まず、カナダ
のバンクーバーとトロント、米国のロサンジェルスとハワイの資料館の
代表者らが、それぞれの資料館を紹介しました。続いて、メキシコから
は、現在建設中の資料館プロジェクトが紹介された後、当国のブラジル
日本移民史料館、そしてペルーからはリマとマチュピチュの資料館が紹
介されました。その後は、ボリビアのサンファンとサンタクルスの資料館
が紹介され、最後のブロックでは、日本からの参加となった、横浜の海
外移住資料館と、神戸の神戸市立海外移住と文化の交流センターとそ
の主要施設である「移住ミュージアム」が紹介されました。

このイベントは、ブラジル日本移民史料館および、サンパウロ総合
大学大学院の日本語・文学・文化のプログラム、国際協力機構（ＪＩＣ
Ａ）、海外日系人協会の共催で行われました。

なお、「第１回日本移民資料館国際シンポジウム」は以下2つのリン
クよりご視聴頂けます。https://www.youtube.com/watch?v=p
hqJLr492K0&list=PLoH0wFnTpBLu09cMVHy5FTua3gm7f
mru_&index=1

https://www.youtube.com/watch?v=uLpvy2Iav1o&list
=PLoH0wFnTpBLu09cMVHy5FTua3gm7fmru

Emir Rossoni recebe o Prêmio Bunkyo de Literatura, língua 
portuguesa de Roberto Nishio

西尾ロベルトがエミル•ロソニへ「にっけい文芸賞」ポルトガル語部門の表彰状を授与する

Roberta Dias Carlos recebe o Prêmio do Concurso de Mangá de 
Akeo Yogui

与儀昭雄がロベルタ•ジア•カルロスへ「にっけい文芸賞」漫画部門の表彰状を授与する
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20 DE DEZEMBRO DE 2020
O Trio Elisa Fukuda apresentou o 92º Concerto Bunkyo aos Domingos em comemoração aos 250 anos de 

nascimento do compositor alemão L.v. Beethoven.

O recital, em formato online apresentou obras do homenageado, interpretadas pela violinista Elisa Fukuda, 

pela pianista Michiko Tashiro Licciardi e pelo violoncelista Moisés Ferreira. 

Assista a íntegra do 92º Concerto no link: https://www.youtube.com/watch?v=wcMEoWeZOBY&t=761s

92º CONCERTO BUNKYO AOS DOMINGOS

第92回文協ドミンゴ・コンサート

文協音楽委員会は、2020年12月20日、トリオ・エリ

ーザ・フクダを招いて、ベートーベン生誕250周年を記

念する第92回文協ドミンゴ・コンサートを開催しました。

バイオリン奏者の福田エリーザ氏とピアニストのミチ

コ・タシロ・リシアルディ氏、チェロ奏者のモイゼス・フェ

レイラ氏によるリサイタルは、オンラインで行われました。

こののコンサートは以下のリンクよりご視聴頂けます。

h t t p s : / / w w w . y o u t u b e . c o m /

watch?v=wcMEoWeZOBY&t=761s

6 DE DEZEMBRO DE 2020
A Associação Cultural Suzanense – Bunkyo Suzano realizou, com transmissão online, sua primeira edição do 

FIB – Fórum de Integração Bunkyo com o tema “A integração dos jovens à cultura japonesa”.

O evento registrou a participação de representantes da Associação Cultural Suzanense - Bunkyo Suzano, Associação 

Cultural Esportiva Agrícola de Suzano – ACEAS, Associação Nikkey do Bairro das Palmeiras – Fukuhaku, Templo Budista 

Nambei Shingonshu Daigozan Jomyoji e Associação Nova Central de Sumô. O evento, que teve apoio do Bunkyo, apre-

sentou a palestra do professor Fernando Matsumoto (sócio proprietário da Flexus Aprimoramento Pessoal) e workshop

de professor André Saito (diretor de Educação da Sociedade Brasileira de Gestão do Conhecimento).

BUNKYO SUZANO REALIZA O I FIB

スザノ文協が地方文協統合フォーラム（ＦＩＢ）
を初開催

スザノ文協は、2020年12月6日、オンラインにて「第1回地方文協統合
フォーラム（FIB）」を開催しました。初回のテーマは「日本文化への青年の統
合」でした。

このFIBには、スザノ文協、汎スザノ文化体育農事協会（ACEAS）、福
博－パルメイラス区日系協会、南米真言宗醍醐山常明寺、ノーヴァ・セントラ
ル相撲協会の代表者達も参加しました。

文協の後援で開催されたこのFIBでは、FLEXUS APRIMORAMENTO 
PESSOAL共同経営者のフェルナンド・マツモト教授による講演と、ブラジル
知識管理学会（SBGC）教育ディレクターのアンドレ・サイトウ教授によるワ
ークショップも行われました。

Participantes da 1ª edição do FIB promovida pela Associação 
Cultural Suzanense

第一回スザノ文協地方文協統合フォーラムの参加者

Concerto Bunkyo com o Trio Elisa Fukuda em comemoração aos 250 anos de 
nascimento de Beethoeven    

トリオ•エリーザ•フクダを招いて開催された、ベートーベン誕生250周年を記念するコンサート
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O Trio Elisa Fukuda apresentou o 92º Concerto Bunkyo aos Domingos em comemoração aos 250 anos de 

nascimento do compositor alemão L.v. Beethoven.

O recital, em formato online apresentou obras do homenageado, interpretadas pela violinista Elisa Fukuda, 

pela pianista Michiko Tashiro Licciardi e pelo violoncelista Moisés Ferreira. 

Assista a íntegra do 92º Concerto no link: https://www.youtube.com/watch?v=wcMEoWeZOBY&t=761s
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レイラ氏によるリサイタルは、オンラインで行われました。

こののコンサートは以下のリンクよりご視聴頂けます。
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ASSEMBLEIA GERAL ORDINÁRIA E 
REUNIÕES DO CONSELHO DELIBERATIVO

ORGÃOS SOCIAIS  

Reunião Extraordinária do Conselho 
Deliberativo

Realizada em 12 de dezembro de 
2020, por videoconferência , com a 
presença de 43 membros (39 pessoalmente 
e 4 por procuração), o presidente André 
Tatsuhiko Korosue iniciou a sessão e 
explicou que, em razão da pandemia 
do novo coronavirus, a presente reunião 
extraordinária abordará os itens da reunião 
ordinária que ocorreria em abril e que foi 
suspensa, e também os itens da reunião 
ordinária de dezembro.

Convidou para compor a mesa o Sr. 
Erisson Thompson de Lima Jr., a quem 
solicitou que secretariasse a sessão, e o Sr. 
Renato Ishikawa, presidente da Diretoria.

Em sua saudação, o presidente da 
Diretoria Renato Ishikawa, fez um relato 
sobre as atividades desenvolvidas no 
exercício de 2020, considerando-as 
positivas em face da excepcionalidade das 
di�culdades decorrentes da pandemia da 
Covid-19. 

O primeiro item da ordem do dia, 
“Exame e aprovação do relatório de 
atividades da administração e das 
demonstrações �nanceiras relativas ao 
exercício de 2019”, foi apresentado pelo 
diretor de planejamento da Diretoria, 
Herberto Yamamuro. Em seguida, Ronaldo 
Ogassawara, fez a leitura do parecer do 
Conselho Fiscal, com teor favorável à 
aprovação dos resultados do exercício de 
2019. Os documentos foram aprovados por 
unanimidade. 

Na sequência, Sr. Herberto Yamamuro 
e o vice-presidente da Diretoria Gioji 
Okuhara realizaram um relato das 
atividades realizadas no corrente ano, 
mesmo após a erupção da pandemia 
da Covid-19, que impossibilitou todas 
as atividades presenciais e forçou suas 
realizações no formato digital, totalizando 
até o momento mais de 50 realizações. 
Em seguida passaram para o item 
“Discussão e aprovação do Plano de 
Atividades e Orçamentário para o Exercício 
de 2021”, para que o Sr. Yamamuro e o 
vice-presidente da Diretoria Gioji Okuhara 
realizassem a apresentação da proposta, 
mas antes eles realizaram um extenso 
relato das atividades realizadas no 
corrente ano, mesmo após a erupção da 
pandemia da Covid-19, que impossibilitou 
todas as atividades presenciais e forçou 
suas realizações no formato digital, 
totalizando até o momento mais de 50 
realizações. Diante deste preâmbulo, o 
Sr. Yamamuro propôs a manutenção do 
Plano de Atividades e Orçamentário de 
2021, dentro dos parâmetros originais 
programados para 2020, �cando a previsão 
de receitas a ser de R$ 4.340.000,00, 
despesas de R$ 4.140.000,00, e superávit 

de R$ 200.000,00, que foi aprovado por 
unanimidade. 

 Na sequência, tratando do item 
“Fixar as diretrizes básicas do exercício 
de 2021”, o Presidente Korosue propôs 
as seguintes diretrizes: 1) Ser agente 
ativo para a convivência harmônica e 
próspera das entidades nipo-brasileiras, 
2) Contribuir para a intensi�cação 
dos laços governamentais e privados 
do Brasil, com Órgãos, Entidades e 
Empresas do Japão, 3) Completar o ciclo 
de investimento, como entidade central 
da comunidade, assumindo os anseios 
comuns das entidades, 4) Criar valor 
reconhecido pelos associados realçando 
o espírito empreendedor, associado 
ao de cooperação, 5) Fortalecer o 
engajamento da liderança na promoção 
de jovens nas direções e decisões das 
entidades, e 6) Melhorar o desempenho 
dos colaboradores, incentivando-os a 
ter orgulho de ser membro do Bunkyo, 
e fortalecendo o pro�ssionalismo. Em 
seguida, submetida à votação, sem 
manifestação em contrário, as diretrizes 
foram aprovadas por unanimidade. 

Por �m, em “Outros assuntos de 
interesse social”, o Sr. Presidente anunciou 
os membros da Comissão Eleitoral para 
condução das eleições para renovação 
de 50% dos membros do Conselho 
Deliberativo em Assembleia Geral Ordinária 
prevista para 27 de março de 2021,  e da 
Diretoria e Conselho Fiscal a ser eleita 
para nova gestão na próxima reunião 
do Conselho Deliberativo prevista para 
24 de março de 2021: Nelson Miyahara 
(presidente), Fernando Matsumoto, Júlio 
Aguemi, Junzo Katayama, Oston Hirano, 
Patrícia Takehana, Ricardo Augusto 
Yamasaki, Roberto Takayuki Kato, Sergio 
Ocimoto Oda e Tuyoci Ohara.

58ª Assembleia Geral Ordinária
Realizada no dia 27 de março 

de 2021, em formato híbrido, a 58ª 
Assembleia Geral Ordinária, foi 
presidida por Roberto Yoshihiro Nishio 
e secretariada por Herberto Macoto 
Yamamuro, com a Ordem do Dia: 
Renovação de 50% dos membros do 
Conselho Deliberativo, com mandato 
4 (quatro) anos, podendo ser reeleitos. 
Presentes 69 associados, sendo 59 
pessoalmente e 10 por procuração. 
A apuração foi acompanhada pelos 
membros da Comissão Eleitoral, presidida 
por Nelson Miyahara. No total foram 
computadas 232 cédulas, nenhuma 
em branco e portanto 232 válidas. 
Foram eleitos 50 membros efetivos e 19 
suplentes do Conselho Deliberativo, com 
mandato até março de 2025.

158ª Reunião Ordinária do Conselho 
Deliberativo

Em segunda convocação realizou-se 
no dia 24 de abril de 2021, de forma virtual, 
com a presença de 30 conselheiros (25 
pessoalmente e 5 por procurações)

 O presidente do Conselho Deliberativo 
André Tatsuhiko Korosue,  abriu a sessão 
e convidou o senhor Renato Ishikawa, 
Presidente da Diretoria, e o senhor Nelson 
Miyahara, para  comporem a mesa e 
nomeou o senhor Erisson Thompson Lima 
Jr., para secretariar a sessão, e solicitando-
lhe a leitura do Edital de Convocação.

Após a saudação do Presidente da 
Diretoria, Renato Ishikawa, passou-se 
para o primeiro item da pauta “Exame 
e aprovação do relatório de atividades 
da administração e das demonstrações 
�nanceiras relativas ao exercício de 
2020”. O secretário-geral da Diretoria 
Celso Norimitsu Mizumoto, apresentou 
o relatório de atividades com destaque 
das principais atividades realizadas no 
exercício �ndo. O Sr. Presidente colocou o 
Relatório de Atividades em discussão e, em 
seguida, em votação, tendo o mesmo sido 
aprovado por unanimidade. Em seguida, o 
Sr. Presidente passou a palavra ao senhor 
Gerson Shitoshi Fukanoki  Kunii, tesoureiro-
geral da Diretoria, que explanou sobre o  
Balanço Patrimonial e as  Demonstrações 
Financeiras e Contábeis de 2020, 
inclusive sobre o Parecer  dos Auditores 
Independentes favorável à aprovação 
das contas do exercício de 2020 pelos 
senhores Conselheiros. Na sequência, a 
pedido do Sr. Presidente , o senhor Hiroshi 
Takahashi, membro efetivo do Conselho 
Fiscal, leu o  parecer do Conselho Fiscal, 
com teor favorável à aprovação das contas. 
Submetidos à discussão e, em seguida, 
à votação o Balanço Patrimonial e as 
Demonstrações Financeiras relativas ao 
exercício de 2020 foram aprovados por 
unanimidade.

Passando para o item seguinte da 
pauta, o Sr. Presidente passou a palavra 
ao  senhor Nelson Miyahara, Presidente da 
Comissão Eleitoral, para a realização das 
eleições. Inicialmente, foram apresentados 
os membros da Comissão Eleitoral e em 
seguida informou-se que  apenas uma 
chapa fora inscrita para a eleição dos 
três órgãos societários, denominada 
“Unidos Em Um Futuro Melhor”, e 
propôs que a eleição fosse realizada por 
aclamação, proposta que foi aprovada por 
unanimidade. 

Portanto, foram eleitos para o biênio de 
29 de abril de 2021 a 28 de abril de 2023 os 
seguintes dirigentes:

DIRETORIA: Presidente: Renato 
Ishikawa, 1º Vice-Presidente: Roberto 
Yoshihiro Nishio , 2º Vice-Presidente: 

総会・評議員会

臨時評議員会
2020年12月12日、議長は頃末アンドレ会長、書

記はエリソン・リマ幹事が務め、評議員43名(内

委任状4名)が出席、オンライン形式で行われた。

頃末アンドレ議長はコロナウィルの影響で4月予

定であった定例会議が中止されたため、本日、12

月定例会議と合わせて臨時会議を行うことを説

明し開催れた。石川レナト理事会会長はコロナウ

イルスパンデミックの非常事態に対しての困難を

乗り越える姿勢を考慮して2020年度での活動

を行ったと述べた。議題:　1)　2020年度事業

報告事業計画及び財務決算報告の審議について

は、事業報告は奥原理事会副会長がコロナウィ

ルの影響ですべての出席イベントが中止され、50

以上のデジタル形式でのイベントの切り替えと成

果を報告し、決算報告は山室エルベルト信企画

担当理事が発表、続いて小笠原ロナウド氏が、監

視役会の意見書を読み上げ、全会一致で承認。2) 

2021年度事業計画案と予算案の審議」では、山

室エルベルト信企画担当理事が発表し、事業計

画は基本的に昨年度予定だった活動とし、予算

案は20万レアルの黒字と提案し、全会一致で承

認された。3）2021年度の事業方針の決定につい

ては、頃末アンドレ議長は以下項目を提案：①　

諸日系団体との調和と豊かな共存、②　ブラジル

と日本の行政機関、企業との関係強化、③　日系

社会の中心機関としての役割を果たすために他

団体への貢献を具体化、④ 会員に認められる評

価項目を高め、⑤　各団体の幹部が若者のリー

ダーシップ育成に関与するための活動、⑥　文協

職員の業績を向上させ、文協の一員であることを

誇りに思うように実力主義概念を導入、全会一致

で採択された。3)　その他では、石川レナト理事

会会長は、2021年3月27日に予定されている第

58回定期総会において評議員会員の50％選任

及び2021年3月24日に予定されている第158

回評議員会議で理事会と監査役会の選挙を進行

する選挙管理委員会のメンバーを紹介：宮原ネル

ソン(委員長)、上見ジュリオ、片山ジュンゾー、山

崎リカルド・アウグスト、大原毅、竹花パトリシア、

加藤ロベルト・タカユキ、小田セルジオ。

第58回定期総会
2021年3月27日、ハイブリッド形式で行われ、西

尾ロベルト義弘が議長に、山室エルベルト信が

書記に選出され開催。議題：評議員会選挙。議題:

審議評議会のメンバーの50%の継続、任期04年 

で、再選される可能性があります。評議員会には

69名(内委任状10名) が出席。選挙は宮原ネル

ソン選挙管理委員長の進行で行われ、合計232

票（無効なし）総計232票。選挙結果は50名が正

評議員に選ばれ19名が補充評議員となり、任務

は2025年3月までである。

第158回定期評議員会
2021年4月24日はオンライン形式で実施、評議

員30名(内委任状5名) が出席。議長は頃末アン

ドレ会長、書記はエリソン・リマ理事が務めた。議

題：１）2020年度事業報告書及び財務決算報告

の審議、水本セルソ理事会専任理事、国井ジェル

ソン会計専任理事が発表、高橋博監査役が監査

役会意見書を読み上げ、全会一致一致で承認さ

れた。２）評議員会幹部、理事会、監査役会の選

挙は宮原ネルソン選挙管理委員長の進行で行わ

れ、単一シャッパの申し込みがあったので全会一

致で承認。従って、2021年4月29日から2023年

4月28日までに選出されました。

評議員会:会長　山下譲二、第１副会長　桂川富

夫、 第２副会長　松尾治、 第３副会長　西村リ

カルド、 第１幹事　水本セルソ、 第２幹事　エリ

ソン・リマ、 第３幹事　楠本留巳。

理事会:　会長　石川レナト、第1副会長　西尾

ロベルト義弘、 第2副会長　秀島マルセロ、 第3

副会長　頃末アンドレ、 第4副会長　佐々木バ

ルテル、 第5副会長　和田ロドルフォ、 第6副会

長　山下リジア玲子、 第7副会長　山村シルビ

オ、 専任理事　照屋ウーゴ武次、 会計専任理事

石川タケシ。

監査役会：(正監査役)高橋博、清原健児、小笠

原ロナルド、(補欠監査役)山田タカオ、 清水リジ

ア、 野村昌治。
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Reunião Extraordinária do Conselho 
Deliberativo

Realizada em 12 de dezembro de 
2020, por videoconferência , com a 
presença de 43 membros (39 pessoalmente 
e 4 por procuração), o presidente André 
Tatsuhiko Korosue iniciou a sessão e 
explicou que, em razão da pandemia 
do novo coronavirus, a presente reunião 
extraordinária abordará os itens da reunião 
ordinária que ocorreria em abril e que foi 
suspensa, e também os itens da reunião 
ordinária de dezembro.

Convidou para compor a mesa o Sr. 
Erisson Thompson de Lima Jr., a quem 
solicitou que secretariasse a sessão, e o Sr. 
Renato Ishikawa, presidente da Diretoria.

Em sua saudação, o presidente da 
Diretoria Renato Ishikawa, fez um relato 
sobre as atividades desenvolvidas no 
exercício de 2020, considerando-as 
positivas em face da excepcionalidade das 
di�culdades decorrentes da pandemia da 
Covid-19. 

O primeiro item da ordem do dia, 
“Exame e aprovação do relatório de 
atividades da administração e das 
demonstrações �nanceiras relativas ao 
exercício de 2019”, foi apresentado pelo 
diretor de planejamento da Diretoria, 
Herberto Yamamuro. Em seguida, Ronaldo 
Ogassawara, fez a leitura do parecer do 
Conselho Fiscal, com teor favorável à 
aprovação dos resultados do exercício de 
2019. Os documentos foram aprovados por 
unanimidade. 

Na sequência, Sr. Herberto Yamamuro 
e o vice-presidente da Diretoria Gioji 
Okuhara realizaram um relato das 
atividades realizadas no corrente ano, 
mesmo após a erupção da pandemia 
da Covid-19, que impossibilitou todas 
as atividades presenciais e forçou suas 
realizações no formato digital, totalizando 
até o momento mais de 50 realizações. 
Em seguida passaram para o item 
“Discussão e aprovação do Plano de 
Atividades e Orçamentário para o Exercício 
de 2021”, para que o Sr. Yamamuro e o 
vice-presidente da Diretoria Gioji Okuhara 
realizassem a apresentação da proposta, 
mas antes eles realizaram um extenso 
relato das atividades realizadas no 
corrente ano, mesmo após a erupção da 
pandemia da Covid-19, que impossibilitou 
todas as atividades presenciais e forçou 
suas realizações no formato digital, 
totalizando até o momento mais de 50 
realizações. Diante deste preâmbulo, o 
Sr. Yamamuro propôs a manutenção do 
Plano de Atividades e Orçamentário de 
2021, dentro dos parâmetros originais 
programados para 2020, �cando a previsão 
de receitas a ser de R$ 4.340.000,00, 
despesas de R$ 4.140.000,00, e superávit 

de R$ 200.000,00, que foi aprovado por 
unanimidade. 

 Na sequência, tratando do item 
“Fixar as diretrizes básicas do exercício 
de 2021”, o Presidente Korosue propôs 
as seguintes diretrizes: 1) Ser agente 
ativo para a convivência harmônica e 
próspera das entidades nipo-brasileiras, 
2) Contribuir para a intensi�cação 
dos laços governamentais e privados 
do Brasil, com Órgãos, Entidades e 
Empresas do Japão, 3) Completar o ciclo 
de investimento, como entidade central 
da comunidade, assumindo os anseios 
comuns das entidades, 4) Criar valor 
reconhecido pelos associados realçando 
o espírito empreendedor, associado 
ao de cooperação, 5) Fortalecer o 
engajamento da liderança na promoção 
de jovens nas direções e decisões das 
entidades, e 6) Melhorar o desempenho 
dos colaboradores, incentivando-os a 
ter orgulho de ser membro do Bunkyo, 
e fortalecendo o pro�ssionalismo. Em 
seguida, submetida à votação, sem 
manifestação em contrário, as diretrizes 
foram aprovadas por unanimidade. 

Por �m, em “Outros assuntos de 
interesse social”, o Sr. Presidente anunciou 
os membros da Comissão Eleitoral para 
condução das eleições para renovação 
de 50% dos membros do Conselho 
Deliberativo em Assembleia Geral Ordinária 
prevista para 27 de março de 2021,  e da 
Diretoria e Conselho Fiscal a ser eleita 
para nova gestão na próxima reunião 
do Conselho Deliberativo prevista para 
24 de março de 2021: Nelson Miyahara 
(presidente), Fernando Matsumoto, Júlio 
Aguemi, Junzo Katayama, Oston Hirano, 
Patrícia Takehana, Ricardo Augusto 
Yamasaki, Roberto Takayuki Kato, Sergio 
Ocimoto Oda e Tuyoci Ohara.

58ª Assembleia Geral Ordinária
Realizada no dia 27 de março 

de 2021, em formato híbrido, a 58ª 
Assembleia Geral Ordinária, foi 
presidida por Roberto Yoshihiro Nishio 
e secretariada por Herberto Macoto 
Yamamuro, com a Ordem do Dia: 
Renovação de 50% dos membros do 
Conselho Deliberativo, com mandato 
4 (quatro) anos, podendo ser reeleitos. 
Presentes 69 associados, sendo 59 
pessoalmente e 10 por procuração. 
A apuração foi acompanhada pelos 
membros da Comissão Eleitoral, presidida 
por Nelson Miyahara. No total foram 
computadas 232 cédulas, nenhuma 
em branco e portanto 232 válidas. 
Foram eleitos 50 membros efetivos e 19 
suplentes do Conselho Deliberativo, com 
mandato até março de 2025.

158ª Reunião Ordinária do Conselho 
Deliberativo

Em segunda convocação realizou-se 
no dia 24 de abril de 2021, de forma virtual, 
com a presença de 30 conselheiros (25 
pessoalmente e 5 por procurações)

 O presidente do Conselho Deliberativo 
André Tatsuhiko Korosue,  abriu a sessão 
e convidou o senhor Renato Ishikawa, 
Presidente da Diretoria, e o senhor Nelson 
Miyahara, para  comporem a mesa e 
nomeou o senhor Erisson Thompson Lima 
Jr., para secretariar a sessão, e solicitando-
lhe a leitura do Edital de Convocação.

Após a saudação do Presidente da 
Diretoria, Renato Ishikawa, passou-se 
para o primeiro item da pauta “Exame 
e aprovação do relatório de atividades 
da administração e das demonstrações 
�nanceiras relativas ao exercício de 
2020”. O secretário-geral da Diretoria 
Celso Norimitsu Mizumoto, apresentou 
o relatório de atividades com destaque 
das principais atividades realizadas no 
exercício �ndo. O Sr. Presidente colocou o 
Relatório de Atividades em discussão e, em 
seguida, em votação, tendo o mesmo sido 
aprovado por unanimidade. Em seguida, o 
Sr. Presidente passou a palavra ao senhor 
Gerson Shitoshi Fukanoki  Kunii, tesoureiro-
geral da Diretoria, que explanou sobre o  
Balanço Patrimonial e as  Demonstrações 
Financeiras e Contábeis de 2020, 
inclusive sobre o Parecer  dos Auditores 
Independentes favorável à aprovação 
das contas do exercício de 2020 pelos 
senhores Conselheiros. Na sequência, a 
pedido do Sr. Presidente , o senhor Hiroshi 
Takahashi, membro efetivo do Conselho 
Fiscal, leu o  parecer do Conselho Fiscal, 
com teor favorável à aprovação das contas. 
Submetidos à discussão e, em seguida, 
à votação o Balanço Patrimonial e as 
Demonstrações Financeiras relativas ao 
exercício de 2020 foram aprovados por 
unanimidade.

Passando para o item seguinte da 
pauta, o Sr. Presidente passou a palavra 
ao  senhor Nelson Miyahara, Presidente da 
Comissão Eleitoral, para a realização das 
eleições. Inicialmente, foram apresentados 
os membros da Comissão Eleitoral e em 
seguida informou-se que  apenas uma 
chapa fora inscrita para a eleição dos 
três órgãos societários, denominada 
“Unidos Em Um Futuro Melhor”, e 
propôs que a eleição fosse realizada por 
aclamação, proposta que foi aprovada por 
unanimidade. 

Portanto, foram eleitos para o biênio de 
29 de abril de 2021 a 28 de abril de 2023 os 
seguintes dirigentes:

DIRETORIA: Presidente: Renato 
Ishikawa, 1º Vice-Presidente: Roberto 
Yoshihiro Nishio , 2º Vice-Presidente: 

総会・評議員会

臨時評議員会
2020年12月12日、議長は頃末アンドレ会長、書

記はエリソン・リマ幹事が務め、評議員43名(内

委任状4名)が出席、オンライン形式で行われた。

頃末アンドレ議長はコロナウィルの影響で4月予

定であった定例会議が中止されたため、本日、12

月定例会議と合わせて臨時会議を行うことを説

明し開催れた。石川レナト理事会会長はコロナウ

イルスパンデミックの非常事態に対しての困難を

乗り越える姿勢を考慮して2020年度での活動

を行ったと述べた。議題:　1)　2020年度事業

報告事業計画及び財務決算報告の審議について

は、事業報告は奥原理事会副会長がコロナウィ

ルの影響ですべての出席イベントが中止され、50

以上のデジタル形式でのイベントの切り替えと成

果を報告し、決算報告は山室エルベルト信企画

担当理事が発表、続いて小笠原ロナウド氏が、監

視役会の意見書を読み上げ、全会一致で承認。2) 

2021年度事業計画案と予算案の審議」では、山

室エルベルト信企画担当理事が発表し、事業計

画は基本的に昨年度予定だった活動とし、予算

案は20万レアルの黒字と提案し、全会一致で承

認された。3）2021年度の事業方針の決定につい

ては、頃末アンドレ議長は以下項目を提案：①　

諸日系団体との調和と豊かな共存、②　ブラジル

と日本の行政機関、企業との関係強化、③　日系

社会の中心機関としての役割を果たすために他

団体への貢献を具体化、④ 会員に認められる評

価項目を高め、⑤　各団体の幹部が若者のリー

ダーシップ育成に関与するための活動、⑥　文協

職員の業績を向上させ、文協の一員であることを

誇りに思うように実力主義概念を導入、全会一致

で採択された。3)　その他では、石川レナト理事

会会長は、2021年3月27日に予定されている第

58回定期総会において評議員会員の50％選任

及び2021年3月24日に予定されている第158

回評議員会議で理事会と監査役会の選挙を進行

する選挙管理委員会のメンバーを紹介：宮原ネル

ソン(委員長)、上見ジュリオ、片山ジュンゾー、山

崎リカルド・アウグスト、大原毅、竹花パトリシア、

加藤ロベルト・タカユキ、小田セルジオ。

第58回定期総会
2021年3月27日、ハイブリッド形式で行われ、西

尾ロベルト義弘が議長に、山室エルベルト信が

書記に選出され開催。議題：評議員会選挙。議題:

審議評議会のメンバーの50%の継続、任期04年 

で、再選される可能性があります。評議員会には

69名(内委任状10名) が出席。選挙は宮原ネル

ソン選挙管理委員長の進行で行われ、合計232

票（無効なし）総計232票。選挙結果は50名が正

評議員に選ばれ19名が補充評議員となり、任務

は2025年3月までである。

第158回定期評議員会
2021年4月24日はオンライン形式で実施、評議

員30名(内委任状5名) が出席。議長は頃末アン

ドレ会長、書記はエリソン・リマ理事が務めた。議

題：１）2020年度事業報告書及び財務決算報告

の審議、水本セルソ理事会専任理事、国井ジェル

ソン会計専任理事が発表、高橋博監査役が監査

役会意見書を読み上げ、全会一致一致で承認さ

れた。２）評議員会幹部、理事会、監査役会の選

挙は宮原ネルソン選挙管理委員長の進行で行わ

れ、単一シャッパの申し込みがあったので全会一

致で承認。従って、2021年4月29日から2023年

4月28日までに選出されました。

評議員会:会長　山下譲二、第１副会長　桂川富

夫、 第２副会長　松尾治、 第３副会長　西村リ

カルド、 第１幹事　水本セルソ、 第２幹事　エリ

ソン・リマ、 第３幹事　楠本留巳。

理事会:　会長　石川レナト、第1副会長　西尾

ロベルト義弘、 第2副会長　秀島マルセロ、 第3

副会長　頃末アンドレ、 第4副会長　佐々木バ

ルテル、 第5副会長　和田ロドルフォ、 第6副会

長　山下リジア玲子、 第7副会長　山村シルビ

オ、 専任理事　照屋ウーゴ武次、 会計専任理事

石川タケシ。

監査役会：(正監査役)高橋博、清原健児、小笠

原ロナルド、(補欠監査役)山田タカオ、 清水リジ

ア、 野村昌治。
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Reunião Extraordinária do Conselho 
Deliberativo

Realizada em 12 de dezembro de 
2020, por videoconferência , com a 
presença de 43 membros (39 pessoalmente 
e 4 por procuração), o presidente André 
Tatsuhiko Korosue iniciou a sessão e 
explicou que, em razão da pandemia 
do novo coronavirus, a presente reunião 
extraordinária abordará os itens da reunião 
ordinária que ocorreria em abril e que foi 
suspensa, e também os itens da reunião 
ordinária de dezembro.

Convidou para compor a mesa o Sr. 
Erisson Thompson de Lima Jr., a quem 
solicitou que secretariasse a sessão, e o Sr. 
Renato Ishikawa, presidente da Diretoria.

Em sua saudação, o presidente da 
Diretoria Renato Ishikawa, fez um relato 
sobre as atividades desenvolvidas no 
exercício de 2020, considerando-as 
positivas em face da excepcionalidade das 
di�culdades decorrentes da pandemia da 
Covid-19. 

O primeiro item da ordem do dia, 
“Exame e aprovação do relatório de 
atividades da administração e das 
demonstrações �nanceiras relativas ao 
exercício de 2019”, foi apresentado pelo 
diretor de planejamento da Diretoria, 
Herberto Yamamuro. Em seguida, Ronaldo 
Ogassawara, fez a leitura do parecer do 
Conselho Fiscal, com teor favorável à 
aprovação dos resultados do exercício de 
2019. Os documentos foram aprovados por 
unanimidade. 

Na sequência, Sr. Herberto Yamamuro 
e o vice-presidente da Diretoria Gioji 
Okuhara realizaram um relato das 
atividades realizadas no corrente ano, 
mesmo após a erupção da pandemia 
da Covid-19, que impossibilitou todas 
as atividades presenciais e forçou suas 
realizações no formato digital, totalizando 
até o momento mais de 50 realizações. 
Em seguida passaram para o item 
“Discussão e aprovação do Plano de 
Atividades e Orçamentário para o Exercício 
de 2021”, para que o Sr. Yamamuro e o 
vice-presidente da Diretoria Gioji Okuhara 
realizassem a apresentação da proposta, 
mas antes eles realizaram um extenso 
relato das atividades realizadas no 
corrente ano, mesmo após a erupção da 
pandemia da Covid-19, que impossibilitou 
todas as atividades presenciais e forçou 
suas realizações no formato digital, 
totalizando até o momento mais de 50 
realizações. Diante deste preâmbulo, o 
Sr. Yamamuro propôs a manutenção do 
Plano de Atividades e Orçamentário de 
2021, dentro dos parâmetros originais 
programados para 2020, �cando a previsão 
de receitas a ser de R$ 4.340.000,00, 
despesas de R$ 4.140.000,00, e superávit 

de R$ 200.000,00, que foi aprovado por 
unanimidade. 

 Na sequência, tratando do item 
“Fixar as diretrizes básicas do exercício 
de 2021”, o Presidente Korosue propôs 
as seguintes diretrizes: 1) Ser agente 
ativo para a convivência harmônica e 
próspera das entidades nipo-brasileiras, 
2) Contribuir para a intensi�cação 
dos laços governamentais e privados 
do Brasil, com Órgãos, Entidades e 
Empresas do Japão, 3) Completar o ciclo 
de investimento, como entidade central 
da comunidade, assumindo os anseios 
comuns das entidades, 4) Criar valor 
reconhecido pelos associados realçando 
o espírito empreendedor, associado 
ao de cooperação, 5) Fortalecer o 
engajamento da liderança na promoção 
de jovens nas direções e decisões das 
entidades, e 6) Melhorar o desempenho 
dos colaboradores, incentivando-os a 
ter orgulho de ser membro do Bunkyo, 
e fortalecendo o pro�ssionalismo. Em 
seguida, submetida à votação, sem 
manifestação em contrário, as diretrizes 
foram aprovadas por unanimidade. 

Por �m, em “Outros assuntos de 
interesse social”, o Sr. Presidente anunciou 
os membros da Comissão Eleitoral para 
condução das eleições para renovação 
de 50% dos membros do Conselho 
Deliberativo em Assembleia Geral Ordinária 
prevista para 27 de março de 2021,  e da 
Diretoria e Conselho Fiscal a ser eleita 
para nova gestão na próxima reunião 
do Conselho Deliberativo prevista para 
24 de março de 2021: Nelson Miyahara 
(presidente), Fernando Matsumoto, Júlio 
Aguemi, Junzo Katayama, Oston Hirano, 
Patrícia Takehana, Ricardo Augusto 
Yamasaki, Roberto Takayuki Kato, Sergio 
Ocimoto Oda e Tuyoci Ohara.

58ª Assembleia Geral Ordinária
Realizada no dia 27 de março 

de 2021, em formato híbrido, a 58ª 
Assembleia Geral Ordinária, foi 
presidida por Roberto Yoshihiro Nishio 
e secretariada por Herberto Macoto 
Yamamuro, com a Ordem do Dia: 
Renovação de 50% dos membros do 
Conselho Deliberativo, com mandato 
4 (quatro) anos, podendo ser reeleitos. 
Presentes 69 associados, sendo 59 
pessoalmente e 10 por procuração. 
A apuração foi acompanhada pelos 
membros da Comissão Eleitoral, presidida 
por Nelson Miyahara. No total foram 
computadas 232 cédulas, nenhuma 
em branco e portanto 232 válidas. 
Foram eleitos 50 membros efetivos e 19 
suplentes do Conselho Deliberativo, com 
mandato até março de 2025.

158ª Reunião Ordinária do Conselho 
Deliberativo

Em segunda convocação realizou-se 
no dia 24 de abril de 2021, de forma virtual, 
com a presença de 30 conselheiros (25 
pessoalmente e 5 por procurações)

 O presidente do Conselho Deliberativo 
André Tatsuhiko Korosue,  abriu a sessão 
e convidou o senhor Renato Ishikawa, 
Presidente da Diretoria, e o senhor Nelson 
Miyahara, para  comporem a mesa e 
nomeou o senhor Erisson Thompson Lima 
Jr., para secretariar a sessão, e solicitando-
lhe a leitura do Edital de Convocação.

Após a saudação do Presidente da 
Diretoria, Renato Ishikawa, passou-se 
para o primeiro item da pauta “Exame 
e aprovação do relatório de atividades 
da administração e das demonstrações 
�nanceiras relativas ao exercício de 
2020”. O secretário-geral da Diretoria 
Celso Norimitsu Mizumoto, apresentou 
o relatório de atividades com destaque 
das principais atividades realizadas no 
exercício �ndo. O Sr. Presidente colocou o 
Relatório de Atividades em discussão e, em 
seguida, em votação, tendo o mesmo sido 
aprovado por unanimidade. Em seguida, o 
Sr. Presidente passou a palavra ao senhor 
Gerson Shitoshi Fukanoki  Kunii, tesoureiro-
geral da Diretoria, que explanou sobre o  
Balanço Patrimonial e as  Demonstrações 
Financeiras e Contábeis de 2020, 
inclusive sobre o Parecer  dos Auditores 
Independentes favorável à aprovação 
das contas do exercício de 2020 pelos 
senhores Conselheiros. Na sequência, a 
pedido do Sr. Presidente , o senhor Hiroshi 
Takahashi, membro efetivo do Conselho 
Fiscal, leu o  parecer do Conselho Fiscal, 
com teor favorável à aprovação das contas. 
Submetidos à discussão e, em seguida, 
à votação o Balanço Patrimonial e as 
Demonstrações Financeiras relativas ao 
exercício de 2020 foram aprovados por 
unanimidade.

Passando para o item seguinte da 
pauta, o Sr. Presidente passou a palavra 
ao  senhor Nelson Miyahara, Presidente da 
Comissão Eleitoral, para a realização das 
eleições. Inicialmente, foram apresentados 
os membros da Comissão Eleitoral e em 
seguida informou-se que  apenas uma 
chapa fora inscrita para a eleição dos 
três órgãos societários, denominada 
“Unidos Em Um Futuro Melhor”, e 
propôs que a eleição fosse realizada por 
aclamação, proposta que foi aprovada por 
unanimidade. 

Portanto, foram eleitos para o biênio de 
29 de abril de 2021 a 28 de abril de 2023 os 
seguintes dirigentes:

DIRETORIA: Presidente: Renato 
Ishikawa, 1º Vice-Presidente: Roberto 
Yoshihiro Nishio , 2º Vice-Presidente: 

総会・評議員会

臨時評議員会
2020年12月12日、議長は頃末アンドレ会長、書

記はエリソン・リマ幹事が務め、評議員43名(内

委任状4名)が出席、オンライン形式で行われた。

頃末アンドレ議長はコロナウィルの影響で4月予

定であった定例会議が中止されたため、本日、12

月定例会議と合わせて臨時会議を行うことを説

明し開催れた。石川レナト理事会会長はコロナウ

イルスパンデミックの非常事態に対しての困難を

乗り越える姿勢を考慮して2020年度での活動

を行ったと述べた。議題:　1)　2020年度事業

報告事業計画及び財務決算報告の審議について

は、事業報告は奥原理事会副会長がコロナウィ

ルの影響ですべての出席イベントが中止され、50

以上のデジタル形式でのイベントの切り替えと成

果を報告し、決算報告は山室エルベルト信企画

担当理事が発表、続いて小笠原ロナウド氏が、監

視役会の意見書を読み上げ、全会一致で承認。2) 

2021年度事業計画案と予算案の審議」では、山

室エルベルト信企画担当理事が発表し、事業計

画は基本的に昨年度予定だった活動とし、予算

案は20万レアルの黒字と提案し、全会一致で承

認された。3）2021年度の事業方針の決定につい

ては、頃末アンドレ議長は以下項目を提案：①　

諸日系団体との調和と豊かな共存、②　ブラジル

と日本の行政機関、企業との関係強化、③　日系

社会の中心機関としての役割を果たすために他

団体への貢献を具体化、④ 会員に認められる評

価項目を高め、⑤　各団体の幹部が若者のリー

ダーシップ育成に関与するための活動、⑥　文協

職員の業績を向上させ、文協の一員であることを

誇りに思うように実力主義概念を導入、全会一致

で採択された。3)　その他では、石川レナト理事

会会長は、2021年3月27日に予定されている第

58回定期総会において評議員会員の50％選任

及び2021年3月24日に予定されている第158

回評議員会議で理事会と監査役会の選挙を進行

する選挙管理委員会のメンバーを紹介：宮原ネル

ソン(委員長)、上見ジュリオ、片山ジュンゾー、山

崎リカルド・アウグスト、大原毅、竹花パトリシア、

加藤ロベルト・タカユキ、小田セルジオ。

第58回定期総会
2021年3月27日、ハイブリッド形式で行われ、西

尾ロベルト義弘が議長に、山室エルベルト信が

書記に選出され開催。議題：評議員会選挙。議題:

審議評議会のメンバーの50%の継続、任期04年 

で、再選される可能性があります。評議員会には

69名(内委任状10名) が出席。選挙は宮原ネル

ソン選挙管理委員長の進行で行われ、合計232

票（無効なし）総計232票。選挙結果は50名が正

評議員に選ばれ19名が補充評議員となり、任務

は2025年3月までである。

第158回定期評議員会
2021年4月24日はオンライン形式で実施、評議

員30名(内委任状5名) が出席。議長は頃末アン

ドレ会長、書記はエリソン・リマ理事が務めた。議

題：１）2020年度事業報告書及び財務決算報告

の審議、水本セルソ理事会専任理事、国井ジェル

ソン会計専任理事が発表、高橋博監査役が監査

役会意見書を読み上げ、全会一致一致で承認さ

れた。２）評議員会幹部、理事会、監査役会の選

挙は宮原ネルソン選挙管理委員長の進行で行わ

れ、単一シャッパの申し込みがあったので全会一

致で承認。従って、2021年4月29日から2023年

4月28日までに選出されました。

評議員会:会長　山下譲二、第１副会長　桂川富

夫、 第２副会長　松尾治、 第３副会長　西村リ

カルド、 第１幹事　水本セルソ、 第２幹事　エリ

ソン・リマ、 第３幹事　楠本留巳。

理事会:　会長　石川レナト、第1副会長　西尾

ロベルト義弘、 第2副会長　秀島マルセロ、 第3

副会長　頃末アンドレ、 第4副会長　佐々木バ

ルテル、 第5副会長　和田ロドルフォ、 第6副会

長　山下リジア玲子、 第7副会長　山村シルビ

オ、 専任理事　照屋ウーゴ武次、 会計専任理事

石川タケシ。

監査役会：(正監査役)高橋博、清原健児、小笠

原ロナルド、(補欠監査役)山田タカオ、 清水リジ

ア、 野村昌治。
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Reunião Extraordinária do Conselho 
Deliberativo

Realizada em 12 de dezembro de 
2020, por videoconferência , com a 
presença de 43 membros (39 pessoalmente 
e 4 por procuração), o presidente André 
Tatsuhiko Korosue iniciou a sessão e 
explicou que, em razão da pandemia 
do novo coronavirus, a presente reunião 
extraordinária abordará os itens da reunião 
ordinária que ocorreria em abril e que foi 
suspensa, e também os itens da reunião 
ordinária de dezembro.

Convidou para compor a mesa o Sr. 
Erisson Thompson de Lima Jr., a quem 
solicitou que secretariasse a sessão, e o Sr. 
Renato Ishikawa, presidente da Diretoria.

Em sua saudação, o presidente da 
Diretoria Renato Ishikawa, fez um relato 
sobre as atividades desenvolvidas no 
exercício de 2020, considerando-as 
positivas em face da excepcionalidade das 
di�culdades decorrentes da pandemia da 
Covid-19. 

O primeiro item da ordem do dia, 
“Exame e aprovação do relatório de 
atividades da administração e das 
demonstrações �nanceiras relativas ao 
exercício de 2019”, foi apresentado pelo 
diretor de planejamento da Diretoria, 
Herberto Yamamuro. Em seguida, Ronaldo 
Ogassawara, fez a leitura do parecer do 
Conselho Fiscal, com teor favorável à 
aprovação dos resultados do exercício de 
2019. Os documentos foram aprovados por 
unanimidade. 

Na sequência, Sr. Herberto Yamamuro 
e o vice-presidente da Diretoria Gioji 
Okuhara realizaram um relato das 
atividades realizadas no corrente ano, 
mesmo após a erupção da pandemia 
da Covid-19, que impossibilitou todas 
as atividades presenciais e forçou suas 
realizações no formato digital, totalizando 
até o momento mais de 50 realizações. 
Em seguida passaram para o item 
“Discussão e aprovação do Plano de 
Atividades e Orçamentário para o Exercício 
de 2021”, para que o Sr. Yamamuro e o 
vice-presidente da Diretoria Gioji Okuhara 
realizassem a apresentação da proposta, 
mas antes eles realizaram um extenso 
relato das atividades realizadas no 
corrente ano, mesmo após a erupção da 
pandemia da Covid-19, que impossibilitou 
todas as atividades presenciais e forçou 
suas realizações no formato digital, 
totalizando até o momento mais de 50 
realizações. Diante deste preâmbulo, o 
Sr. Yamamuro propôs a manutenção do 
Plano de Atividades e Orçamentário de 
2021, dentro dos parâmetros originais 
programados para 2020, �cando a previsão 
de receitas a ser de R$ 4.340.000,00, 
despesas de R$ 4.140.000,00, e superávit 

de R$ 200.000,00, que foi aprovado por 
unanimidade. 

 Na sequência, tratando do item 
“Fixar as diretrizes básicas do exercício 
de 2021”, o Presidente Korosue propôs 
as seguintes diretrizes: 1) Ser agente 
ativo para a convivência harmônica e 
próspera das entidades nipo-brasileiras, 
2) Contribuir para a intensi�cação 
dos laços governamentais e privados 
do Brasil, com Órgãos, Entidades e 
Empresas do Japão, 3) Completar o ciclo 
de investimento, como entidade central 
da comunidade, assumindo os anseios 
comuns das entidades, 4) Criar valor 
reconhecido pelos associados realçando 
o espírito empreendedor, associado 
ao de cooperação, 5) Fortalecer o 
engajamento da liderança na promoção 
de jovens nas direções e decisões das 
entidades, e 6) Melhorar o desempenho 
dos colaboradores, incentivando-os a 
ter orgulho de ser membro do Bunkyo, 
e fortalecendo o pro�ssionalismo. Em 
seguida, submetida à votação, sem 
manifestação em contrário, as diretrizes 
foram aprovadas por unanimidade. 

Por �m, em “Outros assuntos de 
interesse social”, o Sr. Presidente anunciou 
os membros da Comissão Eleitoral para 
condução das eleições para renovação 
de 50% dos membros do Conselho 
Deliberativo em Assembleia Geral Ordinária 
prevista para 27 de março de 2021,  e da 
Diretoria e Conselho Fiscal a ser eleita 
para nova gestão na próxima reunião 
do Conselho Deliberativo prevista para 
24 de março de 2021: Nelson Miyahara 
(presidente), Fernando Matsumoto, Júlio 
Aguemi, Junzo Katayama, Oston Hirano, 
Patrícia Takehana, Ricardo Augusto 
Yamasaki, Roberto Takayuki Kato, Sergio 
Ocimoto Oda e Tuyoci Ohara.

58ª Assembleia Geral Ordinária
Realizada no dia 27 de março 

de 2021, em formato híbrido, a 58ª 
Assembleia Geral Ordinária, foi 
presidida por Roberto Yoshihiro Nishio 
e secretariada por Herberto Macoto 
Yamamuro, com a Ordem do Dia: 
Renovação de 50% dos membros do 
Conselho Deliberativo, com mandato 
4 (quatro) anos, podendo ser reeleitos. 
Presentes 69 associados, sendo 59 
pessoalmente e 10 por procuração. 
A apuração foi acompanhada pelos 
membros da Comissão Eleitoral, presidida 
por Nelson Miyahara. No total foram 
computadas 232 cédulas, nenhuma 
em branco e portanto 232 válidas. 
Foram eleitos 50 membros efetivos e 19 
suplentes do Conselho Deliberativo, com 
mandato até março de 2025.

158ª Reunião Ordinária do Conselho 
Deliberativo

Em segunda convocação realizou-se 
no dia 24 de abril de 2021, de forma virtual, 
com a presença de 30 conselheiros (25 
pessoalmente e 5 por procurações)

 O presidente do Conselho Deliberativo 
André Tatsuhiko Korosue,  abriu a sessão 
e convidou o senhor Renato Ishikawa, 
Presidente da Diretoria, e o senhor Nelson 
Miyahara, para  comporem a mesa e 
nomeou o senhor Erisson Thompson Lima 
Jr., para secretariar a sessão, e solicitando-
lhe a leitura do Edital de Convocação.

Após a saudação do Presidente da 
Diretoria, Renato Ishikawa, passou-se 
para o primeiro item da pauta “Exame 
e aprovação do relatório de atividades 
da administração e das demonstrações 
�nanceiras relativas ao exercício de 
2020”. O secretário-geral da Diretoria 
Celso Norimitsu Mizumoto, apresentou 
o relatório de atividades com destaque 
das principais atividades realizadas no 
exercício �ndo. O Sr. Presidente colocou o 
Relatório de Atividades em discussão e, em 
seguida, em votação, tendo o mesmo sido 
aprovado por unanimidade. Em seguida, o 
Sr. Presidente passou a palavra ao senhor 
Gerson Shitoshi Fukanoki  Kunii, tesoureiro-
geral da Diretoria, que explanou sobre o  
Balanço Patrimonial e as  Demonstrações 
Financeiras e Contábeis de 2020, 
inclusive sobre o Parecer  dos Auditores 
Independentes favorável à aprovação 
das contas do exercício de 2020 pelos 
senhores Conselheiros. Na sequência, a 
pedido do Sr. Presidente , o senhor Hiroshi 
Takahashi, membro efetivo do Conselho 
Fiscal, leu o  parecer do Conselho Fiscal, 
com teor favorável à aprovação das contas. 
Submetidos à discussão e, em seguida, 
à votação o Balanço Patrimonial e as 
Demonstrações Financeiras relativas ao 
exercício de 2020 foram aprovados por 
unanimidade.

Passando para o item seguinte da 
pauta, o Sr. Presidente passou a palavra 
ao  senhor Nelson Miyahara, Presidente da 
Comissão Eleitoral, para a realização das 
eleições. Inicialmente, foram apresentados 
os membros da Comissão Eleitoral e em 
seguida informou-se que  apenas uma 
chapa fora inscrita para a eleição dos 
três órgãos societários, denominada 
“Unidos Em Um Futuro Melhor”, e 
propôs que a eleição fosse realizada por 
aclamação, proposta que foi aprovada por 
unanimidade. 

Portanto, foram eleitos para o biênio de 
29 de abril de 2021 a 28 de abril de 2023 os 
seguintes dirigentes:

DIRETORIA: Presidente: Renato 
Ishikawa, 1º Vice-Presidente: Roberto 
Yoshihiro Nishio , 2º Vice-Presidente: 

総会・評議員会

臨時評議員会
2020年12月12日、議長は頃末アンドレ会長、書

記はエリソン・リマ幹事が務め、評議員43名(内

委任状4名)が出席、オンライン形式で行われた。

頃末アンドレ議長はコロナウィルの影響で4月予

定であった定例会議が中止されたため、本日、12

月定例会議と合わせて臨時会議を行うことを説

明し開催れた。石川レナト理事会会長はコロナウ

イルスパンデミックの非常事態に対しての困難を

乗り越える姿勢を考慮して2020年度での活動

を行ったと述べた。議題:　1)　2020年度事業

報告事業計画及び財務決算報告の審議について

は、事業報告は奥原理事会副会長がコロナウィ

ルの影響ですべての出席イベントが中止され、50

以上のデジタル形式でのイベントの切り替えと成

果を報告し、決算報告は山室エルベルト信企画

担当理事が発表、続いて小笠原ロナウド氏が、監

視役会の意見書を読み上げ、全会一致で承認。2) 

2021年度事業計画案と予算案の審議」では、山

室エルベルト信企画担当理事が発表し、事業計

画は基本的に昨年度予定だった活動とし、予算

案は20万レアルの黒字と提案し、全会一致で承

認された。3）2021年度の事業方針の決定につい

ては、頃末アンドレ議長は以下項目を提案：①　

諸日系団体との調和と豊かな共存、②　ブラジル

と日本の行政機関、企業との関係強化、③　日系

社会の中心機関としての役割を果たすために他

団体への貢献を具体化、④ 会員に認められる評

価項目を高め、⑤　各団体の幹部が若者のリー

ダーシップ育成に関与するための活動、⑥　文協

職員の業績を向上させ、文協の一員であることを

誇りに思うように実力主義概念を導入、全会一致

で採択された。3)　その他では、石川レナト理事

会会長は、2021年3月27日に予定されている第

58回定期総会において評議員会員の50％選任

及び2021年3月24日に予定されている第158

回評議員会議で理事会と監査役会の選挙を進行

する選挙管理委員会のメンバーを紹介：宮原ネル

ソン(委員長)、上見ジュリオ、片山ジュンゾー、山

崎リカルド・アウグスト、大原毅、竹花パトリシア、

加藤ロベルト・タカユキ、小田セルジオ。

第58回定期総会
2021年3月27日、ハイブリッド形式で行われ、西

尾ロベルト義弘が議長に、山室エルベルト信が

書記に選出され開催。議題：評議員会選挙。議題:

審議評議会のメンバーの50%の継続、任期04年 

で、再選される可能性があります。評議員会には

69名(内委任状10名) が出席。選挙は宮原ネル

ソン選挙管理委員長の進行で行われ、合計232

票（無効なし）総計232票。選挙結果は50名が正

評議員に選ばれ19名が補充評議員となり、任務

は2025年3月までである。

第158回定期評議員会
2021年4月24日はオンライン形式で実施、評議

員30名(内委任状5名) が出席。議長は頃末アン

ドレ会長、書記はエリソン・リマ理事が務めた。議

題：１）2020年度事業報告書及び財務決算報告

の審議、水本セルソ理事会専任理事、国井ジェル

ソン会計専任理事が発表、高橋博監査役が監査

役会意見書を読み上げ、全会一致一致で承認さ

れた。２）評議員会幹部、理事会、監査役会の選

挙は宮原ネルソン選挙管理委員長の進行で行わ

れ、単一シャッパの申し込みがあったので全会一

致で承認。従って、2021年4月29日から2023年

4月28日までに選出されました。

評議員会:会長　山下譲二、第１副会長　桂川富

夫、 第２副会長　松尾治、 第３副会長　西村リ

カルド、 第１幹事　水本セルソ、 第２幹事　エリ

ソン・リマ、 第３幹事　楠本留巳。

理事会:　会長　石川レナト、第1副会長　西尾

ロベルト義弘、 第2副会長　秀島マルセロ、 第3

副会長　頃末アンドレ、 第4副会長　佐々木バ

ルテル、 第5副会長　和田ロドルフォ、 第6副会

長　山下リジア玲子、 第7副会長　山村シルビ

オ、 専任理事　照屋ウーゴ武次、 会計専任理事

石川タケシ。

監査役会：(正監査役)高橋博、清原健児、小笠

原ロナルド、(補欠監査役)山田タカオ、 清水リジ

ア、 野村昌治。
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第617回 理事会2020年4月1日 
国井会計専任理事は、2019年の貸借対照表と

財務諸表を発表し、業務収入は

5 , 8 2 4 , 6 0 8 . 4 1レアル、業務支出はR$ 

5,652,815.89レアル、利益は171,792.52レア

ルであったと述べ、全会一致で承認された。

石川レナト会長は、危機管理委員会の設置を報

告し、当会の経済的持続可能性に関するいくつか

の措置を発表した。

第618回 理事会　2020年4月15日
3月6、7、8、13、14日に、国際交流基金と提携し

た日本館で開催されたジャパン・デジタル・イベン

ト、の結果を報告。奥原常嗣副会長は、当初カフ

ェファザンダアリアンサ、ファストショップ、コンビ

ニとの提携企業の製品購入に向けて、文協プレミ

アム会員特典キャンペーンを開始すると述べた。

第618回 理事会　2020年4月15日
3月6、7、8、13、14日に、国際交流基金と提携し

た日本館で開催されたジャパン・デジタル・イベン

ト、の結果を報告。奥原常嗣副会長は、当初カフ

ェファザンダアリアンサ、ファストショップ、コンビ

ニとの提携企業の製品購入に向けて、文協プレミ

アム会員特典キャンペーンを開始すると述べた。

第619回 理事会　2020年4月29日
危機管理委員会の活動報告。3月7日に開催され

た第2回ネットワークイベントに71名の参加が

り、成果であったと評価された。4月22日の青年

統括委員会会議報告。講習講義会委員会が「講

習会委員会」に変更と報告。

620回 理事会　2020年5月29日
中島エドアルド剛事務局長は、白寿者への申し込

みは22名があったと述べた。5月23日と24日に

開催される「文化祭#EM CASA」のプロジェクト

の発表。 5月6日に開催された第55回運営管理

統括委員会会議の報告

621回 理事会　2020年6月3日
サンパウロ州汎パウリスタおよびサント・アンドレ

の地方理事としてミズノ・ケニチ氏と鶴田シゲタ

ケ氏が任命された。 国士館大学スポーツセンタ

ー運営委員会の山村シルビオ委員長は、文協創

立65周年とブラジル日本移民112周年を記念し

て、桜苗一本を1000レアルの桜植林キャンペー

ンを提案し、承認された。 5月13日の第20回青

年統括委員会会議及び5月27の第65回文化社

会事業統括委員会会議の報告が行われた。

622回 理事会　2020年6月11日

特別出席者として在サンパウロ日本国領事館総

領事野口泰総領事はパンデミックに伴う各団体

が直面する困難に共感し、日本情勢について報告

した。奥原常嗣副会長は、危機管理委員会の設

置と活動を報告し、経費削減対策、年末までの収

支計画の見直しなど、日本館とブラジル日本移民

史料館の維持費を賄うためのアミーゴキャンペ

ーン実施について述べた。文化祭りの照屋ウーゴ

武次実行委員長は、従来の文協ビルのおいての

実行が不可能であるため、デジタル版に移行した

ことによりライブは5月23日と24日に行い、広く

報道され、ブラジルの視聴者だけでなく、米国や

日本など総視聴回が3万回近くのに達したと報告

した。西村リカルド理事とカワセ・アレシャンドレ

実行委員長は6月20日に行われる第２回国際日

経デーの企画を発表した。その後地方理事又は

代表者が述べ、石川レナート会長と日系団体連

絡委員会の桂川富委員会は、パンデミックで困難

な時期を乗り越えられるように協力して、各地域

で活動の存続させるという事に謝の意を表した。

623回 理事会　2020年7月1日
6月10日に行われた第21回青年統括委員会会

議の報告。6月20日にYOUTUBE BUNKYO DI-

GITALチャンネルを通じて開催された第2回国際

日経デーが5千人の視聴者を超えた事が報告さ

れた。 6月24日に行われた第56回運営管理統括

委員会会議の報告。

624回 理事会　2020年7月22日
中島エドアルド剛事務局長は、図書館が7月8日

より図書の返却と借出のために開館され、7月15

日より事務局が一般者対応を再開したと報告。 

奥原常嗣副会長は、7月20日よりデジタル形式で

文協ニュースコロニアの発行を発表し、印刷版は

8月予定であると報告。 7月8日に行われた第22

回青年統括委員会会議及び7月15に行われた第

66回文化社会事業統括委員会会議の報告

625回 理事会　2020年8月5日
水本セルソ専任理事は3月から6月までこの会員

動静推移を発表、10件の新会員、5件の退会申

込みがあったと報告。今年上半期は、累積収入は

R$ 554,690.21、目標の96.46%を達成、今年

度目標の78.68%まで達したと報告。会員総数は

1594、その内294は法人、52人は個人特別会

員、1129人の個人正会員、119人が免除会員。7

月29日に行われた第57回運営管理統括委員会

会議の報告。

626回 理事会　2020年8月19日
山下リジア玲子理事は、情報交換と相互支援を目

的として、ブラジル各地の日系ブラジル人団体が

運営する日本移民史料館とのネットワークの計画

を発表した。  栗田クラウジオ理事は、グーラート・

ロドリゴ市会議員が日本館のバリアフリー工事計

画に対してサンパウロ市より市議会推薦の110万

レアルの支援額が承認されたと発表し、緑および

環境局を通して契約を正式化されると述べた。8

月12日に開催された第23回青年統括委員会会

議の内容が報告され、その中、文化まつり委員会

の新委員長、加藤タカユキ氏の紹介が行われた。

627回 理事会　2020年9月2日
奥原常嗣副会長は、8月末に終了した「アミーゴ・

キャンペーン」の過去3ヶ月間の中間報告を発表、

収入215,660.60レアル、目標のR$200,000

レアルを7.8%上回り、14,6819.19レアルの費

用を引いて 純収入は195,119.65レアルに達し

たと述べた。日本館栗田クラウジオ運営委員長

は、KYODAI会社と提携し、日本においても同キ

ャンペーンを開始される発表した。 桂川富夫副

会長は、8月25日に改装された小講堂での初イベ

ントとしてデジタル形式の農業関連集会が開催

されたことを報告、支援の感謝の旨を述べた。 8

月26に行われた第67回文化社会事業統括委員

会会議の報告

628回 理事会　2020年9月16日
山室エリベルト信予算企画担当理事は、現在の定

款に基づいて、コーポレート・ガバナンスの概念を

導入する総務管財委員会(NAA)の設置を提案、

その趣旨は1)決議ルートの省略可、2)理事会と事

務局間の迅速な統合化、3)事務局へ明確な委任

項目4)効率精神と実力主義に基づく環境の立ち

上げ、であると発表し、承認された。水本セルソ専

任理事は、9月12日で国士館大学スポーツセンタ

ーで開催された桜植林キャンペーンの苗植え作業

式への参加と協力に感謝した。 9月9日に行われ

た第58回運営管理統括委員会会議の報告。

629回 理事会　2020年10月7日
栗田クラウジオ理事は、日本でのアミーゴ・キャン

ペーンは、収入は82万5千円、目標の41%、参加者

68人、締切まであと15日であると報告。 9月19日と

理事会会議Marcelo Hiroyuki Hideshima, 3º Vice-
Presidente: André Tatsuhiko Korosue,  4º 
Vice-Presidente:Valter Takeo Sassaki, 5º 
Vice-Presidente: Rodolfo Eiji Wada, 6º 
Vice-Presidente: Lidia Reiko Yamashita, 7º 
Vice-Presidente: Silvio Hidemi Iamamura, 
Secretário Geral: Hugo Takeji Teruya, e 

Tesoureiro Geral: Taqueshi Ishikawa.
CONSELHO DELIBERATIVO: 

Presidente: Jorge Yamashita, 1º. Vice-
Presidente: Tomio Katsuragawa, 2º. 
Vice-Presidente: Osamu Matsuo, 3º. 
Vice-Presidente: Ricardo Luís Nishimura, 1º 
Secretário: Celso Norimitsu Mizumoto, 2º. 

Secretário: Erisson Thompson Lima Júnior, 
3ª Secretária: Rumi Kusumoto

CONSELHO FISCAL: Membros Efetivos: 
Hiroshi Takahashi, Kenji Kiyohara e Ronaldo 
Yuzo Ogasawara; Membros Suplentes: Takao 
Yamada, Lidia Keiko Ogassawara Shimizu e 
Alexandre Shodi Nomura.

REUNIÕES DA DIRETORIA

617ª reunião em 1º de abril de 2020 
O Tesoureiro-Geral Gerson Kunii 

apresentou o Balanço Patrimonial e De-
monstrações Financeiras e Contábeis do 
ano de 2019 explicando que as receitas 
operacionais foram de R$ 5.824.608,41, 
as despesas operacionais foram de R$ 
5.652.815,89, gerando um superávit de R$ 
171.792,52. Aprovado por unanimidade.

O Presidente Renato Ishikawa infor-
mou a criação do Comitê de Crise e foram 
apresentadas e avaliadas várias medidas 
para a sustentabilidade econômica da 
entidade.

618ª reunião em 15 de abril de 2020 
Relato do resultado do evento Japão 

Digital realizado no Pavilhão Japonês, em 
parceria com a Fundação Japão, em dois 
�nais de semana, 6,7, 8, 13 e 14 de março. 
O Vice-Presidente Gioji Okuhara anunciou 
o lançamento da campanha de benefícios 
aos associados Bunkyo Premium para 
aquisição de produtos com empresas par-
ceiras, inicialmente com o Café Fazenda 
Aliança, Fastshop e Konbini.

619ª reunião em 29 de abril de 2020
Relato das atividades do Comitê de 

Crise. Apresentação dos resultados do 2º 
evento Network realizado em 7 de março, 
com a participação de 71 pessoas. Relato 
da reunião do Comitê Jovem de 22 de 
abril. Foi destacado que a Comissão de 
Cursos e Palestras passa a denominar 
“Comissão de Cursos” 

620ª reunião em 14 de maio de 2020 
O Secretário Administrativo Eduardo 

Nakashima relatou que houve 22 inscritos 
para a Homenagem aos Idosos acima de 
99 anos – Hakujusha. Apresentação do 
projeto para realização do evento online
Bunka Matsuri #Em Casa, dias 23 e 24 
de maio. Relato da 55ª reunião do Comitê 
Administrativo, realizada em 6 de maio.  

621ª  reunião de 3 de junho de 2020
Aprovação das nomeações para 

diretores regionais, Keniti Mizuno da Alta 
Paulista e Shiguetake Tsuruda de Santo 
Amaro. O Diretor Silvio Iamamura, Presi-
dente da Comissão de Administração do 

Centro Kokushikan, apresentou a proposta 
da Campanha de Plantio de Cerejeiras no 
Centro Kokushikan, plantio de mudas de 
cerejeiras em comemoração aos 65 anos 
de fundação do Bunkyo e em homenagem 
aos 112 anos da imigração japonesa, com 
a contribuição de R$ 1.000 por muda, que 
foi aprovada por unanimidade. Relato da 
20ª reunião do Comitê Jovem de 13 de 
maio e da 65ª reunião do Comitê Cultural 
de 27 de maio.

622ª  reunião  de 11 de junho de 2020
Houve a presença especial e sauda-

ção do Cônsul-Geral do Japão em São 
Paulo Yasushi Noguchi, que parabenizou 
pela iniciativa e pela realização desta 
reunião com todos os dirigentes das 
principais entidades nipo-brasileiras, se 
solidarizou com as di�culdades enfren-
tadas por todos em razão da pandemia, 
e relatou sobre a situação do Japão.  O 
Vice-Presidente Gioji Okuhara fez um 
relato sobre a criação de uma equipe de 
trabalho, o “Comitê de Crise”, responsável 
entre outras incumbências, pelo �uxo do 
caixa, administração dos funcionários, 
bem como o planejamento �nanceiro até 
o �nal do ano. Também relatou sobre a 
“Campanha Amigo” destinada a reunir 
recursos para manutenção do Pavilhão 
Japonês e do Museu Histórico da Imi-
gração Japonesa no Brasil, com a venda 
antecipada de ingressos. Na sequência, 
o Diretor Hugo Teruya, Coordenador do 
Bunka Matsuri, informou que devido ao 
cancelamento, organizou a versão digital 
com o Bunka Matsuri#em casa para “levar 
aos lares de todos um pouco da cultura 
japonesa”. Teruya relatou que a live teve 
sessões nos dias 23 e 24 de maio e, 
graças à ampla cobertura da mídia, al-
cançou perto de 30 mil visualizações, não 
somente de público brasileiro de vários es-
tados, como também dos Estados Unidos 
e Japão. Em seguida, o Diretor Ricardo 
Nishimura e Alexandre Kawase informa-
ram, sobre a comemoração do 2º Dia 
Internacional do Nikkei, no próximo dia 20 
de junho. Seguiram-se manifestação dos 
Diretores Regionais ou seus representan-
tes: do Amazonas, Ken Nishikido; do Rio 
Grande do Sul, Hiroshi Taniguchi; da Alta 

Sorocabana, Toshio Koketsu; do Pará, Yuji 
Ikuta;  do Mato Grosso, Jaime Matsunaga; 
de Dourados, José Yoshihisa Shirota; do 
Campo Grande, Nilson Tamotsu Aguena; 
da Bahia, Roberto Mizushima; do Centro 
Oeste, Kuniyoshi Yasunaga; do Rio de 
Janeiro, Shirlei Atsumi; de Minas Gerais, 
Tsuyoshi Yotsumoto; do Norte do Paraná, 
Fábio Iwakura; de Curitiba, Noriyasu Seto; 
de Mogi das Cruzes, Shigeru Matsumoto; 
de Santa Catarina, Roxana Shinohara;  de 
Suzano, Reinaldo Katsumata,; do Centro-
-Oeste Paulista, Tadayoshi Hanada; da 
Alta Araraquarense, Alberto Sakakisbara; 
da Noroeste, Shinichi Yassunaga; da 
Alta Paulista, Kenichi Mizuno;  do Litoral 
Paulista, Sadao Nakai; do Sudoeste e Vale 
do Ribeira, Toshiaki Yamamura; de Santo 
André, Isaac Yasuo Miyaoka; de São Ber-
nardo do Campo, Kunime Yamamoto; de 
São Paulo-Norte, José Matsuo Kanashiro; 
de São Paulo-Leste Sérgio Ocimoto; São 
Paulo-Sul, Jorge Kiyoshi Suzuki, e de 
São Paulo-Oeste, Shigeki Samejima. O 
Presidente Renato Ishikawa e o  Vice-Pre-
sidente Tomio Katsuragawa, Presidente 
da Comissão de Relacionamento com as 
Associações, parabenizaram a todos pelo 
empenho em manter viva a atividade da 
comunidade, colaborando para que nosso 
País possa superar este momento difícil, 

623ª reunião de 1  de julho de 2020 
Relato da 21ª reunião Comitê Jovem, 

realizado em 10 de junho, e apresentação 
do relatório do 2º Dia Internacional do 
Nikkei, evento realizado em 20 de junho 
por meio do canal YouTube Bunkyo Digital, 
que chegou à audiência de 5 mil pessoas. 
Relato da 56ª reunião do Comitê Adminis-
trativo de 24 de junho. 

624ª  reunião de 22 de julho de 2020
O Secretário Administrativo Eduardo 

Nakashima relatou que após a Biblioteca 
aberta para devolução e retirada de livros 
em 8 de julho, seguiu-se a atendimento 
público pela Secretaria em 15 de julho.  O 
Vice-Presidente Gioji Okuhara anunciou 
o lançamento da publicação da Revista 
“Bunkyo News Colonia”, no formato digi-
tal, disponibilizada desde 20 de julho no 
site, e a versão impressa será disponibi
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第617回 理事会2020年4月1日 
国井会計専任理事は、2019年の貸借対照表と

財務諸表を発表し、業務収入は

5 , 8 2 4 , 6 0 8 . 4 1レアル、業務支出はR$ 

5,652,815.89レアル、利益は171,792.52レア

ルであったと述べ、全会一致で承認された。

石川レナト会長は、危機管理委員会の設置を報

告し、当会の経済的持続可能性に関するいくつか

の措置を発表した。

第618回 理事会　2020年4月15日
3月6、7、8、13、14日に、国際交流基金と提携し

た日本館で開催されたジャパン・デジタル・イベン

ト、の結果を報告。奥原常嗣副会長は、当初カフ

ェファザンダアリアンサ、ファストショップ、コンビ

ニとの提携企業の製品購入に向けて、文協プレミ

アム会員特典キャンペーンを開始すると述べた。

第618回 理事会　2020年4月15日
3月6、7、8、13、14日に、国際交流基金と提携し

た日本館で開催されたジャパン・デジタル・イベン

ト、の結果を報告。奥原常嗣副会長は、当初カフ

ェファザンダアリアンサ、ファストショップ、コンビ

ニとの提携企業の製品購入に向けて、文協プレミ

アム会員特典キャンペーンを開始すると述べた。

第619回 理事会　2020年4月29日
危機管理委員会の活動報告。3月7日に開催され

た第2回ネットワークイベントに71名の参加が

り、成果であったと評価された。4月22日の青年

統括委員会会議報告。講習講義会委員会が「講

習会委員会」に変更と報告。

620回 理事会　2020年5月29日
中島エドアルド剛事務局長は、白寿者への申し込

みは22名があったと述べた。5月23日と24日に

開催される「文化祭#EM CASA」のプロジェクト

の発表。 5月6日に開催された第55回運営管理

統括委員会会議の報告

621回 理事会　2020年6月3日
サンパウロ州汎パウリスタおよびサント・アンドレ

の地方理事としてミズノ・ケニチ氏と鶴田シゲタ

ケ氏が任命された。 国士館大学スポーツセンタ

ー運営委員会の山村シルビオ委員長は、文協創

立65周年とブラジル日本移民112周年を記念し

て、桜苗一本を1000レアルの桜植林キャンペー

ンを提案し、承認された。 5月13日の第20回青

年統括委員会会議及び5月27の第65回文化社

会事業統括委員会会議の報告が行われた。

622回 理事会　2020年6月11日

特別出席者として在サンパウロ日本国領事館総

領事野口泰総領事はパンデミックに伴う各団体

が直面する困難に共感し、日本情勢について報告

した。奥原常嗣副会長は、危機管理委員会の設

置と活動を報告し、経費削減対策、年末までの収

支計画の見直しなど、日本館とブラジル日本移民

史料館の維持費を賄うためのアミーゴキャンペ

ーン実施について述べた。文化祭りの照屋ウーゴ

武次実行委員長は、従来の文協ビルのおいての

実行が不可能であるため、デジタル版に移行した

ことによりライブは5月23日と24日に行い、広く

報道され、ブラジルの視聴者だけでなく、米国や

日本など総視聴回が3万回近くのに達したと報告

した。西村リカルド理事とカワセ・アレシャンドレ

実行委員長は6月20日に行われる第２回国際日

経デーの企画を発表した。その後地方理事又は

代表者が述べ、石川レナート会長と日系団体連

絡委員会の桂川富委員会は、パンデミックで困難

な時期を乗り越えられるように協力して、各地域

で活動の存続させるという事に謝の意を表した。

623回 理事会　2020年7月1日
6月10日に行われた第21回青年統括委員会会

議の報告。6月20日にYOUTUBE BUNKYO DI-

GITALチャンネルを通じて開催された第2回国際

日経デーが5千人の視聴者を超えた事が報告さ

れた。 6月24日に行われた第56回運営管理統括

委員会会議の報告。

624回 理事会　2020年7月22日
中島エドアルド剛事務局長は、図書館が7月8日

より図書の返却と借出のために開館され、7月15

日より事務局が一般者対応を再開したと報告。 

奥原常嗣副会長は、7月20日よりデジタル形式で

文協ニュースコロニアの発行を発表し、印刷版は

8月予定であると報告。 7月8日に行われた第22

回青年統括委員会会議及び7月15に行われた第

66回文化社会事業統括委員会会議の報告

625回 理事会　2020年8月5日
水本セルソ専任理事は3月から6月までこの会員

動静推移を発表、10件の新会員、5件の退会申

込みがあったと報告。今年上半期は、累積収入は

R$ 554,690.21、目標の96.46%を達成、今年

度目標の78.68%まで達したと報告。会員総数は

1594、その内294は法人、52人は個人特別会

員、1129人の個人正会員、119人が免除会員。7

月29日に行われた第57回運営管理統括委員会

会議の報告。

626回 理事会　2020年8月19日
山下リジア玲子理事は、情報交換と相互支援を目

的として、ブラジル各地の日系ブラジル人団体が

運営する日本移民史料館とのネットワークの計画

を発表した。  栗田クラウジオ理事は、グーラート・

ロドリゴ市会議員が日本館のバリアフリー工事計

画に対してサンパウロ市より市議会推薦の110万

レアルの支援額が承認されたと発表し、緑および

環境局を通して契約を正式化されると述べた。8

月12日に開催された第23回青年統括委員会会

議の内容が報告され、その中、文化まつり委員会

の新委員長、加藤タカユキ氏の紹介が行われた。

627回 理事会　2020年9月2日
奥原常嗣副会長は、8月末に終了した「アミーゴ・

キャンペーン」の過去3ヶ月間の中間報告を発表、

収入215,660.60レアル、目標のR$200,000

レアルを7.8%上回り、14,6819.19レアルの費

用を引いて 純収入は195,119.65レアルに達し

たと述べた。日本館栗田クラウジオ運営委員長

は、KYODAI会社と提携し、日本においても同キ

ャンペーンを開始される発表した。 桂川富夫副

会長は、8月25日に改装された小講堂での初イベ

ントとしてデジタル形式の農業関連集会が開催

されたことを報告、支援の感謝の旨を述べた。 8

月26に行われた第67回文化社会事業統括委員

会会議の報告

628回 理事会　2020年9月16日
山室エリベルト信予算企画担当理事は、現在の定

款に基づいて、コーポレート・ガバナンスの概念を

導入する総務管財委員会(NAA)の設置を提案、

その趣旨は1)決議ルートの省略可、2)理事会と事

務局間の迅速な統合化、3)事務局へ明確な委任

項目4)効率精神と実力主義に基づく環境の立ち

上げ、であると発表し、承認された。水本セルソ専

任理事は、9月12日で国士館大学スポーツセンタ

ーで開催された桜植林キャンペーンの苗植え作業

式への参加と協力に感謝した。 9月9日に行われ

た第58回運営管理統括委員会会議の報告。

629回 理事会　2020年10月7日
栗田クラウジオ理事は、日本でのアミーゴ・キャン

ペーンは、収入は82万5千円、目標の41%、参加者

68人、締切まであと15日であると報告。 9月19日と

理事会会議Marcelo Hiroyuki Hideshima, 3º Vice-
Presidente: André Tatsuhiko Korosue,  4º 
Vice-Presidente:Valter Takeo Sassaki, 5º 
Vice-Presidente: Rodolfo Eiji Wada, 6º 
Vice-Presidente: Lidia Reiko Yamashita, 7º 
Vice-Presidente: Silvio Hidemi Iamamura, 
Secretário Geral: Hugo Takeji Teruya, e 

Tesoureiro Geral: Taqueshi Ishikawa.
CONSELHO DELIBERATIVO: 

Presidente: Jorge Yamashita, 1º. Vice-
Presidente: Tomio Katsuragawa, 2º. 
Vice-Presidente: Osamu Matsuo, 3º. 
Vice-Presidente: Ricardo Luís Nishimura, 1º 
Secretário: Celso Norimitsu Mizumoto, 2º. 

Secretário: Erisson Thompson Lima Júnior, 
3ª Secretária: Rumi Kusumoto

CONSELHO FISCAL: Membros Efetivos: 
Hiroshi Takahashi, Kenji Kiyohara e Ronaldo 
Yuzo Ogasawara; Membros Suplentes: Takao 
Yamada, Lidia Keiko Ogassawara Shimizu e 
Alexandre Shodi Nomura.

REUNIÕES DA DIRETORIA

617ª reunião em 1º de abril de 2020 
O Tesoureiro-Geral Gerson Kunii 

apresentou o Balanço Patrimonial e De-
monstrações Financeiras e Contábeis do 
ano de 2019 explicando que as receitas 
operacionais foram de R$ 5.824.608,41, 
as despesas operacionais foram de R$ 
5.652.815,89, gerando um superávit de R$ 
171.792,52. Aprovado por unanimidade.

O Presidente Renato Ishikawa infor-
mou a criação do Comitê de Crise e foram 
apresentadas e avaliadas várias medidas 
para a sustentabilidade econômica da 
entidade.

618ª reunião em 15 de abril de 2020 
Relato do resultado do evento Japão 

Digital realizado no Pavilhão Japonês, em 
parceria com a Fundação Japão, em dois 
�nais de semana, 6,7, 8, 13 e 14 de março. 
O Vice-Presidente Gioji Okuhara anunciou 
o lançamento da campanha de benefícios 
aos associados Bunkyo Premium para 
aquisição de produtos com empresas par-
ceiras, inicialmente com o Café Fazenda 
Aliança, Fastshop e Konbini.

619ª reunião em 29 de abril de 2020
Relato das atividades do Comitê de 

Crise. Apresentação dos resultados do 2º 
evento Network realizado em 7 de março, 
com a participação de 71 pessoas. Relato 
da reunião do Comitê Jovem de 22 de 
abril. Foi destacado que a Comissão de 
Cursos e Palestras passa a denominar 
“Comissão de Cursos” 

620ª reunião em 14 de maio de 2020 
O Secretário Administrativo Eduardo 

Nakashima relatou que houve 22 inscritos 
para a Homenagem aos Idosos acima de 
99 anos – Hakujusha. Apresentação do 
projeto para realização do evento online
Bunka Matsuri #Em Casa, dias 23 e 24 
de maio. Relato da 55ª reunião do Comitê 
Administrativo, realizada em 6 de maio.  

621ª  reunião de 3 de junho de 2020
Aprovação das nomeações para 

diretores regionais, Keniti Mizuno da Alta 
Paulista e Shiguetake Tsuruda de Santo 
Amaro. O Diretor Silvio Iamamura, Presi-
dente da Comissão de Administração do 

Centro Kokushikan, apresentou a proposta 
da Campanha de Plantio de Cerejeiras no 
Centro Kokushikan, plantio de mudas de 
cerejeiras em comemoração aos 65 anos 
de fundação do Bunkyo e em homenagem 
aos 112 anos da imigração japonesa, com 
a contribuição de R$ 1.000 por muda, que 
foi aprovada por unanimidade. Relato da 
20ª reunião do Comitê Jovem de 13 de 
maio e da 65ª reunião do Comitê Cultural 
de 27 de maio.

622ª  reunião  de 11 de junho de 2020
Houve a presença especial e sauda-

ção do Cônsul-Geral do Japão em São 
Paulo Yasushi Noguchi, que parabenizou 
pela iniciativa e pela realização desta 
reunião com todos os dirigentes das 
principais entidades nipo-brasileiras, se 
solidarizou com as di�culdades enfren-
tadas por todos em razão da pandemia, 
e relatou sobre a situação do Japão.  O 
Vice-Presidente Gioji Okuhara fez um 
relato sobre a criação de uma equipe de 
trabalho, o “Comitê de Crise”, responsável 
entre outras incumbências, pelo �uxo do 
caixa, administração dos funcionários, 
bem como o planejamento �nanceiro até 
o �nal do ano. Também relatou sobre a 
“Campanha Amigo” destinada a reunir 
recursos para manutenção do Pavilhão 
Japonês e do Museu Histórico da Imi-
gração Japonesa no Brasil, com a venda 
antecipada de ingressos. Na sequência, 
o Diretor Hugo Teruya, Coordenador do 
Bunka Matsuri, informou que devido ao 
cancelamento, organizou a versão digital 
com o Bunka Matsuri#em casa para “levar 
aos lares de todos um pouco da cultura 
japonesa”. Teruya relatou que a live teve 
sessões nos dias 23 e 24 de maio e, 
graças à ampla cobertura da mídia, al-
cançou perto de 30 mil visualizações, não 
somente de público brasileiro de vários es-
tados, como também dos Estados Unidos 
e Japão. Em seguida, o Diretor Ricardo 
Nishimura e Alexandre Kawase informa-
ram, sobre a comemoração do 2º Dia 
Internacional do Nikkei, no próximo dia 20 
de junho. Seguiram-se manifestação dos 
Diretores Regionais ou seus representan-
tes: do Amazonas, Ken Nishikido; do Rio 
Grande do Sul, Hiroshi Taniguchi; da Alta 

Sorocabana, Toshio Koketsu; do Pará, Yuji 
Ikuta;  do Mato Grosso, Jaime Matsunaga; 
de Dourados, José Yoshihisa Shirota; do 
Campo Grande, Nilson Tamotsu Aguena; 
da Bahia, Roberto Mizushima; do Centro 
Oeste, Kuniyoshi Yasunaga; do Rio de 
Janeiro, Shirlei Atsumi; de Minas Gerais, 
Tsuyoshi Yotsumoto; do Norte do Paraná, 
Fábio Iwakura; de Curitiba, Noriyasu Seto; 
de Mogi das Cruzes, Shigeru Matsumoto; 
de Santa Catarina, Roxana Shinohara;  de 
Suzano, Reinaldo Katsumata,; do Centro-
-Oeste Paulista, Tadayoshi Hanada; da 
Alta Araraquarense, Alberto Sakakisbara; 
da Noroeste, Shinichi Yassunaga; da 
Alta Paulista, Kenichi Mizuno;  do Litoral 
Paulista, Sadao Nakai; do Sudoeste e Vale 
do Ribeira, Toshiaki Yamamura; de Santo 
André, Isaac Yasuo Miyaoka; de São Ber-
nardo do Campo, Kunime Yamamoto; de 
São Paulo-Norte, José Matsuo Kanashiro; 
de São Paulo-Leste Sérgio Ocimoto; São 
Paulo-Sul, Jorge Kiyoshi Suzuki, e de 
São Paulo-Oeste, Shigeki Samejima. O 
Presidente Renato Ishikawa e o  Vice-Pre-
sidente Tomio Katsuragawa, Presidente 
da Comissão de Relacionamento com as 
Associações, parabenizaram a todos pelo 
empenho em manter viva a atividade da 
comunidade, colaborando para que nosso 
País possa superar este momento difícil, 

623ª reunião de 1  de julho de 2020 
Relato da 21ª reunião Comitê Jovem, 

realizado em 10 de junho, e apresentação 
do relatório do 2º Dia Internacional do 
Nikkei, evento realizado em 20 de junho 
por meio do canal YouTube Bunkyo Digital, 
que chegou à audiência de 5 mil pessoas. 
Relato da 56ª reunião do Comitê Adminis-
trativo de 24 de junho. 

624ª  reunião de 22 de julho de 2020
O Secretário Administrativo Eduardo 

Nakashima relatou que após a Biblioteca 
aberta para devolução e retirada de livros 
em 8 de julho, seguiu-se a atendimento 
público pela Secretaria em 15 de julho.  O 
Vice-Presidente Gioji Okuhara anunciou 
o lançamento da publicação da Revista 
“Bunkyo News Colonia”, no formato digi-
tal, disponibilizada desde 20 de julho no 
site, e a versão impressa será disponibi
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第617回 理事会2020年4月1日 
国井会計専任理事は、2019年の貸借対照表と

財務諸表を発表し、業務収入は

5 , 8 2 4 , 6 0 8 . 4 1レアル、業務支出はR$ 

5,652,815.89レアル、利益は171,792.52レア

ルであったと述べ、全会一致で承認された。

石川レナト会長は、危機管理委員会の設置を報

告し、当会の経済的持続可能性に関するいくつか

の措置を発表した。

第618回 理事会　2020年4月15日
3月6、7、8、13、14日に、国際交流基金と提携し

た日本館で開催されたジャパン・デジタル・イベン

ト、の結果を報告。奥原常嗣副会長は、当初カフ

ェファザンダアリアンサ、ファストショップ、コンビ

ニとの提携企業の製品購入に向けて、文協プレミ

アム会員特典キャンペーンを開始すると述べた。

第618回 理事会　2020年4月15日
3月6、7、8、13、14日に、国際交流基金と提携し

た日本館で開催されたジャパン・デジタル・イベン

ト、の結果を報告。奥原常嗣副会長は、当初カフ

ェファザンダアリアンサ、ファストショップ、コンビ

ニとの提携企業の製品購入に向けて、文協プレミ

アム会員特典キャンペーンを開始すると述べた。

第619回 理事会　2020年4月29日
危機管理委員会の活動報告。3月7日に開催され

た第2回ネットワークイベントに71名の参加が

り、成果であったと評価された。4月22日の青年

統括委員会会議報告。講習講義会委員会が「講

習会委員会」に変更と報告。

620回 理事会　2020年5月29日
中島エドアルド剛事務局長は、白寿者への申し込

みは22名があったと述べた。5月23日と24日に

開催される「文化祭#EM CASA」のプロジェクト

の発表。 5月6日に開催された第55回運営管理

統括委員会会議の報告

621回 理事会　2020年6月3日
サンパウロ州汎パウリスタおよびサント・アンドレ

の地方理事としてミズノ・ケニチ氏と鶴田シゲタ

ケ氏が任命された。 国士館大学スポーツセンタ

ー運営委員会の山村シルビオ委員長は、文協創

立65周年とブラジル日本移民112周年を記念し

て、桜苗一本を1000レアルの桜植林キャンペー

ンを提案し、承認された。 5月13日の第20回青

年統括委員会会議及び5月27の第65回文化社

会事業統括委員会会議の報告が行われた。

622回 理事会　2020年6月11日

特別出席者として在サンパウロ日本国領事館総

領事野口泰総領事はパンデミックに伴う各団体

が直面する困難に共感し、日本情勢について報告

した。奥原常嗣副会長は、危機管理委員会の設

置と活動を報告し、経費削減対策、年末までの収

支計画の見直しなど、日本館とブラジル日本移民

史料館の維持費を賄うためのアミーゴキャンペ

ーン実施について述べた。文化祭りの照屋ウーゴ

武次実行委員長は、従来の文協ビルのおいての

実行が不可能であるため、デジタル版に移行した

ことによりライブは5月23日と24日に行い、広く

報道され、ブラジルの視聴者だけでなく、米国や

日本など総視聴回が3万回近くのに達したと報告

した。西村リカルド理事とカワセ・アレシャンドレ

実行委員長は6月20日に行われる第２回国際日

経デーの企画を発表した。その後地方理事又は

代表者が述べ、石川レナート会長と日系団体連

絡委員会の桂川富委員会は、パンデミックで困難

な時期を乗り越えられるように協力して、各地域

で活動の存続させるという事に謝の意を表した。

623回 理事会　2020年7月1日
6月10日に行われた第21回青年統括委員会会

議の報告。6月20日にYOUTUBE BUNKYO DI-

GITALチャンネルを通じて開催された第2回国際

日経デーが5千人の視聴者を超えた事が報告さ

れた。 6月24日に行われた第56回運営管理統括

委員会会議の報告。

624回 理事会　2020年7月22日
中島エドアルド剛事務局長は、図書館が7月8日

より図書の返却と借出のために開館され、7月15

日より事務局が一般者対応を再開したと報告。 

奥原常嗣副会長は、7月20日よりデジタル形式で

文協ニュースコロニアの発行を発表し、印刷版は

8月予定であると報告。 7月8日に行われた第22

回青年統括委員会会議及び7月15に行われた第

66回文化社会事業統括委員会会議の報告

625回 理事会　2020年8月5日
水本セルソ専任理事は3月から6月までこの会員

動静推移を発表、10件の新会員、5件の退会申

込みがあったと報告。今年上半期は、累積収入は

R$ 554,690.21、目標の96.46%を達成、今年

度目標の78.68%まで達したと報告。会員総数は

1594、その内294は法人、52人は個人特別会

員、1129人の個人正会員、119人が免除会員。7

月29日に行われた第57回運営管理統括委員会

会議の報告。

626回 理事会　2020年8月19日
山下リジア玲子理事は、情報交換と相互支援を目

的として、ブラジル各地の日系ブラジル人団体が

運営する日本移民史料館とのネットワークの計画

を発表した。  栗田クラウジオ理事は、グーラート・

ロドリゴ市会議員が日本館のバリアフリー工事計

画に対してサンパウロ市より市議会推薦の110万

レアルの支援額が承認されたと発表し、緑および

環境局を通して契約を正式化されると述べた。8

月12日に開催された第23回青年統括委員会会

議の内容が報告され、その中、文化まつり委員会

の新委員長、加藤タカユキ氏の紹介が行われた。

627回 理事会　2020年9月2日
奥原常嗣副会長は、8月末に終了した「アミーゴ・

キャンペーン」の過去3ヶ月間の中間報告を発表、

収入215,660.60レアル、目標のR$200,000

レアルを7.8%上回り、14,6819.19レアルの費

用を引いて 純収入は195,119.65レアルに達し

たと述べた。日本館栗田クラウジオ運営委員長

は、KYODAI会社と提携し、日本においても同キ

ャンペーンを開始される発表した。 桂川富夫副

会長は、8月25日に改装された小講堂での初イベ

ントとしてデジタル形式の農業関連集会が開催

されたことを報告、支援の感謝の旨を述べた。 8

月26に行われた第67回文化社会事業統括委員

会会議の報告

628回 理事会　2020年9月16日
山室エリベルト信予算企画担当理事は、現在の定

款に基づいて、コーポレート・ガバナンスの概念を

導入する総務管財委員会(NAA)の設置を提案、

その趣旨は1)決議ルートの省略可、2)理事会と事

務局間の迅速な統合化、3)事務局へ明確な委任

項目4)効率精神と実力主義に基づく環境の立ち

上げ、であると発表し、承認された。水本セルソ専

任理事は、9月12日で国士館大学スポーツセンタ

ーで開催された桜植林キャンペーンの苗植え作業

式への参加と協力に感謝した。 9月9日に行われ

た第58回運営管理統括委員会会議の報告。

629回 理事会　2020年10月7日
栗田クラウジオ理事は、日本でのアミーゴ・キャン

ペーンは、収入は82万5千円、目標の41%、参加者

68人、締切まであと15日であると報告。 9月19日と

理事会会議Marcelo Hiroyuki Hideshima, 3º Vice-
Presidente: André Tatsuhiko Korosue,  4º 
Vice-Presidente:Valter Takeo Sassaki, 5º 
Vice-Presidente: Rodolfo Eiji Wada, 6º 
Vice-Presidente: Lidia Reiko Yamashita, 7º 
Vice-Presidente: Silvio Hidemi Iamamura, 
Secretário Geral: Hugo Takeji Teruya, e 

Tesoureiro Geral: Taqueshi Ishikawa.
CONSELHO DELIBERATIVO: 

Presidente: Jorge Yamashita, 1º. Vice-
Presidente: Tomio Katsuragawa, 2º. 
Vice-Presidente: Osamu Matsuo, 3º. 
Vice-Presidente: Ricardo Luís Nishimura, 1º 
Secretário: Celso Norimitsu Mizumoto, 2º. 

Secretário: Erisson Thompson Lima Júnior, 
3ª Secretária: Rumi Kusumoto

CONSELHO FISCAL: Membros Efetivos: 
Hiroshi Takahashi, Kenji Kiyohara e Ronaldo 
Yuzo Ogasawara; Membros Suplentes: Takao 
Yamada, Lidia Keiko Ogassawara Shimizu e 
Alexandre Shodi Nomura.

REUNIÕES DA DIRETORIA

617ª reunião em 1º de abril de 2020 
O Tesoureiro-Geral Gerson Kunii 

apresentou o Balanço Patrimonial e De-
monstrações Financeiras e Contábeis do 
ano de 2019 explicando que as receitas 
operacionais foram de R$ 5.824.608,41, 
as despesas operacionais foram de R$ 
5.652.815,89, gerando um superávit de R$ 
171.792,52. Aprovado por unanimidade.

O Presidente Renato Ishikawa infor-
mou a criação do Comitê de Crise e foram 
apresentadas e avaliadas várias medidas 
para a sustentabilidade econômica da 
entidade.

618ª reunião em 15 de abril de 2020 
Relato do resultado do evento Japão 

Digital realizado no Pavilhão Japonês, em 
parceria com a Fundação Japão, em dois 
�nais de semana, 6,7, 8, 13 e 14 de março. 
O Vice-Presidente Gioji Okuhara anunciou 
o lançamento da campanha de benefícios 
aos associados Bunkyo Premium para 
aquisição de produtos com empresas par-
ceiras, inicialmente com o Café Fazenda 
Aliança, Fastshop e Konbini.

619ª reunião em 29 de abril de 2020
Relato das atividades do Comitê de 

Crise. Apresentação dos resultados do 2º 
evento Network realizado em 7 de março, 
com a participação de 71 pessoas. Relato 
da reunião do Comitê Jovem de 22 de 
abril. Foi destacado que a Comissão de 
Cursos e Palestras passa a denominar 
“Comissão de Cursos” 

620ª reunião em 14 de maio de 2020 
O Secretário Administrativo Eduardo 

Nakashima relatou que houve 22 inscritos 
para a Homenagem aos Idosos acima de 
99 anos – Hakujusha. Apresentação do 
projeto para realização do evento online
Bunka Matsuri #Em Casa, dias 23 e 24 
de maio. Relato da 55ª reunião do Comitê 
Administrativo, realizada em 6 de maio.  

621ª  reunião de 3 de junho de 2020
Aprovação das nomeações para 

diretores regionais, Keniti Mizuno da Alta 
Paulista e Shiguetake Tsuruda de Santo 
Amaro. O Diretor Silvio Iamamura, Presi-
dente da Comissão de Administração do 

Centro Kokushikan, apresentou a proposta 
da Campanha de Plantio de Cerejeiras no 
Centro Kokushikan, plantio de mudas de 
cerejeiras em comemoração aos 65 anos 
de fundação do Bunkyo e em homenagem 
aos 112 anos da imigração japonesa, com 
a contribuição de R$ 1.000 por muda, que 
foi aprovada por unanimidade. Relato da 
20ª reunião do Comitê Jovem de 13 de 
maio e da 65ª reunião do Comitê Cultural 
de 27 de maio.

622ª  reunião  de 11 de junho de 2020
Houve a presença especial e sauda-

ção do Cônsul-Geral do Japão em São 
Paulo Yasushi Noguchi, que parabenizou 
pela iniciativa e pela realização desta 
reunião com todos os dirigentes das 
principais entidades nipo-brasileiras, se 
solidarizou com as di�culdades enfren-
tadas por todos em razão da pandemia, 
e relatou sobre a situação do Japão.  O 
Vice-Presidente Gioji Okuhara fez um 
relato sobre a criação de uma equipe de 
trabalho, o “Comitê de Crise”, responsável 
entre outras incumbências, pelo �uxo do 
caixa, administração dos funcionários, 
bem como o planejamento �nanceiro até 
o �nal do ano. Também relatou sobre a 
“Campanha Amigo” destinada a reunir 
recursos para manutenção do Pavilhão 
Japonês e do Museu Histórico da Imi-
gração Japonesa no Brasil, com a venda 
antecipada de ingressos. Na sequência, 
o Diretor Hugo Teruya, Coordenador do 
Bunka Matsuri, informou que devido ao 
cancelamento, organizou a versão digital 
com o Bunka Matsuri#em casa para “levar 
aos lares de todos um pouco da cultura 
japonesa”. Teruya relatou que a live teve 
sessões nos dias 23 e 24 de maio e, 
graças à ampla cobertura da mídia, al-
cançou perto de 30 mil visualizações, não 
somente de público brasileiro de vários es-
tados, como também dos Estados Unidos 
e Japão. Em seguida, o Diretor Ricardo 
Nishimura e Alexandre Kawase informa-
ram, sobre a comemoração do 2º Dia 
Internacional do Nikkei, no próximo dia 20 
de junho. Seguiram-se manifestação dos 
Diretores Regionais ou seus representan-
tes: do Amazonas, Ken Nishikido; do Rio 
Grande do Sul, Hiroshi Taniguchi; da Alta 

Sorocabana, Toshio Koketsu; do Pará, Yuji 
Ikuta;  do Mato Grosso, Jaime Matsunaga; 
de Dourados, José Yoshihisa Shirota; do 
Campo Grande, Nilson Tamotsu Aguena; 
da Bahia, Roberto Mizushima; do Centro 
Oeste, Kuniyoshi Yasunaga; do Rio de 
Janeiro, Shirlei Atsumi; de Minas Gerais, 
Tsuyoshi Yotsumoto; do Norte do Paraná, 
Fábio Iwakura; de Curitiba, Noriyasu Seto; 
de Mogi das Cruzes, Shigeru Matsumoto; 
de Santa Catarina, Roxana Shinohara;  de 
Suzano, Reinaldo Katsumata,; do Centro-
-Oeste Paulista, Tadayoshi Hanada; da 
Alta Araraquarense, Alberto Sakakisbara; 
da Noroeste, Shinichi Yassunaga; da 
Alta Paulista, Kenichi Mizuno;  do Litoral 
Paulista, Sadao Nakai; do Sudoeste e Vale 
do Ribeira, Toshiaki Yamamura; de Santo 
André, Isaac Yasuo Miyaoka; de São Ber-
nardo do Campo, Kunime Yamamoto; de 
São Paulo-Norte, José Matsuo Kanashiro; 
de São Paulo-Leste Sérgio Ocimoto; São 
Paulo-Sul, Jorge Kiyoshi Suzuki, e de 
São Paulo-Oeste, Shigeki Samejima. O 
Presidente Renato Ishikawa e o  Vice-Pre-
sidente Tomio Katsuragawa, Presidente 
da Comissão de Relacionamento com as 
Associações, parabenizaram a todos pelo 
empenho em manter viva a atividade da 
comunidade, colaborando para que nosso 
País possa superar este momento difícil, 

623ª reunião de 1  de julho de 2020 
Relato da 21ª reunião Comitê Jovem, 

realizado em 10 de junho, e apresentação 
do relatório do 2º Dia Internacional do 
Nikkei, evento realizado em 20 de junho 
por meio do canal YouTube Bunkyo Digital, 
que chegou à audiência de 5 mil pessoas. 
Relato da 56ª reunião do Comitê Adminis-
trativo de 24 de junho. 

624ª  reunião de 22 de julho de 2020
O Secretário Administrativo Eduardo 

Nakashima relatou que após a Biblioteca 
aberta para devolução e retirada de livros 
em 8 de julho, seguiu-se a atendimento 
público pela Secretaria em 15 de julho.  O 
Vice-Presidente Gioji Okuhara anunciou 
o lançamento da publicação da Revista 
“Bunkyo News Colonia”, no formato digi-
tal, disponibilizada desde 20 de julho no 
site, e a versão impressa será disponibi
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第617回 理事会2020年4月1日 
国井会計専任理事は、2019年の貸借対照表と

財務諸表を発表し、業務収入は

5 , 8 2 4 , 6 0 8 . 4 1レアル、業務支出はR$ 

5,652,815.89レアル、利益は171,792.52レア

ルであったと述べ、全会一致で承認された。

石川レナト会長は、危機管理委員会の設置を報

告し、当会の経済的持続可能性に関するいくつか

の措置を発表した。

第618回 理事会　2020年4月15日
3月6、7、8、13、14日に、国際交流基金と提携し

た日本館で開催されたジャパン・デジタル・イベン

ト、の結果を報告。奥原常嗣副会長は、当初カフ

ェファザンダアリアンサ、ファストショップ、コンビ

ニとの提携企業の製品購入に向けて、文協プレミ

アム会員特典キャンペーンを開始すると述べた。

第618回 理事会　2020年4月15日
3月6、7、8、13、14日に、国際交流基金と提携し

た日本館で開催されたジャパン・デジタル・イベン

ト、の結果を報告。奥原常嗣副会長は、当初カフ

ェファザンダアリアンサ、ファストショップ、コンビ

ニとの提携企業の製品購入に向けて、文協プレミ

アム会員特典キャンペーンを開始すると述べた。

第619回 理事会　2020年4月29日
危機管理委員会の活動報告。3月7日に開催され

た第2回ネットワークイベントに71名の参加が

り、成果であったと評価された。4月22日の青年

統括委員会会議報告。講習講義会委員会が「講

習会委員会」に変更と報告。

620回 理事会　2020年5月29日
中島エドアルド剛事務局長は、白寿者への申し込

みは22名があったと述べた。5月23日と24日に

開催される「文化祭#EM CASA」のプロジェクト

の発表。 5月6日に開催された第55回運営管理

統括委員会会議の報告

621回 理事会　2020年6月3日
サンパウロ州汎パウリスタおよびサント・アンドレ

の地方理事としてミズノ・ケニチ氏と鶴田シゲタ

ケ氏が任命された。 国士館大学スポーツセンタ

ー運営委員会の山村シルビオ委員長は、文協創

立65周年とブラジル日本移民112周年を記念し

て、桜苗一本を1000レアルの桜植林キャンペー

ンを提案し、承認された。 5月13日の第20回青

年統括委員会会議及び5月27の第65回文化社

会事業統括委員会会議の報告が行われた。

622回 理事会　2020年6月11日

特別出席者として在サンパウロ日本国領事館総

領事野口泰総領事はパンデミックに伴う各団体

が直面する困難に共感し、日本情勢について報告

した。奥原常嗣副会長は、危機管理委員会の設

置と活動を報告し、経費削減対策、年末までの収

支計画の見直しなど、日本館とブラジル日本移民

史料館の維持費を賄うためのアミーゴキャンペ

ーン実施について述べた。文化祭りの照屋ウーゴ

武次実行委員長は、従来の文協ビルのおいての

実行が不可能であるため、デジタル版に移行した

ことによりライブは5月23日と24日に行い、広く

報道され、ブラジルの視聴者だけでなく、米国や

日本など総視聴回が3万回近くのに達したと報告

した。西村リカルド理事とカワセ・アレシャンドレ

実行委員長は6月20日に行われる第２回国際日

経デーの企画を発表した。その後地方理事又は

代表者が述べ、石川レナート会長と日系団体連

絡委員会の桂川富委員会は、パンデミックで困難

な時期を乗り越えられるように協力して、各地域

で活動の存続させるという事に謝の意を表した。

623回 理事会　2020年7月1日
6月10日に行われた第21回青年統括委員会会

議の報告。6月20日にYOUTUBE BUNKYO DI-

GITALチャンネルを通じて開催された第2回国際

日経デーが5千人の視聴者を超えた事が報告さ

れた。 6月24日に行われた第56回運営管理統括

委員会会議の報告。

624回 理事会　2020年7月22日
中島エドアルド剛事務局長は、図書館が7月8日

より図書の返却と借出のために開館され、7月15

日より事務局が一般者対応を再開したと報告。 

奥原常嗣副会長は、7月20日よりデジタル形式で

文協ニュースコロニアの発行を発表し、印刷版は

8月予定であると報告。 7月8日に行われた第22

回青年統括委員会会議及び7月15に行われた第

66回文化社会事業統括委員会会議の報告

625回 理事会　2020年8月5日
水本セルソ専任理事は3月から6月までこの会員

動静推移を発表、10件の新会員、5件の退会申

込みがあったと報告。今年上半期は、累積収入は

R$ 554,690.21、目標の96.46%を達成、今年

度目標の78.68%まで達したと報告。会員総数は

1594、その内294は法人、52人は個人特別会

員、1129人の個人正会員、119人が免除会員。7

月29日に行われた第57回運営管理統括委員会

会議の報告。

626回 理事会　2020年8月19日
山下リジア玲子理事は、情報交換と相互支援を目

的として、ブラジル各地の日系ブラジル人団体が

運営する日本移民史料館とのネットワークの計画

を発表した。  栗田クラウジオ理事は、グーラート・

ロドリゴ市会議員が日本館のバリアフリー工事計

画に対してサンパウロ市より市議会推薦の110万

レアルの支援額が承認されたと発表し、緑および

環境局を通して契約を正式化されると述べた。8

月12日に開催された第23回青年統括委員会会

議の内容が報告され、その中、文化まつり委員会

の新委員長、加藤タカユキ氏の紹介が行われた。

627回 理事会　2020年9月2日
奥原常嗣副会長は、8月末に終了した「アミーゴ・

キャンペーン」の過去3ヶ月間の中間報告を発表、

収入215,660.60レアル、目標のR$200,000

レアルを7.8%上回り、14,6819.19レアルの費

用を引いて 純収入は195,119.65レアルに達し

たと述べた。日本館栗田クラウジオ運営委員長

は、KYODAI会社と提携し、日本においても同キ

ャンペーンを開始される発表した。 桂川富夫副

会長は、8月25日に改装された小講堂での初イベ

ントとしてデジタル形式の農業関連集会が開催

されたことを報告、支援の感謝の旨を述べた。 8

月26に行われた第67回文化社会事業統括委員

会会議の報告

628回 理事会　2020年9月16日
山室エリベルト信予算企画担当理事は、現在の定

款に基づいて、コーポレート・ガバナンスの概念を

導入する総務管財委員会(NAA)の設置を提案、

その趣旨は1)決議ルートの省略可、2)理事会と事

務局間の迅速な統合化、3)事務局へ明確な委任

項目4)効率精神と実力主義に基づく環境の立ち

上げ、であると発表し、承認された。水本セルソ専

任理事は、9月12日で国士館大学スポーツセンタ

ーで開催された桜植林キャンペーンの苗植え作業

式への参加と協力に感謝した。 9月9日に行われ

た第58回運営管理統括委員会会議の報告。

629回 理事会　2020年10月7日
栗田クラウジオ理事は、日本でのアミーゴ・キャン

ペーンは、収入は82万5千円、目標の41%、参加者

68人、締切まであと15日であると報告。 9月19日と

理事会会議Marcelo Hiroyuki Hideshima, 3º Vice-
Presidente: André Tatsuhiko Korosue,  4º 
Vice-Presidente:Valter Takeo Sassaki, 5º 
Vice-Presidente: Rodolfo Eiji Wada, 6º 
Vice-Presidente: Lidia Reiko Yamashita, 7º 
Vice-Presidente: Silvio Hidemi Iamamura, 
Secretário Geral: Hugo Takeji Teruya, e 

Tesoureiro Geral: Taqueshi Ishikawa.
CONSELHO DELIBERATIVO: 

Presidente: Jorge Yamashita, 1º. Vice-
Presidente: Tomio Katsuragawa, 2º. 
Vice-Presidente: Osamu Matsuo, 3º. 
Vice-Presidente: Ricardo Luís Nishimura, 1º 
Secretário: Celso Norimitsu Mizumoto, 2º. 

Secretário: Erisson Thompson Lima Júnior, 
3ª Secretária: Rumi Kusumoto

CONSELHO FISCAL: Membros Efetivos: 
Hiroshi Takahashi, Kenji Kiyohara e Ronaldo 
Yuzo Ogasawara; Membros Suplentes: Takao 
Yamada, Lidia Keiko Ogassawara Shimizu e 
Alexandre Shodi Nomura.

REUNIÕES DA DIRETORIA

617ª reunião em 1º de abril de 2020 
O Tesoureiro-Geral Gerson Kunii 

apresentou o Balanço Patrimonial e De-
monstrações Financeiras e Contábeis do 
ano de 2019 explicando que as receitas 
operacionais foram de R$ 5.824.608,41, 
as despesas operacionais foram de R$ 
5.652.815,89, gerando um superávit de R$ 
171.792,52. Aprovado por unanimidade.

O Presidente Renato Ishikawa infor-
mou a criação do Comitê de Crise e foram 
apresentadas e avaliadas várias medidas 
para a sustentabilidade econômica da 
entidade.

618ª reunião em 15 de abril de 2020 
Relato do resultado do evento Japão 

Digital realizado no Pavilhão Japonês, em 
parceria com a Fundação Japão, em dois 
�nais de semana, 6,7, 8, 13 e 14 de março. 
O Vice-Presidente Gioji Okuhara anunciou 
o lançamento da campanha de benefícios 
aos associados Bunkyo Premium para 
aquisição de produtos com empresas par-
ceiras, inicialmente com o Café Fazenda 
Aliança, Fastshop e Konbini.

619ª reunião em 29 de abril de 2020
Relato das atividades do Comitê de 

Crise. Apresentação dos resultados do 2º 
evento Network realizado em 7 de março, 
com a participação de 71 pessoas. Relato 
da reunião do Comitê Jovem de 22 de 
abril. Foi destacado que a Comissão de 
Cursos e Palestras passa a denominar 
“Comissão de Cursos” 

620ª reunião em 14 de maio de 2020 
O Secretário Administrativo Eduardo 

Nakashima relatou que houve 22 inscritos 
para a Homenagem aos Idosos acima de 
99 anos – Hakujusha. Apresentação do 
projeto para realização do evento online
Bunka Matsuri #Em Casa, dias 23 e 24 
de maio. Relato da 55ª reunião do Comitê 
Administrativo, realizada em 6 de maio.  

621ª  reunião de 3 de junho de 2020
Aprovação das nomeações para 

diretores regionais, Keniti Mizuno da Alta 
Paulista e Shiguetake Tsuruda de Santo 
Amaro. O Diretor Silvio Iamamura, Presi-
dente da Comissão de Administração do 

Centro Kokushikan, apresentou a proposta 
da Campanha de Plantio de Cerejeiras no 
Centro Kokushikan, plantio de mudas de 
cerejeiras em comemoração aos 65 anos 
de fundação do Bunkyo e em homenagem 
aos 112 anos da imigração japonesa, com 
a contribuição de R$ 1.000 por muda, que 
foi aprovada por unanimidade. Relato da 
20ª reunião do Comitê Jovem de 13 de 
maio e da 65ª reunião do Comitê Cultural 
de 27 de maio.

622ª  reunião  de 11 de junho de 2020
Houve a presença especial e sauda-

ção do Cônsul-Geral do Japão em São 
Paulo Yasushi Noguchi, que parabenizou 
pela iniciativa e pela realização desta 
reunião com todos os dirigentes das 
principais entidades nipo-brasileiras, se 
solidarizou com as di�culdades enfren-
tadas por todos em razão da pandemia, 
e relatou sobre a situação do Japão.  O 
Vice-Presidente Gioji Okuhara fez um 
relato sobre a criação de uma equipe de 
trabalho, o “Comitê de Crise”, responsável 
entre outras incumbências, pelo �uxo do 
caixa, administração dos funcionários, 
bem como o planejamento �nanceiro até 
o �nal do ano. Também relatou sobre a 
“Campanha Amigo” destinada a reunir 
recursos para manutenção do Pavilhão 
Japonês e do Museu Histórico da Imi-
gração Japonesa no Brasil, com a venda 
antecipada de ingressos. Na sequência, 
o Diretor Hugo Teruya, Coordenador do 
Bunka Matsuri, informou que devido ao 
cancelamento, organizou a versão digital 
com o Bunka Matsuri#em casa para “levar 
aos lares de todos um pouco da cultura 
japonesa”. Teruya relatou que a live teve 
sessões nos dias 23 e 24 de maio e, 
graças à ampla cobertura da mídia, al-
cançou perto de 30 mil visualizações, não 
somente de público brasileiro de vários es-
tados, como também dos Estados Unidos 
e Japão. Em seguida, o Diretor Ricardo 
Nishimura e Alexandre Kawase informa-
ram, sobre a comemoração do 2º Dia 
Internacional do Nikkei, no próximo dia 20 
de junho. Seguiram-se manifestação dos 
Diretores Regionais ou seus representan-
tes: do Amazonas, Ken Nishikido; do Rio 
Grande do Sul, Hiroshi Taniguchi; da Alta 

Sorocabana, Toshio Koketsu; do Pará, Yuji 
Ikuta;  do Mato Grosso, Jaime Matsunaga; 
de Dourados, José Yoshihisa Shirota; do 
Campo Grande, Nilson Tamotsu Aguena; 
da Bahia, Roberto Mizushima; do Centro 
Oeste, Kuniyoshi Yasunaga; do Rio de 
Janeiro, Shirlei Atsumi; de Minas Gerais, 
Tsuyoshi Yotsumoto; do Norte do Paraná, 
Fábio Iwakura; de Curitiba, Noriyasu Seto; 
de Mogi das Cruzes, Shigeru Matsumoto; 
de Santa Catarina, Roxana Shinohara;  de 
Suzano, Reinaldo Katsumata,; do Centro-
-Oeste Paulista, Tadayoshi Hanada; da 
Alta Araraquarense, Alberto Sakakisbara; 
da Noroeste, Shinichi Yassunaga; da 
Alta Paulista, Kenichi Mizuno;  do Litoral 
Paulista, Sadao Nakai; do Sudoeste e Vale 
do Ribeira, Toshiaki Yamamura; de Santo 
André, Isaac Yasuo Miyaoka; de São Ber-
nardo do Campo, Kunime Yamamoto; de 
São Paulo-Norte, José Matsuo Kanashiro; 
de São Paulo-Leste Sérgio Ocimoto; São 
Paulo-Sul, Jorge Kiyoshi Suzuki, e de 
São Paulo-Oeste, Shigeki Samejima. O 
Presidente Renato Ishikawa e o  Vice-Pre-
sidente Tomio Katsuragawa, Presidente 
da Comissão de Relacionamento com as 
Associações, parabenizaram a todos pelo 
empenho em manter viva a atividade da 
comunidade, colaborando para que nosso 
País possa superar este momento difícil, 

623ª reunião de 1  de julho de 2020 
Relato da 21ª reunião Comitê Jovem, 

realizado em 10 de junho, e apresentação 
do relatório do 2º Dia Internacional do 
Nikkei, evento realizado em 20 de junho 
por meio do canal YouTube Bunkyo Digital, 
que chegou à audiência de 5 mil pessoas. 
Relato da 56ª reunião do Comitê Adminis-
trativo de 24 de junho. 

624ª  reunião de 22 de julho de 2020
O Secretário Administrativo Eduardo 

Nakashima relatou que após a Biblioteca 
aberta para devolução e retirada de livros 
em 8 de julho, seguiu-se a atendimento 
público pela Secretaria em 15 de julho.  O 
Vice-Presidente Gioji Okuhara anunciou 
o lançamento da publicação da Revista 
“Bunkyo News Colonia”, no formato digi-
tal, disponibilizada desde 20 de julho no 
site, e a versão impressa será disponibi
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20日に開催された第12回文協統合フォーラムの

結果が発表され、1,900人の視聴者を集め、448人

の視聴者が最初から最後までの参加、YOUTUBE 

BUNKYO DIGITALでの視聴率は5,500回数を満

であった。 10月22日に行われた第24回青年統括

委員会会議及び9月30日に行われた第68回文化

社会事業統括委員会会議の報告。

630回 理事会　2020年10月21日
地方理事主席。山下リジア玲子理事は、各地方とブ

ラジル日本移民博物館のネットワーク会合により

11月12日に第1回日本移民博物館国際シンポジウ

ムが開催されると報告。

山下譲二副会長より12月17日に文恊創立記念日

にYOUTUBE BUNKYO DIGITALで行うと報告し

た。

山室エリベルト信予算企画担当理事は、コロナウイ

ルスのパンデミック状況に適応する為の、理事会が

取った活動の経過の報告。その後地方理事又は代

表者が各地方の活動について述べた。

631回 理事会　2020年11月4日
山室エリベルト信予算企画担当理事は、社会福祉

委員会と会員拡充委員会の協力体制により高齢者

のためのデイケアセンターの設立方向の活動につい

て報告。 石川レナト会長はサンパウロ市文化財保

護審議会により市指定重要文化財として指定され

ている文協本部ビルが「潜在建設能力権限譲渡認

定証書」を得たと発表した。10月14日に行われた第

59回運営管理統括委員会会議、10月28日に行わ

れた第25回青年統括委員会会議の報告が行われ、

文恊統合フォーラム委員会の新委員長として平野

オストン氏が紹介された。

632回 理事会　2020年11月18日
11月11日に行われた第69回文化社会事業統括委

員会会議の報告。

633回 理事会　2020年12月2日
水本セルソ専任理事より2021年度事業計画の

提案書を提出し、全会一致で承認された。山室エ

リベルト信予算企画担当理事は、収入434万レア

ル、414万レアルの支出、20万レアルの剰余金を計

上した2021年度予算案を提示し、過半数で承認さ

れた。事業計画・予算案は12月12日に行われる評

議員会定例会議で審議される。 11月25日に行われ

た第60回運営管理統括委員会会議の報告。2021

年に行われる評議員会、理事会及び監査役会選挙

を管理するを委員会構成の発表：宮原ネルソン(委

員長)、上見ジュリオ、片山ジュンゾー、山崎リカルド・

アウグスト、大原毅、竹花パトリシア、加藤ロベルト・

タカユキ、小田セルジオ。

634回 理事会　2021年1月13日
ブラジル日本移民史料館の元委員会委員長であっ

た栗原猛氏への冥福をお祈り黙とうを捧げた。デジ

タル形式で行われた新年会の報告中、視聴者が6千

人を超えた事が発表。 

水本セルソ専任理事は、会員動静推移を発表、12月

には1件の免除依頼、月内収入は11,159.00レアル、

月内目標の44.64%、年度累積は645,260.21、年

度目標の91.53%に達した報告、全会一致で承認さ

れた。会員総数は1590、その内294は法人、52人

は個人特別会員、1129人の個人正会員、119人が

免除会員。ミナスジェライス州地方理事として清水・

オスカル・タダシの就任承認。 12月12日、17日に開

催された文恊65周年記念の報告書発表。12月9日

の第26回青年統括委員会会議の報告。

635回 理事会　2021年1月27日
地方理事主席。西尾ロベルト義弘副会長は、パンデ

ミック期間中にサンパウロ市とゴイアニア市で開催

された、募金活動と日本文化の普及を目的として開

催された代表的なイベント2件を紹介した。サンパ

ウロ市では、2020年5月23日と24日に文協が主催

した、初にデジタル形式で大型イベントを実施した

文化祭りを照屋ウーゴ武次実行委員長が紹介、全

国の祭りグループの参加と協力を得たと強調し、視

聴者は30,000人を超えた事を発表。ゴイアニア文

協のトグチ・マルコ・ツリオ会長はコロナウイルス防

止対策に従って2020年9月17日と18日開催され

た伝統的イベント「盆踊り」の企画、実行をの発表し

た。スザノのカツマタレジナルド地方理事は、2020

年12月5日にインターネットを通じて自治体の10団

体を結集したスザーノ文協統合フォーラム（FIB）の

実現を報告。 汎ソロカバーナの纐纈俊夫地方理事

は、地方からサンパウロのFIBに若者を連れて行った

ことで、汎ソロカバナFIBを5年連続的に実現したこ

とで、若者のリーダーシップ育成に広く貢献できたこ

とをしたことを報告した。2019年と2020年の竹花

パトリシアFIB委員長は、各地域FIBとサンパウロFIB

をインタネットを通じて行うことでコスト減少ととも

に参加者が増加することを指摘した。

636回 理事会　2021年2月10日
山室エリベルト信予算企画担当理事は、内規の見直

しと行動規範の検討結果を発表し、会長は内容に

同意し、理事会一致に同意を求めた。 栗田クラウジ

オ理事は、アマゾン日伯協会と共に作成し企画、コ

ロナウイルスの感染の多いアマゾン州の為のキャン

ペーン「TODOS JUNTOS COM O AMAZONAS」

を発表した。

1月20日に行われた文化社会事業統括委員会の第

70回会議及び10月14日の第61回運営管理統括

委員会会議の報告。

637回 理事会　2021年3月3日
日本館運営委員会副会長伊藤 誠施 への氏冥福を

お祈り黙とうを捧げた。山室エリベルト信予算企画

担当理事は、2月2日と19日に開催されたブラジル

日本移民史料館ガバナンス委員会の会議内容を報

告、次年度の連邦政府および聖州政府管轄計画は、

全会一致で承認された。 石川レナト会長は、駐ブラ

ジル日本国大使館、在サンパウロ日本国領事館、独

立行政法人国際協力機構（JICA）が提示した日系

団体への支援プログラムについて報告した。1）日本

外務省コロナウイルスのパンデミックと経済回復の

ための支援。2）JICA活動助成プログラムの枠は日

系団体の過去2年の通常経費の50%までの申請

可能、3）JICA施設設備助成プログラムは団体の建

物の建設、修理、設備購入などのインフラ経費を支

援。2月24日第26回青年統括委員会会議の報告。

638回 理事会　2021年3月17日
東日本大震災10周年とコロナウイルスのパンデミ

ックの犠牲者への氏冥福をお祈り黙とうを捧げた。

国井ジェルソン会計専任理事は、2020年度の貸借

対照表及び財務諸表報告、収入は3,024,380.11

レアル、支出は3,685,965.02レアル、剰余金は

661,584.91の赤字を計上、PADRÃO AUDITO-

RIA社に監査され、監査役会の意見書取得、と報告、

全会一致で承認され、 評議員会へ提出、審議。3月

10日文化社会事業統括委員会の第71回会議の報

告。

639回 理事会　2021年4月7日
水本セルソ専任理事は、2020年度事業報告書を

発表し全会一致で承認され、4月24日の評議員会

の定例会議へ提出。 秀島マルセロ副会長は、理事

会過去2期で開催された28回の青年統括委員会会

議に参加の周期を終え別れを告げた。中島エドアル

ド剛事務局長は、3月27日に第58回定期総会にお

いて、宮原ネルソン委員長と選挙管理委員会の先導

に従い、232の選挙投票が精算され、50人の正評

議員と19人の補欠評議員が選出されたと報告。3月

24日、第62回運営管理統括委員会会議及び3月31

日、第28回青年統括委員会会議の報告。

lizada em agosto. Relato da 22ª 
reunião do Comitê Jovem de 8 de julho e 
da 66ª reunião do Comitê Cultural de 15 
de julho.

625ª  reunião de 5 de agosto de 
2020 

O Secretário Celso Mizumoto apre-
sentou o movimento de associados de 
março a junho, houve 10 inclusões e 5 
cancelamentos. O movimento no primeiro 
semestre, gerou receita acumulada de R$ 
554.690,21, atingindo 96,46% do objetivo 
do período, e 78,68% do objetivo do ano. 
Resumindo, o número total de associados 
é de 1.594, sendo pagantes: 294 pessoas 
jurídicas, 52 pessoas físicas especiais 
e 1.129 pessoas físicas efetivas, e 119 
isentas. Relato da 57ª reunião do Comitê 
Administrativo de 29 de julho.

626ª reunião de 19 de agosto de 2020
A Diretora Lídia Yamashita apresentou 

o planejamento para iniciar contatos com 
Museus de Imigração Japonesa mantidos 
pelas entidades nipo-brasileiras de diversas 
regiões do Brasil com o objetivo de formar  
uma Rede de Museus, tendo por objetivo 
a troca de informações e apoio mútuo.  O 
Diretor Claudio Kurita anunciou a con�rma-
ção da concessão de emenda parlamentar 
de autoria do Vereador Rodrigo Goulart 
para obras de acessibilidade do Pavilhão 
Japonês, no valor de R$110 mil, que será 
formalizada em contrato com a Secretaria 
Municipal do Verde e Meio Ambiente. Relato 
da 23ª reunião do Comitê Jovem de 12 de 
agosto. Apresentação do novo Presidente 
da Comissão Bunka Matsuri, Takayuki Kato.

627ª reunião de 2 de setembro de 
2020 

O Vice-Presidente Gioji Okuhara 
apresentou o relatório parcial da Campa-
nha Amigo, atividade em prol da susten-
tabilidade do Pavilhão Japonês e Museu 
da Imigração Japonesa realizado nos 
últimos três meses e encerrado ao �nal de 
agosto, evidenciando receita bruta de R$ 
215.660,60, superando em 7,8% a meta de 
R$ 200 mil. Descontando-se as despesas 
de R$ 14.681,19, a receita líquida é de R$ 
195.119,65. O Diretor do Pavilhão, Claudio 
Kurita, anunciou que a atividade terá 
continuidade com o início da campanha no 
Japão, aos cuidados da empresa parceira 
Kyodai. O Vice-Presidente Tomio Katsu-
ragawa agradeceu a todos pelo apoio de 
todos para a realização do Bunkyo Rural 
Digital, realizado em 25 de agosto, na ati-
vidade inaugural do Studio Bunkyo (antigo 
Pequeno Auditório). Relato da 67ª reunião 
do Comitê Cultural de 26 de agosto.

628ª reunião de 16 de setembro de 
2020 

O diretor Herberto Yamamuro apre-

sentou a proposta para criação do Núcleo 
de Apoio Administrativo (NAA) introduzin-
do conceito de governança corporativa, 
em consonância com o Estatuto Social vi-
gente, com a �nalidade de: 1) desburocra-
tizar os passos de decisão administrativa, 
2) permitir integração rápida entre Diretoria 
e Secretaria Administrativa, 3) clareza 
nas autoridades delegadas à Secretaria 
Administrativa e 4) promover ambiente 
de motivação baseado na e�ciência e 
meritocracia. O secretário-geral Celso 
Mizumoto agradeceu pelo comparecimen-
to e a colaboração no mutirão de plantio 
de mudas da Campanha de Plantio de 
Cerejeiras realizado em 12 de setembro 
no Kokushikan. Relato da 58ª reunião do 
Comitê Administrativo de 9 de setembro.

629ª reunião de 7 de outubro de 
2020  

O diretor Claudio Kurita relatou que a 
atividade da Campanha Amigo Japão arre-
cadou 41% dos recursos totalizando 825 
mil ienes, com 68 contribuintes, faltando 
15 dias para o encerramento. 

Apresentação dos resultados da 12ª 
edição do Fórum de Integração Bunkyo, 
realizado nos dias 19 e 20 de setembro, 
que teve 448 espectadores contínuos, 
1.900 espectadores únicos, e cujo vídeo 
no canal Bunkyo Digital se encontra com 
5.500 visualizações. Relato da 24ª reunião 
do Comitê Jovem de 22 de abril. Relato da 
68ª reunião do Comitê Cultural de 30 de 
setembro. 

630ª reunião de 21 de outubro de 
2020 

A diretora Lidia Yamashita agrade-
ceu pela participação dos presentes nos 
encontros com as Regionais visando à 
constituição de uma Rede de Museus da 
Imigração Japonesa do Brasil, que tem 
sido realizado para possibilitar a encorpar 
a realização do 1º Simpósio Internacional 
de Museus da Imigração Japonesa, em 
12 de novembro. O vice-presidente Jorge 
Yamashita comunicou que será realizada 
uma apresentação no dia 17 de dezembro, 
data de fundação da entidade, exibição 
pelo canal do YouTube Bunkyo Digital da 
gravação da cerimônia comemorativa, 
do vídeo de retrospectiva das atividades 
do corrente ano, e explicou que fará 
parte deste material, as mensagens de 
todos os Diretores Regionais. O diretor 
de Planejamento Herberto Yamamuro 
fez uma apresentação em que consta o 
percurso de medidas e reprogramação 
de atividades tomadas pela Diretoria no 
decorrer do corrente ano para se adaptar 
à situação de pandemia do coronavírus.
Seguiram-se manifestação dos Diretores 
Regionais ou seus representantes: do 
Amazonas Ken Nishikido, do Pará Yuji 
Ikuta, do Mato Grosso Jaime Matsunaga, 

da Bahia Roberto Mizushima, do Centro 
Oeste Kuniyoshi Yasunaga, do Rio de 
Janeiro Shirlei Atsumi, de Minas Gerais 
Tsuyoshi Yotsumoto, do Rio Grande do 
Sul Hiroshi Taniguchi, de Santa Catarina 
Roxana Shinohara,  do Norte do Paraná 
Eder Takemura, de Curitiba Ryoiti Oshima, 
de Dourados José Yoshihisa Shirota, do 
Campo Grande Nilson Tamotsu Aguena, 
da Alta Sorocabana Toshio Koketsu, da 
Noroeste Shinichi Yassunaga, da Alta Pau-
lista Kenichi Mizuno, da Alta Araraquaren-
se Alberto Sakakisbara, do Centro-Oeste 
Paulista Tadayoshi Hanada, de Mogi das 
Cruzes Shigeru Matsumoto, de Suzano 
Reinaldo Katsumata, de Santo André 
Isaac Yasuo Miyaoka, de São Bernardo do 
Campo Kunime Yamamoto, de São Paulo 
Norte Gerson Kunii, de São Paulo Leste 
Sérgio Ocimoto, e São Paulo Sul Jorge 
Kiyoshi Suzuki

631ª reunião de 4 de novembro de 
2020 

O diretor de Planejamento Herberto 
Yamamuro relatou sobre o trabalho desen-
volvido em conjunto, com os membros da 
comissões de Assistência Social e Incre-
mento Social para constituição do Núcleo 
de Convivência de Pessoas Idosas. 

O Sr Presidente relatou que o edifício 
sede da entidade obteve a Declaração de 
Potencial Construtivo Passível de Trans-
ferência da Prefeitura, destinado a bens 
imóveis históricos tombados. 

Relato da 59ª reunião do Comitê 
Administrativo de 14 de outubro e da 25ª 
reunião do Comitê Jovem de 28 de outu-
bro. Apresentação do novo presidente da 
Comissão do FIB, Sr. Oston Hirano. 

632ª  reunião de 18 de novembro de 
2020 

Relato da 69ª reunião do Comitê 
Cultural de 11 de novembro. 

633ª reunião de 2 de dezembro de 
2020  

O Secretário Celso Mizumoto sub-
meteu a proposta de Plano de Atividades 
2021, que foi aprovada por unanimida-
de. O diretor de Planejamento Herberto 
Yamamuro apresentou a proposta de Plano 
Orçamentário, com receitas de R$ 4,34 
milhões, despesas de R$ 4,14 milhões, 
superávit de R$ 200 mil, que foi aprovada 
por maioria dos presentes, assim os dois 
documentos foram autorizados para serem 
encaminhadas à homologação na reunião 
extraordinária do Conselho Deliberativo em 
12 de dezembro. Relato da 60ª reunião do 
Comitê Administrativo de 25 de novembro. 
Apresentação da composição da Comissão 
Eleitoral para condução das eleições para 
renovação do Conselho Deliberativo, Di
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水本セルソ専任理事は、会員動静推移を発表、12月

には1件の免除依頼、月内収入は11,159.00レアル、

月内目標の44.64%、年度累積は645,260.21、年

度目標の91.53%に達した報告、全会一致で承認さ

れた。会員総数は1590、その内294は法人、52人

は個人特別会員、1129人の個人正会員、119人が

免除会員。ミナスジェライス州地方理事として清水・

オスカル・タダシの就任承認。 12月12日、17日に開

催された文恊65周年記念の報告書発表。12月9日

の第26回青年統括委員会会議の報告。

635回 理事会　2021年1月27日
地方理事主席。西尾ロベルト義弘副会長は、パンデ

ミック期間中にサンパウロ市とゴイアニア市で開催

された、募金活動と日本文化の普及を目的として開

催された代表的なイベント2件を紹介した。サンパ

ウロ市では、2020年5月23日と24日に文協が主催

した、初にデジタル形式で大型イベントを実施した

文化祭りを照屋ウーゴ武次実行委員長が紹介、全

国の祭りグループの参加と協力を得たと強調し、視

聴者は30,000人を超えた事を発表。ゴイアニア文

協のトグチ・マルコ・ツリオ会長はコロナウイルス防

止対策に従って2020年9月17日と18日開催され

た伝統的イベント「盆踊り」の企画、実行をの発表し

た。スザノのカツマタレジナルド地方理事は、2020

年12月5日にインターネットを通じて自治体の10団

体を結集したスザーノ文協統合フォーラム（FIB）の

実現を報告。 汎ソロカバーナの纐纈俊夫地方理事

は、地方からサンパウロのFIBに若者を連れて行った

ことで、汎ソロカバナFIBを5年連続的に実現したこ

とで、若者のリーダーシップ育成に広く貢献できたこ

とをしたことを報告した。2019年と2020年の竹花

パトリシアFIB委員長は、各地域FIBとサンパウロFIB

をインタネットを通じて行うことでコスト減少ととも

に参加者が増加することを指摘した。

636回 理事会　2021年2月10日
山室エリベルト信予算企画担当理事は、内規の見直

しと行動規範の検討結果を発表し、会長は内容に

同意し、理事会一致に同意を求めた。 栗田クラウジ

オ理事は、アマゾン日伯協会と共に作成し企画、コ

ロナウイルスの感染の多いアマゾン州の為のキャン

ペーン「TODOS JUNTOS COM O AMAZONAS」

を発表した。

1月20日に行われた文化社会事業統括委員会の第

70回会議及び10月14日の第61回運営管理統括

委員会会議の報告。

637回 理事会　2021年3月3日
日本館運営委員会副会長伊藤 誠施 への氏冥福を

お祈り黙とうを捧げた。山室エリベルト信予算企画

担当理事は、2月2日と19日に開催されたブラジル

日本移民史料館ガバナンス委員会の会議内容を報

告、次年度の連邦政府および聖州政府管轄計画は、

全会一致で承認された。 石川レナト会長は、駐ブラ

ジル日本国大使館、在サンパウロ日本国領事館、独

立行政法人国際協力機構（JICA）が提示した日系

団体への支援プログラムについて報告した。1）日本

外務省コロナウイルスのパンデミックと経済回復の

ための支援。2）JICA活動助成プログラムの枠は日

系団体の過去2年の通常経費の50%までの申請

可能、3）JICA施設設備助成プログラムは団体の建

物の建設、修理、設備購入などのインフラ経費を支

援。2月24日第26回青年統括委員会会議の報告。

638回 理事会　2021年3月17日
東日本大震災10周年とコロナウイルスのパンデミ

ックの犠牲者への氏冥福をお祈り黙とうを捧げた。

国井ジェルソン会計専任理事は、2020年度の貸借

対照表及び財務諸表報告、収入は3,024,380.11

レアル、支出は3,685,965.02レアル、剰余金は

661,584.91の赤字を計上、PADRÃO AUDITO-

RIA社に監査され、監査役会の意見書取得、と報告、

全会一致で承認され、 評議員会へ提出、審議。3月

10日文化社会事業統括委員会の第71回会議の報

告。

639回 理事会　2021年4月7日
水本セルソ専任理事は、2020年度事業報告書を

発表し全会一致で承認され、4月24日の評議員会

の定例会議へ提出。 秀島マルセロ副会長は、理事

会過去2期で開催された28回の青年統括委員会会

議に参加の周期を終え別れを告げた。中島エドアル

ド剛事務局長は、3月27日に第58回定期総会にお

いて、宮原ネルソン委員長と選挙管理委員会の先導

に従い、232の選挙投票が精算され、50人の正評

議員と19人の補欠評議員が選出されたと報告。3月

24日、第62回運営管理統括委員会会議及び3月31

日、第28回青年統括委員会会議の報告。

lizada em agosto. Relato da 22ª 
reunião do Comitê Jovem de 8 de julho e 
da 66ª reunião do Comitê Cultural de 15 
de julho.

625ª  reunião de 5 de agosto de 
2020 

O Secretário Celso Mizumoto apre-
sentou o movimento de associados de 
março a junho, houve 10 inclusões e 5 
cancelamentos. O movimento no primeiro 
semestre, gerou receita acumulada de R$ 
554.690,21, atingindo 96,46% do objetivo 
do período, e 78,68% do objetivo do ano. 
Resumindo, o número total de associados 
é de 1.594, sendo pagantes: 294 pessoas 
jurídicas, 52 pessoas físicas especiais 
e 1.129 pessoas físicas efetivas, e 119 
isentas. Relato da 57ª reunião do Comitê 
Administrativo de 29 de julho.

626ª reunião de 19 de agosto de 2020
A Diretora Lídia Yamashita apresentou 

o planejamento para iniciar contatos com 
Museus de Imigração Japonesa mantidos 
pelas entidades nipo-brasileiras de diversas 
regiões do Brasil com o objetivo de formar  
uma Rede de Museus, tendo por objetivo 
a troca de informações e apoio mútuo.  O 
Diretor Claudio Kurita anunciou a con�rma-
ção da concessão de emenda parlamentar 
de autoria do Vereador Rodrigo Goulart 
para obras de acessibilidade do Pavilhão 
Japonês, no valor de R$110 mil, que será 
formalizada em contrato com a Secretaria 
Municipal do Verde e Meio Ambiente. Relato 
da 23ª reunião do Comitê Jovem de 12 de 
agosto. Apresentação do novo Presidente 
da Comissão Bunka Matsuri, Takayuki Kato.

627ª reunião de 2 de setembro de 
2020 

O Vice-Presidente Gioji Okuhara 
apresentou o relatório parcial da Campa-
nha Amigo, atividade em prol da susten-
tabilidade do Pavilhão Japonês e Museu 
da Imigração Japonesa realizado nos 
últimos três meses e encerrado ao �nal de 
agosto, evidenciando receita bruta de R$ 
215.660,60, superando em 7,8% a meta de 
R$ 200 mil. Descontando-se as despesas 
de R$ 14.681,19, a receita líquida é de R$ 
195.119,65. O Diretor do Pavilhão, Claudio 
Kurita, anunciou que a atividade terá 
continuidade com o início da campanha no 
Japão, aos cuidados da empresa parceira 
Kyodai. O Vice-Presidente Tomio Katsu-
ragawa agradeceu a todos pelo apoio de 
todos para a realização do Bunkyo Rural 
Digital, realizado em 25 de agosto, na ati-
vidade inaugural do Studio Bunkyo (antigo 
Pequeno Auditório). Relato da 67ª reunião 
do Comitê Cultural de 26 de agosto.

628ª reunião de 16 de setembro de 
2020 

O diretor Herberto Yamamuro apre-

sentou a proposta para criação do Núcleo 
de Apoio Administrativo (NAA) introduzin-
do conceito de governança corporativa, 
em consonância com o Estatuto Social vi-
gente, com a �nalidade de: 1) desburocra-
tizar os passos de decisão administrativa, 
2) permitir integração rápida entre Diretoria 
e Secretaria Administrativa, 3) clareza 
nas autoridades delegadas à Secretaria 
Administrativa e 4) promover ambiente 
de motivação baseado na e�ciência e 
meritocracia. O secretário-geral Celso 
Mizumoto agradeceu pelo comparecimen-
to e a colaboração no mutirão de plantio 
de mudas da Campanha de Plantio de 
Cerejeiras realizado em 12 de setembro 
no Kokushikan. Relato da 58ª reunião do 
Comitê Administrativo de 9 de setembro.

629ª reunião de 7 de outubro de 
2020  

O diretor Claudio Kurita relatou que a 
atividade da Campanha Amigo Japão arre-
cadou 41% dos recursos totalizando 825 
mil ienes, com 68 contribuintes, faltando 
15 dias para o encerramento. 

Apresentação dos resultados da 12ª 
edição do Fórum de Integração Bunkyo, 
realizado nos dias 19 e 20 de setembro, 
que teve 448 espectadores contínuos, 
1.900 espectadores únicos, e cujo vídeo 
no canal Bunkyo Digital se encontra com 
5.500 visualizações. Relato da 24ª reunião 
do Comitê Jovem de 22 de abril. Relato da 
68ª reunião do Comitê Cultural de 30 de 
setembro. 

630ª reunião de 21 de outubro de 
2020 

A diretora Lidia Yamashita agrade-
ceu pela participação dos presentes nos 
encontros com as Regionais visando à 
constituição de uma Rede de Museus da 
Imigração Japonesa do Brasil, que tem 
sido realizado para possibilitar a encorpar 
a realização do 1º Simpósio Internacional 
de Museus da Imigração Japonesa, em 
12 de novembro. O vice-presidente Jorge 
Yamashita comunicou que será realizada 
uma apresentação no dia 17 de dezembro, 
data de fundação da entidade, exibição 
pelo canal do YouTube Bunkyo Digital da 
gravação da cerimônia comemorativa, 
do vídeo de retrospectiva das atividades 
do corrente ano, e explicou que fará 
parte deste material, as mensagens de 
todos os Diretores Regionais. O diretor 
de Planejamento Herberto Yamamuro 
fez uma apresentação em que consta o 
percurso de medidas e reprogramação 
de atividades tomadas pela Diretoria no 
decorrer do corrente ano para se adaptar 
à situação de pandemia do coronavírus.
Seguiram-se manifestação dos Diretores 
Regionais ou seus representantes: do 
Amazonas Ken Nishikido, do Pará Yuji 
Ikuta, do Mato Grosso Jaime Matsunaga, 

da Bahia Roberto Mizushima, do Centro 
Oeste Kuniyoshi Yasunaga, do Rio de 
Janeiro Shirlei Atsumi, de Minas Gerais 
Tsuyoshi Yotsumoto, do Rio Grande do 
Sul Hiroshi Taniguchi, de Santa Catarina 
Roxana Shinohara,  do Norte do Paraná 
Eder Takemura, de Curitiba Ryoiti Oshima, 
de Dourados José Yoshihisa Shirota, do 
Campo Grande Nilson Tamotsu Aguena, 
da Alta Sorocabana Toshio Koketsu, da 
Noroeste Shinichi Yassunaga, da Alta Pau-
lista Kenichi Mizuno, da Alta Araraquaren-
se Alberto Sakakisbara, do Centro-Oeste 
Paulista Tadayoshi Hanada, de Mogi das 
Cruzes Shigeru Matsumoto, de Suzano 
Reinaldo Katsumata, de Santo André 
Isaac Yasuo Miyaoka, de São Bernardo do 
Campo Kunime Yamamoto, de São Paulo 
Norte Gerson Kunii, de São Paulo Leste 
Sérgio Ocimoto, e São Paulo Sul Jorge 
Kiyoshi Suzuki

631ª reunião de 4 de novembro de 
2020 

O diretor de Planejamento Herberto 
Yamamuro relatou sobre o trabalho desen-
volvido em conjunto, com os membros da 
comissões de Assistência Social e Incre-
mento Social para constituição do Núcleo 
de Convivência de Pessoas Idosas. 

O Sr Presidente relatou que o edifício 
sede da entidade obteve a Declaração de 
Potencial Construtivo Passível de Trans-
ferência da Prefeitura, destinado a bens 
imóveis históricos tombados. 

Relato da 59ª reunião do Comitê 
Administrativo de 14 de outubro e da 25ª 
reunião do Comitê Jovem de 28 de outu-
bro. Apresentação do novo presidente da 
Comissão do FIB, Sr. Oston Hirano. 

632ª  reunião de 18 de novembro de 
2020 

Relato da 69ª reunião do Comitê 
Cultural de 11 de novembro. 

633ª reunião de 2 de dezembro de 
2020  

O Secretário Celso Mizumoto sub-
meteu a proposta de Plano de Atividades 
2021, que foi aprovada por unanimida-
de. O diretor de Planejamento Herberto 
Yamamuro apresentou a proposta de Plano 
Orçamentário, com receitas de R$ 4,34 
milhões, despesas de R$ 4,14 milhões, 
superávit de R$ 200 mil, que foi aprovada 
por maioria dos presentes, assim os dois 
documentos foram autorizados para serem 
encaminhadas à homologação na reunião 
extraordinária do Conselho Deliberativo em 
12 de dezembro. Relato da 60ª reunião do 
Comitê Administrativo de 25 de novembro. 
Apresentação da composição da Comissão 
Eleitoral para condução das eleições para 
renovação do Conselho Deliberativo, Di
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20日に開催された第12回文協統合フォーラムの

結果が発表され、1,900人の視聴者を集め、448人

の視聴者が最初から最後までの参加、YOUTUBE 

BUNKYO DIGITALでの視聴率は5,500回数を満

であった。 10月22日に行われた第24回青年統括

委員会会議及び9月30日に行われた第68回文化

社会事業統括委員会会議の報告。

630回 理事会　2020年10月21日
地方理事主席。山下リジア玲子理事は、各地方とブ

ラジル日本移民博物館のネットワーク会合により

11月12日に第1回日本移民博物館国際シンポジウ

ムが開催されると報告。

山下譲二副会長より12月17日に文恊創立記念日

にYOUTUBE BUNKYO DIGITALで行うと報告し

た。

山室エリベルト信予算企画担当理事は、コロナウイ

ルスのパンデミック状況に適応する為の、理事会が

取った活動の経過の報告。その後地方理事又は代

表者が各地方の活動について述べた。

631回 理事会　2020年11月4日
山室エリベルト信予算企画担当理事は、社会福祉

委員会と会員拡充委員会の協力体制により高齢者

のためのデイケアセンターの設立方向の活動につい

て報告。 石川レナト会長はサンパウロ市文化財保

護審議会により市指定重要文化財として指定され

ている文協本部ビルが「潜在建設能力権限譲渡認

定証書」を得たと発表した。10月14日に行われた第

59回運営管理統括委員会会議、10月28日に行わ

れた第25回青年統括委員会会議の報告が行われ、

文恊統合フォーラム委員会の新委員長として平野

オストン氏が紹介された。

632回 理事会　2020年11月18日
11月11日に行われた第69回文化社会事業統括委

員会会議の報告。

633回 理事会　2020年12月2日
水本セルソ専任理事より2021年度事業計画の

提案書を提出し、全会一致で承認された。山室エ

リベルト信予算企画担当理事は、収入434万レア

ル、414万レアルの支出、20万レアルの剰余金を計

上した2021年度予算案を提示し、過半数で承認さ

れた。事業計画・予算案は12月12日に行われる評

議員会定例会議で審議される。 11月25日に行われ

た第60回運営管理統括委員会会議の報告。2021

年に行われる評議員会、理事会及び監査役会選挙

を管理するを委員会構成の発表：宮原ネルソン(委

員長)、上見ジュリオ、片山ジュンゾー、山崎リカルド・

アウグスト、大原毅、竹花パトリシア、加藤ロベルト・

タカユキ、小田セルジオ。

634回 理事会　2021年1月13日
ブラジル日本移民史料館の元委員会委員長であっ

た栗原猛氏への冥福をお祈り黙とうを捧げた。デジ

タル形式で行われた新年会の報告中、視聴者が6千

人を超えた事が発表。 

水本セルソ専任理事は、会員動静推移を発表、12月

には1件の免除依頼、月内収入は11,159.00レアル、

月内目標の44.64%、年度累積は645,260.21、年

度目標の91.53%に達した報告、全会一致で承認さ

れた。会員総数は1590、その内294は法人、52人

は個人特別会員、1129人の個人正会員、119人が

免除会員。ミナスジェライス州地方理事として清水・

オスカル・タダシの就任承認。 12月12日、17日に開

催された文恊65周年記念の報告書発表。12月9日

の第26回青年統括委員会会議の報告。

635回 理事会　2021年1月27日
地方理事主席。西尾ロベルト義弘副会長は、パンデ

ミック期間中にサンパウロ市とゴイアニア市で開催

された、募金活動と日本文化の普及を目的として開

催された代表的なイベント2件を紹介した。サンパ

ウロ市では、2020年5月23日と24日に文協が主催

した、初にデジタル形式で大型イベントを実施した

文化祭りを照屋ウーゴ武次実行委員長が紹介、全

国の祭りグループの参加と協力を得たと強調し、視

聴者は30,000人を超えた事を発表。ゴイアニア文

協のトグチ・マルコ・ツリオ会長はコロナウイルス防

止対策に従って2020年9月17日と18日開催され

た伝統的イベント「盆踊り」の企画、実行をの発表し

た。スザノのカツマタレジナルド地方理事は、2020

年12月5日にインターネットを通じて自治体の10団

体を結集したスザーノ文協統合フォーラム（FIB）の

実現を報告。 汎ソロカバーナの纐纈俊夫地方理事

は、地方からサンパウロのFIBに若者を連れて行った

ことで、汎ソロカバナFIBを5年連続的に実現したこ

とで、若者のリーダーシップ育成に広く貢献できたこ

とをしたことを報告した。2019年と2020年の竹花

パトリシアFIB委員長は、各地域FIBとサンパウロFIB

をインタネットを通じて行うことでコスト減少ととも

に参加者が増加することを指摘した。

636回 理事会　2021年2月10日
山室エリベルト信予算企画担当理事は、内規の見直

しと行動規範の検討結果を発表し、会長は内容に

同意し、理事会一致に同意を求めた。 栗田クラウジ

オ理事は、アマゾン日伯協会と共に作成し企画、コ

ロナウイルスの感染の多いアマゾン州の為のキャン

ペーン「TODOS JUNTOS COM O AMAZONAS」

を発表した。

1月20日に行われた文化社会事業統括委員会の第

70回会議及び10月14日の第61回運営管理統括

委員会会議の報告。

637回 理事会　2021年3月3日
日本館運営委員会副会長伊藤 誠施 への氏冥福を

お祈り黙とうを捧げた。山室エリベルト信予算企画

担当理事は、2月2日と19日に開催されたブラジル

日本移民史料館ガバナンス委員会の会議内容を報

告、次年度の連邦政府および聖州政府管轄計画は、

全会一致で承認された。 石川レナト会長は、駐ブラ

ジル日本国大使館、在サンパウロ日本国領事館、独

立行政法人国際協力機構（JICA）が提示した日系

団体への支援プログラムについて報告した。1）日本

外務省コロナウイルスのパンデミックと経済回復の

ための支援。2）JICA活動助成プログラムの枠は日

系団体の過去2年の通常経費の50%までの申請

可能、3）JICA施設設備助成プログラムは団体の建

物の建設、修理、設備購入などのインフラ経費を支

援。2月24日第26回青年統括委員会会議の報告。

638回 理事会　2021年3月17日
東日本大震災10周年とコロナウイルスのパンデミ

ックの犠牲者への氏冥福をお祈り黙とうを捧げた。

国井ジェルソン会計専任理事は、2020年度の貸借

対照表及び財務諸表報告、収入は3,024,380.11

レアル、支出は3,685,965.02レアル、剰余金は

661,584.91の赤字を計上、PADRÃO AUDITO-

RIA社に監査され、監査役会の意見書取得、と報告、

全会一致で承認され、 評議員会へ提出、審議。3月

10日文化社会事業統括委員会の第71回会議の報

告。

639回 理事会　2021年4月7日
水本セルソ専任理事は、2020年度事業報告書を

発表し全会一致で承認され、4月24日の評議員会

の定例会議へ提出。 秀島マルセロ副会長は、理事

会過去2期で開催された28回の青年統括委員会会

議に参加の周期を終え別れを告げた。中島エドアル

ド剛事務局長は、3月27日に第58回定期総会にお

いて、宮原ネルソン委員長と選挙管理委員会の先導

に従い、232の選挙投票が精算され、50人の正評

議員と19人の補欠評議員が選出されたと報告。3月

24日、第62回運営管理統括委員会会議及び3月31

日、第28回青年統括委員会会議の報告。

lizada em agosto. Relato da 22ª 
reunião do Comitê Jovem de 8 de julho e 
da 66ª reunião do Comitê Cultural de 15 
de julho.

625ª  reunião de 5 de agosto de 
2020 

O Secretário Celso Mizumoto apre-
sentou o movimento de associados de 
março a junho, houve 10 inclusões e 5 
cancelamentos. O movimento no primeiro 
semestre, gerou receita acumulada de R$ 
554.690,21, atingindo 96,46% do objetivo 
do período, e 78,68% do objetivo do ano. 
Resumindo, o número total de associados 
é de 1.594, sendo pagantes: 294 pessoas 
jurídicas, 52 pessoas físicas especiais 
e 1.129 pessoas físicas efetivas, e 119 
isentas. Relato da 57ª reunião do Comitê 
Administrativo de 29 de julho.

626ª reunião de 19 de agosto de 2020
A Diretora Lídia Yamashita apresentou 

o planejamento para iniciar contatos com 
Museus de Imigração Japonesa mantidos 
pelas entidades nipo-brasileiras de diversas 
regiões do Brasil com o objetivo de formar  
uma Rede de Museus, tendo por objetivo 
a troca de informações e apoio mútuo.  O 
Diretor Claudio Kurita anunciou a con�rma-
ção da concessão de emenda parlamentar 
de autoria do Vereador Rodrigo Goulart 
para obras de acessibilidade do Pavilhão 
Japonês, no valor de R$110 mil, que será 
formalizada em contrato com a Secretaria 
Municipal do Verde e Meio Ambiente. Relato 
da 23ª reunião do Comitê Jovem de 12 de 
agosto. Apresentação do novo Presidente 
da Comissão Bunka Matsuri, Takayuki Kato.

627ª reunião de 2 de setembro de 
2020 

O Vice-Presidente Gioji Okuhara 
apresentou o relatório parcial da Campa-
nha Amigo, atividade em prol da susten-
tabilidade do Pavilhão Japonês e Museu 
da Imigração Japonesa realizado nos 
últimos três meses e encerrado ao �nal de 
agosto, evidenciando receita bruta de R$ 
215.660,60, superando em 7,8% a meta de 
R$ 200 mil. Descontando-se as despesas 
de R$ 14.681,19, a receita líquida é de R$ 
195.119,65. O Diretor do Pavilhão, Claudio 
Kurita, anunciou que a atividade terá 
continuidade com o início da campanha no 
Japão, aos cuidados da empresa parceira 
Kyodai. O Vice-Presidente Tomio Katsu-
ragawa agradeceu a todos pelo apoio de 
todos para a realização do Bunkyo Rural 
Digital, realizado em 25 de agosto, na ati-
vidade inaugural do Studio Bunkyo (antigo 
Pequeno Auditório). Relato da 67ª reunião 
do Comitê Cultural de 26 de agosto.

628ª reunião de 16 de setembro de 
2020 

O diretor Herberto Yamamuro apre-

sentou a proposta para criação do Núcleo 
de Apoio Administrativo (NAA) introduzin-
do conceito de governança corporativa, 
em consonância com o Estatuto Social vi-
gente, com a �nalidade de: 1) desburocra-
tizar os passos de decisão administrativa, 
2) permitir integração rápida entre Diretoria 
e Secretaria Administrativa, 3) clareza 
nas autoridades delegadas à Secretaria 
Administrativa e 4) promover ambiente 
de motivação baseado na e�ciência e 
meritocracia. O secretário-geral Celso 
Mizumoto agradeceu pelo comparecimen-
to e a colaboração no mutirão de plantio 
de mudas da Campanha de Plantio de 
Cerejeiras realizado em 12 de setembro 
no Kokushikan. Relato da 58ª reunião do 
Comitê Administrativo de 9 de setembro.

629ª reunião de 7 de outubro de 
2020  

O diretor Claudio Kurita relatou que a 
atividade da Campanha Amigo Japão arre-
cadou 41% dos recursos totalizando 825 
mil ienes, com 68 contribuintes, faltando 
15 dias para o encerramento. 

Apresentação dos resultados da 12ª 
edição do Fórum de Integração Bunkyo, 
realizado nos dias 19 e 20 de setembro, 
que teve 448 espectadores contínuos, 
1.900 espectadores únicos, e cujo vídeo 
no canal Bunkyo Digital se encontra com 
5.500 visualizações. Relato da 24ª reunião 
do Comitê Jovem de 22 de abril. Relato da 
68ª reunião do Comitê Cultural de 30 de 
setembro. 

630ª reunião de 21 de outubro de 
2020 

A diretora Lidia Yamashita agrade-
ceu pela participação dos presentes nos 
encontros com as Regionais visando à 
constituição de uma Rede de Museus da 
Imigração Japonesa do Brasil, que tem 
sido realizado para possibilitar a encorpar 
a realização do 1º Simpósio Internacional 
de Museus da Imigração Japonesa, em 
12 de novembro. O vice-presidente Jorge 
Yamashita comunicou que será realizada 
uma apresentação no dia 17 de dezembro, 
data de fundação da entidade, exibição 
pelo canal do YouTube Bunkyo Digital da 
gravação da cerimônia comemorativa, 
do vídeo de retrospectiva das atividades 
do corrente ano, e explicou que fará 
parte deste material, as mensagens de 
todos os Diretores Regionais. O diretor 
de Planejamento Herberto Yamamuro 
fez uma apresentação em que consta o 
percurso de medidas e reprogramação 
de atividades tomadas pela Diretoria no 
decorrer do corrente ano para se adaptar 
à situação de pandemia do coronavírus.
Seguiram-se manifestação dos Diretores 
Regionais ou seus representantes: do 
Amazonas Ken Nishikido, do Pará Yuji 
Ikuta, do Mato Grosso Jaime Matsunaga, 

da Bahia Roberto Mizushima, do Centro 
Oeste Kuniyoshi Yasunaga, do Rio de 
Janeiro Shirlei Atsumi, de Minas Gerais 
Tsuyoshi Yotsumoto, do Rio Grande do 
Sul Hiroshi Taniguchi, de Santa Catarina 
Roxana Shinohara,  do Norte do Paraná 
Eder Takemura, de Curitiba Ryoiti Oshima, 
de Dourados José Yoshihisa Shirota, do 
Campo Grande Nilson Tamotsu Aguena, 
da Alta Sorocabana Toshio Koketsu, da 
Noroeste Shinichi Yassunaga, da Alta Pau-
lista Kenichi Mizuno, da Alta Araraquaren-
se Alberto Sakakisbara, do Centro-Oeste 
Paulista Tadayoshi Hanada, de Mogi das 
Cruzes Shigeru Matsumoto, de Suzano 
Reinaldo Katsumata, de Santo André 
Isaac Yasuo Miyaoka, de São Bernardo do 
Campo Kunime Yamamoto, de São Paulo 
Norte Gerson Kunii, de São Paulo Leste 
Sérgio Ocimoto, e São Paulo Sul Jorge 
Kiyoshi Suzuki

631ª reunião de 4 de novembro de 
2020 

O diretor de Planejamento Herberto 
Yamamuro relatou sobre o trabalho desen-
volvido em conjunto, com os membros da 
comissões de Assistência Social e Incre-
mento Social para constituição do Núcleo 
de Convivência de Pessoas Idosas. 

O Sr Presidente relatou que o edifício 
sede da entidade obteve a Declaração de 
Potencial Construtivo Passível de Trans-
ferência da Prefeitura, destinado a bens 
imóveis históricos tombados. 

Relato da 59ª reunião do Comitê 
Administrativo de 14 de outubro e da 25ª 
reunião do Comitê Jovem de 28 de outu-
bro. Apresentação do novo presidente da 
Comissão do FIB, Sr. Oston Hirano. 

632ª  reunião de 18 de novembro de 
2020 

Relato da 69ª reunião do Comitê 
Cultural de 11 de novembro. 

633ª reunião de 2 de dezembro de 
2020  

O Secretário Celso Mizumoto sub-
meteu a proposta de Plano de Atividades 
2021, que foi aprovada por unanimida-
de. O diretor de Planejamento Herberto 
Yamamuro apresentou a proposta de Plano 
Orçamentário, com receitas de R$ 4,34 
milhões, despesas de R$ 4,14 milhões, 
superávit de R$ 200 mil, que foi aprovada 
por maioria dos presentes, assim os dois 
documentos foram autorizados para serem 
encaminhadas à homologação na reunião 
extraordinária do Conselho Deliberativo em 
12 de dezembro. Relato da 60ª reunião do 
Comitê Administrativo de 25 de novembro. 
Apresentação da composição da Comissão 
Eleitoral para condução das eleições para 
renovação do Conselho Deliberativo, Di
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20日に開催された第12回文協統合フォーラムの

結果が発表され、1,900人の視聴者を集め、448人

の視聴者が最初から最後までの参加、YOUTUBE 

BUNKYO DIGITALでの視聴率は5,500回数を満

であった。 10月22日に行われた第24回青年統括

委員会会議及び9月30日に行われた第68回文化

社会事業統括委員会会議の報告。

630回 理事会　2020年10月21日
地方理事主席。山下リジア玲子理事は、各地方とブ

ラジル日本移民博物館のネットワーク会合により

11月12日に第1回日本移民博物館国際シンポジウ

ムが開催されると報告。

山下譲二副会長より12月17日に文恊創立記念日

にYOUTUBE BUNKYO DIGITALで行うと報告し

た。

山室エリベルト信予算企画担当理事は、コロナウイ

ルスのパンデミック状況に適応する為の、理事会が

取った活動の経過の報告。その後地方理事又は代

表者が各地方の活動について述べた。

631回 理事会　2020年11月4日
山室エリベルト信予算企画担当理事は、社会福祉

委員会と会員拡充委員会の協力体制により高齢者

のためのデイケアセンターの設立方向の活動につい

て報告。 石川レナト会長はサンパウロ市文化財保

護審議会により市指定重要文化財として指定され

ている文協本部ビルが「潜在建設能力権限譲渡認

定証書」を得たと発表した。10月14日に行われた第

59回運営管理統括委員会会議、10月28日に行わ

れた第25回青年統括委員会会議の報告が行われ、

文恊統合フォーラム委員会の新委員長として平野

オストン氏が紹介された。

632回 理事会　2020年11月18日
11月11日に行われた第69回文化社会事業統括委

員会会議の報告。

633回 理事会　2020年12月2日
水本セルソ専任理事より2021年度事業計画の

提案書を提出し、全会一致で承認された。山室エ

リベルト信予算企画担当理事は、収入434万レア

ル、414万レアルの支出、20万レアルの剰余金を計

上した2021年度予算案を提示し、過半数で承認さ

れた。事業計画・予算案は12月12日に行われる評

議員会定例会議で審議される。 11月25日に行われ

た第60回運営管理統括委員会会議の報告。2021

年に行われる評議員会、理事会及び監査役会選挙

を管理するを委員会構成の発表：宮原ネルソン(委

員長)、上見ジュリオ、片山ジュンゾー、山崎リカルド・

アウグスト、大原毅、竹花パトリシア、加藤ロベルト・

タカユキ、小田セルジオ。

634回 理事会　2021年1月13日
ブラジル日本移民史料館の元委員会委員長であっ

た栗原猛氏への冥福をお祈り黙とうを捧げた。デジ

タル形式で行われた新年会の報告中、視聴者が6千

人を超えた事が発表。 

水本セルソ専任理事は、会員動静推移を発表、12月

には1件の免除依頼、月内収入は11,159.00レアル、

月内目標の44.64%、年度累積は645,260.21、年

度目標の91.53%に達した報告、全会一致で承認さ

れた。会員総数は1590、その内294は法人、52人

は個人特別会員、1129人の個人正会員、119人が

免除会員。ミナスジェライス州地方理事として清水・

オスカル・タダシの就任承認。 12月12日、17日に開

催された文恊65周年記念の報告書発表。12月9日

の第26回青年統括委員会会議の報告。

635回 理事会　2021年1月27日
地方理事主席。西尾ロベルト義弘副会長は、パンデ

ミック期間中にサンパウロ市とゴイアニア市で開催

された、募金活動と日本文化の普及を目的として開

催された代表的なイベント2件を紹介した。サンパ

ウロ市では、2020年5月23日と24日に文協が主催

した、初にデジタル形式で大型イベントを実施した

文化祭りを照屋ウーゴ武次実行委員長が紹介、全

国の祭りグループの参加と協力を得たと強調し、視

聴者は30,000人を超えた事を発表。ゴイアニア文

協のトグチ・マルコ・ツリオ会長はコロナウイルス防

止対策に従って2020年9月17日と18日開催され

た伝統的イベント「盆踊り」の企画、実行をの発表し

た。スザノのカツマタレジナルド地方理事は、2020

年12月5日にインターネットを通じて自治体の10団

体を結集したスザーノ文協統合フォーラム（FIB）の

実現を報告。 汎ソロカバーナの纐纈俊夫地方理事

は、地方からサンパウロのFIBに若者を連れて行った

ことで、汎ソロカバナFIBを5年連続的に実現したこ

とで、若者のリーダーシップ育成に広く貢献できたこ

とをしたことを報告した。2019年と2020年の竹花

パトリシアFIB委員長は、各地域FIBとサンパウロFIB

をインタネットを通じて行うことでコスト減少ととも

に参加者が増加することを指摘した。

636回 理事会　2021年2月10日
山室エリベルト信予算企画担当理事は、内規の見直

しと行動規範の検討結果を発表し、会長は内容に

同意し、理事会一致に同意を求めた。 栗田クラウジ

オ理事は、アマゾン日伯協会と共に作成し企画、コ

ロナウイルスの感染の多いアマゾン州の為のキャン

ペーン「TODOS JUNTOS COM O AMAZONAS」

を発表した。

1月20日に行われた文化社会事業統括委員会の第

70回会議及び10月14日の第61回運営管理統括

委員会会議の報告。

637回 理事会　2021年3月3日
日本館運営委員会副会長伊藤 誠施 への氏冥福を

お祈り黙とうを捧げた。山室エリベルト信予算企画

担当理事は、2月2日と19日に開催されたブラジル

日本移民史料館ガバナンス委員会の会議内容を報

告、次年度の連邦政府および聖州政府管轄計画は、

全会一致で承認された。 石川レナト会長は、駐ブラ

ジル日本国大使館、在サンパウロ日本国領事館、独

立行政法人国際協力機構（JICA）が提示した日系

団体への支援プログラムについて報告した。1）日本

外務省コロナウイルスのパンデミックと経済回復の

ための支援。2）JICA活動助成プログラムの枠は日

系団体の過去2年の通常経費の50%までの申請

可能、3）JICA施設設備助成プログラムは団体の建

物の建設、修理、設備購入などのインフラ経費を支

援。2月24日第26回青年統括委員会会議の報告。

638回 理事会　2021年3月17日
東日本大震災10周年とコロナウイルスのパンデミ

ックの犠牲者への氏冥福をお祈り黙とうを捧げた。

国井ジェルソン会計専任理事は、2020年度の貸借

対照表及び財務諸表報告、収入は3,024,380.11

レアル、支出は3,685,965.02レアル、剰余金は

661,584.91の赤字を計上、PADRÃO AUDITO-

RIA社に監査され、監査役会の意見書取得、と報告、

全会一致で承認され、 評議員会へ提出、審議。3月

10日文化社会事業統括委員会の第71回会議の報

告。

639回 理事会　2021年4月7日
水本セルソ専任理事は、2020年度事業報告書を

発表し全会一致で承認され、4月24日の評議員会

の定例会議へ提出。 秀島マルセロ副会長は、理事

会過去2期で開催された28回の青年統括委員会会

議に参加の周期を終え別れを告げた。中島エドアル

ド剛事務局長は、3月27日に第58回定期総会にお

いて、宮原ネルソン委員長と選挙管理委員会の先導

に従い、232の選挙投票が精算され、50人の正評

議員と19人の補欠評議員が選出されたと報告。3月

24日、第62回運営管理統括委員会会議及び3月31

日、第28回青年統括委員会会議の報告。

lizada em agosto. Relato da 22ª 
reunião do Comitê Jovem de 8 de julho e 
da 66ª reunião do Comitê Cultural de 15 
de julho.

625ª  reunião de 5 de agosto de 
2020 

O Secretário Celso Mizumoto apre-
sentou o movimento de associados de 
março a junho, houve 10 inclusões e 5 
cancelamentos. O movimento no primeiro 
semestre, gerou receita acumulada de R$ 
554.690,21, atingindo 96,46% do objetivo 
do período, e 78,68% do objetivo do ano. 
Resumindo, o número total de associados 
é de 1.594, sendo pagantes: 294 pessoas 
jurídicas, 52 pessoas físicas especiais 
e 1.129 pessoas físicas efetivas, e 119 
isentas. Relato da 57ª reunião do Comitê 
Administrativo de 29 de julho.

626ª reunião de 19 de agosto de 2020
A Diretora Lídia Yamashita apresentou 

o planejamento para iniciar contatos com 
Museus de Imigração Japonesa mantidos 
pelas entidades nipo-brasileiras de diversas 
regiões do Brasil com o objetivo de formar  
uma Rede de Museus, tendo por objetivo 
a troca de informações e apoio mútuo.  O 
Diretor Claudio Kurita anunciou a con�rma-
ção da concessão de emenda parlamentar 
de autoria do Vereador Rodrigo Goulart 
para obras de acessibilidade do Pavilhão 
Japonês, no valor de R$110 mil, que será 
formalizada em contrato com a Secretaria 
Municipal do Verde e Meio Ambiente. Relato 
da 23ª reunião do Comitê Jovem de 12 de 
agosto. Apresentação do novo Presidente 
da Comissão Bunka Matsuri, Takayuki Kato.

627ª reunião de 2 de setembro de 
2020 

O Vice-Presidente Gioji Okuhara 
apresentou o relatório parcial da Campa-
nha Amigo, atividade em prol da susten-
tabilidade do Pavilhão Japonês e Museu 
da Imigração Japonesa realizado nos 
últimos três meses e encerrado ao �nal de 
agosto, evidenciando receita bruta de R$ 
215.660,60, superando em 7,8% a meta de 
R$ 200 mil. Descontando-se as despesas 
de R$ 14.681,19, a receita líquida é de R$ 
195.119,65. O Diretor do Pavilhão, Claudio 
Kurita, anunciou que a atividade terá 
continuidade com o início da campanha no 
Japão, aos cuidados da empresa parceira 
Kyodai. O Vice-Presidente Tomio Katsu-
ragawa agradeceu a todos pelo apoio de 
todos para a realização do Bunkyo Rural 
Digital, realizado em 25 de agosto, na ati-
vidade inaugural do Studio Bunkyo (antigo 
Pequeno Auditório). Relato da 67ª reunião 
do Comitê Cultural de 26 de agosto.

628ª reunião de 16 de setembro de 
2020 

O diretor Herberto Yamamuro apre-

sentou a proposta para criação do Núcleo 
de Apoio Administrativo (NAA) introduzin-
do conceito de governança corporativa, 
em consonância com o Estatuto Social vi-
gente, com a �nalidade de: 1) desburocra-
tizar os passos de decisão administrativa, 
2) permitir integração rápida entre Diretoria 
e Secretaria Administrativa, 3) clareza 
nas autoridades delegadas à Secretaria 
Administrativa e 4) promover ambiente 
de motivação baseado na e�ciência e 
meritocracia. O secretário-geral Celso 
Mizumoto agradeceu pelo comparecimen-
to e a colaboração no mutirão de plantio 
de mudas da Campanha de Plantio de 
Cerejeiras realizado em 12 de setembro 
no Kokushikan. Relato da 58ª reunião do 
Comitê Administrativo de 9 de setembro.

629ª reunião de 7 de outubro de 
2020  

O diretor Claudio Kurita relatou que a 
atividade da Campanha Amigo Japão arre-
cadou 41% dos recursos totalizando 825 
mil ienes, com 68 contribuintes, faltando 
15 dias para o encerramento. 

Apresentação dos resultados da 12ª 
edição do Fórum de Integração Bunkyo, 
realizado nos dias 19 e 20 de setembro, 
que teve 448 espectadores contínuos, 
1.900 espectadores únicos, e cujo vídeo 
no canal Bunkyo Digital se encontra com 
5.500 visualizações. Relato da 24ª reunião 
do Comitê Jovem de 22 de abril. Relato da 
68ª reunião do Comitê Cultural de 30 de 
setembro. 

630ª reunião de 21 de outubro de 
2020 

A diretora Lidia Yamashita agrade-
ceu pela participação dos presentes nos 
encontros com as Regionais visando à 
constituição de uma Rede de Museus da 
Imigração Japonesa do Brasil, que tem 
sido realizado para possibilitar a encorpar 
a realização do 1º Simpósio Internacional 
de Museus da Imigração Japonesa, em 
12 de novembro. O vice-presidente Jorge 
Yamashita comunicou que será realizada 
uma apresentação no dia 17 de dezembro, 
data de fundação da entidade, exibição 
pelo canal do YouTube Bunkyo Digital da 
gravação da cerimônia comemorativa, 
do vídeo de retrospectiva das atividades 
do corrente ano, e explicou que fará 
parte deste material, as mensagens de 
todos os Diretores Regionais. O diretor 
de Planejamento Herberto Yamamuro 
fez uma apresentação em que consta o 
percurso de medidas e reprogramação 
de atividades tomadas pela Diretoria no 
decorrer do corrente ano para se adaptar 
à situação de pandemia do coronavírus.
Seguiram-se manifestação dos Diretores 
Regionais ou seus representantes: do 
Amazonas Ken Nishikido, do Pará Yuji 
Ikuta, do Mato Grosso Jaime Matsunaga, 

da Bahia Roberto Mizushima, do Centro 
Oeste Kuniyoshi Yasunaga, do Rio de 
Janeiro Shirlei Atsumi, de Minas Gerais 
Tsuyoshi Yotsumoto, do Rio Grande do 
Sul Hiroshi Taniguchi, de Santa Catarina 
Roxana Shinohara,  do Norte do Paraná 
Eder Takemura, de Curitiba Ryoiti Oshima, 
de Dourados José Yoshihisa Shirota, do 
Campo Grande Nilson Tamotsu Aguena, 
da Alta Sorocabana Toshio Koketsu, da 
Noroeste Shinichi Yassunaga, da Alta Pau-
lista Kenichi Mizuno, da Alta Araraquaren-
se Alberto Sakakisbara, do Centro-Oeste 
Paulista Tadayoshi Hanada, de Mogi das 
Cruzes Shigeru Matsumoto, de Suzano 
Reinaldo Katsumata, de Santo André 
Isaac Yasuo Miyaoka, de São Bernardo do 
Campo Kunime Yamamoto, de São Paulo 
Norte Gerson Kunii, de São Paulo Leste 
Sérgio Ocimoto, e São Paulo Sul Jorge 
Kiyoshi Suzuki

631ª reunião de 4 de novembro de 
2020 

O diretor de Planejamento Herberto 
Yamamuro relatou sobre o trabalho desen-
volvido em conjunto, com os membros da 
comissões de Assistência Social e Incre-
mento Social para constituição do Núcleo 
de Convivência de Pessoas Idosas. 

O Sr Presidente relatou que o edifício 
sede da entidade obteve a Declaração de 
Potencial Construtivo Passível de Trans-
ferência da Prefeitura, destinado a bens 
imóveis históricos tombados. 

Relato da 59ª reunião do Comitê 
Administrativo de 14 de outubro e da 25ª 
reunião do Comitê Jovem de 28 de outu-
bro. Apresentação do novo presidente da 
Comissão do FIB, Sr. Oston Hirano. 

632ª  reunião de 18 de novembro de 
2020 

Relato da 69ª reunião do Comitê 
Cultural de 11 de novembro. 

633ª reunião de 2 de dezembro de 
2020  

O Secretário Celso Mizumoto sub-
meteu a proposta de Plano de Atividades 
2021, que foi aprovada por unanimida-
de. O diretor de Planejamento Herberto 
Yamamuro apresentou a proposta de Plano 
Orçamentário, com receitas de R$ 4,34 
milhões, despesas de R$ 4,14 milhões, 
superávit de R$ 200 mil, que foi aprovada 
por maioria dos presentes, assim os dois 
documentos foram autorizados para serem 
encaminhadas à homologação na reunião 
extraordinária do Conselho Deliberativo em 
12 de dezembro. Relato da 60ª reunião do 
Comitê Administrativo de 25 de novembro. 
Apresentação da composição da Comissão 
Eleitoral para condução das eleições para 
renovação do Conselho Deliberativo, Di
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retoria e Conselho Fiscal em 2021: 
Nelson Miyahara (presidente), Júlio 
Aguemi, Junzo Katayam, Ricardo Augusto 
Yamasaki, Tuyoci Ohara, Patrícia Takehana, 
Roberto Takayuki Kato e Sergio Ocimoto 
Oda.

634ª reunião de 13 de janeiro de 2020  
A reunião iniciou-se com uma ho-

menagem póstuma a Takeshi Kurihara, 
ex-presidente da Comissão de Adminis-
tração do Museu da Imigração Japonesa. 
Apresentação do relatório do Shinnenkai 
2021, que teve uma audiência de mais de 
6 mil espectadores, realizado pela primeira 
vez em formato digital. O Secretário Celso 
Mizumoto apresentou o movimento de 
associados de dezembro, quando houve 
1 solicitação de isenção, que foi aprovada 
por unanimidade. Foi relatado que dezem-
bro teve receita de R$ 11.159,00, 44,64% 
da previsão para o mês; e, acumulada no 
ano de R$ 645.260,21, atingindo 91,53% 
do objetivo do ano. Resumindo, o número 
total de associados é de 1590, sendo pa-
gantes: 294 pessoas jurídicas, 52 pessoas 
físicas especiais e 1126 pessoas físicas 
efetivas, e 118 isentas. Aprovação da no-
meação do diretor regional de Minas Ge-
rais, sr. Oscar Tadashi Shimizu. Apresen-
tação do relatório da Comemoração de 65 
anos do Bunkyo realizada em duas datas: 
12 de dezembro focado nas homenagens, 
e no dia 17 de dezembro, num programa 
voltado para o público em geral, narrando 
a trajetória da entidade desde a fundação 
até o presente, e abordando as perspecti-
vas para o futuro. Relato da 26ª reunião do 
Comitê Jovem de 9 de dezembro 

635ª reunião de 27 de janeiro de 2021 
O vice-presidente Roberto Yoshihiro 

Nishio apresentou dois cases de eventos 
realizados durante a pandemia com o ob-
jetivo de divulgação de temas de natureza 
cultural, concomitante com a arrecadação 
de recursos, realizada em locais diversos 
como São Paulo e Goiânia. O coordenador 
do evento Hugo Teruya e o vice coorde-
nador Yoshio Yoshizane apresentaram o 
planejamento e a realização do Bunka 
Matsuri, do que foi o primeiro evento 
realizado inteiramente pela internet pelo 
Bunkyo, nos dias 23 e 24 de maio de 
2020, e que conseguiu, pela primeira vez, 
a integração nacional com a participação 
de outros grupos de “matsuris” como: Ma-
naus, Campo Grande, Mogi das Cruzes, 
Goiânia, Salvador, Campinas, Porto Ale-
gre, Maringá e Registro, e teve um resulta-
do de 30 mil espectadores. O presidente 
do Bunkyo de Goiânia Marco Túlio Toguchi 
fez a apresentação da concepção, plane-
jamento e execução do evento tradicional 
“Bon Odori”, realizado pela primeira vez 

em formato “drive-in”, o primeiro evento 
misto, presencial e on line, obedecendo 
todos os protocolos de segurança contra 
a transmissão da Covid-19, nos dias 17 e 
18 de setembro de 2020.

O diretor regional de Suzano Reinaldo 
Katsumata relatou a realização do FIB 
Suzano em 5 de dezembro de 2020, pela 
internet, congregando as 10 entidades no 
município, 

O diretor regional da Alta Sorocabana 
Toshio Koketsu relatou que ter levado jo-
vens da região ao FIB de São Paulo incen-
tivou-os a realizarem na Alta Sorocabana, e 
já na primeira edição reuniu 120 pessoas, e 
na seguinte 180, o que gerou a criação de 
4 comissões de jovens nas associações, 
e com a 5ª edição concluiu que seria mais 
produtivo realizar FIBs em cada associa-
ção, chamado agora de FIB Local. 

A coordenadora do FIB Patricia 
Takehana, das edições 2019 e 2020, 
relatou sobre a conversão de vários FIBs 
Regionais e o atual em São Paulo, para 
uma realização online que consistiu em 
grande aprendizado e oportunidade, de se 
tornar mais abrangente e economicamente 
menos oneroso.

636ª reunião de 10 de fevereiro de 
2020 

O diretor de Planejamento Herberto 
Yamamuro relatou o percurso de matu-
ração do Marco Regulatório e Código de 
Conduta, dois documentos essenciais 
para a atualização e segurança da admi-
nistração e governança da entidade. O Sr. 
Presidente manifestou seu parecer favo-
rável e conclamou a todos a aprovarem e 
assumirem o compromisso da implemen-
tação do conteúdo dos documentos. O 
diretor Claudio Kurita apresentou o plano 
elaborado em conjunto com a Nippaku 
– Associação Nipo-Brasileira da Amazô-
nia Ocidental, sediado em Manaus, para 
formação de uma campanha nacional 
de solidariedade (“Todos juntos com o 
Amazonas”) à população daquele Estado 
assolado com as consequências da alta 
transmissão do novo coronavírus.�Relato 
da 70ª reunião do Comitê Cultural de 20 
de janeiro. Relato da 61ª reunião do Comi-
tê Administrativo de 3 de fevereiro.  

637ª reunião de 3 de março de 2021  
A reunião iniciou-se com uma home-

nagem póstuma a Seiji Ito, vice-presidente 
da Comissão de Administração do Pavi-
lhão Japonês. O diretor de Planejamento 
Herberto Yamamuro apresentou o conteú-
do das reuniões do Comitê de Governança 
do Museu – Plano Anual Pronac e Proac, 
realizado em 2 e 19 de fevereiro que foram 
aprovadas por unanimidade. O Presidente 
Renato Ishikawa informou sobre o apoio 

�nanceiro às entidades nikkeis apresen-
tado pela Embaixada, Consulado Geral 
do Japão em São Paulo e JICA, voltado 
a prover de recursos �nanceiros para 
realização de atividades: 1) de apoio pela 
superação da pandemia do novo coro-
navirus e recuperação econômica, que é 
da alçada dos recursos do Ministério dos 
Negócios Estrangeiros do Japão; 2) de 
sustentabilidade de 50% do custeio or-
dinário das entidades nikkeis e 3) voltado 
para melhoria na infraestrutura patrimonial 
como construção e equipamentos, esses 
itens dentro de programa de subsídio 
JICA.  Relato da 27ª reunião do Comitê 
Jovem de 24 de fevereiro. 

638ª reunião de 17 de março de 2021
A reunião iniciou-se com uma singela 

homenagem póstuma às vítimas do tsu-
nami no leste do Japão há 10 anos, e por 
extensão às vitimas da pandemia do novo 
coronavírus. O Sr. Gerson Kunii, tesourei-
ro-geral, apresentou Balanço Patrimonial 
e Demonstrações Financeiras 2020, que 
traduz a movimentação �nanceira da 
entidade no exercício anterior, e explicou 
que as receitas operacionais foram de R$ 
3.024.380,11, as despesas operacionais 
foram de R$ 3.685.965,02, gerando um 
dé�cit de R$ 661.584,91 Aprovado por 
unanimidade, o balanço será auditado 
pela Padrão Auditoria, e após obtenção do 
parecer do Conselho Fiscal, encaminhado 
aos membros do Conselho Deliberativo. 
Relato da 71ª reunião do Comitê Cultural 
de 10 de março.

639ª reunião de 7 de abril de 2021
O Secretário Celso Mizumoto apre-

sentou o Relatório de atividades 2020, e 
foi aprovado por unanimidade, para ser 
encaminhada aos membros do Conse-
lho Deliberativo para homologação em 
sua reunião ordinária de 24 de abril. O 
vice-presidente Marcelo Hideshima fez 
manifestação de despedida do Comitê Jo-
vem, encerrando um ciclo de 28 reuniões 
realizadas, em dois mandatos da Diretoria. 
O secretário administrativo Eduardo 
Nakashima relatou que a 58ª Assembleia 
Geral Ordinária, pela primeira vez na 
história da entidade foi realizada de forma 
virtual, em 27 de março, com a condução 
da Comissão Eleitoral, presidida pelo 
Dr. Nelson Miyahara, e com os próprios 
membros realizando o trabalho de digita-
ção de 232 cédulas eleitorais, elegendo 
os 50 membros efetivos e 19 suplentes 
do Conselho Deliberativo. Relato da 62ª 
reunião do Comitê Administrativo de 24 de 
março e da 28ª reunião do Comitê Jovem 
de 31 de março.

TUDO O QUE VOCÊ PRECISA PARA
O SEU DIA A DIA, ESTÁ NA FAST SHOP
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de recursos, realizada em locais diversos 
como São Paulo e Goiânia. O coordenador 
do evento Hugo Teruya e o vice coorde-
nador Yoshio Yoshizane apresentaram o 
planejamento e a realização do Bunka 
Matsuri, do que foi o primeiro evento 
realizado inteiramente pela internet pelo 
Bunkyo, nos dias 23 e 24 de maio de 
2020, e que conseguiu, pela primeira vez, 
a integração nacional com a participação 
de outros grupos de “matsuris” como: Ma-
naus, Campo Grande, Mogi das Cruzes, 
Goiânia, Salvador, Campinas, Porto Ale-
gre, Maringá e Registro, e teve um resulta-
do de 30 mil espectadores. O presidente 
do Bunkyo de Goiânia Marco Túlio Toguchi 
fez a apresentação da concepção, plane-
jamento e execução do evento tradicional 
“Bon Odori”, realizado pela primeira vez 

em formato “drive-in”, o primeiro evento 
misto, presencial e on line, obedecendo 
todos os protocolos de segurança contra 
a transmissão da Covid-19, nos dias 17 e 
18 de setembro de 2020.

O diretor regional de Suzano Reinaldo 
Katsumata relatou a realização do FIB 
Suzano em 5 de dezembro de 2020, pela 
internet, congregando as 10 entidades no 
município, 

O diretor regional da Alta Sorocabana 
Toshio Koketsu relatou que ter levado jo-
vens da região ao FIB de São Paulo incen-
tivou-os a realizarem na Alta Sorocabana, e 
já na primeira edição reuniu 120 pessoas, e 
na seguinte 180, o que gerou a criação de 
4 comissões de jovens nas associações, 
e com a 5ª edição concluiu que seria mais 
produtivo realizar FIBs em cada associa-
ção, chamado agora de FIB Local. 

A coordenadora do FIB Patricia 
Takehana, das edições 2019 e 2020, 
relatou sobre a conversão de vários FIBs 
Regionais e o atual em São Paulo, para 
uma realização online que consistiu em 
grande aprendizado e oportunidade, de se 
tornar mais abrangente e economicamente 
menos oneroso.

636ª reunião de 10 de fevereiro de 
2020 

O diretor de Planejamento Herberto 
Yamamuro relatou o percurso de matu-
ração do Marco Regulatório e Código de 
Conduta, dois documentos essenciais 
para a atualização e segurança da admi-
nistração e governança da entidade. O Sr. 
Presidente manifestou seu parecer favo-
rável e conclamou a todos a aprovarem e 
assumirem o compromisso da implemen-
tação do conteúdo dos documentos. O 
diretor Claudio Kurita apresentou o plano 
elaborado em conjunto com a Nippaku 
– Associação Nipo-Brasileira da Amazô-
nia Ocidental, sediado em Manaus, para 
formação de uma campanha nacional 
de solidariedade (“Todos juntos com o 
Amazonas”) à população daquele Estado 
assolado com as consequências da alta 
transmissão do novo coronavírus.�Relato 
da 70ª reunião do Comitê Cultural de 20 
de janeiro. Relato da 61ª reunião do Comi-
tê Administrativo de 3 de fevereiro.  

637ª reunião de 3 de março de 2021  
A reunião iniciou-se com uma home-

nagem póstuma a Seiji Ito, vice-presidente 
da Comissão de Administração do Pavi-
lhão Japonês. O diretor de Planejamento 
Herberto Yamamuro apresentou o conteú-
do das reuniões do Comitê de Governança 
do Museu – Plano Anual Pronac e Proac, 
realizado em 2 e 19 de fevereiro que foram 
aprovadas por unanimidade. O Presidente 
Renato Ishikawa informou sobre o apoio 

�nanceiro às entidades nikkeis apresen-
tado pela Embaixada, Consulado Geral 
do Japão em São Paulo e JICA, voltado 
a prover de recursos �nanceiros para 
realização de atividades: 1) de apoio pela 
superação da pandemia do novo coro-
navirus e recuperação econômica, que é 
da alçada dos recursos do Ministério dos 
Negócios Estrangeiros do Japão; 2) de 
sustentabilidade de 50% do custeio or-
dinário das entidades nikkeis e 3) voltado 
para melhoria na infraestrutura patrimonial 
como construção e equipamentos, esses 
itens dentro de programa de subsídio 
JICA.  Relato da 27ª reunião do Comitê 
Jovem de 24 de fevereiro. 

638ª reunião de 17 de março de 2021
A reunião iniciou-se com uma singela 

homenagem póstuma às vítimas do tsu-
nami no leste do Japão há 10 anos, e por 
extensão às vitimas da pandemia do novo 
coronavírus. O Sr. Gerson Kunii, tesourei-
ro-geral, apresentou Balanço Patrimonial 
e Demonstrações Financeiras 2020, que 
traduz a movimentação �nanceira da 
entidade no exercício anterior, e explicou 
que as receitas operacionais foram de R$ 
3.024.380,11, as despesas operacionais 
foram de R$ 3.685.965,02, gerando um 
dé�cit de R$ 661.584,91 Aprovado por 
unanimidade, o balanço será auditado 
pela Padrão Auditoria, e após obtenção do 
parecer do Conselho Fiscal, encaminhado 
aos membros do Conselho Deliberativo. 
Relato da 71ª reunião do Comitê Cultural 
de 10 de março.

639ª reunião de 7 de abril de 2021
O Secretário Celso Mizumoto apre-

sentou o Relatório de atividades 2020, e 
foi aprovado por unanimidade, para ser 
encaminhada aos membros do Conse-
lho Deliberativo para homologação em 
sua reunião ordinária de 24 de abril. O 
vice-presidente Marcelo Hideshima fez 
manifestação de despedida do Comitê Jo-
vem, encerrando um ciclo de 28 reuniões 
realizadas, em dois mandatos da Diretoria. 
O secretário administrativo Eduardo 
Nakashima relatou que a 58ª Assembleia 
Geral Ordinária, pela primeira vez na 
história da entidade foi realizada de forma 
virtual, em 27 de março, com a condução 
da Comissão Eleitoral, presidida pelo 
Dr. Nelson Miyahara, e com os próprios 
membros realizando o trabalho de digita-
ção de 232 cédulas eleitorais, elegendo 
os 50 membros efetivos e 19 suplentes 
do Conselho Deliberativo. Relato da 62ª 
reunião do Comitê Administrativo de 24 de 
março e da 28ª reunião do Comitê Jovem 
de 31 de março.
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retoria e Conselho Fiscal em 2021: 
Nelson Miyahara (presidente), Júlio 
Aguemi, Junzo Katayam, Ricardo Augusto 
Yamasaki, Tuyoci Ohara, Patrícia Takehana, 
Roberto Takayuki Kato e Sergio Ocimoto 
Oda.

634ª reunião de 13 de janeiro de 2020  
A reunião iniciou-se com uma ho-

menagem póstuma a Takeshi Kurihara, 
ex-presidente da Comissão de Adminis-
tração do Museu da Imigração Japonesa. 
Apresentação do relatório do Shinnenkai 
2021, que teve uma audiência de mais de 
6 mil espectadores, realizado pela primeira 
vez em formato digital. O Secretário Celso 
Mizumoto apresentou o movimento de 
associados de dezembro, quando houve 
1 solicitação de isenção, que foi aprovada 
por unanimidade. Foi relatado que dezem-
bro teve receita de R$ 11.159,00, 44,64% 
da previsão para o mês; e, acumulada no 
ano de R$ 645.260,21, atingindo 91,53% 
do objetivo do ano. Resumindo, o número 
total de associados é de 1590, sendo pa-
gantes: 294 pessoas jurídicas, 52 pessoas 
físicas especiais e 1126 pessoas físicas 
efetivas, e 118 isentas. Aprovação da no-
meação do diretor regional de Minas Ge-
rais, sr. Oscar Tadashi Shimizu. Apresen-
tação do relatório da Comemoração de 65 
anos do Bunkyo realizada em duas datas: 
12 de dezembro focado nas homenagens, 
e no dia 17 de dezembro, num programa 
voltado para o público em geral, narrando 
a trajetória da entidade desde a fundação 
até o presente, e abordando as perspecti-
vas para o futuro. Relato da 26ª reunião do 
Comitê Jovem de 9 de dezembro 

635ª reunião de 27 de janeiro de 2021 
O vice-presidente Roberto Yoshihiro 

Nishio apresentou dois cases de eventos 
realizados durante a pandemia com o ob-
jetivo de divulgação de temas de natureza 
cultural, concomitante com a arrecadação 
de recursos, realizada em locais diversos 
como São Paulo e Goiânia. O coordenador 
do evento Hugo Teruya e o vice coorde-
nador Yoshio Yoshizane apresentaram o 
planejamento e a realização do Bunka 
Matsuri, do que foi o primeiro evento 
realizado inteiramente pela internet pelo 
Bunkyo, nos dias 23 e 24 de maio de 
2020, e que conseguiu, pela primeira vez, 
a integração nacional com a participação 
de outros grupos de “matsuris” como: Ma-
naus, Campo Grande, Mogi das Cruzes, 
Goiânia, Salvador, Campinas, Porto Ale-
gre, Maringá e Registro, e teve um resulta-
do de 30 mil espectadores. O presidente 
do Bunkyo de Goiânia Marco Túlio Toguchi 
fez a apresentação da concepção, plane-
jamento e execução do evento tradicional 
“Bon Odori”, realizado pela primeira vez 

em formato “drive-in”, o primeiro evento 
misto, presencial e on line, obedecendo 
todos os protocolos de segurança contra 
a transmissão da Covid-19, nos dias 17 e 
18 de setembro de 2020.

O diretor regional de Suzano Reinaldo 
Katsumata relatou a realização do FIB 
Suzano em 5 de dezembro de 2020, pela 
internet, congregando as 10 entidades no 
município, 

O diretor regional da Alta Sorocabana 
Toshio Koketsu relatou que ter levado jo-
vens da região ao FIB de São Paulo incen-
tivou-os a realizarem na Alta Sorocabana, e 
já na primeira edição reuniu 120 pessoas, e 
na seguinte 180, o que gerou a criação de 
4 comissões de jovens nas associações, 
e com a 5ª edição concluiu que seria mais 
produtivo realizar FIBs em cada associa-
ção, chamado agora de FIB Local. 

A coordenadora do FIB Patricia 
Takehana, das edições 2019 e 2020, 
relatou sobre a conversão de vários FIBs 
Regionais e o atual em São Paulo, para 
uma realização online que consistiu em 
grande aprendizado e oportunidade, de se 
tornar mais abrangente e economicamente 
menos oneroso.

636ª reunião de 10 de fevereiro de 
2020 

O diretor de Planejamento Herberto 
Yamamuro relatou o percurso de matu-
ração do Marco Regulatório e Código de 
Conduta, dois documentos essenciais 
para a atualização e segurança da admi-
nistração e governança da entidade. O Sr. 
Presidente manifestou seu parecer favo-
rável e conclamou a todos a aprovarem e 
assumirem o compromisso da implemen-
tação do conteúdo dos documentos. O 
diretor Claudio Kurita apresentou o plano 
elaborado em conjunto com a Nippaku 
– Associação Nipo-Brasileira da Amazô-
nia Ocidental, sediado em Manaus, para 
formação de uma campanha nacional 
de solidariedade (“Todos juntos com o 
Amazonas”) à população daquele Estado 
assolado com as consequências da alta 
transmissão do novo coronavírus.�Relato 
da 70ª reunião do Comitê Cultural de 20 
de janeiro. Relato da 61ª reunião do Comi-
tê Administrativo de 3 de fevereiro.  

637ª reunião de 3 de março de 2021  
A reunião iniciou-se com uma home-

nagem póstuma a Seiji Ito, vice-presidente 
da Comissão de Administração do Pavi-
lhão Japonês. O diretor de Planejamento 
Herberto Yamamuro apresentou o conteú-
do das reuniões do Comitê de Governança 
do Museu – Plano Anual Pronac e Proac, 
realizado em 2 e 19 de fevereiro que foram 
aprovadas por unanimidade. O Presidente 
Renato Ishikawa informou sobre o apoio 

�nanceiro às entidades nikkeis apresen-
tado pela Embaixada, Consulado Geral 
do Japão em São Paulo e JICA, voltado 
a prover de recursos �nanceiros para 
realização de atividades: 1) de apoio pela 
superação da pandemia do novo coro-
navirus e recuperação econômica, que é 
da alçada dos recursos do Ministério dos 
Negócios Estrangeiros do Japão; 2) de 
sustentabilidade de 50% do custeio or-
dinário das entidades nikkeis e 3) voltado 
para melhoria na infraestrutura patrimonial 
como construção e equipamentos, esses 
itens dentro de programa de subsídio 
JICA.  Relato da 27ª reunião do Comitê 
Jovem de 24 de fevereiro. 

638ª reunião de 17 de março de 2021
A reunião iniciou-se com uma singela 

homenagem póstuma às vítimas do tsu-
nami no leste do Japão há 10 anos, e por 
extensão às vitimas da pandemia do novo 
coronavírus. O Sr. Gerson Kunii, tesourei-
ro-geral, apresentou Balanço Patrimonial 
e Demonstrações Financeiras 2020, que 
traduz a movimentação �nanceira da 
entidade no exercício anterior, e explicou 
que as receitas operacionais foram de R$ 
3.024.380,11, as despesas operacionais 
foram de R$ 3.685.965,02, gerando um 
dé�cit de R$ 661.584,91 Aprovado por 
unanimidade, o balanço será auditado 
pela Padrão Auditoria, e após obtenção do 
parecer do Conselho Fiscal, encaminhado 
aos membros do Conselho Deliberativo. 
Relato da 71ª reunião do Comitê Cultural 
de 10 de março.

639ª reunião de 7 de abril de 2021
O Secretário Celso Mizumoto apre-

sentou o Relatório de atividades 2020, e 
foi aprovado por unanimidade, para ser 
encaminhada aos membros do Conse-
lho Deliberativo para homologação em 
sua reunião ordinária de 24 de abril. O 
vice-presidente Marcelo Hideshima fez 
manifestação de despedida do Comitê Jo-
vem, encerrando um ciclo de 28 reuniões 
realizadas, em dois mandatos da Diretoria. 
O secretário administrativo Eduardo 
Nakashima relatou que a 58ª Assembleia 
Geral Ordinária, pela primeira vez na 
história da entidade foi realizada de forma 
virtual, em 27 de março, com a condução 
da Comissão Eleitoral, presidida pelo 
Dr. Nelson Miyahara, e com os próprios 
membros realizando o trabalho de digita-
ção de 232 cédulas eleitorais, elegendo 
os 50 membros efetivos e 19 suplentes 
do Conselho Deliberativo. Relato da 62ª 
reunião do Comitê Administrativo de 24 de 
março e da 28ª reunião do Comitê Jovem 
de 31 de março.
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PLANO DE ATIVIDADES 2021

2021年度事業計画　

1 - COMITÊ ADMINISTRATIVO

1.1 – NAA – Núcleo de Apoio 
Administrativo (ex-Comissão de 
Administração, Patrimonial e 
Planejamento)
(1) Assessorar a administração geral, os setores 
�nanceiro, contábil e de recursos humanos da 
entidade;
(2) Preparar o orçamento anual e acompanhar 
sua execução;
(3) Administração do cadastro e relacionamento 
com os associados;
(4) Preparar o orçamento plurianual de 
investimentos, a análise e avaliação das 
alternativas de fontes de recursos para 
investimentos;
(5) Acompanhar a consolidação dos trabalhos 
dos três Pilares da Entidade (Administrativo, 
Cultural e Jovem);
(6) Dar suporte às unidades administrativas 
Museu Histórico da Imigração Japonesa no 
Brasil; Pavilhão Japonês e Centro Esportivo 
Kokushikan Daigaku, e ao Condomínio Edifício 
Bunkyo;
(7) Promover a administração e manutenção do 
Edifício Bunkyo:

a) cuidar da locação e manutenção dos 
auditórios, salas e espaços;

b) manter a limpeza, controle de vigilância e 
segurança patrimonial (terceirizado);

c) realizar a administração do Condomínio;
d) administrar o Estacionamento 

(terceirizado);
e) obras de readequação, instalação de 

equipamentos das salas de reuniões e dos 
auditórios;

f) cuidar da regularização do Edifício Bunkyo 
junto aos órgãos públicos.
(8) Realizar eventos principais da entidade:

a) Celebrações do Ano Novo (janeiro) e do 
Aniversário do Imperador do Japão (fevereiro) ;

b) Cultos religiosos 113 anos da imigração 
japonesa (junho) e a Homenagem Hakujusha 99 
anos (junho);

c) Recepções de boas-vindas, despedidas, 
homenagens e comemorações;

d) Participar e apoiar de eventos da 
comunidade nipo-brasileira.

1.2 – Comissão Jurídica
(1) Reuniões bimensais estabelecidas para 
os meses de fevereiro, abril, junho, agosto, 
outubro e dezembro, na segunda segunda-feira 
do mês, e realização de reunião extraordinária, 
sempre que se �zer necessário;
(2) Análise e manifestação, através de parecer 

ou recomendação, sobre assuntos de natureza 
jurídica de interesse do Bunkyo e de seus 
associados, submetidos à apreciação pela 
Diretoria;
(3) Dar continuidade ao acompanhamento dos 
processos administrativos e judiciais, que esta 
entidade �gura na relação processual, tendo 
como partes oponentes o INSS, PMSP e PM de 
Paranaguá/PR.
(4) Realizar Seminários ou Palestras, sobre 
temas jurídicos relevantes e de interesses do 
Bunkyo e de seus associados.

1.3 – Comissão de Assistência Social e 
de Incremento Social
(1) Elaborar o relatório atividades para 
manutenção do registro no COMAS (Conselho 
Municipal de Assistência Social), e manutenção 
e renovação do CEBAS (Certi�cado de 
Entidade Bene�cente e de Assistência Social);
(2) Assistência e apoio às atividades de 
assistência social realizadas por outras 
Comissões;
(3) Buscar parcerias junto às empresas, 
comunidade local e outras organizações não 
governamentais que possam complementar 
as atividades desenvolvidas pela comissão e 
expandir sua ação;
(4) Realizar, em parceria com o Hospital 
Santa Cruz, a série do Programa Básico de 
Orientação a Cuidadores de Idosos;
(5) Realizar as atividades de Dança Sênior;
(6) Organizar as aulas de dança de salão 
(semanal);
(7) Realizar a 12ª Noite do Havaí - Jantar 
Dançante (abril);
(8) Realizar a 9ª Primavera Dançante - Jantar 
Bene�cente (setembro);
(9) Aula de postura corporal “Shape up Shape” 
(semanal), com Reiko Akabane;
(10) Workshop de Ikebana (semanal) para 
associados e não associados, com Emília 
Tanaka;
(11) Bunkyo Cinema, toda 1ª quarta-feira útil de 
cada mês;
(12) Realização de passeio ao Parque Ecológico 
Imigrantes e Museu Histórico da Imigração 
Japonesa (fevereiro, abril, junho, agosto, 
outubro);
(13) Atividades de introdução ao canto 
“Karaoke Shokai” (abril, outubro)
(14) Instalação do Núcleo de Convivência 
Social.

1.4 - Comissão de Administração do 
Pavilhão Japonês
(1) Administrar e conservar as instalações do 

1 ‒ 運営管理統括委員会

1.1 ‒ 総務管財委員会
1）財務、経理、人事など協会の総務管理を補佐
2）年間予算の作成と利用状態の監査
3）会員登録およびその管理
4）長期の投資予算計画の作成と新たな資金源の分析
と評価
5）文協の事業の3本柱(運営管理事業/文化社会事業/
青年事業)の実現
6）ブラジル日本移民史料館、日本館、国士舘大学スポ
ーツセンター、文協ビル共同管理業務に協力
7）文協ビルの管理およびメンテナンス

A）講堂、会議室、多目的ホールなどの賃貸業務
B）委託業者による清掃、警備、安全業務の委託管理
C）コンドミニアム業務の管理
D) 委託業者による駐車場の管理
E）会議室および講堂で使用する機器の設置や改装
工事

  F）文協ビルの合法化手続きに関する公的機関との
折衝の継続

8）以下のイベントを開催
  A）新年祝賀会(1月) および日本国天皇誕生日祝賀会

（２月）

B）ブラジル日本移民113周年の移民の日における
開拓先亡者追悼大法要（6月）、白寿者表彰(6月)
C）歓送迎会、顕彰、祝賀会の実施
D）日系社会の各種行事に参加および協力

1.2 ‒ 法務委員会
1) 2月、4月、6月、8月、10月、12月の第2月曜日に隔月
会議を開催し、必要に応じて臨時会議を開催
2) 文協や会員の法務関連の問題の分析と対応にあたる
3) 国立社会保障院(INSS)への負担金等の司法手続や、
サンパウロやパラナグア市役所に対する行政案件に対応
4) 一般的に関心度の高い法務関連事項に対するセミナ
ーを開催

1.3 ‒ 社会福祉および会員拡充委員会
1）サンパウロ市社会福祉審議会(COMAS)の登録を維
持するための諸活動の実施と協力と公益福祉団体の免
税認可登録(CEBAS)を維持するための活動の継続
2）他の委員会が実施する社会支援活動への協力
3）委員会活動の補充･拡大が出来る企業や地域団体、
非政府組織とのパートナーシップの探求
4）サンタクルス病院と協力し高齢介護者のための基礎
講座を実施
5）高齢者のためのダンス教室開催
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1 - COMITÊ ADMINISTRATIVO

1.1 – NAA – Núcleo de Apoio 
Administrativo (ex-Comissão de 
Administração, Patrimonial e 
Planejamento)
(1) Assessorar a administração geral, os setores 
�nanceiro, contábil e de recursos humanos da 
entidade;
(2) Preparar o orçamento anual e acompanhar 
sua execução;
(3) Administração do cadastro e relacionamento 
com os associados;
(4) Preparar o orçamento plurianual de 
investimentos, a análise e avaliação das 
alternativas de fontes de recursos para 
investimentos;
(5) Acompanhar a consolidação dos trabalhos 
dos três Pilares da Entidade (Administrativo, 
Cultural e Jovem);
(6) Dar suporte às unidades administrativas 
Museu Histórico da Imigração Japonesa no 
Brasil; Pavilhão Japonês e Centro Esportivo 
Kokushikan Daigaku, e ao Condomínio Edifício 
Bunkyo;
(7) Promover a administração e manutenção do 
Edifício Bunkyo:

a) cuidar da locação e manutenção dos 
auditórios, salas e espaços;

b) manter a limpeza, controle de vigilância e 
segurança patrimonial (terceirizado);

c) realizar a administração do Condomínio;
d) administrar o Estacionamento 

(terceirizado);
e) obras de readequação, instalação de 

equipamentos das salas de reuniões e dos 
auditórios;

f) cuidar da regularização do Edifício Bunkyo 
junto aos órgãos públicos.
(8) Realizar eventos principais da entidade:

a) Celebrações do Ano Novo (janeiro) e do 
Aniversário do Imperador do Japão (fevereiro) ;

b) Cultos religiosos 113 anos da imigração 
japonesa (junho) e a Homenagem Hakujusha 99 
anos (junho);

c) Recepções de boas-vindas, despedidas, 
homenagens e comemorações;

d) Participar e apoiar de eventos da 
comunidade nipo-brasileira.

1.2 – Comissão Jurídica
(1) Reuniões bimensais estabelecidas para 
os meses de fevereiro, abril, junho, agosto, 
outubro e dezembro, na segunda segunda-feira 
do mês, e realização de reunião extraordinária, 
sempre que se �zer necessário;
(2) Análise e manifestação, através de parecer 

ou recomendação, sobre assuntos de natureza 
jurídica de interesse do Bunkyo e de seus 
associados, submetidos à apreciação pela 
Diretoria;
(3) Dar continuidade ao acompanhamento dos 
processos administrativos e judiciais, que esta 
entidade �gura na relação processual, tendo 
como partes oponentes o INSS, PMSP e PM de 
Paranaguá/PR.
(4) Realizar Seminários ou Palestras, sobre 
temas jurídicos relevantes e de interesses do 
Bunkyo e de seus associados.

1.3 – Comissão de Assistência Social e 
de Incremento Social
(1) Elaborar o relatório atividades para 
manutenção do registro no COMAS (Conselho 
Municipal de Assistência Social), e manutenção 
e renovação do CEBAS (Certi�cado de 
Entidade Bene�cente e de Assistência Social);
(2) Assistência e apoio às atividades de 
assistência social realizadas por outras 
Comissões;
(3) Buscar parcerias junto às empresas, 
comunidade local e outras organizações não 
governamentais que possam complementar 
as atividades desenvolvidas pela comissão e 
expandir sua ação;
(4) Realizar, em parceria com o Hospital 
Santa Cruz, a série do Programa Básico de 
Orientação a Cuidadores de Idosos;
(5) Realizar as atividades de Dança Sênior;
(6) Organizar as aulas de dança de salão 
(semanal);
(7) Realizar a 12ª Noite do Havaí - Jantar 
Dançante (abril);
(8) Realizar a 9ª Primavera Dançante - Jantar 
Bene�cente (setembro);
(9) Aula de postura corporal “Shape up Shape” 
(semanal), com Reiko Akabane;
(10) Workshop de Ikebana (semanal) para 
associados e não associados, com Emília 
Tanaka;
(11) Bunkyo Cinema, toda 1ª quarta-feira útil de 
cada mês;
(12) Realização de passeio ao Parque Ecológico 
Imigrantes e Museu Histórico da Imigração 
Japonesa (fevereiro, abril, junho, agosto, 
outubro);
(13) Atividades de introdução ao canto 
“Karaoke Shokai” (abril, outubro)
(14) Instalação do Núcleo de Convivência 
Social.

1.4 - Comissão de Administração do 
Pavilhão Japonês
(1) Administrar e conservar as instalações do 

1 ‒ 運営管理統括委員会

1.1 ‒ 総務管財委員会
1）財務、経理、人事など協会の総務管理を補佐
2）年間予算の作成と利用状態の監査
3）会員登録およびその管理
4）長期の投資予算計画の作成と新たな資金源の分析
と評価
5）文協の事業の3本柱(運営管理事業/文化社会事業/
青年事業)の実現
6）ブラジル日本移民史料館、日本館、国士舘大学スポ
ーツセンター、文協ビル共同管理業務に協力
7）文協ビルの管理およびメンテナンス

A）講堂、会議室、多目的ホールなどの賃貸業務
B）委託業者による清掃、警備、安全業務の委託管理
C）コンドミニアム業務の管理
D) 委託業者による駐車場の管理
E）会議室および講堂で使用する機器の設置や改装
工事

  F）文協ビルの合法化手続きに関する公的機関との
折衝の継続

8）以下のイベントを開催
  A）新年祝賀会(1月) および日本国天皇誕生日祝賀会

（２月）

B）ブラジル日本移民113周年の移民の日における
開拓先亡者追悼大法要（6月）、白寿者表彰(6月)
C）歓送迎会、顕彰、祝賀会の実施
D）日系社会の各種行事に参加および協力

1.2 ‒ 法務委員会
1) 2月、4月、6月、8月、10月、12月の第2月曜日に隔月
会議を開催し、必要に応じて臨時会議を開催
2) 文協や会員の法務関連の問題の分析と対応にあたる
3) 国立社会保障院(INSS)への負担金等の司法手続や、
サンパウロやパラナグア市役所に対する行政案件に対応
4) 一般的に関心度の高い法務関連事項に対するセミナ
ーを開催

1.3 ‒ 社会福祉および会員拡充委員会
1）サンパウロ市社会福祉審議会(COMAS)の登録を維
持するための諸活動の実施と協力と公益福祉団体の免
税認可登録(CEBAS)を維持するための活動の継続
2）他の委員会が実施する社会支援活動への協力
3）委員会活動の補充･拡大が出来る企業や地域団体、
非政府組織とのパートナーシップの探求
4）サンタクルス病院と協力し高齢介護者のための基礎
講座を実施
5）高齢者のためのダンス教室開催
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2021年度事業計画　

1 - COMITÊ ADMINISTRATIVO

1.1 – NAA – Núcleo de Apoio 
Administrativo (ex-Comissão de 
Administração, Patrimonial e 
Planejamento)
(1) Assessorar a administração geral, os setores 
�nanceiro, contábil e de recursos humanos da 
entidade;
(2) Preparar o orçamento anual e acompanhar 
sua execução;
(3) Administração do cadastro e relacionamento 
com os associados;
(4) Preparar o orçamento plurianual de 
investimentos, a análise e avaliação das 
alternativas de fontes de recursos para 
investimentos;
(5) Acompanhar a consolidação dos trabalhos 
dos três Pilares da Entidade (Administrativo, 
Cultural e Jovem);
(6) Dar suporte às unidades administrativas 
Museu Histórico da Imigração Japonesa no 
Brasil; Pavilhão Japonês e Centro Esportivo 
Kokushikan Daigaku, e ao Condomínio Edifício 
Bunkyo;
(7) Promover a administração e manutenção do 
Edifício Bunkyo:

a) cuidar da locação e manutenção dos 
auditórios, salas e espaços;

b) manter a limpeza, controle de vigilância e 
segurança patrimonial (terceirizado);

c) realizar a administração do Condomínio;
d) administrar o Estacionamento 

(terceirizado);
e) obras de readequação, instalação de 

equipamentos das salas de reuniões e dos 
auditórios;

f) cuidar da regularização do Edifício Bunkyo 
junto aos órgãos públicos.
(8) Realizar eventos principais da entidade:

a) Celebrações do Ano Novo (janeiro) e do 
Aniversário do Imperador do Japão (fevereiro) ;

b) Cultos religiosos 113 anos da imigração 
japonesa (junho) e a Homenagem Hakujusha 99 
anos (junho);

c) Recepções de boas-vindas, despedidas, 
homenagens e comemorações;

d) Participar e apoiar de eventos da 
comunidade nipo-brasileira.

1.2 – Comissão Jurídica
(1) Reuniões bimensais estabelecidas para 
os meses de fevereiro, abril, junho, agosto, 
outubro e dezembro, na segunda segunda-feira 
do mês, e realização de reunião extraordinária, 
sempre que se �zer necessário;
(2) Análise e manifestação, através de parecer 

ou recomendação, sobre assuntos de natureza 
jurídica de interesse do Bunkyo e de seus 
associados, submetidos à apreciação pela 
Diretoria;
(3) Dar continuidade ao acompanhamento dos 
processos administrativos e judiciais, que esta 
entidade �gura na relação processual, tendo 
como partes oponentes o INSS, PMSP e PM de 
Paranaguá/PR.
(4) Realizar Seminários ou Palestras, sobre 
temas jurídicos relevantes e de interesses do 
Bunkyo e de seus associados.

1.3 – Comissão de Assistência Social e 
de Incremento Social
(1) Elaborar o relatório atividades para 
manutenção do registro no COMAS (Conselho 
Municipal de Assistência Social), e manutenção 
e renovação do CEBAS (Certi�cado de 
Entidade Bene�cente e de Assistência Social);
(2) Assistência e apoio às atividades de 
assistência social realizadas por outras 
Comissões;
(3) Buscar parcerias junto às empresas, 
comunidade local e outras organizações não 
governamentais que possam complementar 
as atividades desenvolvidas pela comissão e 
expandir sua ação;
(4) Realizar, em parceria com o Hospital 
Santa Cruz, a série do Programa Básico de 
Orientação a Cuidadores de Idosos;
(5) Realizar as atividades de Dança Sênior;
(6) Organizar as aulas de dança de salão 
(semanal);
(7) Realizar a 12ª Noite do Havaí - Jantar 
Dançante (abril);
(8) Realizar a 9ª Primavera Dançante - Jantar 
Bene�cente (setembro);
(9) Aula de postura corporal “Shape up Shape” 
(semanal), com Reiko Akabane;
(10) Workshop de Ikebana (semanal) para 
associados e não associados, com Emília 
Tanaka;
(11) Bunkyo Cinema, toda 1ª quarta-feira útil de 
cada mês;
(12) Realização de passeio ao Parque Ecológico 
Imigrantes e Museu Histórico da Imigração 
Japonesa (fevereiro, abril, junho, agosto, 
outubro);
(13) Atividades de introdução ao canto 
“Karaoke Shokai” (abril, outubro)
(14) Instalação do Núcleo de Convivência 
Social.

1.4 - Comissão de Administração do 
Pavilhão Japonês
(1) Administrar e conservar as instalações do 

1 ‒ 運営管理統括委員会

1.1 ‒ 総務管財委員会
1）財務、経理、人事など協会の総務管理を補佐
2）年間予算の作成と利用状態の監査
3）会員登録およびその管理
4）長期の投資予算計画の作成と新たな資金源の分析
と評価
5）文協の事業の3本柱(運営管理事業/文化社会事業/
青年事業)の実現
6）ブラジル日本移民史料館、日本館、国士舘大学スポ
ーツセンター、文協ビル共同管理業務に協力
7）文協ビルの管理およびメンテナンス

A）講堂、会議室、多目的ホールなどの賃貸業務
B）委託業者による清掃、警備、安全業務の委託管理
C）コンドミニアム業務の管理
D) 委託業者による駐車場の管理
E）会議室および講堂で使用する機器の設置や改装
工事

  F）文協ビルの合法化手続きに関する公的機関との
折衝の継続

8）以下のイベントを開催
  A）新年祝賀会(1月) および日本国天皇誕生日祝賀会

（２月）

B）ブラジル日本移民113周年の移民の日における
開拓先亡者追悼大法要（6月）、白寿者表彰(6月)
C）歓送迎会、顕彰、祝賀会の実施
D）日系社会の各種行事に参加および協力

1.2 ‒ 法務委員会
1) 2月、4月、6月、8月、10月、12月の第2月曜日に隔月
会議を開催し、必要に応じて臨時会議を開催
2) 文協や会員の法務関連の問題の分析と対応にあたる
3) 国立社会保障院(INSS)への負担金等の司法手続や、
サンパウロやパラナグア市役所に対する行政案件に対応
4) 一般的に関心度の高い法務関連事項に対するセミナ
ーを開催

1.3 ‒ 社会福祉および会員拡充委員会
1）サンパウロ市社会福祉審議会(COMAS)の登録を維
持するための諸活動の実施と協力と公益福祉団体の免
税認可登録(CEBAS)を維持するための活動の継続
2）他の委員会が実施する社会支援活動への協力
3）委員会活動の補充･拡大が出来る企業や地域団体、
非政府組織とのパートナーシップの探求
4）サンタクルス病院と協力し高齢介護者のための基礎
講座を実施
5）高齢者のためのダンス教室開催
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1 - COMITÊ ADMINISTRATIVO

1.1 – NAA – Núcleo de Apoio 
Administrativo (ex-Comissão de 
Administração, Patrimonial e 
Planejamento)
(1) Assessorar a administração geral, os setores 
�nanceiro, contábil e de recursos humanos da 
entidade;
(2) Preparar o orçamento anual e acompanhar 
sua execução;
(3) Administração do cadastro e relacionamento 
com os associados;
(4) Preparar o orçamento plurianual de 
investimentos, a análise e avaliação das 
alternativas de fontes de recursos para 
investimentos;
(5) Acompanhar a consolidação dos trabalhos 
dos três Pilares da Entidade (Administrativo, 
Cultural e Jovem);
(6) Dar suporte às unidades administrativas 
Museu Histórico da Imigração Japonesa no 
Brasil; Pavilhão Japonês e Centro Esportivo 
Kokushikan Daigaku, e ao Condomínio Edifício 
Bunkyo;
(7) Promover a administração e manutenção do 
Edifício Bunkyo:

a) cuidar da locação e manutenção dos 
auditórios, salas e espaços;

b) manter a limpeza, controle de vigilância e 
segurança patrimonial (terceirizado);

c) realizar a administração do Condomínio;
d) administrar o Estacionamento 

(terceirizado);
e) obras de readequação, instalação de 

equipamentos das salas de reuniões e dos 
auditórios;

f) cuidar da regularização do Edifício Bunkyo 
junto aos órgãos públicos.
(8) Realizar eventos principais da entidade:

a) Celebrações do Ano Novo (janeiro) e do 
Aniversário do Imperador do Japão (fevereiro) ;

b) Cultos religiosos 113 anos da imigração 
japonesa (junho) e a Homenagem Hakujusha 99 
anos (junho);

c) Recepções de boas-vindas, despedidas, 
homenagens e comemorações;

d) Participar e apoiar de eventos da 
comunidade nipo-brasileira.

1.2 – Comissão Jurídica
(1) Reuniões bimensais estabelecidas para 
os meses de fevereiro, abril, junho, agosto, 
outubro e dezembro, na segunda segunda-feira 
do mês, e realização de reunião extraordinária, 
sempre que se �zer necessário;
(2) Análise e manifestação, através de parecer 

ou recomendação, sobre assuntos de natureza 
jurídica de interesse do Bunkyo e de seus 
associados, submetidos à apreciação pela 
Diretoria;
(3) Dar continuidade ao acompanhamento dos 
processos administrativos e judiciais, que esta 
entidade �gura na relação processual, tendo 
como partes oponentes o INSS, PMSP e PM de 
Paranaguá/PR.
(4) Realizar Seminários ou Palestras, sobre 
temas jurídicos relevantes e de interesses do 
Bunkyo e de seus associados.

1.3 – Comissão de Assistência Social e 
de Incremento Social
(1) Elaborar o relatório atividades para 
manutenção do registro no COMAS (Conselho 
Municipal de Assistência Social), e manutenção 
e renovação do CEBAS (Certi�cado de 
Entidade Bene�cente e de Assistência Social);
(2) Assistência e apoio às atividades de 
assistência social realizadas por outras 
Comissões;
(3) Buscar parcerias junto às empresas, 
comunidade local e outras organizações não 
governamentais que possam complementar 
as atividades desenvolvidas pela comissão e 
expandir sua ação;
(4) Realizar, em parceria com o Hospital 
Santa Cruz, a série do Programa Básico de 
Orientação a Cuidadores de Idosos;
(5) Realizar as atividades de Dança Sênior;
(6) Organizar as aulas de dança de salão 
(semanal);
(7) Realizar a 12ª Noite do Havaí - Jantar 
Dançante (abril);
(8) Realizar a 9ª Primavera Dançante - Jantar 
Bene�cente (setembro);
(9) Aula de postura corporal “Shape up Shape” 
(semanal), com Reiko Akabane;
(10) Workshop de Ikebana (semanal) para 
associados e não associados, com Emília 
Tanaka;
(11) Bunkyo Cinema, toda 1ª quarta-feira útil de 
cada mês;
(12) Realização de passeio ao Parque Ecológico 
Imigrantes e Museu Histórico da Imigração 
Japonesa (fevereiro, abril, junho, agosto, 
outubro);
(13) Atividades de introdução ao canto 
“Karaoke Shokai” (abril, outubro)
(14) Instalação do Núcleo de Convivência 
Social.

1.4 - Comissão de Administração do 
Pavilhão Japonês
(1) Administrar e conservar as instalações do 

1 ‒ 運営管理統括委員会

1.1 ‒ 総務管財委員会
1）財務、経理、人事など協会の総務管理を補佐
2）年間予算の作成と利用状態の監査
3）会員登録およびその管理
4）長期の投資予算計画の作成と新たな資金源の分析
と評価
5）文協の事業の3本柱(運営管理事業/文化社会事業/
青年事業)の実現
6）ブラジル日本移民史料館、日本館、国士舘大学スポ
ーツセンター、文協ビル共同管理業務に協力
7）文協ビルの管理およびメンテナンス

A）講堂、会議室、多目的ホールなどの賃貸業務
B）委託業者による清掃、警備、安全業務の委託管理
C）コンドミニアム業務の管理
D) 委託業者による駐車場の管理
E）会議室および講堂で使用する機器の設置や改装
工事

  F）文協ビルの合法化手続きに関する公的機関との
折衝の継続

8）以下のイベントを開催
  A）新年祝賀会(1月) および日本国天皇誕生日祝賀会

（２月）

B）ブラジル日本移民113周年の移民の日における
開拓先亡者追悼大法要（6月）、白寿者表彰(6月)
C）歓送迎会、顕彰、祝賀会の実施
D）日系社会の各種行事に参加および協力

1.2 ‒ 法務委員会
1) 2月、4月、6月、8月、10月、12月の第2月曜日に隔月
会議を開催し、必要に応じて臨時会議を開催
2) 文協や会員の法務関連の問題の分析と対応にあたる
3) 国立社会保障院(INSS)への負担金等の司法手続や、
サンパウロやパラナグア市役所に対する行政案件に対応
4) 一般的に関心度の高い法務関連事項に対するセミナ
ーを開催

1.3 ‒ 社会福祉および会員拡充委員会
1）サンパウロ市社会福祉審議会(COMAS)の登録を維
持するための諸活動の実施と協力と公益福祉団体の免
税認可登録(CEBAS)を維持するための活動の継続
2）他の委員会が実施する社会支援活動への協力
3）委員会活動の補充･拡大が出来る企業や地域団体、
非政府組織とのパートナーシップの探求
4）サンタクルス病院と協力し高齢介護者のための基礎
講座を実施
5）高齢者のためのダンス教室開催
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Pavilhão Japonês e da exposição permanente 
do acervo de arte japonesa

a) Projeto de sistema de alarme de incêndio, 
segurança e CFTV,
b) Implantar internet Wi-Fi 
c) Implantar venda de ingressos via web,
d) Prospecção de patrocinadores e 
apoiadores,
e) Instalação de loja de souvernirs;

(2) Criação de estratégia de comunicação e 
marketing

a) Desenvolver website informativo e Redes 
Sociais (Instagram e Facebook),
b) Elaborar material grá�co impresso   
(Folders e Pan�etos),

(3) Cuidar da criação de Nishiki-Goi (carpas 
coloridas)

a) Melhoria no sistema de �ltragem do   
tanque;

(4) Cuidar da manutenção do Jardim Japonês 
e Brasileiro, convidar técnico em jardinagem do 
Japão;
(5) Promover e organizar as visitas monitoradas 
de escolas públicas e privadas;
(6) Promover eventos próprios e em parcerias 

a) “Hina Matsuri”- Dia das Meninas (março), 
b) “Kodomo-no-hi”- Dia dos Meninos (maio),
c) “Bunka no Hi” - Dia da Cultura Japonesa” 
(novembro),
d) Feiras e exposições com temas da   
natureza e ecologia,
e) Feira de artesanato com temática   
japonesa;

(7) Desenvolver e consolidar as relações com 
as instituições governamentais na esfera 
municipal, estadual e federal visando a 
sustentabilidade e desenvolvimento de novos 
projetos;
(8) Promover o intercâmbio cultural 
com entidades congêneres nacionais e 
internacionais.

1.5 – Comissão de Administração do 
Museu Histórico da Imigração Japonesa 
no Brasil
(1) Administração do Museu: a) formalizar a 
Sociedade Amigos do Museu, com vistas a 
uma melhor captação de recursos necessários 
à administração do Museu. b) melhorar os 
meios de divulgação das atividades do Museu 
através da atualização do site do Museu (www.
bunkyo.org.br/museu-historico) e da página do 
Museu no Facebook e Instagram;
(2) História Oral: continuidade às gravações dos 
idosos de 99 anos (Hakujusha) homenageados 
em cerimônia, e promover gravações de 
outros depoimentos considerados importantes 
testemunhos históricos;
(3) Projeto de Modernização do Museu: 

a) Obtida a aprovação do Plano Anual do 
Museu na Lei de Incentivo Cultural 
Pronac (federal) e do Proac (estadual) 
válidos até 2021, serão empenhados esforços 
para conseguir a parceria das empresas 
com vistas à 4ª Etapa de Modernização do 
Museu, que poderá contemplar as melhorias 
no 9º andar, com instalação de novos 
sistemas de ar condicionado e adequação 
do seu acesso para estar alinhado com 
o AVCB, além da execução das atividades 
propostas no Plano referentes ao 
Museu Vivo.
b) dependendo dos recursos das leis de 
incentivo, poderá implementar a organização 
dos acervos das Reservas Técnicas no 3º 
andar, com aquisição de arquivos 
deslizantes e um conjunto complementar de 
trainéis para armazenar as obras de arte, 
com instalação de sistemas de controle de 
umidade e temperatura;

(4) Centro de Pesquisas do Museu: inaugurar 
as atividades do Centro de Pesquisas sobre 
História e Cultura Japonesa, iniciando com 
a digitalização de jornais da comunidade e 
reuniões com pesquisadores.
(5) Atividades especiais: Formação da Rede de 
Museus da Imigração Japonesa e publicação 
dos anais do 1º Simpósio Internacional de 
Museus de Imigração Japonesa.

1.6 - Comissão de Administração do 
Centro Esportivo Kokushikan Daigaku
(1) Administrar e conservar as instalações do 
Centro, ênfase na locação das instalações para 
atividades diversas no Ginásio e no Pavilhão 
Kazuo Harasawa.;
(2) Coordenar o 24º Festival das Cerejeiras, em 
conjunto com entidades da região (julho);
(3) Realizar o 2º Hanami, após o 24º Festival 
das Cerejeiras;
(4) Abrigar o campeonato de Mallet Golf ;
(5) Conclusão da obra do Pavilhão “Kazuo 
Harasawa” e primeira fase de implantação do 
Projeto de Sustentabilidade do Kokushikan 
(Legado 110 Anos);
(6) Realização do 1º Haru Matsuri (setembro);
(7) Buscar recursos para terraplanagem do 
Campo Médio, segunda fase do Projeto de 
Sustentabilidade;
(8) Limpeza dos lagos com a retirada das 
taboas;
(9) Incentivar a prática de outras atividades 
esportivas em conjunto com a Diretoria de 
Esportes.

1.7 – Comissão de Comunicação
(1) Dar apoio a comunicação do aniversario de 
65 anos do Bunkyo, incluindo o novo material 

6）社交ダンス教室の開催 （毎週）
7）「第12回ハワイの夜 ディナーダンス」の実施(4月)
8）第9回春のチャリティーディナーダンスの実施(9月)
9）赤羽玲子氏による美しい身体づくりの教室「シェイプ
アップシェイプ」を実施（毎週）
10）田中エミリア氏による「いけ花教室」を会員および
非会員対象に実施（毎週）
11）毎月第1水曜日にポルトガル語字幕付き日本映画
の無料上映会「文協シネマ」を開催
12）イミグランテスのエコロジーパーク＆移民史料館
見学ツアーの実施（2、4、6、8、10月）
13）「カラオケ紹介」活動の実施（4、10月）
14）社会介護センターを創設

1.4- 日本館運営委員会
1) 日本館の保全維持と常設展示品の管理
  A）火災警報器および防犯警報機および防犯カメラ

設置プロジェクト
  B）インターネットのWI-FIの導入
  C）WEB上でのチケット販売
  D）新たなスポンサーやサポーターの発掘
  E) グッズ売り場の設置 
2) コミュニケーションおよびマーケティング戦略の作成

A）ソーシャルネットワークの活用（インスタグラムと
フェースブック）
B）出版物（小冊子とチラシ）

3）錦鯉の飼育管理（色彩）
A）タンクろ過装置の改善

4) 日本庭園とブラジル庭園の維持保全
A)日本から庭師を招待

5) 公、私立小・中・高生対象の案内付き団体訪問の奨励
6) 内部のイベントとパートナーシップイベントの促進

A）ひなまつり-女の子の健やかな成長を願う
祝い（3月）
B）こどもの日-男の子の健やかな成長を願う
祝い（5月）
C）文化の日（11月）
D）自然とエコロジーの展示会
E）日本をテーマとした工芸品の展示会

7) 新規プロジェクトを容易に打ち出し、またそのプロジ
ェクトが持続可能となるように、市、州、連邦レベルの政
府機関との関係強化
8) 国内外における同種団体との交流を促進

1.5- ブラジル日本移民史料館運営委員会
1）史料館の通常運営 
  A）史料館運営に必要な資金調達改善のため、

史料館「友の会」の法人としての登録を図る。
  B）史料館のウェブサイト(WWW.BUNKYO.ORG.

BR/MUSEU-HISTORICO) およびインスタグラム、
フェイスブックを常に更新し、史料館の活動の広報
手段の改善を図る

2）オーラル・ヒストリープロジェクト
白寿者表彰式典に参加する99歳の受賞者が語る体験
談の録画および移民史を語れる人物のインタビュー録
画を引き続き実施する
3）史料館近代化プロジェクト
  A）2021年度まで有効な連邦政府および聖州政府

管轄の文化事業免税措置資格獲得により第4期
史料館近代化計画の実施に向けた企業パートナーの
確保に邁進する。これが実現したら、9階の新しい
空調設備の設置とAVCB（消防署認可証）に合致
させる調整作業の実施、及び「活きた史料館」
プロジェクトの充実をも図る。

  B) 文化事業支援法の調達成績によっては、3階の
図書収蔵庫と絵画収蔵庫にスライド式収納庫および
温湿度調整装置の完備を試みる。

4）移民史・日本文化研究センターの活動開始：ブラジル
で発行された邦字新聞のデジタル化および日本移民の
文化・歴史に関する調査研究員との調整会議の実施
5）特別活動：日本移民資料館ネットワークの形成と「第
1回日本移民資料館国際シンポジウム」の記録誌出版

1.6 ‒ 国士舘大学スポーツセンター運営委員会
1）センター施設の保全と管理、体育館および原沢和夫
パビリオンの賃貸業務に重点を置いた活動
2）第24回桜祭りを地域団体と合同で開催(7月)
3) 第24回桜まつりの後に第2回花見を開催
4）マレットゴルフ大会の開催
5）110周年記念遺産の国士舘大学スポーツセンター
持続可能プロジェクト第1期「原沢和夫パビリオン」建設
完了
6）第1回春祭り（9月）
7) 持続可能性プロジェクト第2期となる土地の地ならし
の為の資金調達開始
8) ガマの駆除による池の清掃
9) スポーツ委員会と協同で他のスポーツ活動を奨励

1.7 ‒ 広報委員会
1）文協の活動を紹介するパンフレットやビデオなどを新
しく作成するなどし文協創立６５周年記念活動に協力
2）ソーシャルメディアの社会的利用増加にあわせ、文協
ウェブサイト（WWW.BUNKYO.ORG.BR）および電子ニ
ュースレター「文協ニュース」の作成、更新、および保守
3）新会員獲得のためのキャンペーンを展開
4）機関紙「コロニア」の編集と発行
5）広報資料のデータ・ベースの企画と構築
6）文協のフェスティバルドジャポンへの参加を支援

1.8 ‒ 行政・日系団体対話委員会
1）日系諸団体や地域連合などの連携推進と強化のた
め、文協と地方理事が協力して諸活動を行う
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Pavilhão Japonês e da exposição permanente 
do acervo de arte japonesa

a) Projeto de sistema de alarme de incêndio, 
segurança e CFTV,
b) Implantar internet Wi-Fi 
c) Implantar venda de ingressos via web,
d) Prospecção de patrocinadores e 
apoiadores,
e) Instalação de loja de souvernirs;

(2) Criação de estratégia de comunicação e 
marketing

a) Desenvolver website informativo e Redes 
Sociais (Instagram e Facebook),
b) Elaborar material grá�co impresso   
(Folders e Pan�etos),

(3) Cuidar da criação de Nishiki-Goi (carpas 
coloridas)

a) Melhoria no sistema de �ltragem do   
tanque;

(4) Cuidar da manutenção do Jardim Japonês 
e Brasileiro, convidar técnico em jardinagem do 
Japão;
(5) Promover e organizar as visitas monitoradas 
de escolas públicas e privadas;
(6) Promover eventos próprios e em parcerias 

a) “Hina Matsuri”- Dia das Meninas (março), 
b) “Kodomo-no-hi”- Dia dos Meninos (maio),
c) “Bunka no Hi” - Dia da Cultura Japonesa” 
(novembro),
d) Feiras e exposições com temas da   
natureza e ecologia,
e) Feira de artesanato com temática   
japonesa;

(7) Desenvolver e consolidar as relações com 
as instituições governamentais na esfera 
municipal, estadual e federal visando a 
sustentabilidade e desenvolvimento de novos 
projetos;
(8) Promover o intercâmbio cultural 
com entidades congêneres nacionais e 
internacionais.

1.5 – Comissão de Administração do 
Museu Histórico da Imigração Japonesa 
no Brasil
(1) Administração do Museu: a) formalizar a 
Sociedade Amigos do Museu, com vistas a 
uma melhor captação de recursos necessários 
à administração do Museu. b) melhorar os 
meios de divulgação das atividades do Museu 
através da atualização do site do Museu (www.
bunkyo.org.br/museu-historico) e da página do 
Museu no Facebook e Instagram;
(2) História Oral: continuidade às gravações dos 
idosos de 99 anos (Hakujusha) homenageados 
em cerimônia, e promover gravações de 
outros depoimentos considerados importantes 
testemunhos históricos;
(3) Projeto de Modernização do Museu: 

a) Obtida a aprovação do Plano Anual do 
Museu na Lei de Incentivo Cultural 
Pronac (federal) e do Proac (estadual) 
válidos até 2021, serão empenhados esforços 
para conseguir a parceria das empresas 
com vistas à 4ª Etapa de Modernização do 
Museu, que poderá contemplar as melhorias 
no 9º andar, com instalação de novos 
sistemas de ar condicionado e adequação 
do seu acesso para estar alinhado com 
o AVCB, além da execução das atividades 
propostas no Plano referentes ao 
Museu Vivo.
b) dependendo dos recursos das leis de 
incentivo, poderá implementar a organização 
dos acervos das Reservas Técnicas no 3º 
andar, com aquisição de arquivos 
deslizantes e um conjunto complementar de 
trainéis para armazenar as obras de arte, 
com instalação de sistemas de controle de 
umidade e temperatura;

(4) Centro de Pesquisas do Museu: inaugurar 
as atividades do Centro de Pesquisas sobre 
História e Cultura Japonesa, iniciando com 
a digitalização de jornais da comunidade e 
reuniões com pesquisadores.
(5) Atividades especiais: Formação da Rede de 
Museus da Imigração Japonesa e publicação 
dos anais do 1º Simpósio Internacional de 
Museus de Imigração Japonesa.

1.6 - Comissão de Administração do 
Centro Esportivo Kokushikan Daigaku
(1) Administrar e conservar as instalações do 
Centro, ênfase na locação das instalações para 
atividades diversas no Ginásio e no Pavilhão 
Kazuo Harasawa.;
(2) Coordenar o 24º Festival das Cerejeiras, em 
conjunto com entidades da região (julho);
(3) Realizar o 2º Hanami, após o 24º Festival 
das Cerejeiras;
(4) Abrigar o campeonato de Mallet Golf ;
(5) Conclusão da obra do Pavilhão “Kazuo 
Harasawa” e primeira fase de implantação do 
Projeto de Sustentabilidade do Kokushikan 
(Legado 110 Anos);
(6) Realização do 1º Haru Matsuri (setembro);
(7) Buscar recursos para terraplanagem do 
Campo Médio, segunda fase do Projeto de 
Sustentabilidade;
(8) Limpeza dos lagos com a retirada das 
taboas;
(9) Incentivar a prática de outras atividades 
esportivas em conjunto com a Diretoria de 
Esportes.

1.7 – Comissão de Comunicação
(1) Dar apoio a comunicação do aniversario de 
65 anos do Bunkyo, incluindo o novo material 

6）社交ダンス教室の開催 （毎週）
7）「第12回ハワイの夜 ディナーダンス」の実施(4月)
8）第9回春のチャリティーディナーダンスの実施(9月)
9）赤羽玲子氏による美しい身体づくりの教室「シェイプ
アップシェイプ」を実施（毎週）
10）田中エミリア氏による「いけ花教室」を会員および
非会員対象に実施（毎週）
11）毎月第1水曜日にポルトガル語字幕付き日本映画
の無料上映会「文協シネマ」を開催
12）イミグランテスのエコロジーパーク＆移民史料館
見学ツアーの実施（2、4、6、8、10月）
13）「カラオケ紹介」活動の実施（4、10月）
14）社会介護センターを創設

1.4- 日本館運営委員会
1) 日本館の保全維持と常設展示品の管理
  A）火災警報器および防犯警報機および防犯カメラ

設置プロジェクト
  B）インターネットのWI-FIの導入
  C）WEB上でのチケット販売
  D）新たなスポンサーやサポーターの発掘
  E) グッズ売り場の設置 
2) コミュニケーションおよびマーケティング戦略の作成

A）ソーシャルネットワークの活用（インスタグラムと
フェースブック）
B）出版物（小冊子とチラシ）

3）錦鯉の飼育管理（色彩）
A）タンクろ過装置の改善

4) 日本庭園とブラジル庭園の維持保全
A)日本から庭師を招待

5) 公、私立小・中・高生対象の案内付き団体訪問の奨励
6) 内部のイベントとパートナーシップイベントの促進

A）ひなまつり-女の子の健やかな成長を願う
祝い（3月）
B）こどもの日-男の子の健やかな成長を願う
祝い（5月）
C）文化の日（11月）
D）自然とエコロジーの展示会
E）日本をテーマとした工芸品の展示会

7) 新規プロジェクトを容易に打ち出し、またそのプロジ
ェクトが持続可能となるように、市、州、連邦レベルの政
府機関との関係強化
8) 国内外における同種団体との交流を促進

1.5- ブラジル日本移民史料館運営委員会
1）史料館の通常運営 
  A）史料館運営に必要な資金調達改善のため、

史料館「友の会」の法人としての登録を図る。
  B）史料館のウェブサイト(WWW.BUNKYO.ORG.

BR/MUSEU-HISTORICO) およびインスタグラム、
フェイスブックを常に更新し、史料館の活動の広報
手段の改善を図る

2）オーラル・ヒストリープロジェクト
白寿者表彰式典に参加する99歳の受賞者が語る体験
談の録画および移民史を語れる人物のインタビュー録
画を引き続き実施する
3）史料館近代化プロジェクト
  A）2021年度まで有効な連邦政府および聖州政府

管轄の文化事業免税措置資格獲得により第4期
史料館近代化計画の実施に向けた企業パートナーの
確保に邁進する。これが実現したら、9階の新しい
空調設備の設置とAVCB（消防署認可証）に合致
させる調整作業の実施、及び「活きた史料館」
プロジェクトの充実をも図る。

  B) 文化事業支援法の調達成績によっては、3階の
図書収蔵庫と絵画収蔵庫にスライド式収納庫および
温湿度調整装置の完備を試みる。

4）移民史・日本文化研究センターの活動開始：ブラジル
で発行された邦字新聞のデジタル化および日本移民の
文化・歴史に関する調査研究員との調整会議の実施
5）特別活動：日本移民資料館ネットワークの形成と「第
1回日本移民資料館国際シンポジウム」の記録誌出版

1.6 ‒ 国士舘大学スポーツセンター運営委員会
1）センター施設の保全と管理、体育館および原沢和夫
パビリオンの賃貸業務に重点を置いた活動
2）第24回桜祭りを地域団体と合同で開催(7月)
3) 第24回桜まつりの後に第2回花見を開催
4）マレットゴルフ大会の開催
5）110周年記念遺産の国士舘大学スポーツセンター
持続可能プロジェクト第1期「原沢和夫パビリオン」建設
完了
6）第1回春祭り（9月）
7) 持続可能性プロジェクト第2期となる土地の地ならし
の為の資金調達開始
8) ガマの駆除による池の清掃
9) スポーツ委員会と協同で他のスポーツ活動を奨励

1.7 ‒ 広報委員会
1）文協の活動を紹介するパンフレットやビデオなどを新
しく作成するなどし文協創立６５周年記念活動に協力
2）ソーシャルメディアの社会的利用増加にあわせ、文協
ウェブサイト（WWW.BUNKYO.ORG.BR）および電子ニ
ュースレター「文協ニュース」の作成、更新、および保守
3）新会員獲得のためのキャンペーンを展開
4）機関紙「コロニア」の編集と発行
5）広報資料のデータ・ベースの企画と構築
6）文協のフェスティバルドジャポンへの参加を支援

1.8 ‒ 行政・日系団体対話委員会
1）日系諸団体や地域連合などの連携推進と強化のた
め、文協と地方理事が協力して諸活動を行う
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Pavilhão Japonês e da exposição permanente 
do acervo de arte japonesa

a) Projeto de sistema de alarme de incêndio, 
segurança e CFTV,
b) Implantar internet Wi-Fi 
c) Implantar venda de ingressos via web,
d) Prospecção de patrocinadores e 
apoiadores,
e) Instalação de loja de souvernirs;

(2) Criação de estratégia de comunicação e 
marketing

a) Desenvolver website informativo e Redes 
Sociais (Instagram e Facebook),
b) Elaborar material grá�co impresso   
(Folders e Pan�etos),

(3) Cuidar da criação de Nishiki-Goi (carpas 
coloridas)

a) Melhoria no sistema de �ltragem do   
tanque;

(4) Cuidar da manutenção do Jardim Japonês 
e Brasileiro, convidar técnico em jardinagem do 
Japão;
(5) Promover e organizar as visitas monitoradas 
de escolas públicas e privadas;
(6) Promover eventos próprios e em parcerias 

a) “Hina Matsuri”- Dia das Meninas (março), 
b) “Kodomo-no-hi”- Dia dos Meninos (maio),
c) “Bunka no Hi” - Dia da Cultura Japonesa” 
(novembro),
d) Feiras e exposições com temas da   
natureza e ecologia,
e) Feira de artesanato com temática   
japonesa;

(7) Desenvolver e consolidar as relações com 
as instituições governamentais na esfera 
municipal, estadual e federal visando a 
sustentabilidade e desenvolvimento de novos 
projetos;
(8) Promover o intercâmbio cultural 
com entidades congêneres nacionais e 
internacionais.

1.5 – Comissão de Administração do 
Museu Histórico da Imigração Japonesa 
no Brasil
(1) Administração do Museu: a) formalizar a 
Sociedade Amigos do Museu, com vistas a 
uma melhor captação de recursos necessários 
à administração do Museu. b) melhorar os 
meios de divulgação das atividades do Museu 
através da atualização do site do Museu (www.
bunkyo.org.br/museu-historico) e da página do 
Museu no Facebook e Instagram;
(2) História Oral: continuidade às gravações dos 
idosos de 99 anos (Hakujusha) homenageados 
em cerimônia, e promover gravações de 
outros depoimentos considerados importantes 
testemunhos históricos;
(3) Projeto de Modernização do Museu: 

a) Obtida a aprovação do Plano Anual do 
Museu na Lei de Incentivo Cultural 
Pronac (federal) e do Proac (estadual) 
válidos até 2021, serão empenhados esforços 
para conseguir a parceria das empresas 
com vistas à 4ª Etapa de Modernização do 
Museu, que poderá contemplar as melhorias 
no 9º andar, com instalação de novos 
sistemas de ar condicionado e adequação 
do seu acesso para estar alinhado com 
o AVCB, além da execução das atividades 
propostas no Plano referentes ao 
Museu Vivo.
b) dependendo dos recursos das leis de 
incentivo, poderá implementar a organização 
dos acervos das Reservas Técnicas no 3º 
andar, com aquisição de arquivos 
deslizantes e um conjunto complementar de 
trainéis para armazenar as obras de arte, 
com instalação de sistemas de controle de 
umidade e temperatura;

(4) Centro de Pesquisas do Museu: inaugurar 
as atividades do Centro de Pesquisas sobre 
História e Cultura Japonesa, iniciando com 
a digitalização de jornais da comunidade e 
reuniões com pesquisadores.
(5) Atividades especiais: Formação da Rede de 
Museus da Imigração Japonesa e publicação 
dos anais do 1º Simpósio Internacional de 
Museus de Imigração Japonesa.

1.6 - Comissão de Administração do 
Centro Esportivo Kokushikan Daigaku
(1) Administrar e conservar as instalações do 
Centro, ênfase na locação das instalações para 
atividades diversas no Ginásio e no Pavilhão 
Kazuo Harasawa.;
(2) Coordenar o 24º Festival das Cerejeiras, em 
conjunto com entidades da região (julho);
(3) Realizar o 2º Hanami, após o 24º Festival 
das Cerejeiras;
(4) Abrigar o campeonato de Mallet Golf ;
(5) Conclusão da obra do Pavilhão “Kazuo 
Harasawa” e primeira fase de implantação do 
Projeto de Sustentabilidade do Kokushikan 
(Legado 110 Anos);
(6) Realização do 1º Haru Matsuri (setembro);
(7) Buscar recursos para terraplanagem do 
Campo Médio, segunda fase do Projeto de 
Sustentabilidade;
(8) Limpeza dos lagos com a retirada das 
taboas;
(9) Incentivar a prática de outras atividades 
esportivas em conjunto com a Diretoria de 
Esportes.

1.7 – Comissão de Comunicação
(1) Dar apoio a comunicação do aniversario de 
65 anos do Bunkyo, incluindo o novo material 

6）社交ダンス教室の開催 （毎週）
7）「第12回ハワイの夜 ディナーダンス」の実施(4月)
8）第9回春のチャリティーディナーダンスの実施(9月)
9）赤羽玲子氏による美しい身体づくりの教室「シェイプ
アップシェイプ」を実施（毎週）
10）田中エミリア氏による「いけ花教室」を会員および
非会員対象に実施（毎週）
11）毎月第1水曜日にポルトガル語字幕付き日本映画
の無料上映会「文協シネマ」を開催
12）イミグランテスのエコロジーパーク＆移民史料館
見学ツアーの実施（2、4、6、8、10月）
13）「カラオケ紹介」活動の実施（4、10月）
14）社会介護センターを創設

1.4- 日本館運営委員会
1) 日本館の保全維持と常設展示品の管理
  A）火災警報器および防犯警報機および防犯カメラ

設置プロジェクト
  B）インターネットのWI-FIの導入
  C）WEB上でのチケット販売
  D）新たなスポンサーやサポーターの発掘
  E) グッズ売り場の設置 
2) コミュニケーションおよびマーケティング戦略の作成

A）ソーシャルネットワークの活用（インスタグラムと
フェースブック）
B）出版物（小冊子とチラシ）

3）錦鯉の飼育管理（色彩）
A）タンクろ過装置の改善

4) 日本庭園とブラジル庭園の維持保全
A)日本から庭師を招待

5) 公、私立小・中・高生対象の案内付き団体訪問の奨励
6) 内部のイベントとパートナーシップイベントの促進

A）ひなまつり-女の子の健やかな成長を願う
祝い（3月）
B）こどもの日-男の子の健やかな成長を願う
祝い（5月）
C）文化の日（11月）
D）自然とエコロジーの展示会
E）日本をテーマとした工芸品の展示会

7) 新規プロジェクトを容易に打ち出し、またそのプロジ
ェクトが持続可能となるように、市、州、連邦レベルの政
府機関との関係強化
8) 国内外における同種団体との交流を促進

1.5- ブラジル日本移民史料館運営委員会
1）史料館の通常運営 
  A）史料館運営に必要な資金調達改善のため、

史料館「友の会」の法人としての登録を図る。
  B）史料館のウェブサイト(WWW.BUNKYO.ORG.

BR/MUSEU-HISTORICO) およびインスタグラム、
フェイスブックを常に更新し、史料館の活動の広報
手段の改善を図る

2）オーラル・ヒストリープロジェクト
白寿者表彰式典に参加する99歳の受賞者が語る体験
談の録画および移民史を語れる人物のインタビュー録
画を引き続き実施する
3）史料館近代化プロジェクト
  A）2021年度まで有効な連邦政府および聖州政府

管轄の文化事業免税措置資格獲得により第4期
史料館近代化計画の実施に向けた企業パートナーの
確保に邁進する。これが実現したら、9階の新しい
空調設備の設置とAVCB（消防署認可証）に合致
させる調整作業の実施、及び「活きた史料館」
プロジェクトの充実をも図る。

  B) 文化事業支援法の調達成績によっては、3階の
図書収蔵庫と絵画収蔵庫にスライド式収納庫および
温湿度調整装置の完備を試みる。

4）移民史・日本文化研究センターの活動開始：ブラジル
で発行された邦字新聞のデジタル化および日本移民の
文化・歴史に関する調査研究員との調整会議の実施
5）特別活動：日本移民資料館ネットワークの形成と「第
1回日本移民資料館国際シンポジウム」の記録誌出版

1.6 ‒ 国士舘大学スポーツセンター運営委員会
1）センター施設の保全と管理、体育館および原沢和夫
パビリオンの賃貸業務に重点を置いた活動
2）第24回桜祭りを地域団体と合同で開催(7月)
3) 第24回桜まつりの後に第2回花見を開催
4）マレットゴルフ大会の開催
5）110周年記念遺産の国士舘大学スポーツセンター
持続可能プロジェクト第1期「原沢和夫パビリオン」建設
完了
6）第1回春祭り（9月）
7) 持続可能性プロジェクト第2期となる土地の地ならし
の為の資金調達開始
8) ガマの駆除による池の清掃
9) スポーツ委員会と協同で他のスポーツ活動を奨励

1.7 ‒ 広報委員会
1）文協の活動を紹介するパンフレットやビデオなどを新
しく作成するなどし文協創立６５周年記念活動に協力
2）ソーシャルメディアの社会的利用増加にあわせ、文協
ウェブサイト（WWW.BUNKYO.ORG.BR）および電子ニ
ュースレター「文協ニュース」の作成、更新、および保守
3）新会員獲得のためのキャンペーンを展開
4）機関紙「コロニア」の編集と発行
5）広報資料のデータ・ベースの企画と構築
6）文協のフェスティバルドジャポンへの参加を支援

1.8 ‒ 行政・日系団体対話委員会
1）日系諸団体や地域連合などの連携推進と強化のた
め、文協と地方理事が協力して諸活動を行う
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Pavilhão Japonês e da exposição permanente 
do acervo de arte japonesa

a) Projeto de sistema de alarme de incêndio, 
segurança e CFTV,
b) Implantar internet Wi-Fi 
c) Implantar venda de ingressos via web,
d) Prospecção de patrocinadores e 
apoiadores,
e) Instalação de loja de souvernirs;

(2) Criação de estratégia de comunicação e 
marketing

a) Desenvolver website informativo e Redes 
Sociais (Instagram e Facebook),
b) Elaborar material grá�co impresso   
(Folders e Pan�etos),

(3) Cuidar da criação de Nishiki-Goi (carpas 
coloridas)

a) Melhoria no sistema de �ltragem do   
tanque;

(4) Cuidar da manutenção do Jardim Japonês 
e Brasileiro, convidar técnico em jardinagem do 
Japão;
(5) Promover e organizar as visitas monitoradas 
de escolas públicas e privadas;
(6) Promover eventos próprios e em parcerias 

a) “Hina Matsuri”- Dia das Meninas (março), 
b) “Kodomo-no-hi”- Dia dos Meninos (maio),
c) “Bunka no Hi” - Dia da Cultura Japonesa” 
(novembro),
d) Feiras e exposições com temas da   
natureza e ecologia,
e) Feira de artesanato com temática   
japonesa;

(7) Desenvolver e consolidar as relações com 
as instituições governamentais na esfera 
municipal, estadual e federal visando a 
sustentabilidade e desenvolvimento de novos 
projetos;
(8) Promover o intercâmbio cultural 
com entidades congêneres nacionais e 
internacionais.

1.5 – Comissão de Administração do 
Museu Histórico da Imigração Japonesa 
no Brasil
(1) Administração do Museu: a) formalizar a 
Sociedade Amigos do Museu, com vistas a 
uma melhor captação de recursos necessários 
à administração do Museu. b) melhorar os 
meios de divulgação das atividades do Museu 
através da atualização do site do Museu (www.
bunkyo.org.br/museu-historico) e da página do 
Museu no Facebook e Instagram;
(2) História Oral: continuidade às gravações dos 
idosos de 99 anos (Hakujusha) homenageados 
em cerimônia, e promover gravações de 
outros depoimentos considerados importantes 
testemunhos históricos;
(3) Projeto de Modernização do Museu: 

a) Obtida a aprovação do Plano Anual do 
Museu na Lei de Incentivo Cultural 
Pronac (federal) e do Proac (estadual) 
válidos até 2021, serão empenhados esforços 
para conseguir a parceria das empresas 
com vistas à 4ª Etapa de Modernização do 
Museu, que poderá contemplar as melhorias 
no 9º andar, com instalação de novos 
sistemas de ar condicionado e adequação 
do seu acesso para estar alinhado com 
o AVCB, além da execução das atividades 
propostas no Plano referentes ao 
Museu Vivo.
b) dependendo dos recursos das leis de 
incentivo, poderá implementar a organização 
dos acervos das Reservas Técnicas no 3º 
andar, com aquisição de arquivos 
deslizantes e um conjunto complementar de 
trainéis para armazenar as obras de arte, 
com instalação de sistemas de controle de 
umidade e temperatura;

(4) Centro de Pesquisas do Museu: inaugurar 
as atividades do Centro de Pesquisas sobre 
História e Cultura Japonesa, iniciando com 
a digitalização de jornais da comunidade e 
reuniões com pesquisadores.
(5) Atividades especiais: Formação da Rede de 
Museus da Imigração Japonesa e publicação 
dos anais do 1º Simpósio Internacional de 
Museus de Imigração Japonesa.

1.6 - Comissão de Administração do 
Centro Esportivo Kokushikan Daigaku
(1) Administrar e conservar as instalações do 
Centro, ênfase na locação das instalações para 
atividades diversas no Ginásio e no Pavilhão 
Kazuo Harasawa.;
(2) Coordenar o 24º Festival das Cerejeiras, em 
conjunto com entidades da região (julho);
(3) Realizar o 2º Hanami, após o 24º Festival 
das Cerejeiras;
(4) Abrigar o campeonato de Mallet Golf ;
(5) Conclusão da obra do Pavilhão “Kazuo 
Harasawa” e primeira fase de implantação do 
Projeto de Sustentabilidade do Kokushikan 
(Legado 110 Anos);
(6) Realização do 1º Haru Matsuri (setembro);
(7) Buscar recursos para terraplanagem do 
Campo Médio, segunda fase do Projeto de 
Sustentabilidade;
(8) Limpeza dos lagos com a retirada das 
taboas;
(9) Incentivar a prática de outras atividades 
esportivas em conjunto com a Diretoria de 
Esportes.

1.7 – Comissão de Comunicação
(1) Dar apoio a comunicação do aniversario de 
65 anos do Bunkyo, incluindo o novo material 

6）社交ダンス教室の開催 （毎週）
7）「第12回ハワイの夜 ディナーダンス」の実施(4月)
8）第9回春のチャリティーディナーダンスの実施(9月)
9）赤羽玲子氏による美しい身体づくりの教室「シェイプ
アップシェイプ」を実施（毎週）
10）田中エミリア氏による「いけ花教室」を会員および
非会員対象に実施（毎週）
11）毎月第1水曜日にポルトガル語字幕付き日本映画
の無料上映会「文協シネマ」を開催
12）イミグランテスのエコロジーパーク＆移民史料館
見学ツアーの実施（2、4、6、8、10月）
13）「カラオケ紹介」活動の実施（4、10月）
14）社会介護センターを創設

1.4- 日本館運営委員会
1) 日本館の保全維持と常設展示品の管理
  A）火災警報器および防犯警報機および防犯カメラ

設置プロジェクト
  B）インターネットのWI-FIの導入
  C）WEB上でのチケット販売
  D）新たなスポンサーやサポーターの発掘
  E) グッズ売り場の設置 
2) コミュニケーションおよびマーケティング戦略の作成

A）ソーシャルネットワークの活用（インスタグラムと
フェースブック）
B）出版物（小冊子とチラシ）

3）錦鯉の飼育管理（色彩）
A）タンクろ過装置の改善

4) 日本庭園とブラジル庭園の維持保全
A)日本から庭師を招待

5) 公、私立小・中・高生対象の案内付き団体訪問の奨励
6) 内部のイベントとパートナーシップイベントの促進

A）ひなまつり-女の子の健やかな成長を願う
祝い（3月）
B）こどもの日-男の子の健やかな成長を願う
祝い（5月）
C）文化の日（11月）
D）自然とエコロジーの展示会
E）日本をテーマとした工芸品の展示会

7) 新規プロジェクトを容易に打ち出し、またそのプロジ
ェクトが持続可能となるように、市、州、連邦レベルの政
府機関との関係強化
8) 国内外における同種団体との交流を促進

1.5- ブラジル日本移民史料館運営委員会
1）史料館の通常運営 
  A）史料館運営に必要な資金調達改善のため、

史料館「友の会」の法人としての登録を図る。
  B）史料館のウェブサイト(WWW.BUNKYO.ORG.

BR/MUSEU-HISTORICO) およびインスタグラム、
フェイスブックを常に更新し、史料館の活動の広報
手段の改善を図る

2）オーラル・ヒストリープロジェクト
白寿者表彰式典に参加する99歳の受賞者が語る体験
談の録画および移民史を語れる人物のインタビュー録
画を引き続き実施する
3）史料館近代化プロジェクト
  A）2021年度まで有効な連邦政府および聖州政府

管轄の文化事業免税措置資格獲得により第4期
史料館近代化計画の実施に向けた企業パートナーの
確保に邁進する。これが実現したら、9階の新しい
空調設備の設置とAVCB（消防署認可証）に合致
させる調整作業の実施、及び「活きた史料館」
プロジェクトの充実をも図る。

  B) 文化事業支援法の調達成績によっては、3階の
図書収蔵庫と絵画収蔵庫にスライド式収納庫および
温湿度調整装置の完備を試みる。

4）移民史・日本文化研究センターの活動開始：ブラジル
で発行された邦字新聞のデジタル化および日本移民の
文化・歴史に関する調査研究員との調整会議の実施
5）特別活動：日本移民資料館ネットワークの形成と「第
1回日本移民資料館国際シンポジウム」の記録誌出版

1.6 ‒ 国士舘大学スポーツセンター運営委員会
1）センター施設の保全と管理、体育館および原沢和夫
パビリオンの賃貸業務に重点を置いた活動
2）第24回桜祭りを地域団体と合同で開催(7月)
3) 第24回桜まつりの後に第2回花見を開催
4）マレットゴルフ大会の開催
5）110周年記念遺産の国士舘大学スポーツセンター
持続可能プロジェクト第1期「原沢和夫パビリオン」建設
完了
6）第1回春祭り（9月）
7) 持続可能性プロジェクト第2期となる土地の地ならし
の為の資金調達開始
8) ガマの駆除による池の清掃
9) スポーツ委員会と協同で他のスポーツ活動を奨励

1.7 ‒ 広報委員会
1）文協の活動を紹介するパンフレットやビデオなどを新
しく作成するなどし文協創立６５周年記念活動に協力
2）ソーシャルメディアの社会的利用増加にあわせ、文協
ウェブサイト（WWW.BUNKYO.ORG.BR）および電子ニ
ュースレター「文協ニュース」の作成、更新、および保守
3）新会員獲得のためのキャンペーンを展開
4）機関紙「コロニア」の編集と発行
5）広報資料のデータ・ベースの企画と構築
6）文協のフェスティバルドジャポンへの参加を支援

1.8 ‒ 行政・日系団体対話委員会
1）日系諸団体や地域連合などの連携推進と強化のた
め、文協と地方理事が協力して諸活動を行う
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institucional em video e impresso.
(2) Redigir, atualizar e manter o site Bunkyo 
(www.bunkyo.org.br) e o informativo eletrônico 
“Bunkyo-news”, alem de incrementar as 
atividades em mídia social
(3) Desenvolver uma campanha de aumento de 
novos associados
(4) Editar e publicar o anuário das atividades 
“Colonia”;
(5) Planejar e montar um Banco de Dados 
com informações relacionadas ao setor de 
comunicações da entidade;
(6) Apoiar a participação do Bunkyo no Festival 
do Japão

1.8 – Comissão de Relações 
Institucionais
(1) Realizar ações que promovam a integração 
e fortalecimento das Associações, Ligas e 
Federações, num trabalho conjunto do Bunkyo 
e dos Representantes Regionais;
(2) Promover o intercâmbio com os setores 
político, governamental e empresarial do Japão;
(3) Promover o intercâmbio com entidades do 
Japão como Kaigai Nikkeijin Kyokai, Nihon 
Burajiru Chuo Kyokai, Nippaku Kyokai de Kobe 
e congêneres;
(4) Fomentar o intercâmbio com os setores 
político e governamental do Brasil e
(5) Assessorar as Comissões constituídas nos 
assuntos que envolvem programas de natureza 
institucional.

1.9 – Comissão de Relações 
Empresariais
(1) Promover o intercâmbio com o setor 
empresarial;
(2) Promover palestras e mesas redondas de 
interesse público em geral;
(3) Realização de campanha de benefícios 
e ações voltadas para o incremento e 
relacionamento com associados.

1.10 – Prêmio Kiyoshi Yamamoto
(1) Selecionar e promover a cerimônia de 
outorga do 50º Prêmio Kiyoshi Yamamoto 
às personalidades que contribuíram para 
o desenvolvimento da agricultura no Brasil 
(novembro – Salão Nobre).

1.11 – Comissão Bunkyo Rural
(1) Realizar o 11º Encontro Bunkyo Rural, 
em Presidente Prudente-SP (abril), com 
intercâmbio de ideias e conhecimentos entre 
produtores, pro�ssionais, pesquisadores, 
estudantes e empresários relacionados à 
agribusiness, propiciando a integração entre 
eles;
(2) Realizar eventos Live Bunkyo Rural (junho e 

setembro);
(3) Realizar visitas técnicas a localidades de 
interesse ao desenvolvimento da atividade rural 
(agosto) e
(4) Participar de fóruns e seminários 
relacionados à área rural.

1.12 – Comissão de Esportes
(1) Promover cursos e palestras envolvendo 
modalidades esportivas e derivados no 1º. e 2º 
trimestre
(2) Apoiar iniciativas na área do esporte nas 
entidades nipo-brasileiras.
(3) Coletar informações sobre modalidades 
esportivas na comunidade nikkei.
(4) Promover eventos esportivos no Centro 
Esportivo Kokushikan.

2 - COMITÊ CULTURAL

2.1– Comissão de Música e Dança 
Folclórica Japonesa
(1) Realizar o 55º Gueinosai – Festival de 
Música e Dança Folclórica Japonesa (26 e 27 
de junho – Grande Auditório, Sala Multiuso, 
Sala de Exposição) e
(2) Organizar e coordenar as atividades de 
palco no Bunka Matsuri (maio – Grande 
Auditório).

2.2 – Comissão de Dança Folclórica 
Internacional
(1) Organizar o 50º Festival de Dança Folclórica 
Internacional (setembro – Grande Auditório, 
Sala Multiuso e Sala de Exposição).

2.3 – Comissão de Artes Plásticas e Arte 
Koguei
(1) Realizar a 14ª Grande Exposição de Arte 
Bunkyo (outubro – Espaço Cultural);
(2) 47ª Exposição dos Alunos do Curso de 
Pintura /professor Bin Kondo (dezembro);
(3) Revitalização do Museu de Arte Bunkyo e
(4) Participar do Festival das Cerejeiras 
Bunkyos, apresentando uma o�cina e Bazar de 
Arte Craft.

2.4 – Comissão de Biblioteca
(1) Conservar e controlar os empréstimos dos 
livros (cerca de 60.000 exemplares);
(2) Promover a feira de livros usados (abril e 
novembro – Sala de Exposição);
(3) Promover o “Free Market” (Frima) (uma 
quarta-feira do mês, no Hall do Grande 
Auditório) e aumentar sua frequência caso 
possível;
(4) Realizar eventos dentro da Biblioteca.

2）日本の政財界との交流、折衝の推進
3）海外日系人協会、日本ブラジル中央協会、神戸の日伯
協会など、日本の団体との交流促進
4）ブラジル政界との折衝、交流の促進
5）各委員会が政府関連支援の必要時に助言を行う

1.9 ‒ 企業交流委員会
1）企業、経済界との交流促進
2）中小企業者や一般市民が関心を寄せている内容に
対して講義や交流会を開催
3）会員の増加および会員との関係性を強化することを
目的とした福利厚生キャンペーンの実施。

1.10 ‒ 山本喜誉司賞選考委員会
1）ブラジルで農業開発に寄与した人物を選考し、第50
回山本喜誉司賞の授賞式を実施(11月、貴賓室)

1.11 ‒ 農業関連交流委員会
1)「第11回文協農業関連交流会」を実施し、生産者や農
業技術者、 研究者、学生と、農業分野と関連のある企業
やサプライヤーとの間の統合を促進するためのアイデア
や知識の交換の推進（プレジデンテ・プルデンテ市、4月）
2）オンラインライブイベントの開催（6月と9月）
3）農村活動の発展に関心のある地域への視察訪問の
実施（8月）
4）農村地域で開催されるフォーラムやセミナーに参加

1.12 ‒ スポーツ委員会
1) スポーツに関するセミナーや講義を開催(上、下半期)
2) 日系諸団体におけるスポーツ取り組みへの支援
3) 日系団体のスポーツに関するデータベースを作成する
4) 国士舘大学スポーツセンターにてスポーツ大会を実施

2 - 文化社会事業統括委員会

2.1 ‒ 芸能委員会 
1）第55回芸能祭の実施(6月26日、27日 大講堂）
2）文化まつり（5月、大講堂、1階会議室、展示室）での舞
台発表の準備と調整

2.2 ‒ 国際民族舞踊委員会 
1）第50回「国際民族舞踊祭」の実施(9月、大講堂、1階
会議室、展示室）

2.3 ‒ 美術委員会 | 工芸委員会
1）第14回文協総合美術展の開催(10月、文協文化
ホール)
2）第47回文協絵画教室生徒展、講師 近藤 敏(12月）
3）ブラジル日系美術館の活性化
5）文協桜祭りへの参加(工芸作品の展示即売会を
実施）

2.4 ‒ 図書委員会
1）図書(蔵書約6万冊)の運営ならびに貸し出し管理
2）古本市の実施(4月、11月に文協展示室にて)
3）「水曜フリマ」の実施(月に一度（毎月第一水曜日、大講
堂前ホール)、可能であれば回数を増やして実施
4）図書館内でイベントを開催

2.5 ‒ にっけい文芸委員会
1）第51回「にっけい文芸賞」(日本語、ポル語、マンガ部
門)の選考と授賞式（11月、貴賓室） 
2）第12回全伯俳句大会の開催(8月、1階会議室)
3）第6回文協コント大会の授賞式（2年に1回、日程
未定）
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institucional em video e impresso.
(2) Redigir, atualizar e manter o site Bunkyo 
(www.bunkyo.org.br) e o informativo eletrônico 
“Bunkyo-news”, alem de incrementar as 
atividades em mídia social
(3) Desenvolver uma campanha de aumento de 
novos associados
(4) Editar e publicar o anuário das atividades 
“Colonia”;
(5) Planejar e montar um Banco de Dados 
com informações relacionadas ao setor de 
comunicações da entidade;
(6) Apoiar a participação do Bunkyo no Festival 
do Japão

1.8 – Comissão de Relações 
Institucionais
(1) Realizar ações que promovam a integração 
e fortalecimento das Associações, Ligas e 
Federações, num trabalho conjunto do Bunkyo 
e dos Representantes Regionais;
(2) Promover o intercâmbio com os setores 
político, governamental e empresarial do Japão;
(3) Promover o intercâmbio com entidades do 
Japão como Kaigai Nikkeijin Kyokai, Nihon 
Burajiru Chuo Kyokai, Nippaku Kyokai de Kobe 
e congêneres;
(4) Fomentar o intercâmbio com os setores 
político e governamental do Brasil e
(5) Assessorar as Comissões constituídas nos 
assuntos que envolvem programas de natureza 
institucional.

1.9 – Comissão de Relações 
Empresariais
(1) Promover o intercâmbio com o setor 
empresarial;
(2) Promover palestras e mesas redondas de 
interesse público em geral;
(3) Realização de campanha de benefícios 
e ações voltadas para o incremento e 
relacionamento com associados.

1.10 – Prêmio Kiyoshi Yamamoto
(1) Selecionar e promover a cerimônia de 
outorga do 50º Prêmio Kiyoshi Yamamoto 
às personalidades que contribuíram para 
o desenvolvimento da agricultura no Brasil 
(novembro – Salão Nobre).

1.11 – Comissão Bunkyo Rural
(1) Realizar o 11º Encontro Bunkyo Rural, 
em Presidente Prudente-SP (abril), com 
intercâmbio de ideias e conhecimentos entre 
produtores, pro�ssionais, pesquisadores, 
estudantes e empresários relacionados à 
agribusiness, propiciando a integração entre 
eles;
(2) Realizar eventos Live Bunkyo Rural (junho e 

setembro);
(3) Realizar visitas técnicas a localidades de 
interesse ao desenvolvimento da atividade rural 
(agosto) e
(4) Participar de fóruns e seminários 
relacionados à área rural.

1.12 – Comissão de Esportes
(1) Promover cursos e palestras envolvendo 
modalidades esportivas e derivados no 1º. e 2º 
trimestre
(2) Apoiar iniciativas na área do esporte nas 
entidades nipo-brasileiras.
(3) Coletar informações sobre modalidades 
esportivas na comunidade nikkei.
(4) Promover eventos esportivos no Centro 
Esportivo Kokushikan.

2 - COMITÊ CULTURAL

2.1– Comissão de Música e Dança 
Folclórica Japonesa
(1) Realizar o 55º Gueinosai – Festival de 
Música e Dança Folclórica Japonesa (26 e 27 
de junho – Grande Auditório, Sala Multiuso, 
Sala de Exposição) e
(2) Organizar e coordenar as atividades de 
palco no Bunka Matsuri (maio – Grande 
Auditório).

2.2 – Comissão de Dança Folclórica 
Internacional
(1) Organizar o 50º Festival de Dança Folclórica 
Internacional (setembro – Grande Auditório, 
Sala Multiuso e Sala de Exposição).

2.3 – Comissão de Artes Plásticas e Arte 
Koguei
(1) Realizar a 14ª Grande Exposição de Arte 
Bunkyo (outubro – Espaço Cultural);
(2) 47ª Exposição dos Alunos do Curso de 
Pintura /professor Bin Kondo (dezembro);
(3) Revitalização do Museu de Arte Bunkyo e
(4) Participar do Festival das Cerejeiras 
Bunkyos, apresentando uma o�cina e Bazar de 
Arte Craft.

2.4 – Comissão de Biblioteca
(1) Conservar e controlar os empréstimos dos 
livros (cerca de 60.000 exemplares);
(2) Promover a feira de livros usados (abril e 
novembro – Sala de Exposição);
(3) Promover o “Free Market” (Frima) (uma 
quarta-feira do mês, no Hall do Grande 
Auditório) e aumentar sua frequência caso 
possível;
(4) Realizar eventos dentro da Biblioteca.

2）日本の政財界との交流、折衝の推進
3）海外日系人協会、日本ブラジル中央協会、神戸の日伯
協会など、日本の団体との交流促進
4）ブラジル政界との折衝、交流の促進
5）各委員会が政府関連支援の必要時に助言を行う

1.9 ‒ 企業交流委員会
1）企業、経済界との交流促進
2）中小企業者や一般市民が関心を寄せている内容に
対して講義や交流会を開催
3）会員の増加および会員との関係性を強化することを
目的とした福利厚生キャンペーンの実施。

1.10 ‒ 山本喜誉司賞選考委員会
1）ブラジルで農業開発に寄与した人物を選考し、第50
回山本喜誉司賞の授賞式を実施(11月、貴賓室)

1.11 ‒ 農業関連交流委員会
1)「第11回文協農業関連交流会」を実施し、生産者や農
業技術者、 研究者、学生と、農業分野と関連のある企業
やサプライヤーとの間の統合を促進するためのアイデア
や知識の交換の推進（プレジデンテ・プルデンテ市、4月）
2）オンラインライブイベントの開催（6月と9月）
3）農村活動の発展に関心のある地域への視察訪問の
実施（8月）
4）農村地域で開催されるフォーラムやセミナーに参加

1.12 ‒ スポーツ委員会
1) スポーツに関するセミナーや講義を開催(上、下半期)
2) 日系諸団体におけるスポーツ取り組みへの支援
3) 日系団体のスポーツに関するデータベースを作成する
4) 国士舘大学スポーツセンターにてスポーツ大会を実施

2 - 文化社会事業統括委員会

2.1 ‒ 芸能委員会 
1）第55回芸能祭の実施(6月26日、27日 大講堂）
2）文化まつり（5月、大講堂、1階会議室、展示室）での舞
台発表の準備と調整

2.2 ‒ 国際民族舞踊委員会 
1）第50回「国際民族舞踊祭」の実施(9月、大講堂、1階
会議室、展示室）

2.3 ‒ 美術委員会 | 工芸委員会
1）第14回文協総合美術展の開催(10月、文協文化
ホール)
2）第47回文協絵画教室生徒展、講師 近藤 敏(12月）
3）ブラジル日系美術館の活性化
5）文協桜祭りへの参加(工芸作品の展示即売会を
実施）

2.4 ‒ 図書委員会
1）図書(蔵書約6万冊)の運営ならびに貸し出し管理
2）古本市の実施(4月、11月に文協展示室にて)
3）「水曜フリマ」の実施(月に一度（毎月第一水曜日、大講
堂前ホール)、可能であれば回数を増やして実施
4）図書館内でイベントを開催

2.5 ‒ にっけい文芸委員会
1）第51回「にっけい文芸賞」(日本語、ポル語、マンガ部
門)の選考と授賞式（11月、貴賓室） 
2）第12回全伯俳句大会の開催(8月、1階会議室)
3）第6回文協コント大会の授賞式（2年に1回、日程
未定）
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institucional em video e impresso.
(2) Redigir, atualizar e manter o site Bunkyo 
(www.bunkyo.org.br) e o informativo eletrônico 
“Bunkyo-news”, alem de incrementar as 
atividades em mídia social
(3) Desenvolver uma campanha de aumento de 
novos associados
(4) Editar e publicar o anuário das atividades 
“Colonia”;
(5) Planejar e montar um Banco de Dados 
com informações relacionadas ao setor de 
comunicações da entidade;
(6) Apoiar a participação do Bunkyo no Festival 
do Japão

1.8 – Comissão de Relações 
Institucionais
(1) Realizar ações que promovam a integração 
e fortalecimento das Associações, Ligas e 
Federações, num trabalho conjunto do Bunkyo 
e dos Representantes Regionais;
(2) Promover o intercâmbio com os setores 
político, governamental e empresarial do Japão;
(3) Promover o intercâmbio com entidades do 
Japão como Kaigai Nikkeijin Kyokai, Nihon 
Burajiru Chuo Kyokai, Nippaku Kyokai de Kobe 
e congêneres;
(4) Fomentar o intercâmbio com os setores 
político e governamental do Brasil e
(5) Assessorar as Comissões constituídas nos 
assuntos que envolvem programas de natureza 
institucional.

1.9 – Comissão de Relações 
Empresariais
(1) Promover o intercâmbio com o setor 
empresarial;
(2) Promover palestras e mesas redondas de 
interesse público em geral;
(3) Realização de campanha de benefícios 
e ações voltadas para o incremento e 
relacionamento com associados.

1.10 – Prêmio Kiyoshi Yamamoto
(1) Selecionar e promover a cerimônia de 
outorga do 50º Prêmio Kiyoshi Yamamoto 
às personalidades que contribuíram para 
o desenvolvimento da agricultura no Brasil 
(novembro – Salão Nobre).

1.11 – Comissão Bunkyo Rural
(1) Realizar o 11º Encontro Bunkyo Rural, 
em Presidente Prudente-SP (abril), com 
intercâmbio de ideias e conhecimentos entre 
produtores, pro�ssionais, pesquisadores, 
estudantes e empresários relacionados à 
agribusiness, propiciando a integração entre 
eles;
(2) Realizar eventos Live Bunkyo Rural (junho e 

setembro);
(3) Realizar visitas técnicas a localidades de 
interesse ao desenvolvimento da atividade rural 
(agosto) e
(4) Participar de fóruns e seminários 
relacionados à área rural.

1.12 – Comissão de Esportes
(1) Promover cursos e palestras envolvendo 
modalidades esportivas e derivados no 1º. e 2º 
trimestre
(2) Apoiar iniciativas na área do esporte nas 
entidades nipo-brasileiras.
(3) Coletar informações sobre modalidades 
esportivas na comunidade nikkei.
(4) Promover eventos esportivos no Centro 
Esportivo Kokushikan.

2 - COMITÊ CULTURAL

2.1– Comissão de Música e Dança 
Folclórica Japonesa
(1) Realizar o 55º Gueinosai – Festival de 
Música e Dança Folclórica Japonesa (26 e 27 
de junho – Grande Auditório, Sala Multiuso, 
Sala de Exposição) e
(2) Organizar e coordenar as atividades de 
palco no Bunka Matsuri (maio – Grande 
Auditório).

2.2 – Comissão de Dança Folclórica 
Internacional
(1) Organizar o 50º Festival de Dança Folclórica 
Internacional (setembro – Grande Auditório, 
Sala Multiuso e Sala de Exposição).

2.3 – Comissão de Artes Plásticas e Arte 
Koguei
(1) Realizar a 14ª Grande Exposição de Arte 
Bunkyo (outubro – Espaço Cultural);
(2) 47ª Exposição dos Alunos do Curso de 
Pintura /professor Bin Kondo (dezembro);
(3) Revitalização do Museu de Arte Bunkyo e
(4) Participar do Festival das Cerejeiras 
Bunkyos, apresentando uma o�cina e Bazar de 
Arte Craft.

2.4 – Comissão de Biblioteca
(1) Conservar e controlar os empréstimos dos 
livros (cerca de 60.000 exemplares);
(2) Promover a feira de livros usados (abril e 
novembro – Sala de Exposição);
(3) Promover o “Free Market” (Frima) (uma 
quarta-feira do mês, no Hall do Grande 
Auditório) e aumentar sua frequência caso 
possível;
(4) Realizar eventos dentro da Biblioteca.

2）日本の政財界との交流、折衝の推進
3）海外日系人協会、日本ブラジル中央協会、神戸の日伯
協会など、日本の団体との交流促進
4）ブラジル政界との折衝、交流の促進
5）各委員会が政府関連支援の必要時に助言を行う

1.9 ‒ 企業交流委員会
1）企業、経済界との交流促進
2）中小企業者や一般市民が関心を寄せている内容に
対して講義や交流会を開催
3）会員の増加および会員との関係性を強化することを
目的とした福利厚生キャンペーンの実施。

1.10 ‒ 山本喜誉司賞選考委員会
1）ブラジルで農業開発に寄与した人物を選考し、第50
回山本喜誉司賞の授賞式を実施(11月、貴賓室)

1.11 ‒ 農業関連交流委員会
1)「第11回文協農業関連交流会」を実施し、生産者や農
業技術者、 研究者、学生と、農業分野と関連のある企業
やサプライヤーとの間の統合を促進するためのアイデア
や知識の交換の推進（プレジデンテ・プルデンテ市、4月）
2）オンラインライブイベントの開催（6月と9月）
3）農村活動の発展に関心のある地域への視察訪問の
実施（8月）
4）農村地域で開催されるフォーラムやセミナーに参加

1.12 ‒ スポーツ委員会
1) スポーツに関するセミナーや講義を開催(上、下半期)
2) 日系諸団体におけるスポーツ取り組みへの支援
3) 日系団体のスポーツに関するデータベースを作成する
4) 国士舘大学スポーツセンターにてスポーツ大会を実施

2 - 文化社会事業統括委員会

2.1 ‒ 芸能委員会 
1）第55回芸能祭の実施(6月26日、27日 大講堂）
2）文化まつり（5月、大講堂、1階会議室、展示室）での舞
台発表の準備と調整

2.2 ‒ 国際民族舞踊委員会 
1）第50回「国際民族舞踊祭」の実施(9月、大講堂、1階
会議室、展示室）

2.3 ‒ 美術委員会 | 工芸委員会
1）第14回文協総合美術展の開催(10月、文協文化
ホール)
2）第47回文協絵画教室生徒展、講師 近藤 敏(12月）
3）ブラジル日系美術館の活性化
5）文協桜祭りへの参加(工芸作品の展示即売会を
実施）

2.4 ‒ 図書委員会
1）図書(蔵書約6万冊)の運営ならびに貸し出し管理
2）古本市の実施(4月、11月に文協展示室にて)
3）「水曜フリマ」の実施(月に一度（毎月第一水曜日、大講
堂前ホール)、可能であれば回数を増やして実施
4）図書館内でイベントを開催

2.5 ‒ にっけい文芸委員会
1）第51回「にっけい文芸賞」(日本語、ポル語、マンガ部
門)の選考と授賞式（11月、貴賓室） 
2）第12回全伯俳句大会の開催(8月、1階会議室)
3）第6回文協コント大会の授賞式（2年に1回、日程
未定）
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institucional em video e impresso.
(2) Redigir, atualizar e manter o site Bunkyo 
(www.bunkyo.org.br) e o informativo eletrônico 
“Bunkyo-news”, alem de incrementar as 
atividades em mídia social
(3) Desenvolver uma campanha de aumento de 
novos associados
(4) Editar e publicar o anuário das atividades 
“Colonia”;
(5) Planejar e montar um Banco de Dados 
com informações relacionadas ao setor de 
comunicações da entidade;
(6) Apoiar a participação do Bunkyo no Festival 
do Japão

1.8 – Comissão de Relações 
Institucionais
(1) Realizar ações que promovam a integração 
e fortalecimento das Associações, Ligas e 
Federações, num trabalho conjunto do Bunkyo 
e dos Representantes Regionais;
(2) Promover o intercâmbio com os setores 
político, governamental e empresarial do Japão;
(3) Promover o intercâmbio com entidades do 
Japão como Kaigai Nikkeijin Kyokai, Nihon 
Burajiru Chuo Kyokai, Nippaku Kyokai de Kobe 
e congêneres;
(4) Fomentar o intercâmbio com os setores 
político e governamental do Brasil e
(5) Assessorar as Comissões constituídas nos 
assuntos que envolvem programas de natureza 
institucional.

1.9 – Comissão de Relações 
Empresariais
(1) Promover o intercâmbio com o setor 
empresarial;
(2) Promover palestras e mesas redondas de 
interesse público em geral;
(3) Realização de campanha de benefícios 
e ações voltadas para o incremento e 
relacionamento com associados.

1.10 – Prêmio Kiyoshi Yamamoto
(1) Selecionar e promover a cerimônia de 
outorga do 50º Prêmio Kiyoshi Yamamoto 
às personalidades que contribuíram para 
o desenvolvimento da agricultura no Brasil 
(novembro – Salão Nobre).

1.11 – Comissão Bunkyo Rural
(1) Realizar o 11º Encontro Bunkyo Rural, 
em Presidente Prudente-SP (abril), com 
intercâmbio de ideias e conhecimentos entre 
produtores, pro�ssionais, pesquisadores, 
estudantes e empresários relacionados à 
agribusiness, propiciando a integração entre 
eles;
(2) Realizar eventos Live Bunkyo Rural (junho e 

setembro);
(3) Realizar visitas técnicas a localidades de 
interesse ao desenvolvimento da atividade rural 
(agosto) e
(4) Participar de fóruns e seminários 
relacionados à área rural.

1.12 – Comissão de Esportes
(1) Promover cursos e palestras envolvendo 
modalidades esportivas e derivados no 1º. e 2º 
trimestre
(2) Apoiar iniciativas na área do esporte nas 
entidades nipo-brasileiras.
(3) Coletar informações sobre modalidades 
esportivas na comunidade nikkei.
(4) Promover eventos esportivos no Centro 
Esportivo Kokushikan.

2 - COMITÊ CULTURAL

2.1– Comissão de Música e Dança 
Folclórica Japonesa
(1) Realizar o 55º Gueinosai – Festival de 
Música e Dança Folclórica Japonesa (26 e 27 
de junho – Grande Auditório, Sala Multiuso, 
Sala de Exposição) e
(2) Organizar e coordenar as atividades de 
palco no Bunka Matsuri (maio – Grande 
Auditório).

2.2 – Comissão de Dança Folclórica 
Internacional
(1) Organizar o 50º Festival de Dança Folclórica 
Internacional (setembro – Grande Auditório, 
Sala Multiuso e Sala de Exposição).

2.3 – Comissão de Artes Plásticas e Arte 
Koguei
(1) Realizar a 14ª Grande Exposição de Arte 
Bunkyo (outubro – Espaço Cultural);
(2) 47ª Exposição dos Alunos do Curso de 
Pintura /professor Bin Kondo (dezembro);
(3) Revitalização do Museu de Arte Bunkyo e
(4) Participar do Festival das Cerejeiras 
Bunkyos, apresentando uma o�cina e Bazar de 
Arte Craft.

2.4 – Comissão de Biblioteca
(1) Conservar e controlar os empréstimos dos 
livros (cerca de 60.000 exemplares);
(2) Promover a feira de livros usados (abril e 
novembro – Sala de Exposição);
(3) Promover o “Free Market” (Frima) (uma 
quarta-feira do mês, no Hall do Grande 
Auditório) e aumentar sua frequência caso 
possível;
(4) Realizar eventos dentro da Biblioteca.

2）日本の政財界との交流、折衝の推進
3）海外日系人協会、日本ブラジル中央協会、神戸の日伯
協会など、日本の団体との交流促進
4）ブラジル政界との折衝、交流の促進
5）各委員会が政府関連支援の必要時に助言を行う

1.9 ‒ 企業交流委員会
1）企業、経済界との交流促進
2）中小企業者や一般市民が関心を寄せている内容に
対して講義や交流会を開催
3）会員の増加および会員との関係性を強化することを
目的とした福利厚生キャンペーンの実施。

1.10 ‒ 山本喜誉司賞選考委員会
1）ブラジルで農業開発に寄与した人物を選考し、第50
回山本喜誉司賞の授賞式を実施(11月、貴賓室)

1.11 ‒ 農業関連交流委員会
1)「第11回文協農業関連交流会」を実施し、生産者や農
業技術者、 研究者、学生と、農業分野と関連のある企業
やサプライヤーとの間の統合を促進するためのアイデア
や知識の交換の推進（プレジデンテ・プルデンテ市、4月）
2）オンラインライブイベントの開催（6月と9月）
3）農村活動の発展に関心のある地域への視察訪問の
実施（8月）
4）農村地域で開催されるフォーラムやセミナーに参加

1.12 ‒ スポーツ委員会
1) スポーツに関するセミナーや講義を開催(上、下半期)
2) 日系諸団体におけるスポーツ取り組みへの支援
3) 日系団体のスポーツに関するデータベースを作成する
4) 国士舘大学スポーツセンターにてスポーツ大会を実施

2 - 文化社会事業統括委員会

2.1 ‒ 芸能委員会 
1）第55回芸能祭の実施(6月26日、27日 大講堂）
2）文化まつり（5月、大講堂、1階会議室、展示室）での舞
台発表の準備と調整

2.2 ‒ 国際民族舞踊委員会 
1）第50回「国際民族舞踊祭」の実施(9月、大講堂、1階
会議室、展示室）

2.3 ‒ 美術委員会 | 工芸委員会
1）第14回文協総合美術展の開催(10月、文協文化
ホール)
2）第47回文協絵画教室生徒展、講師 近藤 敏(12月）
3）ブラジル日系美術館の活性化
5）文協桜祭りへの参加(工芸作品の展示即売会を
実施）

2.4 ‒ 図書委員会
1）図書(蔵書約6万冊)の運営ならびに貸し出し管理
2）古本市の実施(4月、11月に文協展示室にて)
3）「水曜フリマ」の実施(月に一度（毎月第一水曜日、大講
堂前ホール)、可能であれば回数を増やして実施
4）図書館内でイベントを開催

2.5 ‒ にっけい文芸委員会
1）第51回「にっけい文芸賞」(日本語、ポル語、マンガ部
門)の選考と授賞式（11月、貴賓室） 
2）第12回全伯俳句大会の開催(8月、1階会議室)
3）第6回文協コント大会の授賞式（2年に1回、日程
未定）
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2.5 – Comissão de Atividades Literárias
(1) Realizar a seleção e organizar a cerimônia 
de outorga do 51º Prêmio Literário em língua 
japonesa e portuguesa e mangá (novembro – 
Salão Nobre);
(2) Promover o 12º Concurso Nacional de 
“Haiku” (agosto – Sala de Reunião);
(3) Premiação do 5º Concurso de Contos do 
Bunkyo, atividade bienal 
(4) Realizar o lançamento da 4ª Antologia de 
Contos, no 2º semestre.

2.6 – Comissão de Coral
(1) Participar das solenidades o�ciais do 
Bunkyo (Aniversário do Imperador, Ano Novo, 
outros), cantando Hinos Nacionais do Brasil e 
Japão;
(2) Apresentação na casa de repouso 
Assistência Social Dom José Gaspar – Ikoi-no-
Sono (1º semestre);
(3) Concerto Anual no Pequeno Auditório (2º 
semestre);
(4) Participação no Bunka Matsuri. 

2.7 – Comissão de Música Erudita
(1) Organizar os Concertos Bunkyo aos 
Domingos no Pequeno Auditório e um concerto 
itinerante.

2.8 – Comissão de Ikebana
(1) Participar dos eventos do Bunkyo:
  a) o�cina de Ikebana no Festival das 

Cerejeiras (Sakura Matsuri);
b) exposição de Ikebana no Bunka Matsuri
c) culto religioso em  homenagem aos 
imigrantes pioneiros e
d) ikebana semanal na vitrine do Bunkyo

(2) Propor parcerias para a divulgação da arte 
Ikebana com outras comissões do Bunkyo e 
com a sociedade em geral.

2.9 – Comissão de Divulgação da 
Gastronomia Japonesa
(1) Realizar atividades de intercâmbio do Brasil 
com os mestres da gastronomia do Japão; 
(2) Incrementar as parcerias, que estimulem a 
divulgação da gastronomia japonesa junto à 
sociedade;
(3) Realização de cursos de gastronomia 
japonesa no Espaço Cultural Bunkyo.

3 - COMITÊ JOVEM

3.1 – Comissão de Jovens
(1) Promover e realizar a REVI 2021 – Fórum 
Nacional dos Jovens Líderes das Entidades 
(novembro)
(2) Apoiar as comissões do Bunka Matsuri, 

Fórum de Integração Bunkyo, Gueinosai, 
Festival de Danças Folclóricas Internacional, 
Sakura Matsuri e Biblioteca no planejamento e 
realização; 
(3) Apoiar eventos bene�centes das “4 
Entidades” contribuindo com o foco 
assistencial do Bunkyo;
(4) Realizar o evento “Vamos falar Japonês” da 
CJB, contribuindo com a missão de divulgação 
da cultura japonesa através da prática da língua 
japonesa;
(5) Promover cursos, palestras, workshops e 
rodas de conversar para promoção e discussão 
de temas culturais, sociais e pro�ssionais 
contribuindo com a missão de divulgação da 
cultura japonesa, desenvolvimento pessoal e 
pro�ssional dos jovens e o incentivo para o 
protagonismo/liderança.

3.2 – Comissão do Fórum de Integração 
Bunkyo (FIB)
(1) Planejar a realização do 13º FIB - Fórum de 
Integração Bunkyo (outubro) e
(2) Apoiar as iniciativas voltadas para realização 
de Fóruns Regionais para fortalecer a 
realização do FIB

3.3 – Comissão do Bunka Matsuri
(1) Realizar o 14º Bunka Matsuri - Festival da 
Cultura Japonesa (22 e 23maio), no Salão 
Nobre / Sala Multiuso / Grande Auditório / 
Espaço Multiuso / Pequeno Auditório e Jantar 
de Confraternização (local a de�nir).

3.4 – Comissão de Cursos
(1) Estudo de viabilidade de cursos on-line, 
com plataforma tecnológica e cobrança  para 
realização dos cursos
(2) Realização de cursos dentro desta 
plataforma 

3.5 – Comissão do Projeto Kakehashi 
Japão-Brasil
(1) Realização de workshops relacionados com 
o Projeto Geração;
(2) Elaboração de plano de atividades 
e relatório de prestação de contas dos 
compromissos do convênio �rmado com a 
Kaigai Nikkeijin Kyokai;
(3) Seleção dos indicados para participação no 
Kaigai Nikkeijin Kyokai 
(4) Realização do evento em comemoração ao 
Dia Internacional do Nikkei (19 e 20 Junho)

3.6 – Comissão Projeto Network
(1) Realização de atividades voltadas à inclusão 
social dos jovens retornados do Japão.
(2) Realização de eventos on-line e híbridos 
(presencial + online) para o público-alvo.

4）下半期に第4回文協短編小説大会の作品集を発刊
する（日程未定）

2.6 ‒ コーラス委員会
1）文協の公式式典等（天皇誕生日、新年会等）における
日伯両国の国歌斉唱
2）老人ホーム「憩の園」にてコンサート開催（上半期）
3）年次コンサートの実施(下半期）
4）文化まつりへの参加

2.7 ‒ 音楽委員会
1）ドミンゴ・コンサートを実施（小講堂）

2.8 ‒ いけ花委員会
1）文協のイベントに参加する
  A）桜まつりでワークショップ開催

B）文化まつりで展示会
C）仏式開拓先亡者追悼大法要に参加
D）文協ビル入り口のショーケースにいけ花を展示

2）いけ花を普及するため文協の他の委員会をはじめ他
団体とのパートナーシップを提案

2.9 ‒ 和食普及委員会
1）ブラジルと日本の和食シェフの交流を推進するよう
な活動の実施
2）SENACとの連携イベントのように、より広範囲に日
本食を普及するためのパートナーシップの拡充
3）日本食料理教室開催（文協文化ホールのキッチン）

3 - 青年統括委員会

3.1 ‒ 青年委員会
1）2021年のREVI(日系団体青年部指導者合同会議) 
の推進および実施（11月）
2）文化まつり、文協統合フォーラム、芸能祭、国際民俗

舞踊委員会、桜まつり、図書委員会に対する企画・実施
への協力
3）文協を支援する他4団体の慈善活動への協力・参加
4）実際に日本語を話すことで日本文化を普及するとい
う使命に貢献するためCJBが「日本語で話そう」の
イベントを開催
5）文化的、社会的、専門的なテーマを議論するコース、
講義、ワークショップ、会話サークルを積極的に開催し、
日本文化の普及や若者の個人的および職業的啓発、リ
ーダーシップの啓蒙に貢献する

3.2 ‒ 文協統合フォーラム委員会
1）第13回文協統合フォーラムの企画と実施(10月)
2）「文協統合フォーラム」の実施を促進するような「地方
文協統合フォーラム」開催を希望する団体への支援活動 

3.3 ‒ 文化まつり委員会
1）第14回文化まつりの実施(5月22、23日、貴賓室、1階会
議室、大講堂、小講堂、新多目的ホール）/夕食会（場所未定）

3.4 講習会・講演会委員会
1）課金制によるオンライン講習会や講演会の実現可能
性調査
2）オンラインによる講習会や講演会の実施

3.5 ‒ 日伯架け橋プロジェクト委員会
1）「世代プロジェクト」と共に関連ワークショップを開催
2）海外日系人協会との契約締結に関する事業計画書
および事業報告書の作成
3）海外日系人協会主催の大会への候補者の選定
4）国際日系デーに伴うイベントの実施（6月19、20日）

3.6 ‒ ネットワークプロジェクト委員会
1）日本から帰国した若者達に対する社会的包摂に焦点
を当てた活動を実施
2）対象者に対しイベントの開催（実体+オンライン）
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2.5 – Comissão de Atividades Literárias
(1) Realizar a seleção e organizar a cerimônia 
de outorga do 51º Prêmio Literário em língua 
japonesa e portuguesa e mangá (novembro – 
Salão Nobre);
(2) Promover o 12º Concurso Nacional de 
“Haiku” (agosto – Sala de Reunião);
(3) Premiação do 5º Concurso de Contos do 
Bunkyo, atividade bienal 
(4) Realizar o lançamento da 4ª Antologia de 
Contos, no 2º semestre.

2.6 – Comissão de Coral
(1) Participar das solenidades o�ciais do 
Bunkyo (Aniversário do Imperador, Ano Novo, 
outros), cantando Hinos Nacionais do Brasil e 
Japão;
(2) Apresentação na casa de repouso 
Assistência Social Dom José Gaspar – Ikoi-no-
Sono (1º semestre);
(3) Concerto Anual no Pequeno Auditório (2º 
semestre);
(4) Participação no Bunka Matsuri. 

2.7 – Comissão de Música Erudita
(1) Organizar os Concertos Bunkyo aos 
Domingos no Pequeno Auditório e um concerto 
itinerante.

2.8 – Comissão de Ikebana
(1) Participar dos eventos do Bunkyo:
  a) o�cina de Ikebana no Festival das 

Cerejeiras (Sakura Matsuri);
b) exposição de Ikebana no Bunka Matsuri
c) culto religioso em  homenagem aos 
imigrantes pioneiros e
d) ikebana semanal na vitrine do Bunkyo

(2) Propor parcerias para a divulgação da arte 
Ikebana com outras comissões do Bunkyo e 
com a sociedade em geral.

2.9 – Comissão de Divulgação da 
Gastronomia Japonesa
(1) Realizar atividades de intercâmbio do Brasil 
com os mestres da gastronomia do Japão; 
(2) Incrementar as parcerias, que estimulem a 
divulgação da gastronomia japonesa junto à 
sociedade;
(3) Realização de cursos de gastronomia 
japonesa no Espaço Cultural Bunkyo.

3 - COMITÊ JOVEM

3.1 – Comissão de Jovens
(1) Promover e realizar a REVI 2021 – Fórum 
Nacional dos Jovens Líderes das Entidades 
(novembro)
(2) Apoiar as comissões do Bunka Matsuri, 

Fórum de Integração Bunkyo, Gueinosai, 
Festival de Danças Folclóricas Internacional, 
Sakura Matsuri e Biblioteca no planejamento e 
realização; 
(3) Apoiar eventos bene�centes das “4 
Entidades” contribuindo com o foco 
assistencial do Bunkyo;
(4) Realizar o evento “Vamos falar Japonês” da 
CJB, contribuindo com a missão de divulgação 
da cultura japonesa através da prática da língua 
japonesa;
(5) Promover cursos, palestras, workshops e 
rodas de conversar para promoção e discussão 
de temas culturais, sociais e pro�ssionais 
contribuindo com a missão de divulgação da 
cultura japonesa, desenvolvimento pessoal e 
pro�ssional dos jovens e o incentivo para o 
protagonismo/liderança.

3.2 – Comissão do Fórum de Integração 
Bunkyo (FIB)
(1) Planejar a realização do 13º FIB - Fórum de 
Integração Bunkyo (outubro) e
(2) Apoiar as iniciativas voltadas para realização 
de Fóruns Regionais para fortalecer a 
realização do FIB

3.3 – Comissão do Bunka Matsuri
(1) Realizar o 14º Bunka Matsuri - Festival da 
Cultura Japonesa (22 e 23maio), no Salão 
Nobre / Sala Multiuso / Grande Auditório / 
Espaço Multiuso / Pequeno Auditório e Jantar 
de Confraternização (local a de�nir).

3.4 – Comissão de Cursos
(1) Estudo de viabilidade de cursos on-line, 
com plataforma tecnológica e cobrança  para 
realização dos cursos
(2) Realização de cursos dentro desta 
plataforma 

3.5 – Comissão do Projeto Kakehashi 
Japão-Brasil
(1) Realização de workshops relacionados com 
o Projeto Geração;
(2) Elaboração de plano de atividades 
e relatório de prestação de contas dos 
compromissos do convênio �rmado com a 
Kaigai Nikkeijin Kyokai;
(3) Seleção dos indicados para participação no 
Kaigai Nikkeijin Kyokai 
(4) Realização do evento em comemoração ao 
Dia Internacional do Nikkei (19 e 20 Junho)

3.6 – Comissão Projeto Network
(1) Realização de atividades voltadas à inclusão 
social dos jovens retornados do Japão.
(2) Realização de eventos on-line e híbridos 
(presencial + online) para o público-alvo.

4）下半期に第4回文協短編小説大会の作品集を発刊
する（日程未定）

2.6 ‒ コーラス委員会
1）文協の公式式典等（天皇誕生日、新年会等）における
日伯両国の国歌斉唱
2）老人ホーム「憩の園」にてコンサート開催（上半期）
3）年次コンサートの実施(下半期）
4）文化まつりへの参加

2.7 ‒ 音楽委員会
1）ドミンゴ・コンサートを実施（小講堂）

2.8 ‒ いけ花委員会
1）文協のイベントに参加する
  A）桜まつりでワークショップ開催

B）文化まつりで展示会
C）仏式開拓先亡者追悼大法要に参加
D）文協ビル入り口のショーケースにいけ花を展示

2）いけ花を普及するため文協の他の委員会をはじめ他
団体とのパートナーシップを提案

2.9 ‒ 和食普及委員会
1）ブラジルと日本の和食シェフの交流を推進するよう
な活動の実施
2）SENACとの連携イベントのように、より広範囲に日
本食を普及するためのパートナーシップの拡充
3）日本食料理教室開催（文協文化ホールのキッチン）

3 - 青年統括委員会

3.1 ‒ 青年委員会
1）2021年のREVI(日系団体青年部指導者合同会議) 
の推進および実施（11月）
2）文化まつり、文協統合フォーラム、芸能祭、国際民俗

舞踊委員会、桜まつり、図書委員会に対する企画・実施
への協力
3）文協を支援する他4団体の慈善活動への協力・参加
4）実際に日本語を話すことで日本文化を普及するとい
う使命に貢献するためCJBが「日本語で話そう」の
イベントを開催
5）文化的、社会的、専門的なテーマを議論するコース、
講義、ワークショップ、会話サークルを積極的に開催し、
日本文化の普及や若者の個人的および職業的啓発、リ
ーダーシップの啓蒙に貢献する

3.2 ‒ 文協統合フォーラム委員会
1）第13回文協統合フォーラムの企画と実施(10月)
2）「文協統合フォーラム」の実施を促進するような「地方
文協統合フォーラム」開催を希望する団体への支援活動 

3.3 ‒ 文化まつり委員会
1）第14回文化まつりの実施(5月22、23日、貴賓室、1階会
議室、大講堂、小講堂、新多目的ホール）/夕食会（場所未定）

3.4 講習会・講演会委員会
1）課金制によるオンライン講習会や講演会の実現可能
性調査
2）オンラインによる講習会や講演会の実施

3.5 ‒ 日伯架け橋プロジェクト委員会
1）「世代プロジェクト」と共に関連ワークショップを開催
2）海外日系人協会との契約締結に関する事業計画書
および事業報告書の作成
3）海外日系人協会主催の大会への候補者の選定
4）国際日系デーに伴うイベントの実施（6月19、20日）

3.6 ‒ ネットワークプロジェクト委員会
1）日本から帰国した若者達に対する社会的包摂に焦点
を当てた活動を実施
2）対象者に対しイベントの開催（実体+オンライン）
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2.5 – Comissão de Atividades Literárias
(1) Realizar a seleção e organizar a cerimônia 
de outorga do 51º Prêmio Literário em língua 
japonesa e portuguesa e mangá (novembro – 
Salão Nobre);
(2) Promover o 12º Concurso Nacional de 
“Haiku” (agosto – Sala de Reunião);
(3) Premiação do 5º Concurso de Contos do 
Bunkyo, atividade bienal 
(4) Realizar o lançamento da 4ª Antologia de 
Contos, no 2º semestre.

2.6 – Comissão de Coral
(1) Participar das solenidades o�ciais do 
Bunkyo (Aniversário do Imperador, Ano Novo, 
outros), cantando Hinos Nacionais do Brasil e 
Japão;
(2) Apresentação na casa de repouso 
Assistência Social Dom José Gaspar – Ikoi-no-
Sono (1º semestre);
(3) Concerto Anual no Pequeno Auditório (2º 
semestre);
(4) Participação no Bunka Matsuri. 

2.7 – Comissão de Música Erudita
(1) Organizar os Concertos Bunkyo aos 
Domingos no Pequeno Auditório e um concerto 
itinerante.

2.8 – Comissão de Ikebana
(1) Participar dos eventos do Bunkyo:
  a) o�cina de Ikebana no Festival das 

Cerejeiras (Sakura Matsuri);
b) exposição de Ikebana no Bunka Matsuri
c) culto religioso em  homenagem aos 
imigrantes pioneiros e
d) ikebana semanal na vitrine do Bunkyo

(2) Propor parcerias para a divulgação da arte 
Ikebana com outras comissões do Bunkyo e 
com a sociedade em geral.

2.9 – Comissão de Divulgação da 
Gastronomia Japonesa
(1) Realizar atividades de intercâmbio do Brasil 
com os mestres da gastronomia do Japão; 
(2) Incrementar as parcerias, que estimulem a 
divulgação da gastronomia japonesa junto à 
sociedade;
(3) Realização de cursos de gastronomia 
japonesa no Espaço Cultural Bunkyo.

3 - COMITÊ JOVEM

3.1 – Comissão de Jovens
(1) Promover e realizar a REVI 2021 – Fórum 
Nacional dos Jovens Líderes das Entidades 
(novembro)
(2) Apoiar as comissões do Bunka Matsuri, 

Fórum de Integração Bunkyo, Gueinosai, 
Festival de Danças Folclóricas Internacional, 
Sakura Matsuri e Biblioteca no planejamento e 
realização; 
(3) Apoiar eventos bene�centes das “4 
Entidades” contribuindo com o foco 
assistencial do Bunkyo;
(4) Realizar o evento “Vamos falar Japonês” da 
CJB, contribuindo com a missão de divulgação 
da cultura japonesa através da prática da língua 
japonesa;
(5) Promover cursos, palestras, workshops e 
rodas de conversar para promoção e discussão 
de temas culturais, sociais e pro�ssionais 
contribuindo com a missão de divulgação da 
cultura japonesa, desenvolvimento pessoal e 
pro�ssional dos jovens e o incentivo para o 
protagonismo/liderança.

3.2 – Comissão do Fórum de Integração 
Bunkyo (FIB)
(1) Planejar a realização do 13º FIB - Fórum de 
Integração Bunkyo (outubro) e
(2) Apoiar as iniciativas voltadas para realização 
de Fóruns Regionais para fortalecer a 
realização do FIB

3.3 – Comissão do Bunka Matsuri
(1) Realizar o 14º Bunka Matsuri - Festival da 
Cultura Japonesa (22 e 23maio), no Salão 
Nobre / Sala Multiuso / Grande Auditório / 
Espaço Multiuso / Pequeno Auditório e Jantar 
de Confraternização (local a de�nir).

3.4 – Comissão de Cursos
(1) Estudo de viabilidade de cursos on-line, 
com plataforma tecnológica e cobrança  para 
realização dos cursos
(2) Realização de cursos dentro desta 
plataforma 

3.5 – Comissão do Projeto Kakehashi 
Japão-Brasil
(1) Realização de workshops relacionados com 
o Projeto Geração;
(2) Elaboração de plano de atividades 
e relatório de prestação de contas dos 
compromissos do convênio �rmado com a 
Kaigai Nikkeijin Kyokai;
(3) Seleção dos indicados para participação no 
Kaigai Nikkeijin Kyokai 
(4) Realização do evento em comemoração ao 
Dia Internacional do Nikkei (19 e 20 Junho)

3.6 – Comissão Projeto Network
(1) Realização de atividades voltadas à inclusão 
social dos jovens retornados do Japão.
(2) Realização de eventos on-line e híbridos 
(presencial + online) para o público-alvo.

4）下半期に第4回文協短編小説大会の作品集を発刊
する（日程未定）

2.6 ‒ コーラス委員会
1）文協の公式式典等（天皇誕生日、新年会等）における
日伯両国の国歌斉唱
2）老人ホーム「憩の園」にてコンサート開催（上半期）
3）年次コンサートの実施(下半期）
4）文化まつりへの参加

2.7 ‒ 音楽委員会
1）ドミンゴ・コンサートを実施（小講堂）

2.8 ‒ いけ花委員会
1）文協のイベントに参加する
  A）桜まつりでワークショップ開催

B）文化まつりで展示会
C）仏式開拓先亡者追悼大法要に参加
D）文協ビル入り口のショーケースにいけ花を展示

2）いけ花を普及するため文協の他の委員会をはじめ他
団体とのパートナーシップを提案

2.9 ‒ 和食普及委員会
1）ブラジルと日本の和食シェフの交流を推進するよう
な活動の実施
2）SENACとの連携イベントのように、より広範囲に日
本食を普及するためのパートナーシップの拡充
3）日本食料理教室開催（文協文化ホールのキッチン）

3 - 青年統括委員会

3.1 ‒ 青年委員会
1）2021年のREVI(日系団体青年部指導者合同会議) 
の推進および実施（11月）
2）文化まつり、文協統合フォーラム、芸能祭、国際民俗

舞踊委員会、桜まつり、図書委員会に対する企画・実施
への協力
3）文協を支援する他4団体の慈善活動への協力・参加
4）実際に日本語を話すことで日本文化を普及するとい
う使命に貢献するためCJBが「日本語で話そう」の
イベントを開催
5）文化的、社会的、専門的なテーマを議論するコース、
講義、ワークショップ、会話サークルを積極的に開催し、
日本文化の普及や若者の個人的および職業的啓発、リ
ーダーシップの啓蒙に貢献する

3.2 ‒ 文協統合フォーラム委員会
1）第13回文協統合フォーラムの企画と実施(10月)
2）「文協統合フォーラム」の実施を促進するような「地方
文協統合フォーラム」開催を希望する団体への支援活動 

3.3 ‒ 文化まつり委員会
1）第14回文化まつりの実施(5月22、23日、貴賓室、1階会
議室、大講堂、小講堂、新多目的ホール）/夕食会（場所未定）

3.4 講習会・講演会委員会
1）課金制によるオンライン講習会や講演会の実現可能
性調査
2）オンラインによる講習会や講演会の実施

3.5 ‒ 日伯架け橋プロジェクト委員会
1）「世代プロジェクト」と共に関連ワークショップを開催
2）海外日系人協会との契約締結に関する事業計画書
および事業報告書の作成
3）海外日系人協会主催の大会への候補者の選定
4）国際日系デーに伴うイベントの実施（6月19、20日）

3.6 ‒ ネットワークプロジェクト委員会
1）日本から帰国した若者達に対する社会的包摂に焦点
を当てた活動を実施
2）対象者に対しイベントの開催（実体+オンライン）
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2.5 – Comissão de Atividades Literárias
(1) Realizar a seleção e organizar a cerimônia 
de outorga do 51º Prêmio Literário em língua 
japonesa e portuguesa e mangá (novembro – 
Salão Nobre);
(2) Promover o 12º Concurso Nacional de 
“Haiku” (agosto – Sala de Reunião);
(3) Premiação do 5º Concurso de Contos do 
Bunkyo, atividade bienal 
(4) Realizar o lançamento da 4ª Antologia de 
Contos, no 2º semestre.

2.6 – Comissão de Coral
(1) Participar das solenidades o�ciais do 
Bunkyo (Aniversário do Imperador, Ano Novo, 
outros), cantando Hinos Nacionais do Brasil e 
Japão;
(2) Apresentação na casa de repouso 
Assistência Social Dom José Gaspar – Ikoi-no-
Sono (1º semestre);
(3) Concerto Anual no Pequeno Auditório (2º 
semestre);
(4) Participação no Bunka Matsuri. 

2.7 – Comissão de Música Erudita
(1) Organizar os Concertos Bunkyo aos 
Domingos no Pequeno Auditório e um concerto 
itinerante.

2.8 – Comissão de Ikebana
(1) Participar dos eventos do Bunkyo:
  a) o�cina de Ikebana no Festival das 

Cerejeiras (Sakura Matsuri);
b) exposição de Ikebana no Bunka Matsuri
c) culto religioso em  homenagem aos 
imigrantes pioneiros e
d) ikebana semanal na vitrine do Bunkyo

(2) Propor parcerias para a divulgação da arte 
Ikebana com outras comissões do Bunkyo e 
com a sociedade em geral.

2.9 – Comissão de Divulgação da 
Gastronomia Japonesa
(1) Realizar atividades de intercâmbio do Brasil 
com os mestres da gastronomia do Japão; 
(2) Incrementar as parcerias, que estimulem a 
divulgação da gastronomia japonesa junto à 
sociedade;
(3) Realização de cursos de gastronomia 
japonesa no Espaço Cultural Bunkyo.

3 - COMITÊ JOVEM

3.1 – Comissão de Jovens
(1) Promover e realizar a REVI 2021 – Fórum 
Nacional dos Jovens Líderes das Entidades 
(novembro)
(2) Apoiar as comissões do Bunka Matsuri, 

Fórum de Integração Bunkyo, Gueinosai, 
Festival de Danças Folclóricas Internacional, 
Sakura Matsuri e Biblioteca no planejamento e 
realização; 
(3) Apoiar eventos bene�centes das “4 
Entidades” contribuindo com o foco 
assistencial do Bunkyo;
(4) Realizar o evento “Vamos falar Japonês” da 
CJB, contribuindo com a missão de divulgação 
da cultura japonesa através da prática da língua 
japonesa;
(5) Promover cursos, palestras, workshops e 
rodas de conversar para promoção e discussão 
de temas culturais, sociais e pro�ssionais 
contribuindo com a missão de divulgação da 
cultura japonesa, desenvolvimento pessoal e 
pro�ssional dos jovens e o incentivo para o 
protagonismo/liderança.

3.2 – Comissão do Fórum de Integração 
Bunkyo (FIB)
(1) Planejar a realização do 13º FIB - Fórum de 
Integração Bunkyo (outubro) e
(2) Apoiar as iniciativas voltadas para realização 
de Fóruns Regionais para fortalecer a 
realização do FIB

3.3 – Comissão do Bunka Matsuri
(1) Realizar o 14º Bunka Matsuri - Festival da 
Cultura Japonesa (22 e 23maio), no Salão 
Nobre / Sala Multiuso / Grande Auditório / 
Espaço Multiuso / Pequeno Auditório e Jantar 
de Confraternização (local a de�nir).

3.4 – Comissão de Cursos
(1) Estudo de viabilidade de cursos on-line, 
com plataforma tecnológica e cobrança  para 
realização dos cursos
(2) Realização de cursos dentro desta 
plataforma 

3.5 – Comissão do Projeto Kakehashi 
Japão-Brasil
(1) Realização de workshops relacionados com 
o Projeto Geração;
(2) Elaboração de plano de atividades 
e relatório de prestação de contas dos 
compromissos do convênio �rmado com a 
Kaigai Nikkeijin Kyokai;
(3) Seleção dos indicados para participação no 
Kaigai Nikkeijin Kyokai 
(4) Realização do evento em comemoração ao 
Dia Internacional do Nikkei (19 e 20 Junho)

3.6 – Comissão Projeto Network
(1) Realização de atividades voltadas à inclusão 
social dos jovens retornados do Japão.
(2) Realização de eventos on-line e híbridos 
(presencial + online) para o público-alvo.

4）下半期に第4回文協短編小説大会の作品集を発刊
する（日程未定）

2.6 ‒ コーラス委員会
1）文協の公式式典等（天皇誕生日、新年会等）における
日伯両国の国歌斉唱
2）老人ホーム「憩の園」にてコンサート開催（上半期）
3）年次コンサートの実施(下半期）
4）文化まつりへの参加

2.7 ‒ 音楽委員会
1）ドミンゴ・コンサートを実施（小講堂）

2.8 ‒ いけ花委員会
1）文協のイベントに参加する
  A）桜まつりでワークショップ開催

B）文化まつりで展示会
C）仏式開拓先亡者追悼大法要に参加
D）文協ビル入り口のショーケースにいけ花を展示

2）いけ花を普及するため文協の他の委員会をはじめ他
団体とのパートナーシップを提案

2.9 ‒ 和食普及委員会
1）ブラジルと日本の和食シェフの交流を推進するよう
な活動の実施
2）SENACとの連携イベントのように、より広範囲に日
本食を普及するためのパートナーシップの拡充
3）日本食料理教室開催（文協文化ホールのキッチン）

3 - 青年統括委員会

3.1 ‒ 青年委員会
1）2021年のREVI(日系団体青年部指導者合同会議) 
の推進および実施（11月）
2）文化まつり、文協統合フォーラム、芸能祭、国際民俗

舞踊委員会、桜まつり、図書委員会に対する企画・実施
への協力
3）文協を支援する他4団体の慈善活動への協力・参加
4）実際に日本語を話すことで日本文化を普及するとい
う使命に貢献するためCJBが「日本語で話そう」の
イベントを開催
5）文化的、社会的、専門的なテーマを議論するコース、
講義、ワークショップ、会話サークルを積極的に開催し、
日本文化の普及や若者の個人的および職業的啓発、リ
ーダーシップの啓蒙に貢献する

3.2 ‒ 文協統合フォーラム委員会
1）第13回文協統合フォーラムの企画と実施(10月)
2）「文協統合フォーラム」の実施を促進するような「地方
文協統合フォーラム」開催を希望する団体への支援活動 

3.3 ‒ 文化まつり委員会
1）第14回文化まつりの実施(5月22、23日、貴賓室、1階会
議室、大講堂、小講堂、新多目的ホール）/夕食会（場所未定）

3.4 講習会・講演会委員会
1）課金制によるオンライン講習会や講演会の実現可能
性調査
2）オンラインによる講習会や講演会の実施

3.5 ‒ 日伯架け橋プロジェクト委員会
1）「世代プロジェクト」と共に関連ワークショップを開催
2）海外日系人協会との契約締結に関する事業計画書
および事業報告書の作成
3）海外日系人協会主催の大会への候補者の選定
4）国際日系デーに伴うイベントの実施（6月19、20日）

3.6 ‒ ネットワークプロジェクト委員会
1）日本から帰国した若者達に対する社会的包摂に焦点
を当てた活動を実施
2）対象者に対しイベントの開催（実体+オンライン）
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CONSELHO DELIBERATIVO  評議員会
Conselheiros Natos:

Atushi Yamauchi, Tuyoci Ohara, Kokei Uehara, 

Kazuo Watanabe, Kihatiro Kita, Kiyoshi Harada 

e Harumi Arashiro Goya.

Presidente: 

Jorge Yamashita

Vice-Presidentes: 

Tomio Katsuragawa, Osamu Matsuo e Ricardo 

Nishimura

Secretários: : 

Celso Norimitsu Mizumoto, Erisson T. de Lima 

Jr. e Rumi Kusumoto

Conselheiros efetivos: 

Associação Harmonia de Educação e Cultura, 

Assistência Social Dom José Gaspar “Ikoi-no-

Sono”, Associação Pró-Excepcionais Kodomo-

no-Sono”, JCI Brasil-Japão, Associação dos 

Shizuoka Kenjin do Brasil, Anacleto Seitetsu 

Hanashiro, Nippon Country Club, Sociedade 

Bene�cente Casa da Esperança “Kibô-no-Iê”, 

Masato Ninomiya, Associação de Ikebana 

do Brasil, Sakura Nakaya Alimentos Ltda., 

Associação Cultural Nipo-Brasileira da Alta 

Sorocabana, Victor Kobayashi, Associação 

Okinawa Kenjin do Brasil, Associação Cultural 

e Esportiva Saúde, Editora Jornalística União 

Nikkei Ltda., Renato Kenji Nakaya, Ikesaki 

Centro Metropolitano de Cosméticos Ltda., 

Angela Hirata, Ikesaki São Paulo Nikkey Palace 

Hotel S.A., Associação Cultural e Esportiva 

Piratininga, Centro Cultural Hiroshima do 

Brasil, Associação Nagasaki Kenjin do Brasil, 

Associação Cultural Nipo-Brasileira de Vila 

Nova Cachoeirinha, Paulo’s Comunicação 

e Artes Grá�cas Ltda., Associação Cultural 

Kagoshima do Brasil, Eiki Shimabukuro, Cotia 

Seinem Renraku Kyoguikai, Instituto Cultural 

Nipo-Brasileiro de Campinas, Rogério Massami 

Kita, Alexandre Juniti Kita, Federação Sakura 

e Ipê do Brasil, Akihiro Ikeda, Associação 

Shimane Kenjin do Brasil, Associação de Mallet 

Golf Kokushikan, Itaquera Nikkei Clube, Raul 

Massayoshi Takaki, União Cultural Esportiva 

Sudoeste – UCES, Jairo Megumi Uemura, União 
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Ogawa, Issao Minami, Riyosuke Komatsu e 

Marie Nagasawa Miki 
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Presidente Honorário:
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Presidente:

Renato Ishikawa

Vice-Presidentes:

Roberto Yoshihiro Nishio, Marcelo Hideshima, 

André Tatsuhiko Korosue, Valter Sassaki, 

Rodolfo Eiji Wada, Lídia Reiko Yamashita e 

Silvio Iamamura

Secretários:

Hugo Takeji Teruya, Massami Uyeda Junior e 

Fernando Matsumoto

Tesoureiros:
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Gioji Okuhara
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Mariko Nakano

CONSELHO FISCAL  監査役会 
Efetivos:

Hiroshi Takahashi, Kenji Kiyohara e Ronaldo 

Yuzo Ogasawara

Suplentes:

Takao Yamada, Lidia Keiko Ogassavara Shimizu 

e Alexandre Shodi Nomura

DIRETORES REGIONAIS  地方理事 
Shigetake Tsuruda (regional Santo Amaro), 
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Garcia e Bruno Marcelino dos Santos

Condomínio:
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Tokai, Miki Iryo, Rafael Dai Izumi e Silvana 
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Presidente: Neide Nagae
Vice-presidentes: Herberto Yamamuro
Membros: Akio Hosono, Chikako Kitayama, 
Estevan Cavinatto Rivero, Gen Oura, Gustavo 
Perez Katague, Hirosato Matsuura, Luciane Yuri 
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Nobuyuki Minagawa, Pamela Ikezili, Stanley da 
Cruz Simões, Shoko Maeda, Thais Diehl Bresolin
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Presidente: Neide Nagae
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Membros: Andre Kondo, Aline Mayumi 
Oyama, Beatriz Kaori Miyakoshi Lopes, 
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Fernandes Tavares, Edson Kenji Iura, Erika 
Nojiri, Erika Yuriko Tanaka, Estevan Cavinatto 
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Handa, Francisco Noriyuki Sato, Gilberto dos 
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Gustavo Perez Katague, Helena Yukiko 
Tanaka, Hirosato Matsuura, João Marcelo Reimão 
Monzani, João Pedro Boechat Pereira, Karen 
Kazue Kawana, Leiko Gotoda, Leony Bruno 
Pereira, Lídia Harumi Ivasa, Luciane Yuri Sato, 
Marco Antônio Abe, Maria Luísa Vanik Pinto, Mariane   
Andrade Marques, Mirian Lie Hatanaka, Narumi 
Ito, Pamela Ikezili, Rafaella Denise Lobo Pastana, Shiho 
Tanaka, Sonia Regina Longhi Ninomiya, Stanley da Cruz 
Simões, Teruo Hamada, Thaís Diehl Bresolin e Tuyoci Ohara

Comissão de Coral
Presidente: Eunice Yoko Taniguti
Vice-presidentes: Kumiko Matsunaga, 
Maria Helena T. A. Ono e Julia Tsunashima
Membros: Marie Nagasawa Miki, Chizuru 
Tomishige Toma, Alice Arai, Marta Miyoshi I. 
Fujioka, Mary Mieko Missaka, Koko Nomura, 
Hiromi Kawabe, Eiko Shimokawa, Satiko 
Ozako, Elisabeth M.S.S. Okada, Kioka Kita, Celia 
T. Ogasawara Ikeya, Neide Keiko Narusawa, Elza 
Masae Suzuki, Masae Wada, Satiko Ozako

Comissão de Música Erudita
Presidente: Carlos Harasawa
Vice-presidente: Charles Miyazaki e Rodolfo Wada
Membros: Miriam Otachi e Elisa Fukuda

Comissão de Ikebana
Presidente: Cristina Sototuka
Vice-Presidente: Harumi Arashiro Goya
Membros: Elza Furuyama, Tamako Yoshimoto, 
Vera Lúcia Santos Silva e Yumiko Ishikawa 

Comissão de Divulgação da 
Gastronomia Japonesa
Presidente: Teruco Kamitsuji
Vice-presidente: Marlene Fukushima,    
Marly Sugimoto, Flavio Nakaoka e Telma Shiraishi
Membros: Elisabeth Tabuse Toyoshima, 
Karin Hirano, Leila Nakamura Marcelo Asamura, 
Marina Tikazawa, Miriam Lie Hatanaka, 
Nanci Nakayama,Tomiko Nomura Yamada e   
Yuriko Shimizu

3 - COMITÊ RELACIONAMENTO

Coordenadores
Roberto Nishio (coord. geral), Fernando Matsumoto 
(secretaria), Wilson Otsuka (tesouraria) 
Membro
Reimei Yoshioka          

Comissão de Assistência Social 
Presidente: Seiko Amino
Vice-presidente: Reimei Yoshioka
Membros: Julia Hideko Suzuki, Maria Angela 
S. Watanabe, Sumiko O. Shimono, Tereza Miyako 
M. Hondo e Zila Daijó

Comissão de Incremento Social   
Presidente: Henrique Matsuo
Vice-presidentes: Herberto Yamamuro   
Membros: Akie Yoshimura, Emília Tanaka, Edna 
Mudoli Sueyassu, Katsumi Yajima, Olga Takiuti, 
Sergio Seigo Nishino, Silvio Tanonaka, Tonia Ono, 
Yassuko Yoshimura e Yoko Yoshimura Kawasaki
               
Comissão de Comunicação e Marketing
Presidente: Patricia Takehana
Membros: Carlos Fukuhara, Graziela Tamanaha, 
Douglas Mituyuki Ito e Yoshio Yoshizane

Comissão de Relacões Institucionais
Presidente: Tomio Katsuragawa
Vice-presidentes: Celso Mizumoto, Roberto Tanaka e 
Carol Ayako Doi 
Membros: Fábio Maeda, George Hiraiwa, Jorge Kuma 
Sototuka, Lidia Yamashita, Marco Tulio Toguchi, 
Nelson Kamitsuji, Roxana Shinohara e 
Shirlei Atsumi

Comissão de Relações Internacionais
Presidente: Noritaka Yano
Vice-presidentes: Valter Sassaki, Claudio 
Kurita, Madoka Hayashi e Shinji Fukui

Comissão de Relações Empresariais
Presidente: Gioji Okuhara
Vice-presidente: Marcia Nakano
Membros: Clemis Miki, Ewerton Hirayama, 
Marcelo Asamura, Marcos Hirai, Rodolfo Wada, 
Sandra Hayashida e Silvio Iamamura

Comissão Bunkyo Rural
Presidente: Nelson Kamitsuji
Vice-presidente: Carlos Kendi Fukuhara, 
Celso Mizumoto e Tomio Katsuragawa
Membros: Adhemar Tikazawa, Diógenes 
Kassaoka, Fábio Maeda, Francisco Sato, George 
Hiraiwa, Izumi Honda, Jorge Kiryu, Kenji Kiyohara, 
Luciano Quaglia, Mauricio S. Tachibana, 
Massatoshi Noda, Mauro Uyeno,  Maximiliano 
Miura, Minoru Takano, Nelson Tajiri, 
Nobuyoshi Narita, Ronaldo Yuzo Ogassawara,   
Rumy Goto, Shinichi Yassunaga e Toshio Koketsu

Comissão do Prêmio Kiyoshi Yamamoto
Presidente: Izumi Honda
Vice-presidente: Reimei Yoshioka, Alfredo 
Tsunechiro e Mario Eidi Sato
Membros: Anderson Teidy Fuzita, Hélio Satoshi  
Watanabe, Hisao Haba, Isidoro Yamanaka, Julio 
Mikio Yamamoto, Kenzo Neguishi, Kunio Nagai, 
Luiz Toshio Yamamoto, Maximiliano Miura, 
Nelson Hitoshi Kamitsuji, Takanoli Tokunaga e 
Yoshihiro Omori

Comissão de Assessoria à Imprensa
Presidente: Thaís Oyama

Comissão de Cerimonial e Protocolo
Presidente: Carlos Fukuhara
Membros: Sandra Hayashida, 
Graziela Tamanaha e Julia Otsuka

Comissão de Esportes
Presidente: Roberto Tanaka
Vice-presidente: Marco Tulio Togashi
Membros: Alex Endo, Carlos Hiroshi Fuji, Carlos 
Tatuo Hascimoto, Henrique Akio Tikasawa, 
Hirokazu Nitta ,Marcia Satiko Iamamura,
Regis Yoshioka, Shigeki Sameshima e Yassuo Yuda

Comissão de Danças Folclóricas 
InternacionaIs
Presidente: Teruco Kamitsuji
Vice-presidentes: Carlos Henri Busch, 
Graziela Tamanaha e Rafael Pettersen                 
Membros: Adriana Yokoyama, Carlos Hideaki 
Fujinaga, Cecilia Marchiori, Fábio Gavranich 
Camargo, Francisca Gavranich Camargo, Jaime 
A Oblitas Alvarez, João Mozillo, Jorge Rybka, 
Marcia Guerria Rybka, Monika Melly Busch, 
Patrícia Egri Wissinievski, Sonia Maria Gavranich, 

Tamara Gers Dmitrov, Wilson Antonio Marchiori, 
Sandra Petroff e Victor Gers Junior

4 - COMITÊ JOVEM

Coordenadores
Rodolfo Wada (coord. geral), Hugo Teruya (secretaria), Oston 
Hirano (tesouraria)
Membros
Marcelo Hideshima, Ricardo Nishimura, Patricia Takehana  
Claudio Kurita, Fernando Matsumoto, Marcia Nakano e 
Grazi Tamanaha

Comissão de Jovens
Presidente: Rafael Pettersen
Vice-presidentes: Graziela Tamanaha e 
Tiago Carapinheiro
Membros: Akemi Matsune, Alice Akemi, Aline Castro, 
Aline Nunes, Aline Yukimi, Ana Kinukawa, André   
Gonçalves, André Ishikawa, André Kei, Andrew Hideo, 
Armin Ovca, Barbara Tiemi, Beatriz Amaral, Beatriz Ortiz, 
Bianca Desgualdo, Camila Hidani, Camila Lista, Camili 
Gil, Caroline Kikugava, Catarina Akemi, Cleber Kiyoshi, 
Daniel Nobre, Douglas Mitsuyuki, Eduardo Pereira, 
Fabio Shimoe, Felipe Arantes, Gabriel Kodo, Guilherme 
Kenji, Gustavo Moura, Hannah Andrade, Harumi Silvia, 
Isabela Falcão, Jaewon Yoon, João Cica, Julia Otsuka, 
Kamila Miranda, Lara Kimie, Larissa Aparecida, Larissa 
Carvalho, Laura Alfonzo, Leandro Mitsuo, Leonardo 
Inomata, Letícia Yukimi, Lidiane Yoshie, Luana Mayumi, 
Lucas de Avelar, Lucas Lago, Lucas Takahiro, Lucas 
Vellardi, Luiggi Monti, Luis Kinukawa, Marcia Yano, 
Marcus de Carvalho, Mariana Rodrigues, Mateus Lara, 
Matheus Bombine, Milenka Cuajera, Mitsuko 
Yanagisawa, Nilton Enta, Noemy Naomi, Patrick Dias, 
Paulo Tokobaro, Priscilla Tiemi, Rafael Martins, Sara 
Rafael, Seigo Matsumoto, Soraya Sato, Thiago Hideki, 
Thiago Massanori, Tiago Nakamura, William Massao, 
Willian Yamauchi, Yuiti Tanabe, Isaac Rosa, Karina 
Kiataqui,Kenny Kawajiri, Rafael Toshio, Suellen Maia, 
Vinicius Lye e Gustavo Boxa

Comissão do Fórum de Integração Bunkyo - FIB
Presidente: Oston Hirano
Vice-presidente: Hugo Teruya
Membros: Carol Ayako Doi, Douglas Mitsuyuki, 
Erika Tomioka,  Márcia Kamijo, Michelle Ywata, Patrícia 
Takehana, Philipe Yoshio Yoshizane, Reno Amoedo, 
Takayuki Kato e Yuri Ywata
               
Comissão de Bunka Matsuri
Presidente: Roberto T Kato
Vice-presidente: Patricia Takehana                
Membros: Carol Ayako Doi, Carolina Kagohara, 
Cecilia Ikedo, Douglas Mitsuyuki, Erika Yamauti, Fatima 
Nakamura, Graziela Tamanaha, Heloisa Yamamoto, 
Karina Torihara, Lucas Vellardi, Marcia Kamijo, Marina 
Ogawa, Nami Ono, Naomi Imaizumi, Priscilla 
Tiemi, Rafael Pettersen, Reno Amoedo, Rodolfo 
Wada, Roger Okura, Sayuri Adaniya, Tatiana Katayama, 
Tiago Carapinheiro, William Saito, Willian Yamauchi e 
Yoshio Yoshizane

Comissão de Cursos
Presidente: Maurício Miyasaki
Vice-presidentes: Hugo Teruya

Comissão Kakehashi Japão-Brasil
Presidente: Ricardo Nishimura
Vice-presidentes: Iju Shimizu Jr.
Membros: Andre Saito, Alexandre Kawase, Carol Ayako 
Doi,Claudio Kurita, Erika Tomioka. Erika Yamauti,  
Fernando Matsumoto, Gilmar Nashiro, Hugo Teruya,  
Klissia Tiba, Lika Kawano, Marcelo Asamura, Marcelo 
Hideshima, Marcia Nakano Kawase, Roberto Nishio, 
Rodolfo Wada, Patricia Takehana, Telma Shiraishi e  
Yoshio Yoshizane

Comissão de Projeto Network
Presidente: Yoshio Yoshizane
Membros: Adriana Kinoshita, Andre Saito, Célia Oi, 
Hugo Nihei, Margaret Sugiyama, Rodolfo Wada, 
Stephanie Hosaka e Tayna Yoko Hatori
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Comissão de Música Erudita
Presidente: Carlos Harasawa
Vice-presidente: Charles Miyazaki e Rodolfo Wada
Membros: Miriam Otachi e Elisa Fukuda

Comissão de Ikebana
Presidente: Cristina Sototuka
Vice-Presidente: Harumi Arashiro Goya
Membros: Elza Furuyama, Tamako Yoshimoto, 
Vera Lúcia Santos Silva e Yumiko Ishikawa 

Comissão de Divulgação da 
Gastronomia Japonesa
Presidente: Teruco Kamitsuji
Vice-presidente: Marlene Fukushima,    
Marly Sugimoto, Flavio Nakaoka e Telma Shiraishi
Membros: Elisabeth Tabuse Toyoshima, 
Karin Hirano, Leila Nakamura Marcelo Asamura, 
Marina Tikazawa, Miriam Lie Hatanaka, 
Nanci Nakayama,Tomiko Nomura Yamada e   
Yuriko Shimizu

3 - COMITÊ RELACIONAMENTO

Coordenadores
Roberto Nishio (coord. geral), Fernando Matsumoto 
(secretaria), Wilson Otsuka (tesouraria) 
Membro
Reimei Yoshioka          

Comissão de Assistência Social 
Presidente: Seiko Amino
Vice-presidente: Reimei Yoshioka
Membros: Julia Hideko Suzuki, Maria Angela 
S. Watanabe, Sumiko O. Shimono, Tereza Miyako 
M. Hondo e Zila Daijó

Comissão de Incremento Social   
Presidente: Henrique Matsuo
Vice-presidentes: Herberto Yamamuro   
Membros: Akie Yoshimura, Emília Tanaka, Edna 
Mudoli Sueyassu, Katsumi Yajima, Olga Takiuti, 
Sergio Seigo Nishino, Silvio Tanonaka, Tonia Ono, 
Yassuko Yoshimura e Yoko Yoshimura Kawasaki
               
Comissão de Comunicação e Marketing
Presidente: Patricia Takehana
Membros: Carlos Fukuhara, Graziela Tamanaha, 
Douglas Mituyuki Ito e Yoshio Yoshizane

Comissão de Relacões Institucionais
Presidente: Tomio Katsuragawa
Vice-presidentes: Celso Mizumoto, Roberto Tanaka e 
Carol Ayako Doi 
Membros: Fábio Maeda, George Hiraiwa, Jorge Kuma 
Sototuka, Lidia Yamashita, Marco Tulio Toguchi, 
Nelson Kamitsuji, Roxana Shinohara e 
Shirlei Atsumi

Comissão de Relações Internacionais
Presidente: Noritaka Yano
Vice-presidentes: Valter Sassaki, Claudio 
Kurita, Madoka Hayashi e Shinji Fukui

Comissão de Relações Empresariais
Presidente: Gioji Okuhara
Vice-presidente: Marcia Nakano
Membros: Clemis Miki, Ewerton Hirayama, 
Marcelo Asamura, Marcos Hirai, Rodolfo Wada, 
Sandra Hayashida e Silvio Iamamura

Comissão Bunkyo Rural
Presidente: Nelson Kamitsuji
Vice-presidente: Carlos Kendi Fukuhara, 
Celso Mizumoto e Tomio Katsuragawa
Membros: Adhemar Tikazawa, Diógenes 
Kassaoka, Fábio Maeda, Francisco Sato, George 
Hiraiwa, Izumi Honda, Jorge Kiryu, Kenji Kiyohara, 
Luciano Quaglia, Mauricio S. Tachibana, 
Massatoshi Noda, Mauro Uyeno,  Maximiliano 
Miura, Minoru Takano, Nelson Tajiri, 
Nobuyoshi Narita, Ronaldo Yuzo Ogassawara,   
Rumy Goto, Shinichi Yassunaga e Toshio Koketsu

Comissão do Prêmio Kiyoshi Yamamoto
Presidente: Izumi Honda
Vice-presidente: Reimei Yoshioka, Alfredo 
Tsunechiro e Mario Eidi Sato
Membros: Anderson Teidy Fuzita, Hélio Satoshi  
Watanabe, Hisao Haba, Isidoro Yamanaka, Julio 
Mikio Yamamoto, Kenzo Neguishi, Kunio Nagai, 
Luiz Toshio Yamamoto, Maximiliano Miura, 
Nelson Hitoshi Kamitsuji, Takanoli Tokunaga e 
Yoshihiro Omori

Comissão de Assessoria à Imprensa
Presidente: Thaís Oyama

Comissão de Cerimonial e Protocolo
Presidente: Carlos Fukuhara
Membros: Sandra Hayashida, 
Graziela Tamanaha e Julia Otsuka

Comissão de Esportes
Presidente: Roberto Tanaka
Vice-presidente: Marco Tulio Togashi
Membros: Alex Endo, Carlos Hiroshi Fuji, Carlos 
Tatuo Hascimoto, Henrique Akio Tikasawa, 
Hirokazu Nitta ,Marcia Satiko Iamamura,
Regis Yoshioka, Shigeki Sameshima e Yassuo Yuda

Comissão de Danças Folclóricas 
InternacionaIs
Presidente: Teruco Kamitsuji
Vice-presidentes: Carlos Henri Busch, 
Graziela Tamanaha e Rafael Pettersen                 
Membros: Adriana Yokoyama, Carlos Hideaki 
Fujinaga, Cecilia Marchiori, Fábio Gavranich 
Camargo, Francisca Gavranich Camargo, Jaime 
A Oblitas Alvarez, João Mozillo, Jorge Rybka, 
Marcia Guerria Rybka, Monika Melly Busch, 
Patrícia Egri Wissinievski, Sonia Maria Gavranich, 

Tamara Gers Dmitrov, Wilson Antonio Marchiori, 
Sandra Petroff e Victor Gers Junior

4 - COMITÊ JOVEM

Coordenadores
Rodolfo Wada (coord. geral), Hugo Teruya (secretaria), Oston 
Hirano (tesouraria)
Membros
Marcelo Hideshima, Ricardo Nishimura, Patricia Takehana  
Claudio Kurita, Fernando Matsumoto, Marcia Nakano e 
Grazi Tamanaha

Comissão de Jovens
Presidente: Rafael Pettersen
Vice-presidentes: Graziela Tamanaha e 
Tiago Carapinheiro
Membros: Akemi Matsune, Alice Akemi, Aline Castro, 
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Armin Ovca, Barbara Tiemi, Beatriz Amaral, Beatriz Ortiz, 
Bianca Desgualdo, Camila Hidani, Camila Lista, Camili 
Gil, Caroline Kikugava, Catarina Akemi, Cleber Kiyoshi, 
Daniel Nobre, Douglas Mitsuyuki, Eduardo Pereira, 
Fabio Shimoe, Felipe Arantes, Gabriel Kodo, Guilherme 
Kenji, Gustavo Moura, Hannah Andrade, Harumi Silvia, 
Isabela Falcão, Jaewon Yoon, João Cica, Julia Otsuka, 
Kamila Miranda, Lara Kimie, Larissa Aparecida, Larissa 
Carvalho, Laura Alfonzo, Leandro Mitsuo, Leonardo 
Inomata, Letícia Yukimi, Lidiane Yoshie, Luana Mayumi, 
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Vellardi, Luiggi Monti, Luis Kinukawa, Marcia Yano, 
Marcus de Carvalho, Mariana Rodrigues, Mateus Lara, 
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Rafael, Seigo Matsumoto, Soraya Sato, Thiago Hideki, 
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Willian Yamauchi, Yuiti Tanabe, Isaac Rosa, Karina 
Kiataqui,Kenny Kawajiri, Rafael Toshio, Suellen Maia, 
Vinicius Lye e Gustavo Boxa

Comissão do Fórum de Integração Bunkyo - FIB
Presidente: Oston Hirano
Vice-presidente: Hugo Teruya
Membros: Carol Ayako Doi, Douglas Mitsuyuki, 
Erika Tomioka,  Márcia Kamijo, Michelle Ywata, Patrícia 
Takehana, Philipe Yoshio Yoshizane, Reno Amoedo, 
Takayuki Kato e Yuri Ywata
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Presidente: Roberto T Kato
Vice-presidente: Patricia Takehana                
Membros: Carol Ayako Doi, Carolina Kagohara, 
Cecilia Ikedo, Douglas Mitsuyuki, Erika Yamauti, Fatima 
Nakamura, Graziela Tamanaha, Heloisa Yamamoto, 
Karina Torihara, Lucas Vellardi, Marcia Kamijo, Marina 
Ogawa, Nami Ono, Naomi Imaizumi, Priscilla 
Tiemi, Rafael Pettersen, Reno Amoedo, Rodolfo 
Wada, Roger Okura, Sayuri Adaniya, Tatiana Katayama, 
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Comissão de Cursos
Presidente: Maurício Miyasaki
Vice-presidentes: Hugo Teruya
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Presidente: Ricardo Nishimura
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Presidente: Yoshio Yoshizane
Membros: Adriana Kinoshita, Andre Saito, Célia Oi, 
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Valter Sassaki (coord. geral), Massami Uyeda Jr. (secretaria), 
Wilson Otsuka (tesouraria)     
Membros
Hugo Teruya, Fernando Matsumoto, Oston Hirano, Hiromi 
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Presidente: Silvio Iamamura
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Presidente: Roberto Nishio 
Vice-presidente: Hugo Teruya
Membros: Acácio Hashida, Alberto Mori, Diogo   
Nomura Neto, Jorge Nagado, Junzo Katayama,   
Kiyoshi Harada, Marcelo Baptistini Moleiro, Mário   
Massanori Iwamizu, Massami Uyeda Jr., Nelson   
Miyahara, Ricardo Augusto Yamasaki, Ricardo   
Kiyoshi Sasaki e Tuyoci Ohara     
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Presidente: Claudio H. Kurita 
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Kayama, Elisabete Emi Niwa, Lonney Onishi,   
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Membros: Akio Ukon, Celia Kawai, Emiko   
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Vice-presidentes: Massami Uyeda Jr.
Membros: Carlos Kendi Fukuhara, Gerson 
Kunii, Kenji Kiyohara,  Nelson Kamitsuji, Rafael 
Pettersen, Roberto Tanaka, Silvio Iamamura, 
Teruco Kamitsuji e Tomio Katsuragawa

2 - COMITÊ CULTURAL

Coordenadores
André Korosue (coord. geral)  Fernando Matsumoto 
(secretaria)  Wilson Otsuka (tesouraria) 
Membros
Lidia Yamashita, Gioji Okuhara, Herberto Yamamuro              
Oston Hirano, Madoka Hayashi, Sandra Hayashida, 
Agata Takiya

Comissão de Música e Dança 
Folclórica Japonesa
Presidente: Seigo Matsumoto
Vice-presidentes: Rumi Kusumoto, Tiago 
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Membros: Akemi Simidu, Akira Shiono, Andre 
Korosue, Helton Nogueira, Motohiro Sato, 
Natsuyo Sasaki, Ricardo Fuji e Yoshiro Hada
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Presidente: Marcos Akasaki
Vice-presidentes: Agata Takiya e Lidia Yamashita
Membros: Aiaco Kogita, Inez Shibata, Matiko 

Sakai, Matilde Ezawa, Toshiko Hayashi, Luiza Noriko 
Bonaldo e Marcos Ryo Hashimoto 
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Presidente: Olga Ishida
Vice-presidente: Lidia Yamashita
Membros: Alex Kiyoshi Nakano, Alice Yokote, 
Leonora Reiko Norissada, Lilian Aiko Watanabe 
Takishita, Luciane Higashi, Luiza Okubo, Marcelo 
Tokai, Miki Iryo, Rafael Dai Izumi e Silvana 
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Presidente: Neide Nagae
Vice-presidentes: Herberto Yamamuro
Membros: Akio Hosono, Chikako Kitayama, 
Estevan Cavinatto Rivero, Gen Oura, Gustavo 
Perez Katague, Hirosato Matsuura, Luciane Yuri 
Sato, Mariane Andrade Marques, Naosuke Fuse, 
Nobuyuki Minagawa, Pamela Ikezili, Stanley da 
Cruz Simões, Shoko Maeda, Thais Diehl Bresolin

Comissão de Atividades Literárias
Presidente: Neide Nagae
Vice-presidente: Herberto Yamamuro
Membros: Andre Kondo, Aline Mayumi 
Oyama, Beatriz Kaori Miyakoshi Lopes, 
Beatriz Morelato, Célia Sakurai, Débora 
Fernandes Tavares, Edson Kenji Iura, Erika 
Nojiri, Erika Yuriko Tanaka, Estevan Cavinatto 
Rivero, Francisca Lailsa Ribeiro, Francisco 
Handa, Francisco Noriyuki Sato, Gilberto dos 
Santos Nascimento, Gisele Giandoni Wolkoff, 
Gustavo Perez Katague, Helena Yukiko 
Tanaka, Hirosato Matsuura, João Marcelo Reimão 
Monzani, João Pedro Boechat Pereira, Karen 
Kazue Kawana, Leiko Gotoda, Leony Bruno 
Pereira, Lídia Harumi Ivasa, Luciane Yuri Sato, 
Marco Antônio Abe, Maria Luísa Vanik Pinto, Mariane   
Andrade Marques, Mirian Lie Hatanaka, Narumi 
Ito, Pamela Ikezili, Rafaella Denise Lobo Pastana, Shiho 
Tanaka, Sonia Regina Longhi Ninomiya, Stanley da Cruz 
Simões, Teruo Hamada, Thaís Diehl Bresolin e Tuyoci Ohara
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Presidente: Eunice Yoko Taniguti
Vice-presidentes: Kumiko Matsunaga, 
Maria Helena T. A. Ono e Julia Tsunashima
Membros: Marie Nagasawa Miki, Chizuru 
Tomishige Toma, Alice Arai, Marta Miyoshi I. 
Fujioka, Mary Mieko Missaka, Koko Nomura, 
Hiromi Kawabe, Eiko Shimokawa, Satiko 
Ozako, Elisabeth M.S.S. Okada, Kioka Kita, Celia 
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Vice-Presidente: Harumi Arashiro Goya
Membros: Elza Furuyama, Tamako Yoshimoto, 
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Presidente: Teruco Kamitsuji
Vice-presidente: Marlene Fukushima,    
Marly Sugimoto, Flavio Nakaoka e Telma Shiraishi
Membros: Elisabeth Tabuse Toyoshima, 
Karin Hirano, Leila Nakamura Marcelo Asamura, 
Marina Tikazawa, Miriam Lie Hatanaka, 
Nanci Nakayama,Tomiko Nomura Yamada e   
Yuriko Shimizu
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Coordenadores
Roberto Nishio (coord. geral), Fernando Matsumoto 
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Membro
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Sergio Seigo Nishino, Silvio Tanonaka, Tonia Ono, 
Yassuko Yoshimura e Yoko Yoshimura Kawasaki
               
Comissão de Comunicação e Marketing
Presidente: Patricia Takehana
Membros: Carlos Fukuhara, Graziela Tamanaha, 
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Presidente: Tomio Katsuragawa
Vice-presidentes: Celso Mizumoto, Roberto Tanaka e 
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Membros: Fábio Maeda, George Hiraiwa, Jorge Kuma 
Sototuka, Lidia Yamashita, Marco Tulio Toguchi, 
Nelson Kamitsuji, Roxana Shinohara e 
Shirlei Atsumi

Comissão de Relações Internacionais
Presidente: Noritaka Yano
Vice-presidentes: Valter Sassaki, Claudio 
Kurita, Madoka Hayashi e Shinji Fukui

Comissão de Relações Empresariais
Presidente: Gioji Okuhara
Vice-presidente: Marcia Nakano
Membros: Clemis Miki, Ewerton Hirayama, 
Marcelo Asamura, Marcos Hirai, Rodolfo Wada, 
Sandra Hayashida e Silvio Iamamura

Comissão Bunkyo Rural
Presidente: Nelson Kamitsuji
Vice-presidente: Carlos Kendi Fukuhara, 
Celso Mizumoto e Tomio Katsuragawa
Membros: Adhemar Tikazawa, Diógenes 
Kassaoka, Fábio Maeda, Francisco Sato, George 
Hiraiwa, Izumi Honda, Jorge Kiryu, Kenji Kiyohara, 
Luciano Quaglia, Mauricio S. Tachibana, 
Massatoshi Noda, Mauro Uyeno,  Maximiliano 
Miura, Minoru Takano, Nelson Tajiri, 
Nobuyoshi Narita, Ronaldo Yuzo Ogassawara,   
Rumy Goto, Shinichi Yassunaga e Toshio Koketsu

Comissão do Prêmio Kiyoshi Yamamoto
Presidente: Izumi Honda
Vice-presidente: Reimei Yoshioka, Alfredo 
Tsunechiro e Mario Eidi Sato
Membros: Anderson Teidy Fuzita, Hélio Satoshi  
Watanabe, Hisao Haba, Isidoro Yamanaka, Julio 
Mikio Yamamoto, Kenzo Neguishi, Kunio Nagai, 
Luiz Toshio Yamamoto, Maximiliano Miura, 
Nelson Hitoshi Kamitsuji, Takanoli Tokunaga e 
Yoshihiro Omori

Comissão de Assessoria à Imprensa
Presidente: Thaís Oyama

Comissão de Cerimonial e Protocolo
Presidente: Carlos Fukuhara
Membros: Sandra Hayashida, 
Graziela Tamanaha e Julia Otsuka

Comissão de Esportes
Presidente: Roberto Tanaka
Vice-presidente: Marco Tulio Togashi
Membros: Alex Endo, Carlos Hiroshi Fuji, Carlos 
Tatuo Hascimoto, Henrique Akio Tikasawa, 
Hirokazu Nitta ,Marcia Satiko Iamamura,
Regis Yoshioka, Shigeki Sameshima e Yassuo Yuda

Comissão de Danças Folclóricas 
InternacionaIs
Presidente: Teruco Kamitsuji
Vice-presidentes: Carlos Henri Busch, 
Graziela Tamanaha e Rafael Pettersen                 
Membros: Adriana Yokoyama, Carlos Hideaki 
Fujinaga, Cecilia Marchiori, Fábio Gavranich 
Camargo, Francisca Gavranich Camargo, Jaime 
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Tamara Gers Dmitrov, Wilson Antonio Marchiori, 
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4 - COMITÊ JOVEM

Coordenadores
Rodolfo Wada (coord. geral), Hugo Teruya (secretaria), Oston 
Hirano (tesouraria)
Membros
Marcelo Hideshima, Ricardo Nishimura, Patricia Takehana  
Claudio Kurita, Fernando Matsumoto, Marcia Nakano e 
Grazi Tamanaha
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Presidente: Rafael Pettersen
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Fabio Shimoe, Felipe Arantes, Gabriel Kodo, Guilherme 
Kenji, Gustavo Moura, Hannah Andrade, Harumi Silvia, 
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Carvalho, Laura Alfonzo, Leandro Mitsuo, Leonardo 
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Kunii, Kenji Kiyohara,  Nelson Kamitsuji, Rafael 
Pettersen, Roberto Tanaka, Silvio Iamamura, 
Teruco Kamitsuji e Tomio Katsuragawa

2 - COMITÊ CULTURAL

Coordenadores
André Korosue (coord. geral)  Fernando Matsumoto 
(secretaria)  Wilson Otsuka (tesouraria) 
Membros
Lidia Yamashita, Gioji Okuhara, Herberto Yamamuro              
Oston Hirano, Madoka Hayashi, Sandra Hayashida, 
Agata Takiya

Comissão de Música e Dança 
Folclórica Japonesa
Presidente: Seigo Matsumoto
Vice-presidentes: Rumi Kusumoto, Tiago 
Carapinheiro
Membros: Akemi Simidu, Akira Shiono, Andre 
Korosue, Helton Nogueira, Motohiro Sato, 
Natsuyo Sasaki, Ricardo Fuji e Yoshiro Hada

Comissão de Artes Plásticas 
Presidente: Marcos Akasaki
Vice-presidentes: Agata Takiya e Lidia Yamashita
Membros: Aiaco Kogita, Inez Shibata, Matiko 

Sakai, Matilde Ezawa, Toshiko Hayashi, Luiza Noriko 
Bonaldo e Marcos Ryo Hashimoto 

Comissão de Arte Koguei
Presidente: Olga Ishida
Vice-presidente: Lidia Yamashita
Membros: Alex Kiyoshi Nakano, Alice Yokote, 
Leonora Reiko Norissada, Lilian Aiko Watanabe 
Takishita, Luciane Higashi, Luiza Okubo, Marcelo 
Tokai, Miki Iryo, Rafael Dai Izumi e Silvana 
Laragonoit Ribas

Comissão de Biblioteca
Presidente: Neide Nagae
Vice-presidentes: Herberto Yamamuro
Membros: Akio Hosono, Chikako Kitayama, 
Estevan Cavinatto Rivero, Gen Oura, Gustavo 
Perez Katague, Hirosato Matsuura, Luciane Yuri 
Sato, Mariane Andrade Marques, Naosuke Fuse, 
Nobuyuki Minagawa, Pamela Ikezili, Stanley da 
Cruz Simões, Shoko Maeda, Thais Diehl Bresolin

Comissão de Atividades Literárias
Presidente: Neide Nagae
Vice-presidente: Herberto Yamamuro
Membros: Andre Kondo, Aline Mayumi 
Oyama, Beatriz Kaori Miyakoshi Lopes, 
Beatriz Morelato, Célia Sakurai, Débora 
Fernandes Tavares, Edson Kenji Iura, Erika 
Nojiri, Erika Yuriko Tanaka, Estevan Cavinatto 
Rivero, Francisca Lailsa Ribeiro, Francisco 
Handa, Francisco Noriyuki Sato, Gilberto dos 
Santos Nascimento, Gisele Giandoni Wolkoff, 
Gustavo Perez Katague, Helena Yukiko 
Tanaka, Hirosato Matsuura, João Marcelo Reimão 
Monzani, João Pedro Boechat Pereira, Karen 
Kazue Kawana, Leiko Gotoda, Leony Bruno 
Pereira, Lídia Harumi Ivasa, Luciane Yuri Sato, 
Marco Antônio Abe, Maria Luísa Vanik Pinto, Mariane   
Andrade Marques, Mirian Lie Hatanaka, Narumi 
Ito, Pamela Ikezili, Rafaella Denise Lobo Pastana, Shiho 
Tanaka, Sonia Regina Longhi Ninomiya, Stanley da Cruz 
Simões, Teruo Hamada, Thaís Diehl Bresolin e Tuyoci Ohara

Comissão de Coral
Presidente: Eunice Yoko Taniguti
Vice-presidentes: Kumiko Matsunaga, 
Maria Helena T. A. Ono e Julia Tsunashima
Membros: Marie Nagasawa Miki, Chizuru 
Tomishige Toma, Alice Arai, Marta Miyoshi I. 
Fujioka, Mary Mieko Missaka, Koko Nomura, 
Hiromi Kawabe, Eiko Shimokawa, Satiko 
Ozako, Elisabeth M.S.S. Okada, Kioka Kita, Celia 
T. Ogasawara Ikeya, Neide Keiko Narusawa, Elza 
Masae Suzuki, Masae Wada, Satiko Ozako

Comissão de Música Erudita
Presidente: Carlos Harasawa
Vice-presidente: Charles Miyazaki e Rodolfo Wada
Membros: Miriam Otachi e Elisa Fukuda

Comissão de Ikebana
Presidente: Cristina Sototuka
Vice-Presidente: Harumi Arashiro Goya
Membros: Elza Furuyama, Tamako Yoshimoto, 
Vera Lúcia Santos Silva e Yumiko Ishikawa 

Comissão de Divulgação da 
Gastronomia Japonesa
Presidente: Teruco Kamitsuji
Vice-presidente: Marlene Fukushima,    
Marly Sugimoto, Flavio Nakaoka e Telma Shiraishi
Membros: Elisabeth Tabuse Toyoshima, 
Karin Hirano, Leila Nakamura Marcelo Asamura, 
Marina Tikazawa, Miriam Lie Hatanaka, 
Nanci Nakayama,Tomiko Nomura Yamada e   
Yuriko Shimizu

3 - COMITÊ RELACIONAMENTO

Coordenadores
Roberto Nishio (coord. geral), Fernando Matsumoto 
(secretaria), Wilson Otsuka (tesouraria) 
Membro
Reimei Yoshioka          

Comissão de Assistência Social 
Presidente: Seiko Amino
Vice-presidente: Reimei Yoshioka
Membros: Julia Hideko Suzuki, Maria Angela 
S. Watanabe, Sumiko O. Shimono, Tereza Miyako 
M. Hondo e Zila Daijó

Comissão de Incremento Social   
Presidente: Henrique Matsuo
Vice-presidentes: Herberto Yamamuro   
Membros: Akie Yoshimura, Emília Tanaka, Edna 
Mudoli Sueyassu, Katsumi Yajima, Olga Takiuti, 
Sergio Seigo Nishino, Silvio Tanonaka, Tonia Ono, 
Yassuko Yoshimura e Yoko Yoshimura Kawasaki
               
Comissão de Comunicação e Marketing
Presidente: Patricia Takehana
Membros: Carlos Fukuhara, Graziela Tamanaha, 
Douglas Mituyuki Ito e Yoshio Yoshizane

Comissão de Relacões Institucionais
Presidente: Tomio Katsuragawa
Vice-presidentes: Celso Mizumoto, Roberto Tanaka e 
Carol Ayako Doi 
Membros: Fábio Maeda, George Hiraiwa, Jorge Kuma 
Sototuka, Lidia Yamashita, Marco Tulio Toguchi, 
Nelson Kamitsuji, Roxana Shinohara e 
Shirlei Atsumi

Comissão de Relações Internacionais
Presidente: Noritaka Yano
Vice-presidentes: Valter Sassaki, Claudio 
Kurita, Madoka Hayashi e Shinji Fukui

Comissão de Relações Empresariais
Presidente: Gioji Okuhara
Vice-presidente: Marcia Nakano
Membros: Clemis Miki, Ewerton Hirayama, 
Marcelo Asamura, Marcos Hirai, Rodolfo Wada, 
Sandra Hayashida e Silvio Iamamura

Comissão Bunkyo Rural
Presidente: Nelson Kamitsuji
Vice-presidente: Carlos Kendi Fukuhara, 
Celso Mizumoto e Tomio Katsuragawa
Membros: Adhemar Tikazawa, Diógenes 
Kassaoka, Fábio Maeda, Francisco Sato, George 
Hiraiwa, Izumi Honda, Jorge Kiryu, Kenji Kiyohara, 
Luciano Quaglia, Mauricio S. Tachibana, 
Massatoshi Noda, Mauro Uyeno,  Maximiliano 
Miura, Minoru Takano, Nelson Tajiri, 
Nobuyoshi Narita, Ronaldo Yuzo Ogassawara,   
Rumy Goto, Shinichi Yassunaga e Toshio Koketsu

Comissão do Prêmio Kiyoshi Yamamoto
Presidente: Izumi Honda
Vice-presidente: Reimei Yoshioka, Alfredo 
Tsunechiro e Mario Eidi Sato
Membros: Anderson Teidy Fuzita, Hélio Satoshi  
Watanabe, Hisao Haba, Isidoro Yamanaka, Julio 
Mikio Yamamoto, Kenzo Neguishi, Kunio Nagai, 
Luiz Toshio Yamamoto, Maximiliano Miura, 
Nelson Hitoshi Kamitsuji, Takanoli Tokunaga e 
Yoshihiro Omori

Comissão de Assessoria à Imprensa
Presidente: Thaís Oyama

Comissão de Cerimonial e Protocolo
Presidente: Carlos Fukuhara
Membros: Sandra Hayashida, 
Graziela Tamanaha e Julia Otsuka

Comissão de Esportes
Presidente: Roberto Tanaka
Vice-presidente: Marco Tulio Togashi
Membros: Alex Endo, Carlos Hiroshi Fuji, Carlos 
Tatuo Hascimoto, Henrique Akio Tikasawa, 
Hirokazu Nitta ,Marcia Satiko Iamamura,
Regis Yoshioka, Shigeki Sameshima e Yassuo Yuda

Comissão de Danças Folclóricas 
InternacionaIs
Presidente: Teruco Kamitsuji
Vice-presidentes: Carlos Henri Busch, 
Graziela Tamanaha e Rafael Pettersen                 
Membros: Adriana Yokoyama, Carlos Hideaki 
Fujinaga, Cecilia Marchiori, Fábio Gavranich 
Camargo, Francisca Gavranich Camargo, Jaime 
A Oblitas Alvarez, João Mozillo, Jorge Rybka, 
Marcia Guerria Rybka, Monika Melly Busch, 
Patrícia Egri Wissinievski, Sonia Maria Gavranich, 

Tamara Gers Dmitrov, Wilson Antonio Marchiori, 
Sandra Petroff e Victor Gers Junior

4 - COMITÊ JOVEM

Coordenadores
Rodolfo Wada (coord. geral), Hugo Teruya (secretaria), Oston 
Hirano (tesouraria)
Membros
Marcelo Hideshima, Ricardo Nishimura, Patricia Takehana  
Claudio Kurita, Fernando Matsumoto, Marcia Nakano e 
Grazi Tamanaha

Comissão de Jovens
Presidente: Rafael Pettersen
Vice-presidentes: Graziela Tamanaha e 
Tiago Carapinheiro
Membros: Akemi Matsune, Alice Akemi, Aline Castro, 
Aline Nunes, Aline Yukimi, Ana Kinukawa, André   
Gonçalves, André Ishikawa, André Kei, Andrew Hideo, 
Armin Ovca, Barbara Tiemi, Beatriz Amaral, Beatriz Ortiz, 
Bianca Desgualdo, Camila Hidani, Camila Lista, Camili 
Gil, Caroline Kikugava, Catarina Akemi, Cleber Kiyoshi, 
Daniel Nobre, Douglas Mitsuyuki, Eduardo Pereira, 
Fabio Shimoe, Felipe Arantes, Gabriel Kodo, Guilherme 
Kenji, Gustavo Moura, Hannah Andrade, Harumi Silvia, 
Isabela Falcão, Jaewon Yoon, João Cica, Julia Otsuka, 
Kamila Miranda, Lara Kimie, Larissa Aparecida, Larissa 
Carvalho, Laura Alfonzo, Leandro Mitsuo, Leonardo 
Inomata, Letícia Yukimi, Lidiane Yoshie, Luana Mayumi, 
Lucas de Avelar, Lucas Lago, Lucas Takahiro, Lucas 
Vellardi, Luiggi Monti, Luis Kinukawa, Marcia Yano, 
Marcus de Carvalho, Mariana Rodrigues, Mateus Lara, 
Matheus Bombine, Milenka Cuajera, Mitsuko 
Yanagisawa, Nilton Enta, Noemy Naomi, Patrick Dias, 
Paulo Tokobaro, Priscilla Tiemi, Rafael Martins, Sara 
Rafael, Seigo Matsumoto, Soraya Sato, Thiago Hideki, 
Thiago Massanori, Tiago Nakamura, William Massao, 
Willian Yamauchi, Yuiti Tanabe, Isaac Rosa, Karina 
Kiataqui,Kenny Kawajiri, Rafael Toshio, Suellen Maia, 
Vinicius Lye e Gustavo Boxa

Comissão do Fórum de Integração Bunkyo - FIB
Presidente: Oston Hirano
Vice-presidente: Hugo Teruya
Membros: Carol Ayako Doi, Douglas Mitsuyuki, 
Erika Tomioka,  Márcia Kamijo, Michelle Ywata, Patrícia 
Takehana, Philipe Yoshio Yoshizane, Reno Amoedo, 
Takayuki Kato e Yuri Ywata
               
Comissão de Bunka Matsuri
Presidente: Roberto T Kato
Vice-presidente: Patricia Takehana                
Membros: Carol Ayako Doi, Carolina Kagohara, 
Cecilia Ikedo, Douglas Mitsuyuki, Erika Yamauti, Fatima 
Nakamura, Graziela Tamanaha, Heloisa Yamamoto, 
Karina Torihara, Lucas Vellardi, Marcia Kamijo, Marina 
Ogawa, Nami Ono, Naomi Imaizumi, Priscilla 
Tiemi, Rafael Pettersen, Reno Amoedo, Rodolfo 
Wada, Roger Okura, Sayuri Adaniya, Tatiana Katayama, 
Tiago Carapinheiro, William Saito, Willian Yamauchi e 
Yoshio Yoshizane

Comissão de Cursos
Presidente: Maurício Miyasaki
Vice-presidentes: Hugo Teruya

Comissão Kakehashi Japão-Brasil
Presidente: Ricardo Nishimura
Vice-presidentes: Iju Shimizu Jr.
Membros: Andre Saito, Alexandre Kawase, Carol Ayako 
Doi,Claudio Kurita, Erika Tomioka. Erika Yamauti,  
Fernando Matsumoto, Gilmar Nashiro, Hugo Teruya,  
Klissia Tiba, Lika Kawano, Marcelo Asamura, Marcelo 
Hideshima, Marcia Nakano Kawase, Roberto Nishio, 
Rodolfo Wada, Patricia Takehana, Telma Shiraishi e  
Yoshio Yoshizane

Comissão de Projeto Network
Presidente: Yoshio Yoshizane
Membros: Adriana Kinoshita, Andre Saito, Célia Oi, 
Hugo Nihei, Margaret Sugiyama, Rodolfo Wada, 
Stephanie Hosaka e Tayna Yoko Hatori

COMITÊS E COMISSÕES  
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BALANÇOS PATRIMONIAIS EM 31 DE DEZEMBRO DE 2020 E 2019

(Valores expressos em R$ - Reais)

SOCIEDADE BRASILEIRA DE 
CULTURA JAPONESA E 
DE ASSISTÊNCIA SOCIAL
CNPJ: 61.511.127/0001-60

DEMONSTRAÇÕES DO SUPERÁVIT OU DÉFICIT PARA OS 
EXERCÍCIOS FINDOS EM 31 DE DEZEMBRO DE 2020 E 2019 
(Valores expressos em R$ - Reais)

DEMONSTRAÇÕES DAS MUTAÇÕES DO PATRIMÔNIO LÍQUIDO PARA 
OS EXERCÍCIOS FINDOS EM 31 DE DEZEMBRO DE 2020 E 2019
(Valores expressos em R$ - Reais)

1. CONTEXTO OPERACIONAL
A SOCIEDADE BRASILEIRA DE CULTURA 
JAPONESA E DE ASSISTÊNCIA SOCIAL, 
adiante referida como BUNKYO, fundada 
em 17 de dezembro de 1955 e registrada 
sob n.º 9386 em 29/05/1963, no 1.º Registro 
de Títulos e Documentos da Capital de 
São Paulo, é uma associação de �ns não 
econômicos, de atuação em âmbito nacional, 
constituída por número ilimitado de associados 
– pessoas físicas e jurídicas – sem distinção 
de nacionalidade, religião, raça ou condição 
social. Com sede à Rua São Joaquim, 381, 
Capital do Estado de São Paulo, podendo 
manter departamentos e unidades onde 
a Diretoria julgar conveniente; tendo por 
objetivo: a) promover atividades �lantrópicas e 
bene�centes de assistência social; b) preservar 
e divulgar a cultura japonesa no Brasil, em 
suas várias formas de expressão, contribuindo 
para o fortalecimento e aprimoramento da 
cultura brasileira; c) promover, estimular e 
apoiar ações no sentido de proteger a família, 
a infância, a adolescência e a velhice; d) 
preservar e valorizar a história, cultura e a 
contribuição do imigrante japonês e seus 
descendentes no Brasil; e) promover, estipular 

e apoiar ações destinadas a proteger o meio 
ambiente; f) divulgar a cultura brasileira dentro 
e fora do país, em especial no Japão, e 
promover o intercâmbio social e cultural entre 
os dois países, visando o fortalecimento dos 
laços de amizade entre eles; g) estimular e 
apoiar a prática do esporte, em suas diversas 
modalidades; h) promover estudos e debates 
sobres questões sociais, econômicas e política 
de interesse geral, buscando soluções; i) 
realizar e apoiar atividades que promovem a 
ética, a cidadania e a justiça social; j) promover 
e incentivar a integração das entidades 
congêneres entre si, e com o BUNKYO; k) 
promover e incentivar atividades culturais 
em geral.

2. APRESENTAÇÃO DAS 
DEMONSTRAÇÕES FINANCEIRAS
As demonstrações �nanceiras estão sendo 
elaboradas em conformidade com as práticas 
contábeis adotadas no Brasil aplicáveis às 
pequenas e médias empresas - NBCTG 1000 
(R1), emitido pelo Comitê de Pronunciamentos 
Contábeis (CPC), aprovado pelo CFC, com 
a faculdade conferida pela Resolução CFC 
nº 1.409/12 que aprovou a ITG 2002 (R1), do 

Conselho Federal de Contabilidade que trata 
das Entidades sem Finalidade de Lucros. 
As demonstrações foram aprovadas pela 
Governança da Sociedade em 07 de março 
de 2021.

3. PRINCIPAIS PRÁTICAS CONTÁBEIS
a - Apuração do Resultado
O resultado é apurado observando-se o regime 
de competência de exercício.
b - Estimativa Contábil
A elaboração das demonstrações �nanceiras 
de acordo com as práticas contábeis adotadas 
no Brasil requer que a Administração use de 
julgamento na determinação de certos valores 
que sejam registrados por estimativa, as quais 
são estabelecidas com o uso de premissas e 
pressupostos em relação a eventos futuros. 
Itens signi�cativos registrados com base em 
estimativas contábeis incluem as provisões 
para ajuste dos ativos ao valor de realização ou 
recuperação, os títulos mobiliários avaliados 
pelo valor de mercado, as provisões para 
indenizações, provisões para perdas em 
geral. A liquidação das transações registradas 
com base em estimativas poderá resultar 
em valores divergentes devido a imprecisões 

inerentes ao processo de sua determinação. 
A Administração da Entidade revisa 
periodicamente as estimativas e premissas.
c - Caixa e Equivalentes de Caixa
Compreendem os valores disponíveis em 
caixa, depósitos bancários e aplicações 
�nanceiras. Essas aplicações �nanceiras estão 
apresentadas acrescidas dos rendimentos 
incorridos até a data do balanço.
d - Ativo circulante e não circulante
São apresentados ao valor de realização, 
incluindo, quando aplicável, os rendimentos e 
variações monetárias auferidos.
e - Imobilizado
Está demonstrado ao custo de aquisição, 
líquido da depreciação acumulada, calculadas 
pelo método linear a taxas anuais que levam 
em consideração a vida útil econômica dos 
bens.
f - Passivo circulante
São demonstrados pelos valores conhecidos 
ou calculáveis, acrescidos, quando 
aplicável, dos correspondentes encargos e 
variações monetárias incorridos. Os saldos 
de Fornecedores e Contas a Pagar estão 
demonstrados pelos seus valores originais, 
com vencimentos para 2021.

NOTAS EXPLICATIVAS ÀS DEMONSTRAÇÕES FINANCEIRAS
EM 31 DE DEZEMBRO DE 2020 E 2019
(Valores em R$ - Reais)

4. CAIXA E EQUIVALENTES DE CAIXA 5. OUTROS CRÉDITOS

As notas explicativas são parte integrante das demonstrações �nanceiras.

As notas explicativas são parte integrante das demonstrações �nanceiras.

As notas explicativas são parte integrante das demonstrações �nanceiras.

(1)  Recursos recebidos pela Entidade e que somente poderão ser empregados em projetos 
especí�cos: Projeto Pronac (Programa Nacional de Apoio à Cultura) nº 193039 em favor do Museu 
Histórico da Imigração Japonesa no Brasil - R$ 105.000,00 e da Secretaria Municipal do Verde e do 
Meio Ambiente – Projeto de Acessibilidade do Pavilhão Japonês – R$ 80.000,00.

(2)   Aplicações Financeiras sem restrição:

BALANÇO PATRIMONIAL  
P

E
X

E
LS

DEMONSTRAÇÕES DOS RESULTADOS ABRANGENTES PARA OS 
EXERCÍCIOS FINDOS EM 31 DE DEZEMBRO DE 2020 E 2019
(Valores expressos em R$ - Reais)

DEMONSTRAÇÕES DOS FLUXOS DE CAIXAS PARA OS  
EXERCÍCIOS FINDOS EM 31 DE DEZEMBRO DE 2020 E 2019 
(Valores expressos em R$ - Reais)

As notas explicativas são parte integrante das demonstrações �nanceiras.

(a)  Numerários para revitalização da entidade.  
(b) Aplicação automática em CDB, com rentabilidade atrelada à taxa do CDI (Certi�cado de Depósito 
Inter�nanceiro).
(c) Aplicações em Renda Fixa, com rentabilidade média de 0,11% a.m.
(d) Aplicações em CDB Banco Santander, com rentabilidade atrelada à taxa do CDI.

(3)  Aplicações Financeiras com restrição: 
Recursos recebidos pela Entidade para uso exclusivo no projeto Pronac 193039 - em favor do Museu 
Histórico da Imigração Japonesa no Brasil. Enquanto não utilizados são aplicados substancialmente 
em fundos de investimentos de renda �xa, remunerados a taxa média de 0,12% a.m. Banco do Brasil 
– RF REF DI PLUS Ágil.

6. DESPESAS PAGAS ANTECIPADAMENTE

As despesas antecipadas referem-se: seguros do Edifício Bunkyo, Museu Histórico, Ginásio de 
Esportes Kokushikan e Pavilhão Japonês; benefícios aos empregados pagos a título de transporte e 
refeições que serão utilizados no mês subsequente. 

7. CONTAS A RECEBER

8. DEPÓSITOS JUDICIAIS

(*) Os Depósitos Judiciais referem-se aos valores de INSS patronal depositados em juízo no período 
de janeiro de 2007 a dezembro de 2009 e estão atualizados até a data do balanço com base na 
variação das taxas mensais da poupança. (**) Refere-se ao processo da Prefeitura de Paranaguá-PR, 
aguardando o julgamento da nossa exceção de pré-executividade.
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A SOCIEDADE BRASILEIRA DE CULTURA 
JAPONESA E DE ASSISTÊNCIA SOCIAL, 
adiante referida como BUNKYO, fundada 
em 17 de dezembro de 1955 e registrada 
sob n.º 9386 em 29/05/1963, no 1.º Registro 
de Títulos e Documentos da Capital de 
São Paulo, é uma associação de �ns não 
econômicos, de atuação em âmbito nacional, 
constituída por número ilimitado de associados 
– pessoas físicas e jurídicas – sem distinção 
de nacionalidade, religião, raça ou condição 
social. Com sede à Rua São Joaquim, 381, 
Capital do Estado de São Paulo, podendo 
manter departamentos e unidades onde 
a Diretoria julgar conveniente; tendo por 
objetivo: a) promover atividades �lantrópicas e 
bene�centes de assistência social; b) preservar 
e divulgar a cultura japonesa no Brasil, em 
suas várias formas de expressão, contribuindo 
para o fortalecimento e aprimoramento da 
cultura brasileira; c) promover, estimular e 
apoiar ações no sentido de proteger a família, 
a infância, a adolescência e a velhice; d) 
preservar e valorizar a história, cultura e a 
contribuição do imigrante japonês e seus 
descendentes no Brasil; e) promover, estipular 

e apoiar ações destinadas a proteger o meio 
ambiente; f) divulgar a cultura brasileira dentro 
e fora do país, em especial no Japão, e 
promover o intercâmbio social e cultural entre 
os dois países, visando o fortalecimento dos 
laços de amizade entre eles; g) estimular e 
apoiar a prática do esporte, em suas diversas 
modalidades; h) promover estudos e debates 
sobres questões sociais, econômicas e política 
de interesse geral, buscando soluções; i) 
realizar e apoiar atividades que promovem a 
ética, a cidadania e a justiça social; j) promover 
e incentivar a integração das entidades 
congêneres entre si, e com o BUNKYO; k) 
promover e incentivar atividades culturais 
em geral.

2. APRESENTAÇÃO DAS 
DEMONSTRAÇÕES FINANCEIRAS
As demonstrações �nanceiras estão sendo 
elaboradas em conformidade com as práticas 
contábeis adotadas no Brasil aplicáveis às 
pequenas e médias empresas - NBCTG 1000 
(R1), emitido pelo Comitê de Pronunciamentos 
Contábeis (CPC), aprovado pelo CFC, com 
a faculdade conferida pela Resolução CFC 
nº 1.409/12 que aprovou a ITG 2002 (R1), do 

Conselho Federal de Contabilidade que trata 
das Entidades sem Finalidade de Lucros. 
As demonstrações foram aprovadas pela 
Governança da Sociedade em 07 de março 
de 2021.

3. PRINCIPAIS PRÁTICAS CONTÁBEIS
a - Apuração do Resultado
O resultado é apurado observando-se o regime 
de competência de exercício.
b - Estimativa Contábil
A elaboração das demonstrações �nanceiras 
de acordo com as práticas contábeis adotadas 
no Brasil requer que a Administração use de 
julgamento na determinação de certos valores 
que sejam registrados por estimativa, as quais 
são estabelecidas com o uso de premissas e 
pressupostos em relação a eventos futuros. 
Itens signi�cativos registrados com base em 
estimativas contábeis incluem as provisões 
para ajuste dos ativos ao valor de realização ou 
recuperação, os títulos mobiliários avaliados 
pelo valor de mercado, as provisões para 
indenizações, provisões para perdas em 
geral. A liquidação das transações registradas 
com base em estimativas poderá resultar 
em valores divergentes devido a imprecisões 

inerentes ao processo de sua determinação. 
A Administração da Entidade revisa 
periodicamente as estimativas e premissas.
c - Caixa e Equivalentes de Caixa
Compreendem os valores disponíveis em 
caixa, depósitos bancários e aplicações 
�nanceiras. Essas aplicações �nanceiras estão 
apresentadas acrescidas dos rendimentos 
incorridos até a data do balanço.
d - Ativo circulante e não circulante
São apresentados ao valor de realização, 
incluindo, quando aplicável, os rendimentos e 
variações monetárias auferidos.
e - Imobilizado
Está demonstrado ao custo de aquisição, 
líquido da depreciação acumulada, calculadas 
pelo método linear a taxas anuais que levam 
em consideração a vida útil econômica dos 
bens.
f - Passivo circulante
São demonstrados pelos valores conhecidos 
ou calculáveis, acrescidos, quando 
aplicável, dos correspondentes encargos e 
variações monetárias incorridos. Os saldos 
de Fornecedores e Contas a Pagar estão 
demonstrados pelos seus valores originais, 
com vencimentos para 2021.

NOTAS EXPLICATIVAS ÀS DEMONSTRAÇÕES FINANCEIRAS
EM 31 DE DEZEMBRO DE 2020 E 2019
(Valores em R$ - Reais)

4. CAIXA E EQUIVALENTES DE CAIXA 5. OUTROS CRÉDITOS

As notas explicativas são parte integrante das demonstrações �nanceiras.

As notas explicativas são parte integrante das demonstrações �nanceiras.

As notas explicativas são parte integrante das demonstrações �nanceiras.

(1)  Recursos recebidos pela Entidade e que somente poderão ser empregados em projetos 
especí�cos: Projeto Pronac (Programa Nacional de Apoio à Cultura) nº 193039 em favor do Museu 
Histórico da Imigração Japonesa no Brasil - R$ 105.000,00 e da Secretaria Municipal do Verde e do 
Meio Ambiente – Projeto de Acessibilidade do Pavilhão Japonês – R$ 80.000,00.

(2)   Aplicações Financeiras sem restrição:

BALANÇO PATRIMONIAL  
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DEMONSTRAÇÕES DOS RESULTADOS ABRANGENTES PARA OS 
EXERCÍCIOS FINDOS EM 31 DE DEZEMBRO DE 2020 E 2019
(Valores expressos em R$ - Reais)

DEMONSTRAÇÕES DOS FLUXOS DE CAIXAS PARA OS  
EXERCÍCIOS FINDOS EM 31 DE DEZEMBRO DE 2020 E 2019 
(Valores expressos em R$ - Reais)

As notas explicativas são parte integrante das demonstrações �nanceiras.

(a)  Numerários para revitalização da entidade.  
(b) Aplicação automática em CDB, com rentabilidade atrelada à taxa do CDI (Certi�cado de Depósito 
Inter�nanceiro).
(c) Aplicações em Renda Fixa, com rentabilidade média de 0,11% a.m.
(d) Aplicações em CDB Banco Santander, com rentabilidade atrelada à taxa do CDI.

(3)  Aplicações Financeiras com restrição: 
Recursos recebidos pela Entidade para uso exclusivo no projeto Pronac 193039 - em favor do Museu 
Histórico da Imigração Japonesa no Brasil. Enquanto não utilizados são aplicados substancialmente 
em fundos de investimentos de renda �xa, remunerados a taxa média de 0,12% a.m. Banco do Brasil 
– RF REF DI PLUS Ágil.

6. DESPESAS PAGAS ANTECIPADAMENTE

As despesas antecipadas referem-se: seguros do Edifício Bunkyo, Museu Histórico, Ginásio de 
Esportes Kokushikan e Pavilhão Japonês; benefícios aos empregados pagos a título de transporte e 
refeições que serão utilizados no mês subsequente. 

7. CONTAS A RECEBER

8. DEPÓSITOS JUDICIAIS

(*) Os Depósitos Judiciais referem-se aos valores de INSS patronal depositados em juízo no período 
de janeiro de 2007 a dezembro de 2009 e estão atualizados até a data do balanço com base na 
variação das taxas mensais da poupança. (**) Refere-se ao processo da Prefeitura de Paranaguá-PR, 
aguardando o julgamento da nossa exceção de pré-executividade.
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BALANÇOS PATRIMONIAIS EM 31 DE DEZEMBRO DE 2020 E 2019

(Valores expressos em R$ - Reais)

SOCIEDADE BRASILEIRA DE 
CULTURA JAPONESA E 
DE ASSISTÊNCIA SOCIAL
CNPJ: 61.511.127/0001-60

DEMONSTRAÇÕES DO SUPERÁVIT OU DÉFICIT PARA OS 
EXERCÍCIOS FINDOS EM 31 DE DEZEMBRO DE 2020 E 2019 
(Valores expressos em R$ - Reais)

DEMONSTRAÇÕES DAS MUTAÇÕES DO PATRIMÔNIO LÍQUIDO PARA 
OS EXERCÍCIOS FINDOS EM 31 DE DEZEMBRO DE 2020 E 2019
(Valores expressos em R$ - Reais)

1. CONTEXTO OPERACIONAL
A SOCIEDADE BRASILEIRA DE CULTURA 
JAPONESA E DE ASSISTÊNCIA SOCIAL, 
adiante referida como BUNKYO, fundada 
em 17 de dezembro de 1955 e registrada 
sob n.º 9386 em 29/05/1963, no 1.º Registro 
de Títulos e Documentos da Capital de 
São Paulo, é uma associação de �ns não 
econômicos, de atuação em âmbito nacional, 
constituída por número ilimitado de associados 
– pessoas físicas e jurídicas – sem distinção 
de nacionalidade, religião, raça ou condição 
social. Com sede à Rua São Joaquim, 381, 
Capital do Estado de São Paulo, podendo 
manter departamentos e unidades onde 
a Diretoria julgar conveniente; tendo por 
objetivo: a) promover atividades �lantrópicas e 
bene�centes de assistência social; b) preservar 
e divulgar a cultura japonesa no Brasil, em 
suas várias formas de expressão, contribuindo 
para o fortalecimento e aprimoramento da 
cultura brasileira; c) promover, estimular e 
apoiar ações no sentido de proteger a família, 
a infância, a adolescência e a velhice; d) 
preservar e valorizar a história, cultura e a 
contribuição do imigrante japonês e seus 
descendentes no Brasil; e) promover, estipular 

e apoiar ações destinadas a proteger o meio 
ambiente; f) divulgar a cultura brasileira dentro 
e fora do país, em especial no Japão, e 
promover o intercâmbio social e cultural entre 
os dois países, visando o fortalecimento dos 
laços de amizade entre eles; g) estimular e 
apoiar a prática do esporte, em suas diversas 
modalidades; h) promover estudos e debates 
sobres questões sociais, econômicas e política 
de interesse geral, buscando soluções; i) 
realizar e apoiar atividades que promovem a 
ética, a cidadania e a justiça social; j) promover 
e incentivar a integração das entidades 
congêneres entre si, e com o BUNKYO; k) 
promover e incentivar atividades culturais 
em geral.

2. APRESENTAÇÃO DAS 
DEMONSTRAÇÕES FINANCEIRAS
As demonstrações �nanceiras estão sendo 
elaboradas em conformidade com as práticas 
contábeis adotadas no Brasil aplicáveis às 
pequenas e médias empresas - NBCTG 1000 
(R1), emitido pelo Comitê de Pronunciamentos 
Contábeis (CPC), aprovado pelo CFC, com 
a faculdade conferida pela Resolução CFC 
nº 1.409/12 que aprovou a ITG 2002 (R1), do 

Conselho Federal de Contabilidade que trata 
das Entidades sem Finalidade de Lucros. 
As demonstrações foram aprovadas pela 
Governança da Sociedade em 07 de março 
de 2021.

3. PRINCIPAIS PRÁTICAS CONTÁBEIS
a - Apuração do Resultado
O resultado é apurado observando-se o regime 
de competência de exercício.
b - Estimativa Contábil
A elaboração das demonstrações �nanceiras 
de acordo com as práticas contábeis adotadas 
no Brasil requer que a Administração use de 
julgamento na determinação de certos valores 
que sejam registrados por estimativa, as quais 
são estabelecidas com o uso de premissas e 
pressupostos em relação a eventos futuros. 
Itens signi�cativos registrados com base em 
estimativas contábeis incluem as provisões 
para ajuste dos ativos ao valor de realização ou 
recuperação, os títulos mobiliários avaliados 
pelo valor de mercado, as provisões para 
indenizações, provisões para perdas em 
geral. A liquidação das transações registradas 
com base em estimativas poderá resultar 
em valores divergentes devido a imprecisões 

inerentes ao processo de sua determinação. 
A Administração da Entidade revisa 
periodicamente as estimativas e premissas.
c - Caixa e Equivalentes de Caixa
Compreendem os valores disponíveis em 
caixa, depósitos bancários e aplicações 
�nanceiras. Essas aplicações �nanceiras estão 
apresentadas acrescidas dos rendimentos 
incorridos até a data do balanço.
d - Ativo circulante e não circulante
São apresentados ao valor de realização, 
incluindo, quando aplicável, os rendimentos e 
variações monetárias auferidos.
e - Imobilizado
Está demonstrado ao custo de aquisição, 
líquido da depreciação acumulada, calculadas 
pelo método linear a taxas anuais que levam 
em consideração a vida útil econômica dos 
bens.
f - Passivo circulante
São demonstrados pelos valores conhecidos 
ou calculáveis, acrescidos, quando 
aplicável, dos correspondentes encargos e 
variações monetárias incorridos. Os saldos 
de Fornecedores e Contas a Pagar estão 
demonstrados pelos seus valores originais, 
com vencimentos para 2021.

NOTAS EXPLICATIVAS ÀS DEMONSTRAÇÕES FINANCEIRAS
EM 31 DE DEZEMBRO DE 2020 E 2019
(Valores em R$ - Reais)

4. CAIXA E EQUIVALENTES DE CAIXA 5. OUTROS CRÉDITOS

As notas explicativas são parte integrante das demonstrações �nanceiras.

As notas explicativas são parte integrante das demonstrações �nanceiras.

As notas explicativas são parte integrante das demonstrações �nanceiras.

(1)  Recursos recebidos pela Entidade e que somente poderão ser empregados em projetos 
especí�cos: Projeto Pronac (Programa Nacional de Apoio à Cultura) nº 193039 em favor do Museu 
Histórico da Imigração Japonesa no Brasil - R$ 105.000,00 e da Secretaria Municipal do Verde e do 
Meio Ambiente – Projeto de Acessibilidade do Pavilhão Japonês – R$ 80.000,00.

(2)   Aplicações Financeiras sem restrição:
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DEMONSTRAÇÕES DOS RESULTADOS ABRANGENTES PARA OS 
EXERCÍCIOS FINDOS EM 31 DE DEZEMBRO DE 2020 E 2019
(Valores expressos em R$ - Reais)

DEMONSTRAÇÕES DOS FLUXOS DE CAIXAS PARA OS  
EXERCÍCIOS FINDOS EM 31 DE DEZEMBRO DE 2020 E 2019 
(Valores expressos em R$ - Reais)

As notas explicativas são parte integrante das demonstrações �nanceiras.

(a)  Numerários para revitalização da entidade.  
(b) Aplicação automática em CDB, com rentabilidade atrelada à taxa do CDI (Certi�cado de Depósito 
Inter�nanceiro).
(c) Aplicações em Renda Fixa, com rentabilidade média de 0,11% a.m.
(d) Aplicações em CDB Banco Santander, com rentabilidade atrelada à taxa do CDI.

(3)  Aplicações Financeiras com restrição: 
Recursos recebidos pela Entidade para uso exclusivo no projeto Pronac 193039 - em favor do Museu 
Histórico da Imigração Japonesa no Brasil. Enquanto não utilizados são aplicados substancialmente 
em fundos de investimentos de renda �xa, remunerados a taxa média de 0,12% a.m. Banco do Brasil 
– RF REF DI PLUS Ágil.

6. DESPESAS PAGAS ANTECIPADAMENTE

As despesas antecipadas referem-se: seguros do Edifício Bunkyo, Museu Histórico, Ginásio de 
Esportes Kokushikan e Pavilhão Japonês; benefícios aos empregados pagos a título de transporte e 
refeições que serão utilizados no mês subsequente. 

7. CONTAS A RECEBER

8. DEPÓSITOS JUDICIAIS

(*) Os Depósitos Judiciais referem-se aos valores de INSS patronal depositados em juízo no período 
de janeiro de 2007 a dezembro de 2009 e estão atualizados até a data do balanço com base na 
variação das taxas mensais da poupança. (**) Refere-se ao processo da Prefeitura de Paranaguá-PR, 
aguardando o julgamento da nossa exceção de pré-executividade.
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manter departamentos e unidades onde 
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objetivo: a) promover atividades �lantrópicas e 
bene�centes de assistência social; b) preservar 
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suas várias formas de expressão, contribuindo 
para o fortalecimento e aprimoramento da 
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9. INVESTIMENTO EM AÇÕES

10. IMOBILIZADO 11. INTANGÍVEL

12. OBRIGAÇÕES SOCIAIS E TRABALHISTAS

13. CONTAS A PAGAR

14. RECURSOS DE PROJETO 15. CRÉDITO DE DIRETORES

21. AS ATIVIDADES DE ASSISTÊNCIA SOCIAL REALIZADAS NO EXERCÍCIO DE 2020
A Entidade realiza ações sociais de forma gratuita, continuada e planejada, sem quaisquer discrimi-
nações, nos termos da Lei nº 8.742 de 07 de dezembro de 1993.
Resumo das principais atividades realizadas em 2020 (número de atendimentos):

22. CONTINGÊNCIAS PARA RISCOS PROCESSUAIS
A Entidade possui processos em andamento de natureza trabalhista e tributárias, decorrentes do 
curso normal de suas atividades.
A administração da Entidade, consubstanciada na opinião de seus assessores jurídicos, considera 
que os encaminhamentos e providências legais e cabíveis, já tomados em cada processo, conforme 
apresentado abaixo, são su�cientes para cobrir possíveis perdas e preservação do patrimônio líquido 
da Entidade, que são reavaliados periodicamente.

RENATO ISHIKAWA 
Presidente 
CPF: 016.732.118-87

GERSON SHITOSHI 
FUKANOKI KUNII 
Tesoureiro Geral
CPF: 057.178.768-15

TAKANOBU MATSUNAGA
Contador CRC-1SP 
047.059/O-8
CPF: 046.982.588-04

PARECER DO CONSELHO FISCAL
O Conselho Fiscal da SOCIEDADE BRASILEIRA DE CULTURA JAPONESA E DE ASSISTÊNCIA 
SOCIAL, em cumprimento às suas obrigações legais, examinou as Demonstrações Financeiras refe-
rentes ao exercício encerrado em 31 de dezembro de 2020, compreendendo o Balanço Patrimonial, 
Demonstrações do Superávit ou Dé�cit, Mutações do Patrimônio Líquido, Demonstrações do Fluxo 
de Caixa e Notas Explicativas. Com base nos exames efetuados e à vista do parecer dos Auditores 
Independentes datados de 12 de abril de 2021, o Conselho Fiscal entende que as peças acima men-
cionadas re�etem adequadamente em seus aspectos relevantes a situação �nanceira e patrimonial 
da Entidade e que estão de conformidade com as disposições legais pertinentes à matéria.

São Paulo, 20 de abril de 2021.

MEMBROS EFETIVOS
Hiroshi Takahashi     Takao Yamada     Ronaldo Yuzo Ogasawara
MEMBROS SUPLENTES
Tetuya Fujimoto     Sunao Sato     Lidia Keiko Ogassavara Shimizu

BALANÇO PATRIMONIAL  

Estão registrados pelo valor corrigido até o fechamento da cotação em 31.12.2020. O valor de mercado das ações em 31.12.2020 é de R$ 5.083,86. Conforme demonstrado no quadro abaixo:

(1) No exercício de 2020, foram obtidos recursos de pessoas jurídicas para uso exclusivo em 
projetos especí�cos PRONAC 193039 – “Museu Histórico da Imigração Japonesa no Brasil – Plano 
Anual 2021L”. O projeto contempla o período de um ano das atividades culturais regulares do Museu 
Histórico da Imigração Japonesa no Brasil, formado pela produção de uma exposição permanente 
(9 ° andar), produção do projeto Museu Vivo (acervo, pesquisa exposição temporária e mostra de 
�lmes), estruturação do programa educativo da instituição, bem como a manutenção e atualizações 
prediais da instituição, ocupando o 3 °, 7 °, 8 ° e 9 ° andar da Entidade.

(2) Secretaria Municipal da Fazenda 47.914-4 PMSP – SVMA.
Processo Administrativo nº 6010.2020/0000798-6 - Publicado no Diário O�cial da Cidade de São 
Paulo em 13/08/2020.

Repasse da Prefeitura do Município de São Paulo através da Secretaria Municipal do Verde e do Meio 
Ambiente no valor de R$ 80.000,00, conforme a Nota de Empenho nº 69.378/2020.
Objetivo: Adaptação de acessibilidade e equipamentos de incêndio dentro do Pavilhão Japonês do 
Parque Ibirapuera conforme determina o Decreto 45.552/2004. Uma grande parte dos visitantes são pes-
soas com mobilidade reduzida e de�cientes físicos que utilizam cadeiras de rodas e não existe acesso 
adequado para esse público. Na reforma inclui instalações de rampas de acesso e banheiro adaptado.

Corresponde a empréstimos dos associados, para manutenção da Entidade, sem acréscimo de 
encargos �nanceiros.

16. SUBVENÇÕES PARA INVESTIMENTOS

17.   PATRIMÔNIO LÍQUIDO
O Patrimônio Líquido compreende o Patrimônio 
Social inicial acrescido dos Superávit e 
diminuído dos Dé�cit ocorridos de exercícios 
anteriores, Reservas de Reavaliação e Fundos 
para revitalização do Bunkyo que corresponde 
a doação de projetos para reforma.

18.   RECEITAS OPERACIONAIS
As principais fontes de receita da Entidade 
são provenientes das Comissões: Geral, Patri-

monial, Museu Histórico Imigração Japonesa, 
Pavilhão Japonês, Centro Esportivo Kokushikan 
Daigaku, Comunicação, Bunka Matsuri, Música 
Dança Folclórica Japonesa, Jovens - Seinen 
Bunkyo, Prêmio K.Yamamoto, Atividades 
Literárias, Bunkyo Rural, Relacionamento c/ 
Associações e Relações Empresariais.

19.   DESPESAS OPERACIONAIS
São dispêndios diversos tipos de despesas 
com a manutenção das Comissões: Geral, 

Assistência Social, Patrimonial, Museu Histórico 
Imigração Japonesa, Centro Esportivo Kokushi-
kan Daigaku, Pavilhão Japonês, Comunicação, 
Prêmio K.Yamamoto, Bunkyo Rural, Relações 
Empresariais, Condomínio Bunkyo, e Bunka 
Matsuri.

20.   CERTIFICADOS
20.1 - Certi�cado de Entidade Bene�-
cente de Assistência Social - CEBAS
A Entidade recebeu a publicação em 

29/08/2018 no Diário O�cial da União, referente 
ao indeferimento do pedido de Renovação 
da Certi�cação de Entidade Bene�cente de 
Assistência Social – CEBAS, em 26/09/2018 
foi protocolado o recurso e em 08/02/2019 foi 
enviado o complemento de informações do 
recurso e que se encontra em análise.
20.2 - Certi�cado do Conselho Municipal 
de Assistência Social COMAS – S.P.
A Entidade mantém o projeto social denomi-
nado “Plano Básico de Ação – Centro de Con-

vivência” contendo programas de atividades e 
parcerias, e trienalmente a Entidade apresenta 
relatórios de atividades e plano de ação para 
�ns de manutenção do Certi�cado emitido pelo 
COMAS-SP nº 349/12, atendendo exigências 
do órgão. Última manutenção em 04/2019.
20.3 – Certi�cado de Credenciamento 
SMADS
A Entidade recebeu a publicação em 
31/05/2018 no Diário O�cial da Cidade de São 

Paulo, referente ao deferimento do pedido de 
Renovação do Certi�cado de Credenciamento 
na SMADS com validade até 30/06/2021, 
conferida pela Supervisão de Assistência 
Social – Sé, de acordo com a Portaria nº 10/
SMADS/2018.
20.4 - Certi�cado de Entidade de Utili-
dade Pública
A Entidade apresenta relatórios anuais de Ati-
vidades para �ns de manutenção do Título de 

Utilidade Pública Federal, Estadual e Municipal. 
A Certidão de Utilidade Pública Federal foi 
renovada e sua validade expirou em 30/09/2016. 
Entretanto, a partir de 1º de março de 2016, 
através da Portaria MJ 362, o Ministério da 
Justiça comunicou a extinção do Título de 
Utilidade Pública Federal – UPF e a desativação 
do Cadastro Nacional das Entidades Sociais do 
Ministério da Justiça (CNES), revogando dessa 
forma a Lei nº 91/35 pela Lei nº 13.204 de 2015 

e de conformidade com o Marco Regulatório das 
Organizações da Sociedade Civil que entrou em 
vigor em 25/01/2016 (Lei nº 13.019 de 2014).
A entidade tem apresentado anualmente o 
relatório de atividades para a manutenção da 
Certidão de Utilidade Pública Estadual, a última 
emitida em 11/09/2020 – nº 8327945-4702 e 
trienalmente para a manutenção da Certidão 
de Utilidade Pública Municipal, protocolado a 
manutenção em 29/10/2020.

Corresponde a doações que serão utilizadas para construção do Pavilhão I do Kokushikan e Refor-
ma do Museu Histórico da Imigração Japonesa.

Perda Possível consiste na demanda judicial reclamado pela Prefeitura de Paranaguá/PR requerendo 
o pagamento do IPTU e Taxas de lixo, para esse processo existem depósitos judiciais no montante 
de R$ 22.933,45 (nota 8) a entidade aguarda o julgamento da exceção de pré-executividade.
Perda Possível refere-se às discussões judiciais relativas ao INSS patronal, dos períodos de 01/1994 
a 07/2005.

23. COBERTURA DE SEGUROS
A Entidade adota a política de contratar seguros para os bens imóveis e móveis e responsabilidade 
civil, considerado pela administração o montante assegurado para cobrir perdas resultantes de 
eventuais sinistros.

24. SERVIÇOS VOLUNTÁRIOS

25. ISENÇÕES USUFRUIDAS
Em 2020 a Entidade usufruiu isenções de Contribuição Previdenciária, COFINS e CSLL no montante 
de R$ 331.264,82.

26. GERENCIAMENTO DE RISCO

Gerenciamento de risco
A Entidade opera apenas com instrumentos �nanceiros não derivativos e adota uma política de 
gerenciamento dos seus riscos, que considera a adoção de procedimentos que envolvem todas as 
suas áreas criticas, garantindo que as condições das suas atividades estejam livres de risco real:

Estrutura do gerenciamento de risco – As políticas de gerenciamento de risco são estabe-
lecidas para identi�car e analisar os riscos e oportunidades que afetam a criação ou preservação 
da Entidade, bem como são revisados frequentemente para re�etir mudanças nas condições de 
mercado e nas atividades da Entidade. O gerenciamento de risco é um processo que envolve todos 
os níveis da Entidade, aplicado desde no estabelecimento das estratégias, direcionadas a identi�car 
eventos em potencial que podem vir a afetá-las, até a administração dos riscos de modo a mantê-los 
compatíveis ao apetite a risco da Entidade.
Em função das características e da forma de atividades, bem como da posição patrimonial e �nan-
ceira em 31 de dezembro de 2020, a Entidade está sujeita aos fatores de:
a)  Risco de mercado – Risco de mercado é o risco das alterações nos preços de mercado, 
tais como as taxas de juros, têm nos ganhos da Entidade, no valor de suas participações em 
instrumentos �nanceiros. O objetivo do gerenciamento de risco de mercado é gerenciar e controlar 
as exposições a riscos de mercado, dentro de parâmetros aceitáveis, e ao mesmo tempo otimizar o 
retorno. Com relação às taxas de juros, visando à mitigação deste tipo de risco, a Entidade centraliza 
seus investimentos em operações com taxas de rentabilidade que acompanham a variação do CDI 
em Certi�cado de Depósito Interbancário e fundos de renda �xa.
b)  Risco de liquidez – É o risco em que a Entidade irá encontrar em cumprir com as obrigações 
associadas com seus passivos �nanceiros que são liquidados com pagamentos à vista ou com outro 
ativo �nanceiro. A abordagem da Entidade na administração de liquidez é de garantir, o máximo 
possível, que sempre tenha liquidez su�ciente para cumprir com suas obrigações ao vencerem, 
sob condições normais e de estresse, sem causar perdas inaceitáveis ou com risco de prejudicar 
a reputação da Entidade. Este risco é eliminado, uma vez que a Entidade possui uma estrutura e 
capital já equalizada.    

27.  EVENTOS SUBSEQUENTES

A administração avaliou o novo cenário dos impactos pela Covid-19 ocorridos no exercício e 
subsequentemente à data de encerramento do exercício, e neste momento não foram identi�cados 
impactos �nanceiros ou patrimoniais da sociedade e a inexistência de fatos que venham a ter efeito 
relevante sobre seus resultados futuros.
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9. INVESTIMENTO EM AÇÕES

10. IMOBILIZADO 11. INTANGÍVEL

12. OBRIGAÇÕES SOCIAIS E TRABALHISTAS

13. CONTAS A PAGAR

14. RECURSOS DE PROJETO 15. CRÉDITO DE DIRETORES

21. AS ATIVIDADES DE ASSISTÊNCIA SOCIAL REALIZADAS NO EXERCÍCIO DE 2020
A Entidade realiza ações sociais de forma gratuita, continuada e planejada, sem quaisquer discrimi-
nações, nos termos da Lei nº 8.742 de 07 de dezembro de 1993.
Resumo das principais atividades realizadas em 2020 (número de atendimentos):

22. CONTINGÊNCIAS PARA RISCOS PROCESSUAIS
A Entidade possui processos em andamento de natureza trabalhista e tributárias, decorrentes do 
curso normal de suas atividades.
A administração da Entidade, consubstanciada na opinião de seus assessores jurídicos, considera 
que os encaminhamentos e providências legais e cabíveis, já tomados em cada processo, conforme 
apresentado abaixo, são su�cientes para cobrir possíveis perdas e preservação do patrimônio líquido 
da Entidade, que são reavaliados periodicamente.

RENATO ISHIKAWA 
Presidente 
CPF: 016.732.118-87

GERSON SHITOSHI 
FUKANOKI KUNII 
Tesoureiro Geral
CPF: 057.178.768-15

TAKANOBU MATSUNAGA
Contador CRC-1SP 
047.059/O-8
CPF: 046.982.588-04

PARECER DO CONSELHO FISCAL
O Conselho Fiscal da SOCIEDADE BRASILEIRA DE CULTURA JAPONESA E DE ASSISTÊNCIA 
SOCIAL, em cumprimento às suas obrigações legais, examinou as Demonstrações Financeiras refe-
rentes ao exercício encerrado em 31 de dezembro de 2020, compreendendo o Balanço Patrimonial, 
Demonstrações do Superávit ou Dé�cit, Mutações do Patrimônio Líquido, Demonstrações do Fluxo 
de Caixa e Notas Explicativas. Com base nos exames efetuados e à vista do parecer dos Auditores 
Independentes datados de 12 de abril de 2021, o Conselho Fiscal entende que as peças acima men-
cionadas re�etem adequadamente em seus aspectos relevantes a situação �nanceira e patrimonial 
da Entidade e que estão de conformidade com as disposições legais pertinentes à matéria.

São Paulo, 20 de abril de 2021.

MEMBROS EFETIVOS
Hiroshi Takahashi     Takao Yamada     Ronaldo Yuzo Ogasawara
MEMBROS SUPLENTES
Tetuya Fujimoto     Sunao Sato     Lidia Keiko Ogassavara Shimizu

BALANÇO PATRIMONIAL  

Estão registrados pelo valor corrigido até o fechamento da cotação em 31.12.2020. O valor de mercado das ações em 31.12.2020 é de R$ 5.083,86. Conforme demonstrado no quadro abaixo:

(1) No exercício de 2020, foram obtidos recursos de pessoas jurídicas para uso exclusivo em 
projetos especí�cos PRONAC 193039 – “Museu Histórico da Imigração Japonesa no Brasil – Plano 
Anual 2021L”. O projeto contempla o período de um ano das atividades culturais regulares do Museu 
Histórico da Imigração Japonesa no Brasil, formado pela produção de uma exposição permanente 
(9 ° andar), produção do projeto Museu Vivo (acervo, pesquisa exposição temporária e mostra de 
�lmes), estruturação do programa educativo da instituição, bem como a manutenção e atualizações 
prediais da instituição, ocupando o 3 °, 7 °, 8 ° e 9 ° andar da Entidade.

(2) Secretaria Municipal da Fazenda 47.914-4 PMSP – SVMA.
Processo Administrativo nº 6010.2020/0000798-6 - Publicado no Diário O�cial da Cidade de São 
Paulo em 13/08/2020.

Repasse da Prefeitura do Município de São Paulo através da Secretaria Municipal do Verde e do Meio 
Ambiente no valor de R$ 80.000,00, conforme a Nota de Empenho nº 69.378/2020.
Objetivo: Adaptação de acessibilidade e equipamentos de incêndio dentro do Pavilhão Japonês do 
Parque Ibirapuera conforme determina o Decreto 45.552/2004. Uma grande parte dos visitantes são pes-
soas com mobilidade reduzida e de�cientes físicos que utilizam cadeiras de rodas e não existe acesso 
adequado para esse público. Na reforma inclui instalações de rampas de acesso e banheiro adaptado.

Corresponde a empréstimos dos associados, para manutenção da Entidade, sem acréscimo de 
encargos �nanceiros.

16. SUBVENÇÕES PARA INVESTIMENTOS

17.   PATRIMÔNIO LÍQUIDO
O Patrimônio Líquido compreende o Patrimônio 
Social inicial acrescido dos Superávit e 
diminuído dos Dé�cit ocorridos de exercícios 
anteriores, Reservas de Reavaliação e Fundos 
para revitalização do Bunkyo que corresponde 
a doação de projetos para reforma.

18.   RECEITAS OPERACIONAIS
As principais fontes de receita da Entidade 
são provenientes das Comissões: Geral, Patri-

monial, Museu Histórico Imigração Japonesa, 
Pavilhão Japonês, Centro Esportivo Kokushikan 
Daigaku, Comunicação, Bunka Matsuri, Música 
Dança Folclórica Japonesa, Jovens - Seinen 
Bunkyo, Prêmio K.Yamamoto, Atividades 
Literárias, Bunkyo Rural, Relacionamento c/ 
Associações e Relações Empresariais.

19.   DESPESAS OPERACIONAIS
São dispêndios diversos tipos de despesas 
com a manutenção das Comissões: Geral, 

Assistência Social, Patrimonial, Museu Histórico 
Imigração Japonesa, Centro Esportivo Kokushi-
kan Daigaku, Pavilhão Japonês, Comunicação, 
Prêmio K.Yamamoto, Bunkyo Rural, Relações 
Empresariais, Condomínio Bunkyo, e Bunka 
Matsuri.

20.   CERTIFICADOS
20.1 - Certi�cado de Entidade Bene�-
cente de Assistência Social - CEBAS
A Entidade recebeu a publicação em 

29/08/2018 no Diário O�cial da União, referente 
ao indeferimento do pedido de Renovação 
da Certi�cação de Entidade Bene�cente de 
Assistência Social – CEBAS, em 26/09/2018 
foi protocolado o recurso e em 08/02/2019 foi 
enviado o complemento de informações do 
recurso e que se encontra em análise.
20.2 - Certi�cado do Conselho Municipal 
de Assistência Social COMAS – S.P.
A Entidade mantém o projeto social denomi-
nado “Plano Básico de Ação – Centro de Con-

vivência” contendo programas de atividades e 
parcerias, e trienalmente a Entidade apresenta 
relatórios de atividades e plano de ação para 
�ns de manutenção do Certi�cado emitido pelo 
COMAS-SP nº 349/12, atendendo exigências 
do órgão. Última manutenção em 04/2019.
20.3 – Certi�cado de Credenciamento 
SMADS
A Entidade recebeu a publicação em 
31/05/2018 no Diário O�cial da Cidade de São 

Paulo, referente ao deferimento do pedido de 
Renovação do Certi�cado de Credenciamento 
na SMADS com validade até 30/06/2021, 
conferida pela Supervisão de Assistência 
Social – Sé, de acordo com a Portaria nº 10/
SMADS/2018.
20.4 - Certi�cado de Entidade de Utili-
dade Pública
A Entidade apresenta relatórios anuais de Ati-
vidades para �ns de manutenção do Título de 

Utilidade Pública Federal, Estadual e Municipal. 
A Certidão de Utilidade Pública Federal foi 
renovada e sua validade expirou em 30/09/2016. 
Entretanto, a partir de 1º de março de 2016, 
através da Portaria MJ 362, o Ministério da 
Justiça comunicou a extinção do Título de 
Utilidade Pública Federal – UPF e a desativação 
do Cadastro Nacional das Entidades Sociais do 
Ministério da Justiça (CNES), revogando dessa 
forma a Lei nº 91/35 pela Lei nº 13.204 de 2015 

e de conformidade com o Marco Regulatório das 
Organizações da Sociedade Civil que entrou em 
vigor em 25/01/2016 (Lei nº 13.019 de 2014).
A entidade tem apresentado anualmente o 
relatório de atividades para a manutenção da 
Certidão de Utilidade Pública Estadual, a última 
emitida em 11/09/2020 – nº 8327945-4702 e 
trienalmente para a manutenção da Certidão 
de Utilidade Pública Municipal, protocolado a 
manutenção em 29/10/2020.

Corresponde a doações que serão utilizadas para construção do Pavilhão I do Kokushikan e Refor-
ma do Museu Histórico da Imigração Japonesa.

Perda Possível consiste na demanda judicial reclamado pela Prefeitura de Paranaguá/PR requerendo 
o pagamento do IPTU e Taxas de lixo, para esse processo existem depósitos judiciais no montante 
de R$ 22.933,45 (nota 8) a entidade aguarda o julgamento da exceção de pré-executividade.
Perda Possível refere-se às discussões judiciais relativas ao INSS patronal, dos períodos de 01/1994 
a 07/2005.

23. COBERTURA DE SEGUROS
A Entidade adota a política de contratar seguros para os bens imóveis e móveis e responsabilidade 
civil, considerado pela administração o montante assegurado para cobrir perdas resultantes de 
eventuais sinistros.

24. SERVIÇOS VOLUNTÁRIOS

25. ISENÇÕES USUFRUIDAS
Em 2020 a Entidade usufruiu isenções de Contribuição Previdenciária, COFINS e CSLL no montante 
de R$ 331.264,82.

26. GERENCIAMENTO DE RISCO

Gerenciamento de risco
A Entidade opera apenas com instrumentos �nanceiros não derivativos e adota uma política de 
gerenciamento dos seus riscos, que considera a adoção de procedimentos que envolvem todas as 
suas áreas criticas, garantindo que as condições das suas atividades estejam livres de risco real:

Estrutura do gerenciamento de risco – As políticas de gerenciamento de risco são estabe-
lecidas para identi�car e analisar os riscos e oportunidades que afetam a criação ou preservação 
da Entidade, bem como são revisados frequentemente para re�etir mudanças nas condições de 
mercado e nas atividades da Entidade. O gerenciamento de risco é um processo que envolve todos 
os níveis da Entidade, aplicado desde no estabelecimento das estratégias, direcionadas a identi�car 
eventos em potencial que podem vir a afetá-las, até a administração dos riscos de modo a mantê-los 
compatíveis ao apetite a risco da Entidade.
Em função das características e da forma de atividades, bem como da posição patrimonial e �nan-
ceira em 31 de dezembro de 2020, a Entidade está sujeita aos fatores de:
a)  Risco de mercado – Risco de mercado é o risco das alterações nos preços de mercado, 
tais como as taxas de juros, têm nos ganhos da Entidade, no valor de suas participações em 
instrumentos �nanceiros. O objetivo do gerenciamento de risco de mercado é gerenciar e controlar 
as exposições a riscos de mercado, dentro de parâmetros aceitáveis, e ao mesmo tempo otimizar o 
retorno. Com relação às taxas de juros, visando à mitigação deste tipo de risco, a Entidade centraliza 
seus investimentos em operações com taxas de rentabilidade que acompanham a variação do CDI 
em Certi�cado de Depósito Interbancário e fundos de renda �xa.
b)  Risco de liquidez – É o risco em que a Entidade irá encontrar em cumprir com as obrigações 
associadas com seus passivos �nanceiros que são liquidados com pagamentos à vista ou com outro 
ativo �nanceiro. A abordagem da Entidade na administração de liquidez é de garantir, o máximo 
possível, que sempre tenha liquidez su�ciente para cumprir com suas obrigações ao vencerem, 
sob condições normais e de estresse, sem causar perdas inaceitáveis ou com risco de prejudicar 
a reputação da Entidade. Este risco é eliminado, uma vez que a Entidade possui uma estrutura e 
capital já equalizada.    

27.  EVENTOS SUBSEQUENTES

A administração avaliou o novo cenário dos impactos pela Covid-19 ocorridos no exercício e 
subsequentemente à data de encerramento do exercício, e neste momento não foram identi�cados 
impactos �nanceiros ou patrimoniais da sociedade e a inexistência de fatos que venham a ter efeito 
relevante sobre seus resultados futuros.
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21. AS ATIVIDADES DE ASSISTÊNCIA SOCIAL REALIZADAS NO EXERCÍCIO DE 2020
A Entidade realiza ações sociais de forma gratuita, continuada e planejada, sem quaisquer discrimi-
nações, nos termos da Lei nº 8.742 de 07 de dezembro de 1993.
Resumo das principais atividades realizadas em 2020 (número de atendimentos):

22. CONTINGÊNCIAS PARA RISCOS PROCESSUAIS
A Entidade possui processos em andamento de natureza trabalhista e tributárias, decorrentes do 
curso normal de suas atividades.
A administração da Entidade, consubstanciada na opinião de seus assessores jurídicos, considera 
que os encaminhamentos e providências legais e cabíveis, já tomados em cada processo, conforme 
apresentado abaixo, são su�cientes para cobrir possíveis perdas e preservação do patrimônio líquido 
da Entidade, que são reavaliados periodicamente.

RENATO ISHIKAWA 
Presidente 
CPF: 016.732.118-87

GERSON SHITOSHI 
FUKANOKI KUNII 
Tesoureiro Geral
CPF: 057.178.768-15

TAKANOBU MATSUNAGA
Contador CRC-1SP 
047.059/O-8
CPF: 046.982.588-04

PARECER DO CONSELHO FISCAL
O Conselho Fiscal da SOCIEDADE BRASILEIRA DE CULTURA JAPONESA E DE ASSISTÊNCIA 
SOCIAL, em cumprimento às suas obrigações legais, examinou as Demonstrações Financeiras refe-
rentes ao exercício encerrado em 31 de dezembro de 2020, compreendendo o Balanço Patrimonial, 
Demonstrações do Superávit ou Dé�cit, Mutações do Patrimônio Líquido, Demonstrações do Fluxo 
de Caixa e Notas Explicativas. Com base nos exames efetuados e à vista do parecer dos Auditores 
Independentes datados de 12 de abril de 2021, o Conselho Fiscal entende que as peças acima men-
cionadas re�etem adequadamente em seus aspectos relevantes a situação �nanceira e patrimonial 
da Entidade e que estão de conformidade com as disposições legais pertinentes à matéria.

São Paulo, 20 de abril de 2021.

MEMBROS EFETIVOS
Hiroshi Takahashi     Takao Yamada     Ronaldo Yuzo Ogasawara
MEMBROS SUPLENTES
Tetuya Fujimoto     Sunao Sato     Lidia Keiko Ogassavara Shimizu

BALANÇO PATRIMONIAL  

Estão registrados pelo valor corrigido até o fechamento da cotação em 31.12.2020. O valor de mercado das ações em 31.12.2020 é de R$ 5.083,86. Conforme demonstrado no quadro abaixo:

(1) No exercício de 2020, foram obtidos recursos de pessoas jurídicas para uso exclusivo em 
projetos especí�cos PRONAC 193039 – “Museu Histórico da Imigração Japonesa no Brasil – Plano 
Anual 2021L”. O projeto contempla o período de um ano das atividades culturais regulares do Museu 
Histórico da Imigração Japonesa no Brasil, formado pela produção de uma exposição permanente 
(9 ° andar), produção do projeto Museu Vivo (acervo, pesquisa exposição temporária e mostra de 
�lmes), estruturação do programa educativo da instituição, bem como a manutenção e atualizações 
prediais da instituição, ocupando o 3 °, 7 °, 8 ° e 9 ° andar da Entidade.

(2) Secretaria Municipal da Fazenda 47.914-4 PMSP – SVMA.
Processo Administrativo nº 6010.2020/0000798-6 - Publicado no Diário O�cial da Cidade de São 
Paulo em 13/08/2020.

Repasse da Prefeitura do Município de São Paulo através da Secretaria Municipal do Verde e do Meio 
Ambiente no valor de R$ 80.000,00, conforme a Nota de Empenho nº 69.378/2020.
Objetivo: Adaptação de acessibilidade e equipamentos de incêndio dentro do Pavilhão Japonês do 
Parque Ibirapuera conforme determina o Decreto 45.552/2004. Uma grande parte dos visitantes são pes-
soas com mobilidade reduzida e de�cientes físicos que utilizam cadeiras de rodas e não existe acesso 
adequado para esse público. Na reforma inclui instalações de rampas de acesso e banheiro adaptado.

Corresponde a empréstimos dos associados, para manutenção da Entidade, sem acréscimo de 
encargos �nanceiros.

16. SUBVENÇÕES PARA INVESTIMENTOS

17.   PATRIMÔNIO LÍQUIDO
O Patrimônio Líquido compreende o Patrimônio 
Social inicial acrescido dos Superávit e 
diminuído dos Dé�cit ocorridos de exercícios 
anteriores, Reservas de Reavaliação e Fundos 
para revitalização do Bunkyo que corresponde 
a doação de projetos para reforma.

18.   RECEITAS OPERACIONAIS
As principais fontes de receita da Entidade 
são provenientes das Comissões: Geral, Patri-

monial, Museu Histórico Imigração Japonesa, 
Pavilhão Japonês, Centro Esportivo Kokushikan 
Daigaku, Comunicação, Bunka Matsuri, Música 
Dança Folclórica Japonesa, Jovens - Seinen 
Bunkyo, Prêmio K.Yamamoto, Atividades 
Literárias, Bunkyo Rural, Relacionamento c/ 
Associações e Relações Empresariais.

19.   DESPESAS OPERACIONAIS
São dispêndios diversos tipos de despesas 
com a manutenção das Comissões: Geral, 

Assistência Social, Patrimonial, Museu Histórico 
Imigração Japonesa, Centro Esportivo Kokushi-
kan Daigaku, Pavilhão Japonês, Comunicação, 
Prêmio K.Yamamoto, Bunkyo Rural, Relações 
Empresariais, Condomínio Bunkyo, e Bunka 
Matsuri.

20.   CERTIFICADOS
20.1 - Certi�cado de Entidade Bene�-
cente de Assistência Social - CEBAS
A Entidade recebeu a publicação em 

29/08/2018 no Diário O�cial da União, referente 
ao indeferimento do pedido de Renovação 
da Certi�cação de Entidade Bene�cente de 
Assistência Social – CEBAS, em 26/09/2018 
foi protocolado o recurso e em 08/02/2019 foi 
enviado o complemento de informações do 
recurso e que se encontra em análise.
20.2 - Certi�cado do Conselho Municipal 
de Assistência Social COMAS – S.P.
A Entidade mantém o projeto social denomi-
nado “Plano Básico de Ação – Centro de Con-

vivência” contendo programas de atividades e 
parcerias, e trienalmente a Entidade apresenta 
relatórios de atividades e plano de ação para 
�ns de manutenção do Certi�cado emitido pelo 
COMAS-SP nº 349/12, atendendo exigências 
do órgão. Última manutenção em 04/2019.
20.3 – Certi�cado de Credenciamento 
SMADS
A Entidade recebeu a publicação em 
31/05/2018 no Diário O�cial da Cidade de São 

Paulo, referente ao deferimento do pedido de 
Renovação do Certi�cado de Credenciamento 
na SMADS com validade até 30/06/2021, 
conferida pela Supervisão de Assistência 
Social – Sé, de acordo com a Portaria nº 10/
SMADS/2018.
20.4 - Certi�cado de Entidade de Utili-
dade Pública
A Entidade apresenta relatórios anuais de Ati-
vidades para �ns de manutenção do Título de 

Utilidade Pública Federal, Estadual e Municipal. 
A Certidão de Utilidade Pública Federal foi 
renovada e sua validade expirou em 30/09/2016. 
Entretanto, a partir de 1º de março de 2016, 
através da Portaria MJ 362, o Ministério da 
Justiça comunicou a extinção do Título de 
Utilidade Pública Federal – UPF e a desativação 
do Cadastro Nacional das Entidades Sociais do 
Ministério da Justiça (CNES), revogando dessa 
forma a Lei nº 91/35 pela Lei nº 13.204 de 2015 

e de conformidade com o Marco Regulatório das 
Organizações da Sociedade Civil que entrou em 
vigor em 25/01/2016 (Lei nº 13.019 de 2014).
A entidade tem apresentado anualmente o 
relatório de atividades para a manutenção da 
Certidão de Utilidade Pública Estadual, a última 
emitida em 11/09/2020 – nº 8327945-4702 e 
trienalmente para a manutenção da Certidão 
de Utilidade Pública Municipal, protocolado a 
manutenção em 29/10/2020.

Corresponde a doações que serão utilizadas para construção do Pavilhão I do Kokushikan e Refor-
ma do Museu Histórico da Imigração Japonesa.

Perda Possível consiste na demanda judicial reclamado pela Prefeitura de Paranaguá/PR requerendo 
o pagamento do IPTU e Taxas de lixo, para esse processo existem depósitos judiciais no montante 
de R$ 22.933,45 (nota 8) a entidade aguarda o julgamento da exceção de pré-executividade.
Perda Possível refere-se às discussões judiciais relativas ao INSS patronal, dos períodos de 01/1994 
a 07/2005.

23. COBERTURA DE SEGUROS
A Entidade adota a política de contratar seguros para os bens imóveis e móveis e responsabilidade 
civil, considerado pela administração o montante assegurado para cobrir perdas resultantes de 
eventuais sinistros.

24. SERVIÇOS VOLUNTÁRIOS

25. ISENÇÕES USUFRUIDAS
Em 2020 a Entidade usufruiu isenções de Contribuição Previdenciária, COFINS e CSLL no montante 
de R$ 331.264,82.

26. GERENCIAMENTO DE RISCO

Gerenciamento de risco
A Entidade opera apenas com instrumentos �nanceiros não derivativos e adota uma política de 
gerenciamento dos seus riscos, que considera a adoção de procedimentos que envolvem todas as 
suas áreas criticas, garantindo que as condições das suas atividades estejam livres de risco real:

Estrutura do gerenciamento de risco – As políticas de gerenciamento de risco são estabe-
lecidas para identi�car e analisar os riscos e oportunidades que afetam a criação ou preservação 
da Entidade, bem como são revisados frequentemente para re�etir mudanças nas condições de 
mercado e nas atividades da Entidade. O gerenciamento de risco é um processo que envolve todos 
os níveis da Entidade, aplicado desde no estabelecimento das estratégias, direcionadas a identi�car 
eventos em potencial que podem vir a afetá-las, até a administração dos riscos de modo a mantê-los 
compatíveis ao apetite a risco da Entidade.
Em função das características e da forma de atividades, bem como da posição patrimonial e �nan-
ceira em 31 de dezembro de 2020, a Entidade está sujeita aos fatores de:
a)  Risco de mercado – Risco de mercado é o risco das alterações nos preços de mercado, 
tais como as taxas de juros, têm nos ganhos da Entidade, no valor de suas participações em 
instrumentos �nanceiros. O objetivo do gerenciamento de risco de mercado é gerenciar e controlar 
as exposições a riscos de mercado, dentro de parâmetros aceitáveis, e ao mesmo tempo otimizar o 
retorno. Com relação às taxas de juros, visando à mitigação deste tipo de risco, a Entidade centraliza 
seus investimentos em operações com taxas de rentabilidade que acompanham a variação do CDI 
em Certi�cado de Depósito Interbancário e fundos de renda �xa.
b)  Risco de liquidez – É o risco em que a Entidade irá encontrar em cumprir com as obrigações 
associadas com seus passivos �nanceiros que são liquidados com pagamentos à vista ou com outro 
ativo �nanceiro. A abordagem da Entidade na administração de liquidez é de garantir, o máximo 
possível, que sempre tenha liquidez su�ciente para cumprir com suas obrigações ao vencerem, 
sob condições normais e de estresse, sem causar perdas inaceitáveis ou com risco de prejudicar 
a reputação da Entidade. Este risco é eliminado, uma vez que a Entidade possui uma estrutura e 
capital já equalizada.    

27.  EVENTOS SUBSEQUENTES

A administração avaliou o novo cenário dos impactos pela Covid-19 ocorridos no exercício e 
subsequentemente à data de encerramento do exercício, e neste momento não foram identi�cados 
impactos �nanceiros ou patrimoniais da sociedade e a inexistência de fatos que venham a ter efeito 
relevante sobre seus resultados futuros.
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9. INVESTIMENTO EM AÇÕES

10. IMOBILIZADO 11. INTANGÍVEL

12. OBRIGAÇÕES SOCIAIS E TRABALHISTAS

13. CONTAS A PAGAR

14. RECURSOS DE PROJETO 15. CRÉDITO DE DIRETORES

21. AS ATIVIDADES DE ASSISTÊNCIA SOCIAL REALIZADAS NO EXERCÍCIO DE 2020
A Entidade realiza ações sociais de forma gratuita, continuada e planejada, sem quaisquer discrimi-
nações, nos termos da Lei nº 8.742 de 07 de dezembro de 1993.
Resumo das principais atividades realizadas em 2020 (número de atendimentos):

22. CONTINGÊNCIAS PARA RISCOS PROCESSUAIS
A Entidade possui processos em andamento de natureza trabalhista e tributárias, decorrentes do 
curso normal de suas atividades.
A administração da Entidade, consubstanciada na opinião de seus assessores jurídicos, considera 
que os encaminhamentos e providências legais e cabíveis, já tomados em cada processo, conforme 
apresentado abaixo, são su�cientes para cobrir possíveis perdas e preservação do patrimônio líquido 
da Entidade, que são reavaliados periodicamente.

RENATO ISHIKAWA 
Presidente 
CPF: 016.732.118-87

GERSON SHITOSHI 
FUKANOKI KUNII 
Tesoureiro Geral
CPF: 057.178.768-15

TAKANOBU MATSUNAGA
Contador CRC-1SP 
047.059/O-8
CPF: 046.982.588-04

PARECER DO CONSELHO FISCAL
O Conselho Fiscal da SOCIEDADE BRASILEIRA DE CULTURA JAPONESA E DE ASSISTÊNCIA 
SOCIAL, em cumprimento às suas obrigações legais, examinou as Demonstrações Financeiras refe-
rentes ao exercício encerrado em 31 de dezembro de 2020, compreendendo o Balanço Patrimonial, 
Demonstrações do Superávit ou Dé�cit, Mutações do Patrimônio Líquido, Demonstrações do Fluxo 
de Caixa e Notas Explicativas. Com base nos exames efetuados e à vista do parecer dos Auditores 
Independentes datados de 12 de abril de 2021, o Conselho Fiscal entende que as peças acima men-
cionadas re�etem adequadamente em seus aspectos relevantes a situação �nanceira e patrimonial 
da Entidade e que estão de conformidade com as disposições legais pertinentes à matéria.

São Paulo, 20 de abril de 2021.

MEMBROS EFETIVOS
Hiroshi Takahashi     Takao Yamada     Ronaldo Yuzo Ogasawara
MEMBROS SUPLENTES
Tetuya Fujimoto     Sunao Sato     Lidia Keiko Ogassavara Shimizu

BALANÇO PATRIMONIAL  

Estão registrados pelo valor corrigido até o fechamento da cotação em 31.12.2020. O valor de mercado das ações em 31.12.2020 é de R$ 5.083,86. Conforme demonstrado no quadro abaixo:

(1) No exercício de 2020, foram obtidos recursos de pessoas jurídicas para uso exclusivo em 
projetos especí�cos PRONAC 193039 – “Museu Histórico da Imigração Japonesa no Brasil – Plano 
Anual 2021L”. O projeto contempla o período de um ano das atividades culturais regulares do Museu 
Histórico da Imigração Japonesa no Brasil, formado pela produção de uma exposição permanente 
(9 ° andar), produção do projeto Museu Vivo (acervo, pesquisa exposição temporária e mostra de 
�lmes), estruturação do programa educativo da instituição, bem como a manutenção e atualizações 
prediais da instituição, ocupando o 3 °, 7 °, 8 ° e 9 ° andar da Entidade.

(2) Secretaria Municipal da Fazenda 47.914-4 PMSP – SVMA.
Processo Administrativo nº 6010.2020/0000798-6 - Publicado no Diário O�cial da Cidade de São 
Paulo em 13/08/2020.

Repasse da Prefeitura do Município de São Paulo através da Secretaria Municipal do Verde e do Meio 
Ambiente no valor de R$ 80.000,00, conforme a Nota de Empenho nº 69.378/2020.
Objetivo: Adaptação de acessibilidade e equipamentos de incêndio dentro do Pavilhão Japonês do 
Parque Ibirapuera conforme determina o Decreto 45.552/2004. Uma grande parte dos visitantes são pes-
soas com mobilidade reduzida e de�cientes físicos que utilizam cadeiras de rodas e não existe acesso 
adequado para esse público. Na reforma inclui instalações de rampas de acesso e banheiro adaptado.

Corresponde a empréstimos dos associados, para manutenção da Entidade, sem acréscimo de 
encargos �nanceiros.

16. SUBVENÇÕES PARA INVESTIMENTOS

17.   PATRIMÔNIO LÍQUIDO
O Patrimônio Líquido compreende o Patrimônio 
Social inicial acrescido dos Superávit e 
diminuído dos Dé�cit ocorridos de exercícios 
anteriores, Reservas de Reavaliação e Fundos 
para revitalização do Bunkyo que corresponde 
a doação de projetos para reforma.

18.   RECEITAS OPERACIONAIS
As principais fontes de receita da Entidade 
são provenientes das Comissões: Geral, Patri-

monial, Museu Histórico Imigração Japonesa, 
Pavilhão Japonês, Centro Esportivo Kokushikan 
Daigaku, Comunicação, Bunka Matsuri, Música 
Dança Folclórica Japonesa, Jovens - Seinen 
Bunkyo, Prêmio K.Yamamoto, Atividades 
Literárias, Bunkyo Rural, Relacionamento c/ 
Associações e Relações Empresariais.

19.   DESPESAS OPERACIONAIS
São dispêndios diversos tipos de despesas 
com a manutenção das Comissões: Geral, 

Assistência Social, Patrimonial, Museu Histórico 
Imigração Japonesa, Centro Esportivo Kokushi-
kan Daigaku, Pavilhão Japonês, Comunicação, 
Prêmio K.Yamamoto, Bunkyo Rural, Relações 
Empresariais, Condomínio Bunkyo, e Bunka 
Matsuri.

20.   CERTIFICADOS
20.1 - Certi�cado de Entidade Bene�-
cente de Assistência Social - CEBAS
A Entidade recebeu a publicação em 

29/08/2018 no Diário O�cial da União, referente 
ao indeferimento do pedido de Renovação 
da Certi�cação de Entidade Bene�cente de 
Assistência Social – CEBAS, em 26/09/2018 
foi protocolado o recurso e em 08/02/2019 foi 
enviado o complemento de informações do 
recurso e que se encontra em análise.
20.2 - Certi�cado do Conselho Municipal 
de Assistência Social COMAS – S.P.
A Entidade mantém o projeto social denomi-
nado “Plano Básico de Ação – Centro de Con-

vivência” contendo programas de atividades e 
parcerias, e trienalmente a Entidade apresenta 
relatórios de atividades e plano de ação para 
�ns de manutenção do Certi�cado emitido pelo 
COMAS-SP nº 349/12, atendendo exigências 
do órgão. Última manutenção em 04/2019.
20.3 – Certi�cado de Credenciamento 
SMADS
A Entidade recebeu a publicação em 
31/05/2018 no Diário O�cial da Cidade de São 

Paulo, referente ao deferimento do pedido de 
Renovação do Certi�cado de Credenciamento 
na SMADS com validade até 30/06/2021, 
conferida pela Supervisão de Assistência 
Social – Sé, de acordo com a Portaria nº 10/
SMADS/2018.
20.4 - Certi�cado de Entidade de Utili-
dade Pública
A Entidade apresenta relatórios anuais de Ati-
vidades para �ns de manutenção do Título de 

Utilidade Pública Federal, Estadual e Municipal. 
A Certidão de Utilidade Pública Federal foi 
renovada e sua validade expirou em 30/09/2016. 
Entretanto, a partir de 1º de março de 2016, 
através da Portaria MJ 362, o Ministério da 
Justiça comunicou a extinção do Título de 
Utilidade Pública Federal – UPF e a desativação 
do Cadastro Nacional das Entidades Sociais do 
Ministério da Justiça (CNES), revogando dessa 
forma a Lei nº 91/35 pela Lei nº 13.204 de 2015 

e de conformidade com o Marco Regulatório das 
Organizações da Sociedade Civil que entrou em 
vigor em 25/01/2016 (Lei nº 13.019 de 2014).
A entidade tem apresentado anualmente o 
relatório de atividades para a manutenção da 
Certidão de Utilidade Pública Estadual, a última 
emitida em 11/09/2020 – nº 8327945-4702 e 
trienalmente para a manutenção da Certidão 
de Utilidade Pública Municipal, protocolado a 
manutenção em 29/10/2020.

Corresponde a doações que serão utilizadas para construção do Pavilhão I do Kokushikan e Refor-
ma do Museu Histórico da Imigração Japonesa.

Perda Possível consiste na demanda judicial reclamado pela Prefeitura de Paranaguá/PR requerendo 
o pagamento do IPTU e Taxas de lixo, para esse processo existem depósitos judiciais no montante 
de R$ 22.933,45 (nota 8) a entidade aguarda o julgamento da exceção de pré-executividade.
Perda Possível refere-se às discussões judiciais relativas ao INSS patronal, dos períodos de 01/1994 
a 07/2005.

23. COBERTURA DE SEGUROS
A Entidade adota a política de contratar seguros para os bens imóveis e móveis e responsabilidade 
civil, considerado pela administração o montante assegurado para cobrir perdas resultantes de 
eventuais sinistros.

24. SERVIÇOS VOLUNTÁRIOS

25. ISENÇÕES USUFRUIDAS
Em 2020 a Entidade usufruiu isenções de Contribuição Previdenciária, COFINS e CSLL no montante 
de R$ 331.264,82.

26. GERENCIAMENTO DE RISCO

Gerenciamento de risco
A Entidade opera apenas com instrumentos �nanceiros não derivativos e adota uma política de 
gerenciamento dos seus riscos, que considera a adoção de procedimentos que envolvem todas as 
suas áreas criticas, garantindo que as condições das suas atividades estejam livres de risco real:

Estrutura do gerenciamento de risco – As políticas de gerenciamento de risco são estabe-
lecidas para identi�car e analisar os riscos e oportunidades que afetam a criação ou preservação 
da Entidade, bem como são revisados frequentemente para re�etir mudanças nas condições de 
mercado e nas atividades da Entidade. O gerenciamento de risco é um processo que envolve todos 
os níveis da Entidade, aplicado desde no estabelecimento das estratégias, direcionadas a identi�car 
eventos em potencial que podem vir a afetá-las, até a administração dos riscos de modo a mantê-los 
compatíveis ao apetite a risco da Entidade.
Em função das características e da forma de atividades, bem como da posição patrimonial e �nan-
ceira em 31 de dezembro de 2020, a Entidade está sujeita aos fatores de:
a)  Risco de mercado – Risco de mercado é o risco das alterações nos preços de mercado, 
tais como as taxas de juros, têm nos ganhos da Entidade, no valor de suas participações em 
instrumentos �nanceiros. O objetivo do gerenciamento de risco de mercado é gerenciar e controlar 
as exposições a riscos de mercado, dentro de parâmetros aceitáveis, e ao mesmo tempo otimizar o 
retorno. Com relação às taxas de juros, visando à mitigação deste tipo de risco, a Entidade centraliza 
seus investimentos em operações com taxas de rentabilidade que acompanham a variação do CDI 
em Certi�cado de Depósito Interbancário e fundos de renda �xa.
b)  Risco de liquidez – É o risco em que a Entidade irá encontrar em cumprir com as obrigações 
associadas com seus passivos �nanceiros que são liquidados com pagamentos à vista ou com outro 
ativo �nanceiro. A abordagem da Entidade na administração de liquidez é de garantir, o máximo 
possível, que sempre tenha liquidez su�ciente para cumprir com suas obrigações ao vencerem, 
sob condições normais e de estresse, sem causar perdas inaceitáveis ou com risco de prejudicar 
a reputação da Entidade. Este risco é eliminado, uma vez que a Entidade possui uma estrutura e 
capital já equalizada.    

27.  EVENTOS SUBSEQUENTES

A administração avaliou o novo cenário dos impactos pela Covid-19 ocorridos no exercício e 
subsequentemente à data de encerramento do exercício, e neste momento não foram identi�cados 
impactos �nanceiros ou patrimoniais da sociedade e a inexistência de fatos que venham a ter efeito 
relevante sobre seus resultados futuros.



107106 11 3173-1807    |          19 99688-2881    |          loja@cafefazendaalianca.com.br    |          /cafefazendaalianca    |          /cafefazendaalianca

Visite o site e conheça a nossa linha de cafés especiais!
E para a sua primeira compra, trouxemos um cupom de 
10% de Desconto para utilização em todo nosso site*.

Opinião

Examinamos as demonstrações �nanceiras 
da SOCIEDADE BRASILEIRA DE CULTURA 
JAPONESA E DE ASSISTÊNCIA SOCIAL, 
que compreendem o balanço patrimonial em 
31 de dezembro de 2020 e as respectivas 
demonstrações de superávit ou dé�cit, do 
resultado abrangente, das mutações do 
patrimônio líquido e dos �uxos de caixa para 
o exercício �ndo nessa data, bem como as 
correspondentes notas explicativas, incluindo o 
resumo das principais políticas contábeis.

Em nossa opinião, as demonstrações 
�nanceiras acima referidas apresentam 
adequadamente, em todos os aspectos 
relevantes, a posição patrimonial e �nanceira 
da SOCIEDADE BRASILEIRA DE CULTURA 
JAPONESA E DE ASSISTÊNCIA SOCIAL em 
31 de dezembro de 2020, o desempenho de 
suas atividades e os seus �uxos de caixa para 
o exercício �ndo nessa data, de acordo com as 
práticas contábeis adotadas no Brasil.

Base para opinião

Nossa auditoria foi conduzida de acordo 
com as normas brasileiras e internacionais 
de auditoria. Nossas responsabilidades, em 
conformidade com tais normas, estão descritas 
na seção a seguir intitulada “Responsabilidades 
do auditor pela auditoria das demonstrações 
�nanceiras”. Somos independentes em relação 
à Entidade, de acordo com os princípios 
éticos relevantes previstos no Código de 
Ética Pro�ssional do Contador e nas normas 
pro�ssionais emitidas pelo Conselho Federal 
de Contabilidade, e cumprimos com as demais 
responsabilidades éticas de acordo com essas 
normas. Acreditamos que a evidência de 
auditoria obtida é su�ciente e apropriada para 
fundamentar nossa opinião.

Ênfase

Certi�cado de Entidade Bene�cente de 
Assistência Social - CEBAS

Conforme nota explicativa 20.1 a Sociedade 
Brasileira de Cultura Japonesa e de Assistência 
Social, recebeu a publicação em 29/08/2018 
no Diário O�cial da União, referente ao 
indeferimento do pedido de renovação da 
Certi�cação de Entidade Bene�cente de 
Assistência Social – CEBAS e está aguardando a 
análise e o deferimento do recurso protocolado 
em 26/09/2018 e em 08/02/2019 foi enviado o 
complemento de informações do recurso e que 
se encontra em análise.

Contingência Previdenciária
Conforme nota explicativa 22, a Entidade 

possui a pendência judicial relativa ao INSS 
patronal referente ao período de janeiro de 1994 
a julho de 2005, decorrentes do curso normal de 
suas atividades. A administração da Entidade, 

consubstanciada na opinião de seus assessores 
jurídicos, considera que os encaminhamentos 
e providências legais e cabíveis, já tomados 
em cada processo, são su�cientes para cobrir 
possíveis perdas e preservação do patrimônio 
líquido da Entidade, que são reavaliados 
periodicamente.

As demonstrações �nanceiras encerradas 
em 31 de dezembro de 2020 foram elaboradas 
no pressuposto da continuidade normal 
das atividades da Entidade, como entidade 
bene�cente de assistência social e imune, de 
modo que não contemplam quaisquer ajustes às 
contas patrimoniais.

Nossa opinião não contém ressalva 
relacionada a esses assuntos.

Responsabilidades da administração e 
da governança pelas demonstrações 
�nanceiras

A administração é responsável pela elaboração 
e adequada apresentação das demonstrações 
�nanceiras de acordo com as práticas contábeis 
adotadas no Brasil e pelos controles internos que 
ela determinou como necessários para permitir a 
elaboração de demonstrações �nanceiras livres 
de distorção relevante, independentemente se 
causada por fraude ou erro.

Na elaboração das demonstrações �nanceiras, 
a administração é responsável pela avaliação da 
capacidade de a Entidade continuar operando, 
divulgando, quando aplicável, os assuntos 
relacionados com a sua continuidade operacional 
e o uso dessa base contábil na elaboração das 
demonstrações �nanceiras, a não ser que a 
administração pretenda liquidar a Entidade ou 
cessar suas operações, ou não tenha nenhuma 
alternativa realista para evitar o encerramento 
das operações.

Os responsáveis pela governança da 
Entidade são aqueles com responsabilidade 
pela supervisão do processo de elaboração das 
demonstrações �nanceiras.

Responsabilidades do auditor pela 
auditoria das demonstrações �nanceiras

Nossos objetivos são obter segurança 
razoável de que as demonstrações �nanceiras, 
tomadas em conjunto, estão livres de distorção 
relevante, independentemente se causada por 
fraude ou erro, e emitir relatório de auditoria 
contendo nossa opinião. Segurança razoável 
é um alto nível de segurança, mas não uma 
garantia de que a auditoria realizada de acordo 
com as normas brasileiras e internacionais 
de auditoria sempre detectam as eventuais 
distorções relevantes existentes. As distorções 
podem ser decorrentes de fraude ou erro e são 
consideradas relevantes quando, individualmente 
ou em conjunto, possam in�uenciar, dentro 
de uma perspectiva razoável, as decisões 
econômicas dos usuários tomadas com base nas 
referidas demonstrações �nanceiras.

Como parte da auditoria realizada de acordo 
com as normas brasileiras e internacionais de 
auditoria, exercemos julgamento pro�ssional e 
mantemos ceticismo pro�ssional ao longo da 

auditoria. Além disso:
 Identi�camos e avaliamos os riscos 

de distorção relevante nas demonstrações 
�nanceiras, independentemente se causada 
por fraude ou erro, planejamos e executamos 
procedimentos de auditoria em resposta a 
tais riscos, bem como obtemos evidência 
de auditoria apropriada e su�ciente para 
fundamentar nossa opinião. O risco de não 
detecção de distorção relevante resultante de 
fraude é maior do que o proveniente de erro, já 
que a fraude pode envolver o ato de burlar os 
controles internos, conluio, falsi�cação, omissão 
ou representações falsas intencionais.

 Obtemos entendimento dos controles 
internos relevantes para a auditoria para 
planejarmos procedimentos de auditoria 
apropriados às circunstâncias, mas, não, com 
o objetivo de expressarmos opinião sobre a 
e�cácia dos controles internos da Entidade.

 Avaliamos a adequação das políticas 
contábeis utilizadas e a razoabilidade das 
estimativas contábeis e respectivas divulgações 
feitas pela administração.

 Concluímos sobre a adequação do uso, pela 
administração, da base contábil de continuidade 
operacional e, com base nas evidências de 
auditoria obtidas, se existe incerteza relevante 
em relação a eventos ou condições que possam 
levantar dúvida signi�cativa em relação à 
capacidade de continuidade operacional da 
Entidade. Se concluirmos que existe incerteza 
relevante, devemos chamar atenção em nosso 
relatório de auditoria para as respectivas 
divulgações nas demonstrações �nanceiras 
ou incluir modi�cação em nossa opinião, se 
as divulgações forem inadequadas. Nossas 
conclusões estão fundamentadas nas evidências 
de auditoria obtidas até a data de nosso 
relatório. Todavia, eventos ou condições futuras 
podem levar a Entidade a não mais se manter em 
continuidade operacional.

 Avaliamos a apresentação geral, a estrutura 
e o conteúdo das demonstrações �nanceiras, 
inclusive as divulgações e se as demonstrações 
�nanceiras representam as correspondentes 
transações e os eventos de maneira compatível 
com o objetivo de apresentação adequada.

Comunicamo-nos com os responsáveis pela 
governança a respeito, entre outros aspectos, 
do alcance planejado, da época da auditoria 
e das constatações signi�cativas de auditoria, 
inclusive as eventuais de�ciências signi�cativas 
nos controles internos que identi�camos durante 
nossos trabalhos.

São Paulo, 12 de abril de 2021.
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Opinião

Examinamos as demonstrações �nanceiras 
da SOCIEDADE BRASILEIRA DE CULTURA 
JAPONESA E DE ASSISTÊNCIA SOCIAL, 
que compreendem o balanço patrimonial em 
31 de dezembro de 2020 e as respectivas 
demonstrações de superávit ou dé�cit, do 
resultado abrangente, das mutações do 
patrimônio líquido e dos �uxos de caixa para 
o exercício �ndo nessa data, bem como as 
correspondentes notas explicativas, incluindo o 
resumo das principais políticas contábeis.

Em nossa opinião, as demonstrações 
�nanceiras acima referidas apresentam 
adequadamente, em todos os aspectos 
relevantes, a posição patrimonial e �nanceira 
da SOCIEDADE BRASILEIRA DE CULTURA 
JAPONESA E DE ASSISTÊNCIA SOCIAL em 
31 de dezembro de 2020, o desempenho de 
suas atividades e os seus �uxos de caixa para 
o exercício �ndo nessa data, de acordo com as 
práticas contábeis adotadas no Brasil.

Base para opinião

Nossa auditoria foi conduzida de acordo 
com as normas brasileiras e internacionais 
de auditoria. Nossas responsabilidades, em 
conformidade com tais normas, estão descritas 
na seção a seguir intitulada “Responsabilidades 
do auditor pela auditoria das demonstrações 
�nanceiras”. Somos independentes em relação 
à Entidade, de acordo com os princípios 
éticos relevantes previstos no Código de 
Ética Pro�ssional do Contador e nas normas 
pro�ssionais emitidas pelo Conselho Federal 
de Contabilidade, e cumprimos com as demais 
responsabilidades éticas de acordo com essas 
normas. Acreditamos que a evidência de 
auditoria obtida é su�ciente e apropriada para 
fundamentar nossa opinião.

Ênfase

Certi�cado de Entidade Bene�cente de 
Assistência Social - CEBAS

Conforme nota explicativa 20.1 a Sociedade 
Brasileira de Cultura Japonesa e de Assistência 
Social, recebeu a publicação em 29/08/2018 
no Diário O�cial da União, referente ao 
indeferimento do pedido de renovação da 
Certi�cação de Entidade Bene�cente de 
Assistência Social – CEBAS e está aguardando a 
análise e o deferimento do recurso protocolado 
em 26/09/2018 e em 08/02/2019 foi enviado o 
complemento de informações do recurso e que 
se encontra em análise.

Contingência Previdenciária
Conforme nota explicativa 22, a Entidade 

possui a pendência judicial relativa ao INSS 
patronal referente ao período de janeiro de 1994 
a julho de 2005, decorrentes do curso normal de 
suas atividades. A administração da Entidade, 

consubstanciada na opinião de seus assessores 
jurídicos, considera que os encaminhamentos 
e providências legais e cabíveis, já tomados 
em cada processo, são su�cientes para cobrir 
possíveis perdas e preservação do patrimônio 
líquido da Entidade, que são reavaliados 
periodicamente.

As demonstrações �nanceiras encerradas 
em 31 de dezembro de 2020 foram elaboradas 
no pressuposto da continuidade normal 
das atividades da Entidade, como entidade 
bene�cente de assistência social e imune, de 
modo que não contemplam quaisquer ajustes às 
contas patrimoniais.

Nossa opinião não contém ressalva 
relacionada a esses assuntos.

Responsabilidades da administração e 
da governança pelas demonstrações 
�nanceiras

A administração é responsável pela elaboração 
e adequada apresentação das demonstrações 
�nanceiras de acordo com as práticas contábeis 
adotadas no Brasil e pelos controles internos que 
ela determinou como necessários para permitir a 
elaboração de demonstrações �nanceiras livres 
de distorção relevante, independentemente se 
causada por fraude ou erro.

Na elaboração das demonstrações �nanceiras, 
a administração é responsável pela avaliação da 
capacidade de a Entidade continuar operando, 
divulgando, quando aplicável, os assuntos 
relacionados com a sua continuidade operacional 
e o uso dessa base contábil na elaboração das 
demonstrações �nanceiras, a não ser que a 
administração pretenda liquidar a Entidade ou 
cessar suas operações, ou não tenha nenhuma 
alternativa realista para evitar o encerramento 
das operações.

Os responsáveis pela governança da 
Entidade são aqueles com responsabilidade 
pela supervisão do processo de elaboração das 
demonstrações �nanceiras.

Responsabilidades do auditor pela 
auditoria das demonstrações �nanceiras

Nossos objetivos são obter segurança 
razoável de que as demonstrações �nanceiras, 
tomadas em conjunto, estão livres de distorção 
relevante, independentemente se causada por 
fraude ou erro, e emitir relatório de auditoria 
contendo nossa opinião. Segurança razoável 
é um alto nível de segurança, mas não uma 
garantia de que a auditoria realizada de acordo 
com as normas brasileiras e internacionais 
de auditoria sempre detectam as eventuais 
distorções relevantes existentes. As distorções 
podem ser decorrentes de fraude ou erro e são 
consideradas relevantes quando, individualmente 
ou em conjunto, possam in�uenciar, dentro 
de uma perspectiva razoável, as decisões 
econômicas dos usuários tomadas com base nas 
referidas demonstrações �nanceiras.

Como parte da auditoria realizada de acordo 
com as normas brasileiras e internacionais de 
auditoria, exercemos julgamento pro�ssional e 
mantemos ceticismo pro�ssional ao longo da 

auditoria. Além disso:
 Identi�camos e avaliamos os riscos 

de distorção relevante nas demonstrações 
�nanceiras, independentemente se causada 
por fraude ou erro, planejamos e executamos 
procedimentos de auditoria em resposta a 
tais riscos, bem como obtemos evidência 
de auditoria apropriada e su�ciente para 
fundamentar nossa opinião. O risco de não 
detecção de distorção relevante resultante de 
fraude é maior do que o proveniente de erro, já 
que a fraude pode envolver o ato de burlar os 
controles internos, conluio, falsi�cação, omissão 
ou representações falsas intencionais.

 Obtemos entendimento dos controles 
internos relevantes para a auditoria para 
planejarmos procedimentos de auditoria 
apropriados às circunstâncias, mas, não, com 
o objetivo de expressarmos opinião sobre a 
e�cácia dos controles internos da Entidade.

 Avaliamos a adequação das políticas 
contábeis utilizadas e a razoabilidade das 
estimativas contábeis e respectivas divulgações 
feitas pela administração.

 Concluímos sobre a adequação do uso, pela 
administração, da base contábil de continuidade 
operacional e, com base nas evidências de 
auditoria obtidas, se existe incerteza relevante 
em relação a eventos ou condições que possam 
levantar dúvida signi�cativa em relação à 
capacidade de continuidade operacional da 
Entidade. Se concluirmos que existe incerteza 
relevante, devemos chamar atenção em nosso 
relatório de auditoria para as respectivas 
divulgações nas demonstrações �nanceiras 
ou incluir modi�cação em nossa opinião, se 
as divulgações forem inadequadas. Nossas 
conclusões estão fundamentadas nas evidências 
de auditoria obtidas até a data de nosso 
relatório. Todavia, eventos ou condições futuras 
podem levar a Entidade a não mais se manter em 
continuidade operacional.

 Avaliamos a apresentação geral, a estrutura 
e o conteúdo das demonstrações �nanceiras, 
inclusive as divulgações e se as demonstrações 
�nanceiras representam as correspondentes 
transações e os eventos de maneira compatível 
com o objetivo de apresentação adequada.

Comunicamo-nos com os responsáveis pela 
governança a respeito, entre outros aspectos, 
do alcance planejado, da época da auditoria 
e das constatações signi�cativas de auditoria, 
inclusive as eventuais de�ciências signi�cativas 
nos controles internos que identi�camos durante 
nossos trabalhos.

São Paulo, 12 de abril de 2021.
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Opinião

Examinamos as demonstrações �nanceiras 
da SOCIEDADE BRASILEIRA DE CULTURA 
JAPONESA E DE ASSISTÊNCIA SOCIAL, 
que compreendem o balanço patrimonial em 
31 de dezembro de 2020 e as respectivas 
demonstrações de superávit ou dé�cit, do 
resultado abrangente, das mutações do 
patrimônio líquido e dos �uxos de caixa para 
o exercício �ndo nessa data, bem como as 
correspondentes notas explicativas, incluindo o 
resumo das principais políticas contábeis.

Em nossa opinião, as demonstrações 
�nanceiras acima referidas apresentam 
adequadamente, em todos os aspectos 
relevantes, a posição patrimonial e �nanceira 
da SOCIEDADE BRASILEIRA DE CULTURA 
JAPONESA E DE ASSISTÊNCIA SOCIAL em 
31 de dezembro de 2020, o desempenho de 
suas atividades e os seus �uxos de caixa para 
o exercício �ndo nessa data, de acordo com as 
práticas contábeis adotadas no Brasil.

Base para opinião

Nossa auditoria foi conduzida de acordo 
com as normas brasileiras e internacionais 
de auditoria. Nossas responsabilidades, em 
conformidade com tais normas, estão descritas 
na seção a seguir intitulada “Responsabilidades 
do auditor pela auditoria das demonstrações 
�nanceiras”. Somos independentes em relação 
à Entidade, de acordo com os princípios 
éticos relevantes previstos no Código de 
Ética Pro�ssional do Contador e nas normas 
pro�ssionais emitidas pelo Conselho Federal 
de Contabilidade, e cumprimos com as demais 
responsabilidades éticas de acordo com essas 
normas. Acreditamos que a evidência de 
auditoria obtida é su�ciente e apropriada para 
fundamentar nossa opinião.

Ênfase

Certi�cado de Entidade Bene�cente de 
Assistência Social - CEBAS

Conforme nota explicativa 20.1 a Sociedade 
Brasileira de Cultura Japonesa e de Assistência 
Social, recebeu a publicação em 29/08/2018 
no Diário O�cial da União, referente ao 
indeferimento do pedido de renovação da 
Certi�cação de Entidade Bene�cente de 
Assistência Social – CEBAS e está aguardando a 
análise e o deferimento do recurso protocolado 
em 26/09/2018 e em 08/02/2019 foi enviado o 
complemento de informações do recurso e que 
se encontra em análise.

Contingência Previdenciária
Conforme nota explicativa 22, a Entidade 

possui a pendência judicial relativa ao INSS 
patronal referente ao período de janeiro de 1994 
a julho de 2005, decorrentes do curso normal de 
suas atividades. A administração da Entidade, 

consubstanciada na opinião de seus assessores 
jurídicos, considera que os encaminhamentos 
e providências legais e cabíveis, já tomados 
em cada processo, são su�cientes para cobrir 
possíveis perdas e preservação do patrimônio 
líquido da Entidade, que são reavaliados 
periodicamente.

As demonstrações �nanceiras encerradas 
em 31 de dezembro de 2020 foram elaboradas 
no pressuposto da continuidade normal 
das atividades da Entidade, como entidade 
bene�cente de assistência social e imune, de 
modo que não contemplam quaisquer ajustes às 
contas patrimoniais.

Nossa opinião não contém ressalva 
relacionada a esses assuntos.

Responsabilidades da administração e 
da governança pelas demonstrações 
�nanceiras

A administração é responsável pela elaboração 
e adequada apresentação das demonstrações 
�nanceiras de acordo com as práticas contábeis 
adotadas no Brasil e pelos controles internos que 
ela determinou como necessários para permitir a 
elaboração de demonstrações �nanceiras livres 
de distorção relevante, independentemente se 
causada por fraude ou erro.

Na elaboração das demonstrações �nanceiras, 
a administração é responsável pela avaliação da 
capacidade de a Entidade continuar operando, 
divulgando, quando aplicável, os assuntos 
relacionados com a sua continuidade operacional 
e o uso dessa base contábil na elaboração das 
demonstrações �nanceiras, a não ser que a 
administração pretenda liquidar a Entidade ou 
cessar suas operações, ou não tenha nenhuma 
alternativa realista para evitar o encerramento 
das operações.

Os responsáveis pela governança da 
Entidade são aqueles com responsabilidade 
pela supervisão do processo de elaboração das 
demonstrações �nanceiras.

Responsabilidades do auditor pela 
auditoria das demonstrações �nanceiras

Nossos objetivos são obter segurança 
razoável de que as demonstrações �nanceiras, 
tomadas em conjunto, estão livres de distorção 
relevante, independentemente se causada por 
fraude ou erro, e emitir relatório de auditoria 
contendo nossa opinião. Segurança razoável 
é um alto nível de segurança, mas não uma 
garantia de que a auditoria realizada de acordo 
com as normas brasileiras e internacionais 
de auditoria sempre detectam as eventuais 
distorções relevantes existentes. As distorções 
podem ser decorrentes de fraude ou erro e são 
consideradas relevantes quando, individualmente 
ou em conjunto, possam in�uenciar, dentro 
de uma perspectiva razoável, as decisões 
econômicas dos usuários tomadas com base nas 
referidas demonstrações �nanceiras.

Como parte da auditoria realizada de acordo 
com as normas brasileiras e internacionais de 
auditoria, exercemos julgamento pro�ssional e 
mantemos ceticismo pro�ssional ao longo da 

auditoria. Além disso:
 Identi�camos e avaliamos os riscos 

de distorção relevante nas demonstrações 
�nanceiras, independentemente se causada 
por fraude ou erro, planejamos e executamos 
procedimentos de auditoria em resposta a 
tais riscos, bem como obtemos evidência 
de auditoria apropriada e su�ciente para 
fundamentar nossa opinião. O risco de não 
detecção de distorção relevante resultante de 
fraude é maior do que o proveniente de erro, já 
que a fraude pode envolver o ato de burlar os 
controles internos, conluio, falsi�cação, omissão 
ou representações falsas intencionais.

 Obtemos entendimento dos controles 
internos relevantes para a auditoria para 
planejarmos procedimentos de auditoria 
apropriados às circunstâncias, mas, não, com 
o objetivo de expressarmos opinião sobre a 
e�cácia dos controles internos da Entidade.

 Avaliamos a adequação das políticas 
contábeis utilizadas e a razoabilidade das 
estimativas contábeis e respectivas divulgações 
feitas pela administração.

 Concluímos sobre a adequação do uso, pela 
administração, da base contábil de continuidade 
operacional e, com base nas evidências de 
auditoria obtidas, se existe incerteza relevante 
em relação a eventos ou condições que possam 
levantar dúvida signi�cativa em relação à 
capacidade de continuidade operacional da 
Entidade. Se concluirmos que existe incerteza 
relevante, devemos chamar atenção em nosso 
relatório de auditoria para as respectivas 
divulgações nas demonstrações �nanceiras 
ou incluir modi�cação em nossa opinião, se 
as divulgações forem inadequadas. Nossas 
conclusões estão fundamentadas nas evidências 
de auditoria obtidas até a data de nosso 
relatório. Todavia, eventos ou condições futuras 
podem levar a Entidade a não mais se manter em 
continuidade operacional.

 Avaliamos a apresentação geral, a estrutura 
e o conteúdo das demonstrações �nanceiras, 
inclusive as divulgações e se as demonstrações 
�nanceiras representam as correspondentes 
transações e os eventos de maneira compatível 
com o objetivo de apresentação adequada.

Comunicamo-nos com os responsáveis pela 
governança a respeito, entre outros aspectos, 
do alcance planejado, da época da auditoria 
e das constatações signi�cativas de auditoria, 
inclusive as eventuais de�ciências signi�cativas 
nos controles internos que identi�camos durante 
nossos trabalhos.

São Paulo, 12 de abril de 2021.
.

PADRÃO AUDITORIA S.S.
CRC-2SP 016.650/0-7

YUKIO FUNADA
Contador CRC 1SP 043.351/O-8

RELATÓRIO DOS AUDITORES 
INDEPENDENTES SOBRE 
AS DEMONSTRAÇÕES 
FINANCEIRAS

BALANÇO PATRIMONIAL  

P
E

X
E

LS

107106 11 3173-1807    |          19 99688-2881    |          loja@cafefazendaalianca.com.br    |          /cafefazendaalianca    |          /cafefazendaalianca

Visite o site e conheça a nossa linha de cafés especiais!
E para a sua primeira compra, trouxemos um cupom de 
10% de Desconto para utilização em todo nosso site*.

Opinião

Examinamos as demonstrações �nanceiras 
da SOCIEDADE BRASILEIRA DE CULTURA 
JAPONESA E DE ASSISTÊNCIA SOCIAL, 
que compreendem o balanço patrimonial em 
31 de dezembro de 2020 e as respectivas 
demonstrações de superávit ou dé�cit, do 
resultado abrangente, das mutações do 
patrimônio líquido e dos �uxos de caixa para 
o exercício �ndo nessa data, bem como as 
correspondentes notas explicativas, incluindo o 
resumo das principais políticas contábeis.

Em nossa opinião, as demonstrações 
�nanceiras acima referidas apresentam 
adequadamente, em todos os aspectos 
relevantes, a posição patrimonial e �nanceira 
da SOCIEDADE BRASILEIRA DE CULTURA 
JAPONESA E DE ASSISTÊNCIA SOCIAL em 
31 de dezembro de 2020, o desempenho de 
suas atividades e os seus �uxos de caixa para 
o exercício �ndo nessa data, de acordo com as 
práticas contábeis adotadas no Brasil.

Base para opinião

Nossa auditoria foi conduzida de acordo 
com as normas brasileiras e internacionais 
de auditoria. Nossas responsabilidades, em 
conformidade com tais normas, estão descritas 
na seção a seguir intitulada “Responsabilidades 
do auditor pela auditoria das demonstrações 
�nanceiras”. Somos independentes em relação 
à Entidade, de acordo com os princípios 
éticos relevantes previstos no Código de 
Ética Pro�ssional do Contador e nas normas 
pro�ssionais emitidas pelo Conselho Federal 
de Contabilidade, e cumprimos com as demais 
responsabilidades éticas de acordo com essas 
normas. Acreditamos que a evidência de 
auditoria obtida é su�ciente e apropriada para 
fundamentar nossa opinião.

Ênfase

Certi�cado de Entidade Bene�cente de 
Assistência Social - CEBAS

Conforme nota explicativa 20.1 a Sociedade 
Brasileira de Cultura Japonesa e de Assistência 
Social, recebeu a publicação em 29/08/2018 
no Diário O�cial da União, referente ao 
indeferimento do pedido de renovação da 
Certi�cação de Entidade Bene�cente de 
Assistência Social – CEBAS e está aguardando a 
análise e o deferimento do recurso protocolado 
em 26/09/2018 e em 08/02/2019 foi enviado o 
complemento de informações do recurso e que 
se encontra em análise.

Contingência Previdenciária
Conforme nota explicativa 22, a Entidade 

possui a pendência judicial relativa ao INSS 
patronal referente ao período de janeiro de 1994 
a julho de 2005, decorrentes do curso normal de 
suas atividades. A administração da Entidade, 

consubstanciada na opinião de seus assessores 
jurídicos, considera que os encaminhamentos 
e providências legais e cabíveis, já tomados 
em cada processo, são su�cientes para cobrir 
possíveis perdas e preservação do patrimônio 
líquido da Entidade, que são reavaliados 
periodicamente.

As demonstrações �nanceiras encerradas 
em 31 de dezembro de 2020 foram elaboradas 
no pressuposto da continuidade normal 
das atividades da Entidade, como entidade 
bene�cente de assistência social e imune, de 
modo que não contemplam quaisquer ajustes às 
contas patrimoniais.

Nossa opinião não contém ressalva 
relacionada a esses assuntos.

Responsabilidades da administração e 
da governança pelas demonstrações 
�nanceiras

A administração é responsável pela elaboração 
e adequada apresentação das demonstrações 
�nanceiras de acordo com as práticas contábeis 
adotadas no Brasil e pelos controles internos que 
ela determinou como necessários para permitir a 
elaboração de demonstrações �nanceiras livres 
de distorção relevante, independentemente se 
causada por fraude ou erro.

Na elaboração das demonstrações �nanceiras, 
a administração é responsável pela avaliação da 
capacidade de a Entidade continuar operando, 
divulgando, quando aplicável, os assuntos 
relacionados com a sua continuidade operacional 
e o uso dessa base contábil na elaboração das 
demonstrações �nanceiras, a não ser que a 
administração pretenda liquidar a Entidade ou 
cessar suas operações, ou não tenha nenhuma 
alternativa realista para evitar o encerramento 
das operações.

Os responsáveis pela governança da 
Entidade são aqueles com responsabilidade 
pela supervisão do processo de elaboração das 
demonstrações �nanceiras.

Responsabilidades do auditor pela 
auditoria das demonstrações �nanceiras

Nossos objetivos são obter segurança 
razoável de que as demonstrações �nanceiras, 
tomadas em conjunto, estão livres de distorção 
relevante, independentemente se causada por 
fraude ou erro, e emitir relatório de auditoria 
contendo nossa opinião. Segurança razoável 
é um alto nível de segurança, mas não uma 
garantia de que a auditoria realizada de acordo 
com as normas brasileiras e internacionais 
de auditoria sempre detectam as eventuais 
distorções relevantes existentes. As distorções 
podem ser decorrentes de fraude ou erro e são 
consideradas relevantes quando, individualmente 
ou em conjunto, possam in�uenciar, dentro 
de uma perspectiva razoável, as decisões 
econômicas dos usuários tomadas com base nas 
referidas demonstrações �nanceiras.

Como parte da auditoria realizada de acordo 
com as normas brasileiras e internacionais de 
auditoria, exercemos julgamento pro�ssional e 
mantemos ceticismo pro�ssional ao longo da 

auditoria. Além disso:
 Identi�camos e avaliamos os riscos 

de distorção relevante nas demonstrações 
�nanceiras, independentemente se causada 
por fraude ou erro, planejamos e executamos 
procedimentos de auditoria em resposta a 
tais riscos, bem como obtemos evidência 
de auditoria apropriada e su�ciente para 
fundamentar nossa opinião. O risco de não 
detecção de distorção relevante resultante de 
fraude é maior do que o proveniente de erro, já 
que a fraude pode envolver o ato de burlar os 
controles internos, conluio, falsi�cação, omissão 
ou representações falsas intencionais.

 Obtemos entendimento dos controles 
internos relevantes para a auditoria para 
planejarmos procedimentos de auditoria 
apropriados às circunstâncias, mas, não, com 
o objetivo de expressarmos opinião sobre a 
e�cácia dos controles internos da Entidade.

 Avaliamos a adequação das políticas 
contábeis utilizadas e a razoabilidade das 
estimativas contábeis e respectivas divulgações 
feitas pela administração.

 Concluímos sobre a adequação do uso, pela 
administração, da base contábil de continuidade 
operacional e, com base nas evidências de 
auditoria obtidas, se existe incerteza relevante 
em relação a eventos ou condições que possam 
levantar dúvida signi�cativa em relação à 
capacidade de continuidade operacional da 
Entidade. Se concluirmos que existe incerteza 
relevante, devemos chamar atenção em nosso 
relatório de auditoria para as respectivas 
divulgações nas demonstrações �nanceiras 
ou incluir modi�cação em nossa opinião, se 
as divulgações forem inadequadas. Nossas 
conclusões estão fundamentadas nas evidências 
de auditoria obtidas até a data de nosso 
relatório. Todavia, eventos ou condições futuras 
podem levar a Entidade a não mais se manter em 
continuidade operacional.

 Avaliamos a apresentação geral, a estrutura 
e o conteúdo das demonstrações �nanceiras, 
inclusive as divulgações e se as demonstrações 
�nanceiras representam as correspondentes 
transações e os eventos de maneira compatível 
com o objetivo de apresentação adequada.

Comunicamo-nos com os responsáveis pela 
governança a respeito, entre outros aspectos, 
do alcance planejado, da época da auditoria 
e das constatações signi�cativas de auditoria, 
inclusive as eventuais de�ciências signi�cativas 
nos controles internos que identi�camos durante 
nossos trabalhos.

São Paulo, 12 de abril de 2021.
.
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